
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事 業 報 告 書
（ 令 和 ７ 年 度 ） 

 

 

 

 

 

社会福祉法人川崎聖風福祉会 
  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



目次 

Ⅰ.運営・会議・研修 

１．法人の事業運営について ······································ （１ページ） 

２．理事会・評議員会の開催 ······································ （３ページ） 

３．委員会・会議報告 ············································ （４ページ） 

Ⅱ.各事業所事業報告 

１．ノーマ・ヴィラージュ聖風苑 ·································· （２３ページ） 

１－２ 救護施設 ·············································· （３３ページ） 

１－３ 聖風苑デイサービスセンター ···························· （５６ページ） 

１－４ アトリエ聖風 ·········································· （６０ページ） 

２．かわさき地域生活支援拠点たじま  ····························· （７０ページ） 

２－２ 生活介護 ·············································· （７２ページ） 

２－３ 日中一時預かり ········································ （８９ページ） 

２－４ 短期入所 ·············································· （１０６ページ） 

２－５ 家庭支援センター ······································ （１１６ページ） 

３．聖風ホーム ·················································· （１２６ページ） 

４．中部地域生活支援センターはるかぜ ···························· （１３１ページ） 

５．社会復帰訓練所 （就労支援事業所あやめ） ···················· （１４０ページ） 

６．南部基幹相談支援センター ···································· （１４８ページ） 

７．もとすみ地域相談支援センター ································ （１５７ページ） 

８．地域サービスセンターことぶき ································ （１６５ページ） 

９．川崎市恵楽園 

９－２ 養護老人ホーム川崎市恵楽園 ···························· （１７０ページ） 

９－３ 恵楽園デイサービスセンター ···························· （２０４ページ） 

９－４ 恵楽園居宅介護支援センター ···························· （２０８ページ） 

１０．桜の風もみの木 ············································ （２１１ページ） 

Ⅲ.事業報告の付属明細書 ··········································· （２２２ページ） 



 



1 
 

Ⅰ運営・会議・研修 

１ 法人の事業運営について 

令和７年度は、令和５年度に策定した中長期計画（令和 5 年度から令和 9 年度まで）の３年目と

なりました。現状の課題を提起し達成するための方法を模索し、将来あるべき姿に近づけるよう策

定した計画に基づき事業運営を行いました。また、各年の達成状況を把握するため、ヒアリングを

行い現状把握に努めました。 

中長期計画は、①「個人の尊厳」を守る。②「地域福祉ネットワーク」維持・拡大する。③多様

なサービスサービスの開発」と多機能化。④「職員の資質向上」と効率的・効果的な人材活用。⑤

「社会的責任」を果たす。⑥「チャレンジ事業」の創設。⑦「健全な収支」による経営の持続化。

⑧その他事業所で独自に設定した方針 の８項目について策定されています。 

社会情勢等の変化に対応すべく、随時評価点検を進めながら目標の達成に引き続き取組んでまい

ります。 

 

【令和７年度事業計画に位置付けた年度重点事項】 

（１） 法人理念の再徹底と、理念に即した事業展開 

  【計画】 

① 令和８年２月に、現法人創立２０周年記念行事を開催する。 

   ② 節目の年に改めて法人理念を全職員で再確認し、理念に基づいた事業展開になるよう点

検するとともに、社会的責務を果たせる法人づくりに努める。  

  【報告】令和８年２月７日に、「実践研究発表大会」との同時開催というかたちで「改称２０年記念

式典」を開催しました。職員以外にも理事・監事・評議員・アドバイザーなど多くの方にご

参加をいただきました。実践研究発表大会とあわせて法人理念実践の共有の場となりました。 

 

（２） 全職員体制による人材確保とひとり一人の職員に即した人材育成 

  【計画】 

① 今後も様々な求人サービスや機会を利用しつつ、全職員が一丸となった人材確保（仲間

を増やす）に取組む。 

   ② 職員ひとり一人にあったキャリアアップや人材育成に取組む。 

  ③ 技能実習生を含む外国人職員の育成に取組む 

  【報告】７年度も引き続き、法人総務部を中心に、委員会、各事業所、職員が一丸となって人材確

保や育成に取組みました。キャリアパスのための短期的な異動も実施しました。外国人技能

実習生の受入や育成も進め、特に障害者施設における技能実習生の受入れについては先進的

との見方から他法人から問い合わせを受ける状況となっています。 

    

（３） 地域ニーズを見据えた新規サービスの開発（地域共生社会の実現に寄与する） 

  【計画】 

① 各事業の運営を通して地域ニーズの変化を把握し、既存の事業が地域ニーズとマッチし

ているかどうかを点検することで、事業対象者や運営方法の見直しを行う。 
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   ② こども、障害者、高齢者など世代や障害種別を問わず地域生活課題が多様化する中で、

法人が持つ「ストレングス（強み）」を活かした地域共生社会の実現に向けた事業の開発に

着手する。 

  【報告】相談からサービス利用までのプロセスが不明確であることや、利用決定までの期間が長す

ぎることがサービス利用を妨げる要因となっているという関係機関の声を受け、これも地域

ニーズの一つととらえ、プロセスの明確化や短縮化に取組みました。養護老人ホーム川崎市

恵楽園や桜の風もみの木では、施設紹介映像を制作し事前に施設内の様子を見られるように

しました。桜の風もみの木の映像は法人ホームページにも掲載しています。併せて、サービ

ス利用までのプロセスを簡素化し、サービス利用までの期間の短縮化を図りました。それに

よって、稼働率の回復につながっています。 

      また、地域共生社会を意識して事業所ごとに地域住民との世代を超えた交流を進めました。 

 

（４） 職員のストレスの軽減と生産性の高い効率的な業務運営 

  【計画】 

 ① 令和６年度のストレスチェック分析結果を真摯に受け止め、現在の法人に不足している

と指摘されたいわゆる“見えない報酬（賞賛、労い、感謝など）”を伝えあえる職場づくり

を進める。 

   ② ＡＩ等を含めたＩＣＴの活用、ＤＸ化の促進を進めるなかで、勤務シフトや業務分担を

見直し、業務負担軽減や生産性の向上に取組む。 

   ③ ニーズ・オリエンテッドの徹底による稼働率向上（必要な人に適時サービスを届ける）

により収支の安定を図り、持続可能な法人運営と職員への還元等につなげられるようにす

る。 

  【報告】全事業所が令和６年度のストレスチェックで指摘された結果の改善に取組みました。全事

業所の取組みの進捗状況については、定例の所長会議で共有し、実践研究発表大会でも報告

するなど１年を通して取り組んできました。令和７年度のストレスチェック結果においては、

全体的には明らかな改善はみられてはいるものの、未だ取り組みが不十分な事業所や新たな

課題が明らかになった事業所などがあり、継続的に取組む必要性を感じています。 

      ＡＩボイスレコーダーについては、多くの事業所で活用されました。職場環境・業務改善

については、新たに委員会を設置し、必要な取組みの洗い出しを行いました。 

 

（５） 事業継続計画（ＢＣＰ）の適切な運用 

  【計画】 

   ① 令和６年度に作成した法人及び各事業所の事業継続計画（BCP）を適切に運用できるよ

うにする。 

② BCP の訓練はもちろんのこと、トヨクモの使用訓練を重ね、有事に有効に活用できるよ

う必要に応じた見直しを進める。 

  【報告】令和７年度は、事業所ごとに事業継続計画（ＢＣＰ）の修正や訓練を行いました。また法

人全体では、トヨクモの緊急連絡訓練を実施しました。災害発生時のスムーズな状況共有に

向けて引き続きシステムの点検と訓練を重ねていきます。 

      また、家賃補助手当の要件に「法人が運営する入所施設から直線距離５キロメートル以内

に居住」を新たに追加し、特に入所施設の緊急時の職員確保の強化につなげました。 



3 
 

 

※参考（令和６年度重点項目） 

 ①事業継続計画（ＢＣＰ）の策定、②スケールメリットを活かした多機能化の促進、③人材育成

と有効活用、④権利擁護の取組み強化、⑤ＩＣＴ化の促進、⑥ＳＤＧｓを意識した取り組みの強化

と発信 

 

２ 理事会・評議員会の開催 

第１回理事会  令和 7年 4月 28 日（月） 

議  案 

第１号議案 令和７年度第 1 次補正予算（案）について 

 
第２回理事会  令和 7年 5月 21 日（水）10：00～ 

議  案 

第１号議案 次期評議員選任・解任委員会の委員の選任について 

    第２号議案 次期役員候補者の推薦について 

   第３号議案 次期評議員候補者の推薦について 

   第４号議案 令和 6年度事業報告の承認について 

第５号議案 令和 6年度計算書類及び財産目録の承認について 

第６号議案 組織及び職制に関する規程の改定について 

第７号議案 特別職就業規則の改定について 

第８号議案 評議員選任・解任委員会の招集について 

第９号議案  定時評議員会の招集について 

 

定時評議員会  令和 7年 6月 16 日（月）10：00～ 

議  案 
 報 告 事 項 令和 6年度事業報告につて 

議決事項 
第１号議案 令和 6 年度計算書類及び財産目録の承認について 

    第２号議案 次期役員の選任について 
 

第３回理事会  令和 7年 6月 16 日（月）11：30～ 

議  案 

第１号議案 理事長の選定について 

    第２号議案 中部地域生活支援センターはるかぜの 

          次期指定管理業務受託について 

 

   第４回理事会  令和 7 年 9 月 24 日  

議  案 
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第 1 号議案 育児休業に関する規程 

 

第５回理事会  令和 7年 11月 19 日（水）10：00～ 

議  案 

第１号議案 令和７年度 第２次補正予算（案）について 

第２号議案 経理規程の改定について 

   第３号議案 法人クレジットカード取扱規程 新規策定について 

第６回理事会  令和 8年 3月 18 日（水）10：00～ 

議  案 

第１号議案 令和 7年度第 3 次補正予算（案）について 

第 2号議案 正規職員給与規程改定について 

第３号議案 無期契約職員給与規程の改定につて 

第 4号議案 有期契約職員給与規程の改定につて 

第 5号議案 訪問介護員の就業及び給与に関する規程の改定について 

第 6号議案 令和 8年度事業計画書について 

第 7号議案 令和 8年度収支予算（案）について 

   第 8号議案 役員等賠償責任保険の契約について 

   第 9号議案 令和 8年度管理職配置（案）について 

 

       

３ 委員会・会議報告 

（１） 経営会議 

経営会議は法人管理職による会議で主に事業経営上の諸問題の点検・確認を行い、また、人事等を

含めて円滑な施設経営に努めるための計画、戦略などを協議しました｡ 

（出席者） 理事長・総務部長・事業推進部長・たじま施設長 

経理係長・総務課長・家庭支援センター長・ことぶき所長 

＜会議開催日＞ 

令和 7 年 4 月 22 日（火）14:00～ 

・令和 6 年度 収支状況について 

・法人委員会メンバー候補者について 
・令和 7 年度 第１回理事会 
・令和 7 年度 第２回理事会 
・令和８年度 技能実習生採用について 
・所長会議の議題テーマについて 
・各事業所報告について 
・各委員会報告について 
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令和 7年 5 月 27日（火）14:00～ 

・令和６年度 収支状況について 
・聖風苑デイサービスの運営改善に向けた取り組み 
・報奨賞与と処遇改善手当（一時金）の支給について 
・定時評議員会次第・第３回理事会次第について 
・所長会議の議題テーマについて 
・各事業所報告について 
・各委員会報告について 
・職員キャリアパスについて 

 

令和 7年 6 月 24日（火）14:00～ 

・令和 6年度 収支状況について 

・理事長等の役員の改選に伴う今後の運営体制について 
・技能実習生 面談口頭報告 
・所長会議の議題テーマについて 
・各事業所報告について 
・各委員会報告について 
・職員キャリアパスについて 
 

令和 7年 7 月 29日（火）14：00～ 

・令和 7 年度 収支状況について 

・もみの木リーダー任命について 
・法人虐待防止委員会の運営について 
・たじま事故対応等に関する調査委員会の設置について 
・研修費負担について 
・所長会議の議題テーマについて 
・各事業所報告について 
・各委員会報告について 
・職員キャリアパスについて 

 

令和 7年 8 月 26日（火）14:00～ 

・令和 7 年度 収支状況について 

・評議員、監事、外部理事向けの情報提供（共有）方法の提案 
・火災発生事案から全事業所で共有（報連相の徹底）すべきこと 
・法人虐待・身体拘束防止対策委員会事前調査について 
・育児・介護休業法の改正に伴う規程の改定について 
・カスタマーハラスメントへの法人としての対応について 
・最低賃金引き上げに伴う給与規程の改定について 
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・人事評価制度と賞与制度の見直しについて 
・聖風ホームの地域交流報告 
・たじま事故調査委員会からの報告 
・所長会議の議題テーマについて 
・各事業所報告について 

・各委員会報告について 
・職員キャリアパスについて 

 

令和 7年 9 月 16日（火）14:00～ 

・令和 7 年度 収支状況について 

・第 4 回理事会 議案事項の確認 
・たじま事故調査委員会からの報告 
・令和 7 年度 雇用形態の見直しについて 
・法令遵守誓約書のひな形について 
・文書注意通知書について 
・桜の風もみの木における休憩時間中の業務について 
・外部理事・評議員・監事との情報共有等の強化策（案） 
・所長会議の議題テーマについて 
・各事業所報告について 

・各委員会報告について 
・職員キャリアパスについて 
 

令和 7年 10 月 28日（火）14：00～ 

・理事長からの報告とお願い 

・令和 7 年度 収支状況について 

・第 4 回理事会 議案事項の確認 
・11 月 1 日付 異動職員への対応について 
・桜の風もみの木における休憩時間の対応について 
・住宅手当の見直しについて 
・加藤氏の雇用について 
・所長会議の議題テーマについて 
・各事業所報告について 

・各委員会報告について 
・職員キャリアパスについて 
 

令和 7年 11 月 25日（火）14:00～    

・令和７年度 収支状況について 
・住宅手当の見直しについて 
・川崎市作業報酬下限額変更に伴う給与設定について 
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・７０歳以上の雇用延長対象外職種にについて 
・所長会議の議題テーマについて 
・各事業所報告について 

・各委員会報告について 
・令和 7 年度 雇用形態の見直しについて 

 

令和 7年 12 月 23日（火）14：00～ 

・令和７年度 収支状況について 
・７０歳以上の雇用延長対象外職種にについて続き 
・指導書のひな形について 
・職員評価シート及び昇級推薦書にいて 
・所長会議の議題テーマについて 
・各事業所報告について 

・各委員会報告について 
・令和 8 年度 処遇改善を含めた給与改定について 
 

令和 8年 1 月 27日（火）14:00～ 

・令和７年度 収支状況について 
・所長会議の議題テーマについて 
・新処遇改善の計画について 
・各事業所報告について 

・各委員会報告について 
・令和 8 年度 処遇改善を含めた給与改定について 
 

令和 8年 2月 24 日（火）14：00～ 

・令和７年度 収支状況について 
・令和 8 年度 法人事業計画について 
・長時間労働是正のための対応（インターバル制度と超過理由書について） 
・令和８年度 処遇改善を含めた給与改定について 
・令和 7 年度 第 6 回理事会 議題について 
・法人委員会のあり方 
・所長会議の議題テーマについて 
・各事業所報告について 

・各委員会報告について 
 

令和 7年 3月 24 日（火）14:00～ 

・令和７年度 収支状況について 
・令和 7 年度介護職員処遇改善補助事業補助金及び処遇改善実施について 
・身元保証人に賠償金額について 
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・法人委員会、担当職員決めについて 
・所長会議の議題テーマについて 
・各事業所報告について 

・各委員会報告について 
 

（２） 所長会議 

所長会議は各事業所、施設の運営上の責任者の会議で、各部署の連絡調整や日常の問題など議

論し決定する会議として位置づけています。 

毎月の定例会議で経営会議の連絡事項、決定事項の伝達や各事業所並びに各委員会の事業報告、

次月予定報告など全職員へ周知を図りました。 

また、他事業所での出来事、情報共有、課題検討することで、連携した支援ができるよう図って

おります。 

 

＜会議開催日＞ 

4月 24日，5月 29 日，6 月 26日，7 月 31日，8月 28日，9月 25 日   

10 月 30日，11月 27 日，12 月 25日，1月 29日，2月 26 日,3月 26 日 

 

（３） 広報ボランティア委員会 
広報ボランティア委員会は、法人機関紙「ふれあい」並びに法人職員向け情報誌の企画、編集、

発行や、法人ホームページの更新管理等を行っております。また、法人全体のボランティア係の

情報収集、共有化に関しては、次年度も継続して協議していきたいと考えます。 
今年度の活動内容は以下の通りです。 

ア 機関誌「ふれあい」発行（年 1 回： 令和 8 年 1 月）。 
新年の挨拶（年賀状）と各施設の一年間の活動報告を外部に発信する情報誌として発行いた

しました。 
イ 法人職員向け情報誌を 6 月、9 月、3 月の年 3 回発行。 

事業内容や仕事場所が違っていても同じ法人の“なかま”であることを意識した法人職員へ

応援エールとなる誌面作りに努めています。 
新人職員の紹介を中心に各号では、社会保険や介護保険の自己負担についての情報発信、永

年勤続表彰などより職員のことを分かり合える内容とともに、制度について知る機会となる

内容にいたしました。 
ウ ホームページの定期更新 

各事業所の旬な情報を外部の方へもすぐに告知していくために、「施設だより」「献立表」「ブ

ログ紹介」等、ホームページのコンテンツの更新や内容の充実等に努めました。 
    エ ボランティア手引きの見直し 

＜会議開催日＞ 毎月第３金曜日 

4月 18日 5月 16 日 6 月 20日 7 月 18日 8月 15日 9月 19 日   

10 月 17日 11 月 21 日 12 月 19日 1月 16日 2月 20 日 3月 19日 全 12回 
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（４） 研修委員会 

法人の経営理念、経営方針を理解し、その実現化を推進し、業務を通じて組織、社会に貢献で

きる人材養成を目的に、「尊厳を大切にした支援」をコンセプトとし、研修目的「信頼される人に

なる」を掲げ、選ばれる施設を目指し、地域の中にある施設を意識して、各種研修内容の検討と

企画・実施をしました。特に法人の中核を担う一般職員研修は、昨年度の研修アンケートから、

ニーズが高かったテーマとして、「コミュニケーション」・「己を知る・エゴグラム」から選択して

受講する方式を初めて実施しました。担当研修員が試行錯誤しながら、外部講師を選定し受講生

の満足度も高かったです。次年度も少しずつ内容を変えながら実施予定です。リーダー職員・係

長職以上の研修についても、それぞれ抱える課題に合わせた講師選定を行い、リーダー職関して

は、「心理的安全性」についての研修で、失敗を認める環境づくりを学ぶ機会となり、係長・所長

研修は、法人職員が抱えるストレスについて、詳細に分析いただきました。これからの社会福祉

法人が歩むべき方向・事業管理者としてどのように行動すべきか等、一般企業向けにも研修経験

豊かな講師をお呼びして開催いたしました。 
また、法人実践・研究発表大会は、20 周年記念行事と協働して開催し、初めて外部理事・評議

委員・幹事等のご臨席を賜りました。実践・研究発表・抄録内容含めて、取り組み内容の質が高

く密度の濃い取り組み内容となりました。  
研修の標準化を図るため、各研修の映像（ティーチミービィズ）を取り置き、研修に参加する

ことが難しかった職員や、振り返りとして活用できるよう整備しました。 
次年度に向け、法人が求める職員像を明確化するため、キャリアパスの一助となるよう体制づ

くりを行っていきます。 
①  研修委員会開催状況及び会議内容  全 12 回     
回 年 月 日 主な内容 

１ 
令和 7年 4 月 17 日 

9:30～11:30 

・年間の研修内容・担当者の枠決め 

・一般研修をテーマ別とし、受講職員の希望を第一優先（事前アンケート

を取り）とする。 

・リーダー研修・係長・所長研修に関しての研修イメージを出し合う。 

・実践・研究発表大会のエントリーシート提示について。 

２ 
令和 7年 5 月 15 日 

9:30～11:30 

・リーダー研修について：各事業所長に求めている・必要としているリー

ダー像について、事前に意見をいただく。 

・係長・所長研修について：ストレスチェックの結果を受けて研修に取り

入れていく。 

・テーマ別研修（一般階層）の応募状況について 

・新人・新任研修開催会場について 
 

３ 
令和 7年 6 月 19 日 

9:30～11:50 

・6/13 実施の新人研修開催の振り返り、技能実習生に関して研修内容に理

解が難しい状況が見られた。 

・他部署研修について（希望者に関して対応する方向） 
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・リーダー研修に関して：事業所長・係長に法人として求めるリーダー

像についてアンケート調査を実施し、アンケート調査の結果を基に研

修内容を検討。 

・テーマ別研修（一般職員階層）：コミュニケーションをテーマとして

講師を検討。 

・実践・研究発表大会エントリーシート各事業所に発送済み。 

・２０周年記念行事委員会とのコラボとなるため、発表事業所が減る。 

４ 
令和 7年 7 月 17 日 

9:30～11:30 

・テーマ別研修（コミュニケーション研修）第１回目開催の振り返り：会

場のキャパとして、３８名受講だったがギリギリ状態。技能実習生も参

加されていたため、資料にルビふり等の配慮が必要。 

・リーダー研修のテーマ：「心理的安全性」を中心に選定。 

・実践・研究発表大会エントリーシートについて（８月３０日締め切り） 

５ 
令和 7年 8 月 21 日 

9:30～11:30 

・新任研修（７月２５日開催）の振り返り：研修担当者からみても有意義

な研修となった。技能実習生のサポートもできた。 

・リーダー研修講師選定について：日本即興コメディ協会との事前打ち合

わせについて、内容「チームの心理的安全性を醸成する」 

・テーマ別研修：９月２０日：コミュニケーション研修、１０月４日：エ

ゴグラム研修。 

・実践・研究発表大会基調講演講師候補：「パパゲーノ：田中康雅氏」を選

定。 

６ 
令和 7年 9 月 18 日 

9:30～11:30 

・テーマ別研修（コミュニケーション研修）について：９月２日に講師と

事前打ち合わせ済み。主に技能実習生のフォローに入ることを留意点とす

る。 

・リーダー研修について：９月３日に講師と打ち合わせ済み。内容：「チ

ームの心理的安全性を醸成する」。 

・実践研究発表大会エントリーシートブラッシュアップ 

エントリーシートの評価ポイント 

① 法人内の事業所に周知したい内容か（聴いてみたい内容か） 

② 社会福祉法人として、地域に還元できているか 

③ 事業継続する上で事業所としてのコンセプト（サービスの質等）を意

識したものか 

④ 支援の質の向上や人材育成の取り組みか 

 今後の流れ：９月・１０月の研修委員会にて、抄録作成に向け加筆頂き

たい内容について確認させていただき、所長会議に報告。 

７ 
令和 7 年 10 月 16日 

9:30～11:30 

・テーマ別研修（エゴグラム研修）振り返り：３名欠席２５名参加。 

・テーマ別研修（コミュニケーション研修Ⅰ）の事後課題の回収率が低い、

締め切り終了後２カ月が経過。 
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・リーダー研修のタイムテーブルおよび当日の進行について 

・実践・研究発表大会：発表事業所の選定（委員が選定した理由を述べて

選定）。恵楽園養護・もみの木に決定。 

・２０週年記念行事とのコラボについて：司会等の担当者選定。 

・係長・所長研修テーマ：「法人ストレスチェック」結果から事業所として

どのように改善してくか。 

８ 
令和 7 年 11 月 20日 

9:30～11:40 

・リーダー研修振り返り：１９名の参加、研修内容として概ね好評で、研

修内容のフレームがしっかりしていた。リーダーが学んでも上長がこの研

修内容を理解していないと意味がないとの声がある。 

・係長・所長研修講師との打ち合わせ：１１月２７日に実施予定。 

・実践・研究発表大会のエントリーシートブラッシュアップのためのコメ

ントを各事業所に依頼。 

・２０周年記念行事員会との会場下見、打ち合わせについて 

・令和８年度の予算・事業計画について 

９ 
令和 7 年 12 月 18日 

9:30～11:40 

・係長・所長研修振り返り：「心の絆創膏～感情負担に対処するために」 

２７名参加。職場環境改善、職員の定着・育成の重要性が多数指摘された。

講師の率直かつ具体的なフィードバックが高評価で、「現実を直視できた」

との声が多い一方、「半日では短い」「1 日かけたい」「もっと時間が欲し

い」との意見が複数あがった。研修内容と講師への満足度は高く、有意義

な気付きが得られた一方で、時間不足が大きな課題として共有された。 

・新任研修について：「１年間の振り返り」について：ワーク作業を通して、

自分事になれるよう計画・運営。 

・事前・事後課題の回収管理について 

 紙提出について、回収・集計の手間が大きく、QR コード・オンライン提

出を案内しているが、「忘れていた」ことによる未提出が多い。特に一般

研修での事後課題の回収率が低い。 

・令和８年度の予算要望書について：一般研修４本（１本１０万円）をベ

ースに組み立てていく。階層別（初任者・一般・リーダー・所長）に「こ

の層にはこの内容を学んでほしい」という研修目的から講師・内容を逆算

して選ぶ方針を取っていく。今年受講して評価の高い研修は、半年〜1 年

後にフォロー研修として再実施する案もあがった。 

10 
令和 8年 1 月 15 日 

9:30～11:30 

・新任研修について：自分のストレスサインを書き出し共有するワーク。

ストレスサポートマップの作成。 

・２０周年記念実行事員会との打ち合わせ・進捗状況について 

・実践・研究発表大会抄録について（内容等表現について確認）。 

・令和８年度研修計画について 
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11 
令和 8年 2 月 19 日 

9:30～11:30 

・実践・研究発表大会、２０周年記念の振り返り：今後もありうる「委員

会発表」も質疑・感想を受ける時間は欲しい。反応は欲しい。２０周年式

典には「利用者代表」の参加があっても良かったとの意見あり。他法人で

は様々な会議や行事に当事者参加がある。今後も実践研究発表会に、理事、

監事、評議員、アドバイザーを招待したい。 

実践研究発表大会の「資料集」を今後採用される職員へ入職時に必ず配布

してほしい。中澤理事長からも今後の運営に向けた振り返りをいただく。 

・係長・所長研修について：振り返りシート全員提出済み。 

・新任研修について：「ストレスマネジメント」について 

・令和８年度研修計画について：事後課題の提出状況の悪さを鑑みて、外

部研修などで使用する研修用の伺いと報告書を階層別研修に取り入れる

方針で検討していく。 

⇒各事業所長の負担を心配する意見もあった。記載には『上長』とあり、

必ずしも所長が確認する必要性はない。係長以上であれば対応可能とす

る。確認者が研修の意味や取り組んでいる内容を理解する必要性がある。 

・階層別研修後の追跡については、提出するしないに関しては個人の裁量

に任せるべきではないか。内容や提出状況なども含めて人事評価につなげ

るべきではないか。 

⇒人事評価については抽象的な部分も多く、具体的内容について現在経営

会議で検討しているが、完成には時間を要する。 

・一般研修においては数年のサイクルを決め、一巡する事でその階層に必

要な研修が一通り受けられるようにする。またコミュニケーション研修に

初級、中級、上級というようなブラッシュアップ要素を盛り込むことも意

見として上がっている。 

・所長に来て見学してもらうような研修があってもいいのではないか。  

12 
令和 7年 3 月 19 日 

9:30～11:45 

・新任研修振り返り：アンケートの回収は当日に終わっており、感想も良

かったという意見が多かった。職種も複数あったので多角的な視点でみる

ことができた。愚痴に発展するか心配をしていたが、問題はなかった。 

・令和 8 年度 階層別研修予定表（案）:前半に係長・所長研修、リーダー

研修を開催していく。 

・カスタマーハラスメントについては、安全衛生委員会等に依頼して開催。 
 

 

 

②  階層別研修 

令和７年度も「尊厳を大切にした支援」（ご利用者・ご家族・職員を含む）をコンセプトに、

研修の柱として研修を実施しました。 
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職員を入職年次や役職により、４グループの階層（新人（新任）・一般職員・リーダー・係長

所長）に分け、それぞれの階層で求められる役割や自身の振り返りを中心に実施しました。 
法人の中核を担う、一般職員研修は、初めてテーマ別研修（希望を第一優先として）を３グル

ープに分けて開催いたしました。統一テーマとして、「コミュニケーション・己を知る」につい

て、実施いたしました。 

リーダー職員に関しては、「心理的安全性」をテーマに、①否定せずに相手の意見を受けとめ、

アイデアを重ねるスキルを学ぶ、②仲間を応援・フォローし合うリアクション力を高めるスキルを

学ぶ、③失敗を恐れず、挑戦を肯定的に受け入れるスキルを学ぶ内容で実施いたしました。 

係長・所長研修に関しては、「今年度実施したストレスチェック」を法人全体の傾向、各事業所

の傾向について分析いただいたものをベースに、「こころの絆創膏」と題して研修を実施いたしま

した。ストレス度が高く出た事業所においては、軽減するための取り組みについてグループワーク

を実施いたしました。 

 
（ア） 令和７年度新人・新任職員研修   

回 年 月 日 内    容 

１ 
令和 7 年 4 月 1 日(月) 

13:15～17:00 聖風苑本部 

5 名参加 

担当：伊藤委員・本多委員 

川崎聖風福祉会の地域包括ケアシステムと地域共生社会の構築につい

て、中澤部長からの講話。「対人援助について」伊藤委員・江良委員か

ら講義を実施。 

２ 
令和 7 年 6 月 13 日(金) 

13:30～17:00 聖風苑本部 

8 名参加 

担当：本多委員、呉山職員、伊藤委員、江良委員 

テーマ：「接遇（相手と自分を大切にする）」,「虐待防止・身体拘束

禁止」・「社会人マナー」について  

3 令和 7 年 7 月 25 日(金) 

  13:30～17:00 

 11 名参加 

講師：荒木 乳根子先生（田園調布学園大学名誉教授） 

担当：川渕委員、伊藤理事、江良委員 

テーマ：「対人援助職として、自身のストレス要因や受けやすいストレ

スのパターンを知り、自身が気づいていないストレスにも着目してい

く。ストレスからくる、怒りについても知り、アンガーマネジメントに

ついて学ぶ」 

4 令和 8 年 2 月 27 日（金） 

 15:00〜17:00 

 11 名参加 

講師：川渕委員、江良委員 

テーマ：「この１年を振り返って、ストレスマネジメントについて、自

身の成長具合を互いに確認し合う」 

（イ） 令和 7 年度（テーマ別研修：一般階層） 

回 年 月 日 内   容 

1 令和 7 年 7月 12日(土) コミュケーション 
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9:00〜12:30 

  37 名参加 

講師：株式会社エイトドア：下田 静香氏 

担当：小林委員、伊藤理事、江良委員 

2 令和 7 年 9月 20日(土) 

9:00〜12:30 

37 名参加 

コミュケーション 

講師：株式会社エイトドア：下田 静香氏 

担当：川渕委員、伊藤理事、江良委員 

3 令和 7 年 10月 4日(土) 

9:00〜12:30 

 25 名参加 

エゴグラム 

テーマ「エゴグラムを通して自分自身の傾向を知り、対人関係の形

成につなげる」 

研修の目的：①自分と他者を理解し、お互いのコミュニケーション

を向上させる。②自身の成長に繋がる洞察力を身に着ける。③より

信頼を得られるようになるために、自己変革の行動計画を立てる。 

講師：特定非営利法人日本交流分析協会：河村 庸子氏 

担当：垣野委員、福田委員、大田委員 

 ※初めての取り組みとして、参加者自ら興味関心を持ったテーマから選択して参加する方式を導入い

たしました。「エゴグラム」参加希望が集中し、内容を含めて期待値の高さがうかがわれました。 

  次年度は、1 コマの参加人数含めて余裕を持った運営となるよう配慮していきます。 

（ウ） 令和 7年度リーダー研修 （リーダー職員） (担当：伊藤委員・江良委員) 

日 時：令和７年 11月 15 日（土）9：00～12：30 

場 所：かわさき地域生活支援拠点たじま 1地域交流スペース 
 参加者：19 名 

内   容 担当 
テーマ「心理的安全性」～供に成長し、乗り越える組織を目指して 
内 容「組織の停滞感を解消し、お互いを尊重しながら共に成長できるチー

ムづくり」 
① リーダーが向き合う現実 
② 組織をむしばむ見えない壁 
③ 私たちが目指す組織の姿 
講師：一般社団法人日本即興コメディ協会：加古 俊彦氏、丸澤 丸氏 

佐藤委員 
大田委員 
江良委員 

 ※現場のリーダーとして、上下からの板挟みとなっていて、正解を求められる・共有できない悩み・

決断の重圧等に常時さらされている。万能型のリーダーではなく、チームの知恵を集めて、供に決

断し対話を通してメンバーの力を引き出す。時には弱みを見せ、助けを求められる環境整備をどう

整えていくか、課題が多く地道に取り組んでく必要性を痛感する。 
 （エ） 令和 7 年度係長・所長研修 (担当：伊藤理事・江良委員) 
  日 時：令和 7 年 12 月 13 日（土）8:45～12:30 
  会 場：かわさき地域生活支援拠点たじま１階地域交流スペース   
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 参加者：係長 12 名、所長（管理者含む）15 名 
  対象者：27 名 

内   容 担当 
テーマ「自身を含めたメンタルヘルスについて考える」 
内 容「本年度の集団ストレス結果を基に、昨年度の集団結果と比較して、課題はどこに 

あるか分析し解決方法を考える」 
① 感情負担について：感情の要素、感情負担とは、感情負担が蓄積されること 
② こころの絆創膏について：感情負担に対処する、事例検討/ワーク、共有 
③ 組織・管理職としてできること：勤務状態の把握と管理、バディシステム、職場の 

物理的環境の見直し、記録の保存 
講師：株式会社ドリームホップ：関口 渓人氏、瀬川 丈仁氏 

小林委員 
 

伊藤理事 
 

 ※今回の研修では、法人全体としてのストレス傾向は、個人の問題ではなく、業務構造や人員配置、 
コミュニケーションの在り方に強く影響される。特に年代や役割によって感じるストレスの質が異な

る点は重要であり、一律の対策では限界がある。今後は結果を単なる数値として捉えるのではなく、

職場環境の改善や支援体制の見直しに生かす視点が求められる。褒める・承認し適度なコミュニケー

ションを取ることが重要となる。気になった案件として、係長職の背中を見て「やる気を感じられな

い雰囲気があり」下の職員のモチベーションの維持が難しい、係長以上に承認するのを躊躇するとい

う内容があった。負の連鎖に陥らないよう、言動以外にも見られていることを意識して施設運営を考

える必要を痛感した。 
   

③ 他部署・他施設研修 
本年度も未実施となりました。対象者含めて研修の在り方を再検討していく必要があります。法

人内の他事業所において実地研修を行い、視野を広げるための仕組みとなります。法人の進める「キ

ャリアパス制度」の一環として進めていく必要性があります。 
 

④ 法人実践・研究発表大会 
令和 8 年 2 月 7 日（土）8:45～12:30  会場：川崎市コンベンションホール A ホール 
参加者：１３０名 

 時 間 内容・主題 講師・担当 

8:40～ 9:10 受付 研修委員 
9:10～ 9:20 オリエンテーション 総合司会：大田委員・小林委員 

江良委員長 
9:20～ 9:30 開会あいさつ・来賓あいさつ 中澤理事長 

10:00～11:00 基調講演：【「AI」を導入することで、業務の効率化と

支援の質の向上について】 
株式会社パパゲーノ代表取締役：田中 康雅氏 
質疑応答 

田中 康雅氏 

11:10～11:40 第一発表「養護老人ホーム川崎市恵楽園養護」 小野 雅徳 
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【令和 6 年度ストレスチェックの結果からの取り組み

について】：令和 6 年度ストレスチェックの結果、高プ

レッシャー率が過去最高の数値となった。アドバイザ

ーより「40 代・50代の方針浸透が課題／40代・50 代の

就労継続性の意識が低い」という話しをいただいた。 

また「職場での褒める文化が浸透していない。職場での

褒める文化や誠実な対応がストレスを減らす近道。」と

いうアドバイスもいただいた。そのため、事業所内での

ストレス軽減を目的とし検討チームを発足した。  
11:40～12:10 第二発表「桜の風もみの木」 

【宿泊型自立訓練施設における入所プロセスの最適

化】・桜の風もみの木がご利用者および支援者から社

会資源として選ばれにくくなっている要因を整理・

理解すること。 
・利用率向上に向けた取り組みを明確化し、具体的な対

応策を検討実施し、検証すること。  

三角洋介、金山一貴、   

小林清人  

12:10〜12:25 
第三発表「栄養ケア特別委員会」 
【栄養ケア特別委員会の紹介】～ 多職種連携に向けて 

～ 

委員会設置後の取り組み：①「給食要綱」、②「給食

委員会の手引き」、③「給食の手引き」作成。④「栄

養ケア・マネジメント」への取り組み、⑤「フードロス

削減」への取り組み等について発表 

岡田 華澄、魚﨑 爽夏 

仲宗根 亜子、黒木 敬子  

12:40〜15:00 
20 周年式典開始 
・会食会、記念動画上映、発表事業所表彰、ボランティ

ア表彰、永年勤続表彰 
20 周年式典閉会 

 

14:30〜15:00 
総評・表彰式・永年勤続者表彰（１０年～３０年表彰者） 
３０年勤続表彰者：３名、１０年勤続表彰者：１４名 

中澤理事長 
本多総務課長 

基調講演は、株式会社パパゲーノ代表田中氏から、福祉現場に「AI」を活用することによって

得られる効果やこれからの活用方法等についてもお話しいただきました。業務改善部会としても法

人として取り組んでいくための指標をいただけたと考えております。 
１６の事業所よりエントリーされた中から、選定基準として、①法人内の事業所に周知したい内容

か（聴いてみたい内容か）、②社会福祉法人として、地域に還元できているか、③事業継続する上で事業

所としてのコンセプト（サービスの質等）を意識したものか、④支援の質の向上や人材育成の取り組みか

について総合的に判断し、2 事業所に発表いただきました。併せて、今年度立ち上げた栄養ケア特別委

員会にも取り組み内容について発表いただきました。 
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発表事業所含め各事業所の取り組み内容を拝聴・拝読させて頂き、昨年以上の取り組み・まとめ

となっておりました。新たな取り組みや、継続しての取り組み発表が望まれます。他部署研修もま

まならない中、他事業所の取り組みを拝聴することで、法人内の取り組みを知り、異動を含めて将

来のキャリアパスに活かしていただきたい。 
来賓として、当法人の外部理事・評議員・幹事・ボランティア様をお招きして、実践・研究発表

大会・２０周年記念行事に参加いただき、盛大で中身の濃い大会だったとお褒めの言葉をいただき

ました。 

 
(５)  権利擁護委員会 

委員会の開催方法をＩＣＴ活用し、原則リモート開催とした効率的委員会活動を行いました。 

年間計画に定めました、通所系事業所を対象とした「権利擁護に関するアンケート」調査の実施

と、対象事業所へのアンケート結果の提示、アンケート結果を踏まえた「課題」と「対策・取組み」

の検討と提出の働きかけを行いました。また、権利擁護に関する啓蒙啓発を委員会発信として、ポ

スター（リーフレット）配付を行いました。 

法人「虐待・身体拘束防止対応委員会」を今年度第２回開催時から権利擁護委員会で担う事と 

  なり、各事業所の取組み状況の事前調査と所長会議での委員会開催を行いました。 

〇 権利擁護に関するアンケート調査を実施した事業所 

・聖風苑デイサービスセンター 

・恵楽園デイサービスセンター 

・社会復帰訓練所 就労支援事業所あやめ 

・中部地域生活支援センターはるかぜ 

・かわさき地域生活支援拠点たじま 

・アトリエ聖風 

〇 権利擁護に関する啓蒙・啓発へのポスターの配布（年２回） 

・７月：「大切にしよう 人を思う心」 

  世界人権宣言から横浜市発出されたものを活用 

     ・２月：「みんな違っていい 80億人の人権ピース」 

        （違いを認めあえば未来はもっと素敵になる） 

        愛知県教育委員から発出されたものの掲載使用許可を得て活用 

   〇 虐待・身体拘束防止対応委員会 

     ・事前調査   令和８年２月２７日～３月１０日 

     ・委員会開催日 令和８年３月２６日(木) １６:００～１７:００ 

     

＜会議開催日＞ 

4月 16日     5 月 21日    6 月 18日   9 月 17日    

10 月 15日    11 月 19日    12 月 17日    

令和 8 年 

1月 21 日    3 月 18日       全 9回開催 
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（６） 医務衛生委員会 

施設で働く職員をはじめ、施設を利用されるご利用者やそのご家族に向け、感染症や食中毒

等の予防や対策についての情報発信、啓発活動に取り組んでおります。 

令和 7年度は、タイムリーな情報発信を意識した啓発活動を行いました。毎月、川崎市内で

流行している感染症への注意喚起や感染症予防法などをテーマに、職員だけでなく、ご利用者・

ご家族に向けての発信を意識し、各委員が啓発資料の作成を担当しました。年度末には各事業

所へアンケートを実施し、啓発活動に対する振り返りをしております。振り返りの内容につい

ては令和 8 年度へ活かし、引き続き、法人全体での感染症対策への取り組み強化を目指してま

いります。 

また、委員会内では、毎月事業所での感染症発生状況等の報告、情報共有や意見交換の時間

を設けており、法人全体で感染症に対する意識を高められるように努めました。 

【定例会議】毎月第 3 火曜（ZOOM 会議） 

 開催日 実施内容 

第 1 回 4月 15 日 感染症アンケートのフィードバック、状況報告 

第 2 回 5月 20 日 R7年度活動内容、啓発活動について、状況報告 

第 3 回 6 月 7日 啓発活動について、状況報告 

第 4 回 7月 15 日 啓発活動について、状況報告 

第 5 回 8月 19 日 啓発活動について、状況報告 

第 6 回 9月 16 日 啓発活動について、状況報告 

第 7 回 10 月 21 日 啓発活動について、状況報告 

第 8 回 11 月 18 日 啓発活動について、状況報告 

第 9 回 12 月 16 日 R7年度実行計画中間評価状況報告、啓発活動について、状況報告 

第 10回 1月 20 日 R8年度実行計画、啓発活動アンケートについて、状況報告 

第 11回 2月 17 日 R8年度事業計画、啓発活動アンケートについて、状況報告 

第 12回 3月 17 日 啓発活動アンケート振り返り、状況報告 

 

（７） リスク・苦情解決委員会  

今年度は、昨年度と同様に委員会報告シートを活用し委員会にて事故・ヒヤリハット・苦情の件数

や特記事項を共有していくことを試みました。報告シートを基に意見交換をすることにより、各事業

所の課題と現状を共有することができました。また、委員会当日に参加が難しい委員は報告シートの

提出により、委員としての取り組みを担いました。 

委員会内で事故とヒヤリハットを共有するなかで、度々挙がった意見は「それはヒヤリハットでは

なく、事故ではないか。」「事故報告書の事故レベルの基準がわかりづらい。」といった意見が挙がり

ました。これらは委員会内だけでなく、各事業所の現場職員においても同様の悩みがあると考えまし

た。そのため、事故レベルフローチャートの作成に取り組んでいくこととしました。 

   今年度は、法人全体の各事業所へ事故レベルフローチャートの発信をしていきたいと考えており

ます。リスク・苦情解決委員会の役割は、法人内の認識の統一と委員会での気づきを法人全体で共有する
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ことと考えています。そして、今年度も各事業所の現状を把握し、現場に沿った普及啓発に取り組んでいき

たいと考えています。また、各マニュアルについても新しい情報を取り入れながら更新ができるよう努めてい

きたいと考えています。 

 

尚、法人全体での苦情・事故報告件数及びヒヤリハット報告件数については下記のとおりとなって

います。 

苦情、ヒヤリ・事故件数報告書   

苦情件数 241 件 ヒヤリハット件数 345 件 事故報告件数 460 件 

 

（８） 危機管理委員会 

構成メンバー 

（法人総務、経理、救護施設、もみの木、恵楽園養護、社会復帰訓練所あやめ、たじま、はるかぜ） 

 令和 7 年度中の法人の各事業所 BCP 訓練、安否確認システム導入による訓練を目標としました。 

 BCP による訓練も、委員会のメンバーの部署の実施確認をおこない。各部署の BCP 訓練をサポー

トしました。どの施設も様々な対応を検討しながら進めました。結果、ほとんどの施設で BCPの訓

練を実施していることを確認しています。 

 法人職員の安否確認連絡システムついては、総務部長、経理の委員、救護の委員が中心となり送

受信訓練を行っています。アンケートも実施、委員会でも次の訓練の準備を進めました。 

【定例会議】 毎月第 3月曜日 全て ZOOM 

＜会議開催日＞ 

 4月 15 日  5 月 20日   6 月 17日   7 月 16日   8 月 19 日  9 月 17 日 

 10 月 21 日  11 月 18日    12 月 16 日     1 月 20日    2 月 17 日    3 月 17日 

 全 12回委員会を開催 

 

（９） 20周年記念検討委員会 

構成メンバー：7 名 

（法人総務、救護施設、アトリエ聖風、桜の風、社会復帰訓練所あやめ、たじま） 

 記念式典の実行年度ともあり、式典の具体的な準備内容として、記念動画の作成、会食の内容、

記念品及び手土産品なども選定について検討を重ねて参りました。 

また、研究発表大会と共催ともあり、研修委員会との合同会議にて適宜連携を図り、令和 8 年 2月

7 日に実施できました。 

【定例会議】 毎月第 2金曜日 対面式及びリモート参加 

＜会議開催日＞ 

Ｒ7 年度 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

苦情件数 24 22 24 10 14 26 25 20 20 11 10 35 

ヒヤリ件数 33 26 30 30 20 29 32 24 33 25 20 43 

事故件数 39 30 46 34 30 50 47 34 37 26 47 40 
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4 月 11日  5 月 14 日  6 月 13日  7 月 3日  8 月 4日   9 月 2日   

10 月 7日  10 月 30 日  11 月 14 日  12 月 1 日  12 月 17 日    1 月 9日 

2 月 3日   全 13回委員会を開催  

＜研修委員会合同会議開催日＞ 

9月 11 日  10 月 10日  11 月 6日  12 月 12日    1 月 20日   全 5回開催    

 

（１０） 栄養ケア特別委員会  【定例会議】月１回 

   法人内栄養士職の業務の明確化、利用者への栄養ケアの強化を目的として、令和６年度に本特別

委員会は新設された。神奈川県栄養士会役員の外部アドバイザーを迎え、給食を提供する聖風苑、

かわさき地域生活支援拠点たじま、恵楽園、聖風ホームを対象に食事支援に関する検討を行った。 

   令和 7年度は、フードロス対策や栄養ケア・マネジメントに関する取り組み（加算算定、体制強

化等）の実施に向けて準備を進めた。また、2月に開催された第 14回実践・研究発表大会では、法

人職員に向けて栄養ケア特別委員会の取り組みを発表し、委員会設置の目的でもある「栄養士を含

めた多職種連携の重要性」について法人全体で共有することができた。これらの取り組みを通じて

得られた学びや気づきを、令和 8 年度の活動に活かしていく。 

 

（１１） 職場環境・業務改善検討部会 

構成メンバー：13名 

（法人総務、救護施設、アトリエ聖風、恵楽園養護、恵楽園デイ・居宅、社会復帰訓練所あやめ、

たじま、桜の風もみの木、聖風ホーム、ことぶき、南部基幹、はるかぜ） 

 職場環境の向上と業務の効率化を目的に、現場の声から課題を洗い出し、DX 化や改善策の検討・

実施を行うため今年度より部会として新設されました。今年度は、各事業所における業務課題を抽

出し、法人共通/事業形態共通の課題について主に DX化による負担軽減策の検討、情報収集を中心

に実施してまいりました。次年度の方向性としては、今年度に可視化した課題や収集した情報を踏

まえて、優先的に取り組んでいく課題を絞り込み、具体的な実行計画を立て、改善活動を推進して

いくことを目指します。 

【定例会議】 毎月第 2月曜日 オンライン形式で開催 

＜会議開催日＞ 

7 月 14日  8 月 15 日  9 月 8 日   10 月 6日  11 月 10 日  12 月 8 日 

1 月 5日   2 月 9日    3 月 9 日 

 全 9回開催 

 
【法令による設置】 
（１２） 安全衛生委員会 

事業所における労働災害の危険防止、快適な職場環境の実現、労働条件の改善等を通じ

て、職員の健康保持増進を確保するという基本方針のもと以下の項目を実施しました。 

委員会における重点取組として 
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・熱中症対策義務化への対応（ワーキンググループ設置） 

・メンタルヘルス対策の強化 

・ハラスメント対策の制度化（QR相談体制検討） 

・健康診断フォロー体制の強化 

・安全運転対策の見直し 

 

ア 委員会開催 

開催日 参加 開催日 参加 開催日 参加 

4月 7 日 8 名 5月 7 日 10 名 6 月 4 日 10 名 

7月 2 日 11 名 8月 6 日 7 名 9 月 3 日 10 名 

10 月 1日 10 名   11 月 5 日 7 名  12月 3 日  9名 

1月 7 日 9 名    2 月 4 日 11 名   3月 4 日 10 名 

  イ 安全衛生に関する啓蒙啓発について 

安全且つ健康的な職場環境に資することを目的に年 4回程度を目安として、季節や時流に

応じたテーマでの啓蒙啓発活動を実施しました。 

今年度委員会にて作成または配布したリーフレットは以下のとおりです。 

・「認知バイアスとメタ認知について」 

・「熱中症警戒アラート」 

・「自転車ルールブック」 

ウ 職場巡視 （※職員が 50人以上の事業場である、たじまと聖風苑のみ産業医立ち合い） 

巡視実施日 巡 視 場 所 主な指摘事項 

 4 月 7日、6 月4 日、9月 3 日、

11 月 5 日、1 月 7 日、3 月 4日 かわさき地域生活支援拠点たじ

ま（※） 

・整理整頓 

・設備老朽化（カビ、空

調、備品） 

・温熱環境（暑さ・寒さ

対策） 

・防災備品の不足 

・職員休憩環境の改善 

 5 月 7日、7 月2 日、8月 6 日、

10 月 1 日、12 月 3 日、2 月 4 日 

総務部、救護施設、聖風苑デイ

サービス、アトリエ聖風（※）  

年 1 回安全衛生委員による巡視 あやめ 恵楽園養護、恵楽園デ

イサービスセンター南部基幹相談

支援センター、ことぶきはるか

ぜ、もとすみ地域相談支援センタ

ー聖風ホーム 

その他   各事業所自主点検（2 回/

年） 

 

エ メンタルヘルス対策    8 月～9月 ストレスチェックの実施結果 （名） 

部署 
本部 

総務部 

救護 

施設 

聖風苑

デイ 

アトリエ 

聖風 
南部基幹 

もと 

すみ 

はる 

かぜ 
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受検者 10 21 8 9 4 3 7 

高スト

レス者 
0 6 1 0 2 

 
0 1 

部署 
こと 

ぶき 

恵楽園 

養護 

恵楽園

デイ 

恵楽園 

居宅 

聖風 

ホーム 

もみ 

の木 

たじま 

生活 

受検者 8 26  6 4 7 
12 

 
43 

高スト

レス者 
0 3 1 1 0 1 8 

部署 
たじま

日中 

たじま

短期 

たじま 

家庭 
あやめ - - 合計 

受検者 4 6 3 5 - - 207 

高スト

レス者 
0 1 0 0- - - 21 

受検者数 207 名 高ストレス者数 21 名（10.1％） 

産業医による面接指導受験者 9 名 

 

エ 職員の健康保持 

・定期健康診断の必要科目の実施を推奨 

・再検査対象者への受診勧奨 

・産業医および保健師による面談実施 

主な取り組み 

・健康リスクに応じた段階的対応の検討 

・再検査対応の強化 

・高齢職員の健康管理への配慮の検討 

 

キ 研修会の実施 

・安全運転講習会（38名参加、Zoom 併用） 

・産業医講話（がん検診について知ろう・メンタルヘルス対策） 

 

オ 事故防止対策 

・業務中の車両事故の発生（主にバック時の単独事故） 

・事故情報の共有および再発防止検討 

主な対策 

・安全運転講習会の実施 

・注意喚起（貼紙・周知） 
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・安全運転表彰制度の見直し検討 

 

カ  次年度に向けた課題 

・メンタルヘルス対策のさらなる強化 

・ハラスメント相談体制の実効性向上 

・業務負担の平準化および長時間労働の是正 

・車両事故防止対策の具体化 

・高齢職員の健康管理体制整備及び職員の健康診断後の健康相談や再受診について 

 

（１３） 法人「虐待・身体拘束防止対応委員会」 

設置が義務化されている法人「虐待・身体拘束防止対応委員会」を２回開催しました。 

令和７年度の開催内容は以下のとおりです。参加者は、所長会議に参加する全事業所の所長及

び法人本部係長以上の職員。なお、本委員会は、事業所虐待・身体拘束防止委員会と一体開催と

しています。 

【定例会議】年２回 

回 日時 主な内容 

第１回 
９月２５日（木） 

16:00～17:00 

１．事前事業所調査結果の共有 

各事業所の虐待防止研修、身体拘束防止研修の開催及び参

加状況、事業所虐待・拘束防止委員会開催状況 

２．かわさき地域生活支援拠点たじまでの虐待防止知識効果 

  測定用テストの紹介  田中施設長並び江良支援課長 

３．意見交換 

  各事業所の取組みに関する情報交換 

第２回 
３月２６日（木） 

16:00～17:00 

１．事前事業所調査結果の共有   

  各事業所の虐待防止研修、身体拘束防止研修開催及び参加

状況、「虐待防止チェックリスト」の活用状況 

２．意見交換 

  名字＋さん付けが基本となる呼称について 

 

Ⅱ 各事業所の実施報告 

１．ノーマ・ヴィラージュ聖風苑  

  ノーマ・ヴィラージュ聖風苑は、生活保護法による救護施設を中心に介護保保険法に基づく聖風苑デイサ

ービスセンター（通所介護）・障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律に基づくアトリ

エ聖風（生活介護）の 3 事業所と法人総務部の運営を行っています。 

   ３つの事業所が異なる法律のもと、特性を活かしながら人材交流や利用者支援の連携を行い、一体的な多

機能支援施設として地域のニーズに応えられるように取り組んで参りました。 
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（１）聖風苑全体活動報告 

ア 聖風苑内委員会 

（ア） 聖風苑運営代表者会議 

聖風苑内の全事業所が一体的に多機能施設として機能するために、聖風苑各所属長等を

構成員とした「代表者会議」を設置し、必要な事項を協議してきました。 

＜会議開催日＞ 基本 3ヵ月に 1回 

４月 23 日、5月 21 日、7 月 15 日、10月 23 日、12 月 11 日、1 月 15日 

＜主な内容＞ 

     ・6 月 25日合同研修「吐しゃ物処理研修」（感染 BCP） 

・7 月 23日合同研修「救命救急 心肺蘇生法講習」(日本赤十字) 

・7 月 29日に 2 回参加者 60名。 

・9 月 19日 2名他施設見学（調査）をしました。共生型デイサービス（群馬県 孫の手） 

・10 月 22日水防訓練実施しました。 

・11 月に災害備品の倉庫 2㎡の物を 3台に設置しました。 

・共生型サービス移行のイメージについて検討についてしました。 

（イ） 聖風苑運営担当者会議 

聖風苑内事業所職員間の連携・協働について、聖風苑内の各事業利用者間の交流につい 

ての具体策の検討し、また、その運営調整をするための「担当者会議」を設置し、協議し

てきました。 

＜会議開催日＞ 基本１ヵ月に 1回 

4 月 30 日、5月 28日、6 月 25 日、7 月 23 日、8月 27日、9月 24 日、10月 22日、 

2 月 25 日 

 ＜主な内容＞ 

・4 月、災害備品の倉庫 2㎡の物を 1~3台設置をする要望を代表者会議に持ち上げました。 

・７月、職員紹介冊子を再校正し、各事業所に配布しました。 

・8 月より、2階救護機能訓練室をデイとアトリエも曜日・時間帯分けて使用でることにし

ましました。 

  ・聖風苑内の各事業利用者間の交流行事、活動を行いました。 

   9 月デイサービス敬老会、11月 8 日聖風苑まつり、７月アトリエ聖風利用者の救護理美 

容活用、7月 25 日保育園交流、 

・その他 二次避難所として必要なことを話し合いました。 

 

（ウ） 防災委員会  

      消防計画書に基づき、防災管理の適切な運営を図るために設置して、年間計画のもと避難

訓練を実施。水防訓練について今年は聖風苑全体での訓練を実施。局地的な大雨による 

     災害を想定し、各部署間での動きや情報共有の部分を確認。ご利用者にも実際に避難をして

頂き、終了時に水害に対して日頃から意識をして頂くよう講評を行なっている。 

    （Ａ）避難訓練を含めた総合訓練      聖風苑全体を対象 
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      令和 8年 1月 28日実施 

    （Ｂ）夜間想定避難訓練を含めた総合訓練  救護施設を対象 

   6 月 20日実施 

   （Ｃ）水防訓練 

      10 月 22日実施 

   （Ｄ）防災委員会開催日 

       4 月 19日、5月 15日、6月 19 日、7 月 17日、8月 21日 

9 月 18日、10月 16日、11 月 20日、12月 18日、1月 22 日 

2 月 19日、3月 19日 

 

（エ） ボランティア委員会 

聖風苑に係るボランティア活動の募集、受け入れ対応、行事企画運営等、ボランテイア

活動の連絡調整及び対応を行う委員会です。 

      活動内容はつぎのとおりです。 

（Ａ） 募集活動 

・(公財)かわさき市民活動センター  

・ボランティア募集雑誌「ボラ・ナビ」調査票回答 

（Ｂ） 行事企画    
・聖美保育園園児との交流会 

      7 月 25 日（金）10 時 30 分～11 時 00 分  3 月 19 日（木）13 時 30 分～14 時 00 分 
      救護施設、デイサービス、アトリエ聖風の 3 事業所合同で交流会を開催しました。 
      元気いっぱいのお歌を披露していただきました。最後はご利用者と一緒に歌や手遊びな

どをし、笑顔が溢れる交流会でした。終始感動し涙を流すご利用者もいらっしゃいました。 
    ・市立川崎高等学校吹奏楽部演奏会 
     8 月 19 日（火）10 時 20 分～11 時 15 分 

      救護施設、デイサービス、アトリエ聖風の 3 事業所合同で演奏会を開催しました。 
      21 名の吹奏楽部員の迫力のある生演奏に感動したご利用者が多くいらっしゃいました。 

（Ｃ） その他活動 
例年、救護施設では・理容・美容・童謡唱歌で 3 名の方々に参加頂いています。 
各ボランティア月 1 回の開催となっており、ご利用者の方々は心待ちにして 
います。 
 特に童謡唱歌については、聖風苑内 3 事業所が参加、歌詞をもとに歌い楽しみました。 
<会議開催日> 5 月 2 日 7 月 16 日 8 月 13 日 2 月 19 日  
 

（オ） 給食委員会 

円滑な給食業務の遂行及び充実した食事の提供を図ることを目的とし、救護施設、デイサ

ービス、アトリエ聖風の 3 事業所と給食委託業者で行う委員会です。ご利用者に提供する食

事に関すること、各事業所と給食委託業者との意見交換、行事食に関すること、給食提供に

対する共通ルールや感染症対策の確認などを話し合いました。 
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＜会議開催日＞ 第 2木曜開催 

4月 10日   5 月 8 日   6 月 12 日  7 月 9 日  8月 14日  9月 5 日 

10 月 9日  11 月 13 日  12 月 11 日   1 月 8 日   2 月 12 日    3 月 12 日 

 

（カ） 設備維持管理 
各設備維持管理のため点検を定期的に実施し、修繕が必要なものには交換、修理をいたし

ました。 （今年度実施した修繕内容） 
4 月 1F 事務室電気給湯器部品交換工事 
5 月 3 階女子トイレ照明交換工事 
6 月 １F 浴室換気扇排気不良調査 
   2F 小便器自動洗浄センサーユニット交換 

 誘導灯交換工事 
7 月 １階職員トイレ用換気扇交換工事 
8 月 厨房フィルター吸気口フィルター交換 
   各階排水口等の高圧洗浄 
   中央監視盤自動制御用パソコン交換 
9 月 4F 男子トイレ水栓部品交換 
11 月 聖風苑内正面玄関自動ドアモーター交換 
 

   イ 給食  

（ア） 基本的な考え方 

食事は生命を維持し健康を保持･増進するだけでなく、ご利用者にとって生活の中で大きな

楽しみです。 

安全で皆さまに満足していただける給食サービスの提供を目標に努めました。 

（イ） 栄養価報告 

栄 養 素 単位 

救護施設 

デイサービ

ス 

センター 

アトリエ聖

風 

所要量 
給与量 

（平均） 

給与量 

（平均） 

給与量 

（平均） 

熱 量 ｋｃａｌ 1750 1770 624 649 

たん ぱく質 ｇ 61.3 62.8 21.7 22.8 

脂 質 ｇ 44.7 47.9 19.2 19.0 

カル シウム ｍｇ 677 541 104 106 

 鉄   ｍｇ 7.1 6.5 2.1 2.3 

ビタ ミンＡ μｇ 785 429 170 172 
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ビタミンＢ1 ｍｇ 1.17 0.87 0.28 0.31 

ビタミンＢ2 ｍｇ 1.33 0.80 0.25 0.26 

ビタ ミンＣ ｍｇ 100 67 28 26 

（ウ） 平均食材費及び食数 

 救護施設 (日) デイサービスセンター(日) アトリエ聖風(日) 

平均食材費

(税込) 
１，０２６円 ４１５円 ３７１円 

平均実食数 ６８食 ２０食 １５食 

（エ） 給食パターン 

       嗜好調査にもとづき、つぎのとおりに実施しました。 

      （救護施設） 

週 1 回 朝納豆、麺食 

週 1 回 パン食（平日昼食時提供） 

月 1 回 選択食、イベント食 

毎月１日 赤飯 

      （デイサービスセンター） 

月１回 イベント食 

       毎月１日 赤飯 

      （アトリエ聖風）     

月１回 イベント食 

月 1 回 パン食 

       毎月１日 赤飯 

（オ） 行事食及び調査等 

月 行 事 名 献 立 名 備 考 

４ 
イベント食 

(イースター) 

キャロットライス、春キャベツとホタテのサフラ

ンスープ、鱒のムニエルトマトクリームがけ、巣

ごもり卵(ほうれん草のソテー)、イースターひよ

こ 

 

５ 
イベント食 

(タイ料理) 

ガパオライス風、スープ、切干大根のソムタム、 

マンゴープリン 
 

６ 
イベント食 

（入梅） 

オープンいなり、すまし汁、よだれ鶏風、 

じゃが芋の梅風味和え、あじさいゼリー 
 

７ 七夕 

七夕ちらし、すまし汁、野菜のオイスターマヨ炒

め、 

パインムースのクラッシュゼリーのせ 
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土用の丑の日 

（選択食） 
A）鰻丼 B）エビ天丼  

８ 

イベント食 

(沖縄料理) 

タコライス、もずくと卵のスープ、さっぱりゴー

ヤのツナマヨサラダ、トロピカルゼリー 
 

デイサービス 

夏祭りイベント 

天かすおにぎり、野菜たっぷり豆乳みそ汁、ミニ

お好み焼き、枝豆、ミニフランクフルト、揚げポ

テト、焼きとうもろこし風ソテー、枝豆、ごま油

香る夏野菜サラダ、メロンクリームソーダ風デザ

ート 

2 日間 

９ 

敬老の日 
赤飯、鯵の蒲焼、焼き厚揚げのしらすおろし和え、

桃と紅茶のゼリー 
 

デイサービス 

敬老週間 

イベント食 

9/15：敬老の日同様、9/16・9/17：松花堂弁当・

(午後)お楽しみクレープ作り、9/18 三色丼、秋野

菜の吹き寄せ煮、9/19：鮭入り炊き込みご飯、鶏

竜田と秋野菜の黒酢あんかけ 

デイサービ

ス 

9/15～9/19 

（5 日間） 

アトリエ聖風 

夏祭りイベント 

夏祭りプレート(焼きそば・フランクフルト、お好

み焼き、揚げポテト)、あさり汁、枝豆、ごま油香

る夏野菜サラダ、メロンクリームソーダ風デザー

ト 

＜午後＞ソフトクリーム 

1 日間 

１０ 

お月見 

ポークチャップ丼(目玉焼きのせ)、豆乳スープ、

シェルマカロニのバジルチーズサラダ、珈琲ゼリ

ー 

 

ハロウィン 
パンプキンキーマカレー、のり塩バターれんこん、 

マロンババロア、牛乳 
 

１１ 
イベント食 

(海鮮) 

海鮮丼、すまし汁、れんこんの粒マスタード炒め、 

もみじまんじゅう 
 

１２ 

救護施設 

演芸会 

にぎり寿司盛り合わせ、吉野汁、冬野菜の天ぷら、 

ホタテあんかけ茶わん蒸し、抹茶デザート 

【午後】ケーキ 2 種盛り、飲み物 

救護施設 

12/12 

冬至 
白だしご飯、すまし汁、鶏肉の幽庵焼き、れんこ

んと茄子の揚げびたし、かぼちゃババロア 
 

クリスマス 

サフランライス、具沢山ネストローネ、フライド

チキン、クリスマスツリーサラダ、クリスマスパ

フェ 

 

年越し 
年越しそば、もやしとにらのお浸し、ピーチゼリ

ー 

救護施設 

12/31 
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１ 

正月 

（お正月料理） 

祝肴、赤飯、干支饅頭、紅白なます、鯖の塩麴焼

き、二色松風焼き、鶏肉の蜂蜜醤油麹焼き、白湯

ラーメン、メンチカツカレー 他 

救護施設 

1/1～1/3 

七草 七草粥 
救護施設 

（朝食） 

イベント食  

(海鮮) 

刺身 3 点盛り(甘エビ・サーモン・マグロ)、すま

し汁、舞茸生姜あんの揚げ出し豆腐、ミニたい焼

き 

 

救護施設 

鏡開き 
おしるこ  

２ 

節分 

ご飯、けんちん汁、いわしつみれと白菜のとろみ

煮込み、大豆甘辛揚げ、豆乳きなこプリン黒蜜が

け 

嗜好調査実

施 

(3 事業所) 

イベント食 

(海鮮) 

海鮮三色丼、かきたま汁、あさりとキャベツの旨

煮、スイートポテト 
 

バレンタイン 
ガーリックバターライス、トマたまスープ、ハー

トのコロッケ、シーザーサラダ、チョコババロア 
 

３ 

ひなまつり バラちらし丼、みそ汁、豚バラ大根、ミニ今川焼  

救護施設 

苑遊会 

吉野家の牛丼、ミニかきたま蕎麦、かぼちゃのそ

ぼろあん、さっぱりおろし和え、フルーツポンチ 

【午後】ケーキ 3 種盛り、飲み物 

救護施設 

3/4 

アトリエ聖風 

選択食イベント 

ご飯、焼うどん、きなこ揚げパン、チーズのせハ

ンバーグ、焼肉風、鮭竜田の中華あんかけ、スー

プ、タルタルサラダ、梅だれ冷やっこ、ショコラ

ケーキ、抹茶ゼリー 

アトリエ聖

風 

3/27 

 

（カ） 個別対応 

       一般食を基本としていますが、アレルギーなどの疾病や体調、食べられない･ 

食べにくい方の為に、自助食器の購入やミキサー食対応などの個別対応をしました。 

a  食種類 

主 食 

種   類 備    考 

ご は ん 大盛あり 

軟 飯 大盛あり 

全 粥 大盛あり 

重 湯  

ミ キ サ ー 粥  

パ ン パン食提供時のみ、パンキザミ・パン粥対応あり 

お に ぎ り 手のご不自由な方 
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副 食 

常 菜 普通食 

一 口 大 3 ㎝以下、スプーンですくえる大きさ 

キ ザ ミ 1 ㎝程度、スプーンですくえる大きさ 

極 キ ザ ミ みじん切りまたは一部ミキサー 

ミ キ サ ー 食品をミキサーにかけ、裏ごししトロミをつける 

ト ロ ミ 嚥下障害の方対象、食品にとろみをつける 

b 治療食 

    主治医の診断のもと、所属看護師の指示を受け、制限食の対応を行いました。 

種  類 内   容 対 象 疾 病 

エ ネ ル ギ ー 主食･副食の分量減、食材や調理方法の変更 糖尿病、脂質異常症等 

塩   分 漬物･汁物の分量減、調味料の変更 高血圧等 

カ リ ウ ム 生果物等、高カリウム食品除去 腎疾患等 

 

c 禁食の種類と対応 

種  類 対象食材内容 代 替 食 材 

魚  禁 魚全般 肉・卵・豆腐料理 

サ バ 禁 サバ サバ以外の魚・肉･卵･豆腐料理 

う な ぎ 禁 うなぎ 鰻以外の魚・肉・卵・豆腐料理 

肉  禁 肉全般 魚･卵・豆腐料理 

牛 乳 禁 牛乳 カルシウム強化ジュース 

納 豆 禁 納豆 類似栄養価食品 

パ ン 禁 パン 米飯食 

麺  禁 麺 米飯食 

も ち 禁 餅・餅製品 餅類似食品 

油 禁 揚げ物全般とﾏﾖﾈｰｽﾞ類 
煮る、蒸す、茹でるなど調理方法の変更とノンオ

イル食品への変更 

里 芋 長 芋 山 芋 禁 里芋 長芋 山芋 類似栄養価食品 

※その他細かな申し入れは、個別の相談を受け可能なものを類似栄養価食品で対応いたしま

した。 

 

d 食事時間（配膳下膳時間） 

食事 

区分 
施設区分 配膳時間 

食事開始 

時間 

下膳時間 

(厨房） 

下膳時間 

（苑職員） 
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朝食 救護施設 ７：１０ ７：２０ ７：５０ ― 

昼食 

デイサービス １１：４５ １２：００ ― １３：３０迄 

アトリエ聖風 １１：４０ １２：００ ― １３：３０迄 

救護施設 １１：５０ １２：００ １２：３０ １３：３０迄 

（早昼食） １１：３０ ― ― ― 

デイサービス １４：４０ １５：００ ― １５：３０迄 

夕食 救護施設 １７：００ １７：１０ １７：４０ ― 

※配膳時間は職員が厨房から配膳車を出す時間、または電話連絡をする時間とする。 

救護施設の下膳は厨房職員が下膳をする時間とする。 

（キ） 食品衛生管理 

       行政指導の大量調理施設衛生管理マニュアルに従い、実施しました。 

     a 保存食…食材料及び出来上がり食品を各 50g以上２週間以上冷凍保存 

       b 厨房内害虫駆除…月 1 回実施。 

      c 調理従事者の健康管理…検便月１回(6～9 月は月 2回) 

                   ノロウイルス検査（11月・1 月） 

健康診断年１回実施 

      d 食材の検収…納品時間の記録、納品時温度測定および記録、適切な保管 

      e 調理時管理…中心温度の測定および記録、調理途中の適切な温度管理 

 

（ク） 非常食 

災害時の対応として、非常食を５階倉庫と地下厨房食品庫に備蓄しております。 

内容は、様々な災害状況を想定して一人用缶詰や調理不要のものなどです。 

非 常 食 献 立 表 

  朝食 昼食 夕食 

1 日目 

アルファー米 白飯 アルファー米 白飯 アルファー米 白飯 

とりそぼろ缶 
ﾊｳｽ ヒートレス野菜カレ

ー 
牛肉大和煮缶 

2 日目 
アルファー米 白飯 アルファー米 白飯 アルファー米 白飯 

五目大豆煮（まごみ） 鶏肉うま煮缶 きんぴらごぼう（まごみ） 

3 日目 
アルファー米 白飯 アルファー米 白飯 アルファー米 白飯 

牛肉すきやき缶 切干大根缶 筑前煮缶 

4 日目 アルファー米 白飯 アルファー米 白飯 アルファー米 白飯 
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とりそぼろ缶 
ﾊｳｽ ヒートレス野菜カレ

ー 
牛肉大和煮缶 

5 日目 
アルファー米 白飯 アルファー米 白飯 アルファー米 白飯 

五目大豆煮（まごみ） 鶏肉うま煮缶 きんぴらごぼう（まごみ） 

6 日目 
アルファー米 白飯 アルファー米 白飯 アルファー米 白飯 

牛肉すきやき缶 切干大根缶 筑前煮缶 

7 日目 

アルファー米 白飯 アルファー米 白飯 アルファー米 白飯 

とりそぼろ缶 
ﾊｳｽ ヒートレス野菜カレ

ー 
牛肉大和煮缶 

その他 ミネラルウォーター・アルファー米粥 
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１－２ 救護施設 

㉂ 令和７年４月１日 ～ ㉃ 令和８年３月３１日 

種 別    救護施設  

開 所 年 月 日  １９９２年４月１日 

定 員  ８０名 

所 在 地  〒210-0832 

          神奈川県川崎市川崎区池上新町３－１－８ 

          TEL044-287-2235   FAX044-280-6680 

施 設 概 要  鉄筋コンクリート造地下１階地上５階建て 

          土地 1615.80 ㎡  建物 3460.81 ㎡ 

床  面  積 地下 637.02 ㎡  １階 658.48 ㎡  ２階 623.14 ㎡    

３階 525.91 ㎡   ４階 507.97 ㎡  ５階 508.29 ㎡ 

責 任 者  中 石 浩 二   

事 業 所 番 号  川崎市指令民指第１１２号   

 

職員配置計画                     令和８年 3月 31 日現在 

職種 
配置 

基準 

配置 

人数 

正規 

職員 

契約 

職員 

パート 

職員 

苑長（施設長） 

主任指導員（所長） 

事務員 

栄養士 

生活指導員 

地域移行支援員 

精神保健福祉士 

介護職員 

看護師 

介助員 

清掃員 

警備員 

1 

1 

2 

1 

1 

1 

1 

16 

2 

1 

0 

0 

1 

1 

4 

1 

1 

1 

1 

15 

2.5 

0.8 

0.1 

2 

1 

1 

4 

1 

1 

1 

1 

10 

2 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

5 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

1 

1 

1 

4 

 27 30.4 22 5 7 

 

（２）ご利用者の状況報告 

令和４年度に２回、令和５年度に１回、新型コロナウイルスの感染者拡大によるクラスター発生の経

過がありました。令和６年度はインフルエンザのクラスターは発生したものの、新型コロナウイルスの

感染者の発生はなく経過いたしましたが、今年度は８月に最初の感染者が判明し、その後職員１名を含

む合計２９名の感染者を数えるクラスターとなりました。 

過去３回のクラスター発生時はご利用者の初期症状として高熱等が見られましたが、今回の感染者の
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多くは高熱症状が見られず、スクリーニング検査により陽性が判明する方が多く見られ、完全な収束ま

でには１ヵ月以上を要しました。その後、新型コロナウイルスのクラスター収束も束の間の１１月下旬

にインフルエンザ罹患者が多数発生し、職員３名を含む合計１５名の罹患者を数えるクラスターとなり

ました。また、同時期に新型コロナウイルス抗原検査、インフルエンザ検査共に陰性であるものの発熱

が続くご利用者が数名発生し、繰り返しの受診を経て検査入院になられた方もいました。 

救護施設は開設から３３年を迎えましたが、現在、入所者の平均在所期間は男性６年１０か月、女

性８年８か月、男女平均で７年６か月となっています。平均年齢は男性６１歳１０か月、女性６１歳

１１月で、男女平均６１歳１０か月です。６５歳以上の方は７５名の在籍者中、２９名と３８．６％

を占め、令和６年度より１ポイント増加しています。 

令和７年度、精神科・内科・外科等入院された方は延べ３５名でした。令和６年度比較プラス６名と

なっています。精神的不調により精神科に入院された方は延べ６名、その内の３名のご利用者が、1 年

間に複数回の繰り返し入院となっていますが、令和６年度と比較すると繰り返し入院者の人数（５名→

２名減）、１人の方の繰り返し最多入院回数（５回→２回減）となり共に減少しています。内科的疾患の

疑いで入院された方は、検査入院(1 名)、疾病としての入院は、悪性腫瘍の抗がん剤治療の為の入院１

名(計１０回)、その他、肺炎、心不全、低ナトリウム血症、脳梗塞、新型コロナウイルス罹患、インフ

ルエンザ罹患などでの入院となっています。新型コロナウイルス罹患による入院は4名となっています。

外科的入院は、転倒骨折(１名)、圧迫骨折(１名)、腎臓癌手術(１名)、除細動器交換手術(１名)、他の

入所者の他害行為による外傷性くも膜下頭蓋底骨折入院１名など計６名となっております。また、２名

の方が白内障手術のために入院されました。 

退所された方は計９名です。退所理由の内訳は、入院による退所４名、居宅生活訓練を経ての地域移

行 1 名、高齢者施設等への移管１名、入院先での死亡１名、保護廃止１名、施設内での急逝１名となっ

ています。  

 

（３） 事業計画をふまえた報告 

全国救護施設協議会が掲げる「救護施設が取り組む生活困窮者支援の行動指針」を基にした項目のほか

令和７年度も以下を重点項目として定め取り組んできました。 

① 地域移行支援として、居宅生活訓練事業（川崎市認可事業）に引き続き取り組み、令和７年度も施

設内訓練後、法人借上げの民間借家へ訓練の場を移し、実体験的な生活訓練に前年度から継続中の

方を含め計４名の方が取り組みました。施設外訓練アパートでの訓練に３名が取り組みました。そ

の内の１名が地域に移行されました。残る２名の方が訓練アパートでの訓練を継続され、施設内居

宅生活訓練室で１名の方が生活訓練を継続しています。 

② 苑内ご利用者の日中活動の充実と、居宅生活訓練の対象者に対しての日中活動の場として、 

施設内で発生する段ボールの処理を作業化し、古紙・段ボール回収事業者への搬出作業を 

行ないました。 

③ 施設も地域の一構成員であることから近隣地域町内会（住民）と連携を図り、施設機能を活かした

交流の場として位置付けている「聖風苑まつり」を、新型コロナウイルスの感染対策を行いながら

昨年度に引続き地域の皆様もお招きし模開催いたしました。また、近隣地域町内会で開催された「納

涼盆踊り大会」や「運動会」にも参加し、地域の方との交流を図りました。 

④ 生活保護施設である救護施設の取り組みを発信するべく昨年度に引き続き、所管する川崎市内７福
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祉事務所の新人職員を対象とした施設説明と見学案内会を開催しました。当日は５福祉事務所、合

計１７名のケースワーカーに参加いただきました。 

⑤ 令和６年１０月に個別支援計画の作成が制度化され、入所利用者の福祉事務所とより一層の連携と

情報共有を図る事が求められ、個別支援計画書の提出が義務となり、利用者毎の 

福祉事務所担当ケースワーカーに個別支援計画書の提出を行いました。 

 

 

イ　入退所状況
前 月
末

入 所
新 規 入 所 者 退 所 者

在宅から
他施設か

ら
病院から 計 理　由 計

生活保護
施 設

そ の 他
施 設

精 神 科
病 院

一 般
病 院

４ 月 77 0 0

５ 月 77 0 0

６ 月 77 0 死亡 1

７ 月 76  1 1 2 保護廃止 1

８ 月 77 1 1
自立
移管

2

９ 月 76 0 0

10 月 76 1 1 0

11 月 77 　 0
長期入院
長期入院

2

12 月 75 0 0

１ 月 75 1 1 2
入院死亡
長期入院

2

２ 月 75 0 長期入院 1

３ 月 74 1 1 0

計 1 0 1 4 1 7 9
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 ウ　年齢別内訳

20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～64歳 65～69歳 70歳以上 計
平均  年

齢

男 1 0 5 14 11 8 10 49 61.10

女 0 1 0 10 4 5 6 26 61.11

計 1 1 5 24 15 13 16 75 61.10

　エ　身体障害者手帳所持者 　カ　療育手帳所持者

男 女 計  男 女 計

１ 級 2 1 3 Ａ2 1 0 1

２ 級 1 1 2 Ｂ1 2 1 3

３ 級 2 0 2 B2 0 1 1

４ 級 0 0 0 計 3 2 5

５ 級 0 0 0
　キ　年金受給状況

６ 級 2 0 2 種 別 男 女 計

計 7 2 9
障害基礎
年 金

7 10 17

　オ　精神障害者手帳所持者

障 害 基 礎

厚 生 年 金
0 0 0

男 女 計
老齢基礎
年 金

1 2 3

１ 級 5 5 10
老 齢 基 礎

厚 生 年 金
14 7 21

２ 級 30 17 47
企業年金
( 厚生 基礎 年金

含 ）

6 5 11

３ 級 4 1 5
共 済
年 金

1 0 1

計 39 23 62
遺族厚生
年 金

0 1 1

計 29 25 54
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ク　障害別内訳

障 害 名 男 女 小 計 計 割 合

脳血管障害に
よ る も の 1 0 1

そ の 他 0 0 0

1 1 2

1 0 1

25 18 43

1 0 1

5 0 5

2 0 2 　

1 0 1

1 0 1 76.0%

1 0 1

1 0 1

1 0 1

0 1 1

0 1 1

4 5 9 9 12.0%

4 0 4 4 5.3%

49 26 75
　

＊　この表は一人について保護理由となる主たる障害一つのみを数えている。

合 計

知 的 障 害 ･ 発 達 障 害

4 5.3%
内 部 障 害

視 覚 障 害

統 合 失 調 症

高 次 脳 機 能 障 害

う つ 病

薬 物 性 精 神 障 害

身 体 障 害

精 神
障 害

肢 体 不 自 由

ア ル コ ー ル 依 存 症

双 極 性 感 情 障 害

パ ー ソ ナ リ テ ィ 障 害

器 質 性 精 神 障 害

そ の 他

58

心 因 症

妄 想 性 障 害

不 安 障 害
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ケ　面会状況 単位：人

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計

親 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 3

兄 弟
姉 妹

0 3 2 7 2 2 3 4 3 3 4 0 33

親 戚 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1

配偶者 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

子 1 1 0 0 0 1 0 0 4 0 0 0 7

知 人
友 人

8 7 3 9 3 5 14 13 17 20 12 14 125

その他
(後見人

等)
15 19 20 24 10 18 27 27 14 20 16 11 221

計 24 30 25 41 15 26 44 44 39 43 33 26 390

コ　入退院状況

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 計

入院者 2 4 4 6 4 3 3 7 6 3 3 4 49

退院者 1 4 2 6 2 5 1 2 9 4 2 1 39
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サ　一般疾患入院病名別内訳 シ　精神疾患入院別内訳

病 名 男 女 計 病 名 男 女 計

肺 炎 5 0 5 統 合 失 調 症 0 3 3

肺癌（抗がん剤治療） 1 0 1 統合失調症(休息) 2 1 3

左大腿骨転子部骨折 1 0 1 0 0 0

腎 臓 癌 手 術 1 0 1 0 0 0

骨折 疑 い （ 股関 節） 0 1 1 0 0 0

低 ナ ト リ ウ ム 血 症 1 0 1 計 2 4 6

精 査 入 院 （ 発 熱 ） 1 0 1

心 不 全 1 0 1
ス　服薬管理状況

横 紋 筋 融 解 症 1 0 1 男 女 計

意 識 障 害 1 0 1 施 設 管 理 38 24 62

イ ン フ ル エ ン ザ 0 1 1 一 部 施 設 管 理 6 2 8

胆 嚢 炎 1 0 1 自 己 管 理 5 0 5

カ テ ー テ ル 検 査 1 0 1 服 薬 な し 0 0 0

新型コロナウイルス 3 1 4

大 腸 ポ リ ー プ 手 術 1 0 1

白 内 障 手 術 1 1 2

胸 椎 圧 迫 骨 折 0 1 1

除 細 動 器 交 換 1 0 1

外傷性くも膜下頭蓋底
骨 折

1 0 1

脳 梗 塞 1 0 1

て ん か ん 1 0 1

計 24 5 29 計 49 26 75
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セ　介助状況

（ア）　食事 （イ）　起座
自立 一部 全部 自立 一部 全部

74 0 1 74 0 1

（ウ）　立ち上がり （エ）　排泄
自立 一部 全部 自立 一部 全部

72 2 1 66 8 1

（オ）　着脱衣 （カ）　入浴洗濯
自立 一部 全部 自立 一部 全部

68 3 4 44 14 17

（キ）　歩行入浴 （ク）　洗濯介助歩行

自立 一部 全部 自立 一部 全部
22 48 5 66 8 1

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3

1

2

3
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② 行  事 

ア ＜菖蒲湯＞         ５月１日・２日   参加者 入院者を除く全員  

    端午の節句の季節行事として、のんびりと菖蒲湯を楽しんでいただきました。 

 

イ ＜身体体力測定＞      ５月２８日     参加者 ７１名  

    測定種目を楽しんで頂きながら、ご利用者ご自身で現状の身体・体力を知っていただく機会と

なりました。 

 

ウ ＜夏季・冬季衣類訪問販売＞ ６月１３日・７月９日  参加者 両日併せて ５５名 

                 １１月１２日       参加者        ２７名 

※冬季はインフルエンザクラスター発生の為、１回のみの実施でした。 

    普段買い物外出がなかなか出来ないご利用者も、自分の目で見て選び買い物をすることができ、

大変満足しましたとの声が聞かれました。 

 

エ ＜町内会納涼盆踊り大会＞    ７月２５日 参加者 ２７名 

地域の行事である盆踊り大会に参加し、雰囲気を楽しんでいただきました。 

 

オ ＜町内美化活動＞      ９月２８日 参加者５名 

町内会の美化活動にご利用者も参加し、町内会にある公園内のゴミ拾いを 

地域の方と一緒に行いました。 

 

 カ ＜町内会運動会参加＞    １０月１９日  参加者１９名 

地域の行事である運動会に参加し、町内会の皆様と一緒に競技を楽しまれて 

いました。 

 

キ ＜聖風苑まつり＞      １１月８日   参加者 入院者を除く全員  

     地域の方もお招きし、コロナ禍前と同様規模で施設まつりを開催いたしました。 

 

ク ＜年忘れ演芸会＞      １２月１２日    参加者 ６７名 

今年度は午前中にボランティアによる演芸披露企画を予定していましたが、当日 

ボランティアの方が体調不良により来苑出来なくなり、急遽プログラムを変更 

するなどバタバタとなりましたがカラオケ大会とビンゴ大会を実施し、食事は 

ご利用者の希望が多かった握りずしと天ぷらを提供、美味しく食されていました。 

 

ケ ＜ゆず湯＞        １２月１８日・１９日   参加者 入院者を除く全員  

浴槽にゆずを浮かべ、冬至の季節感を味わっていただきました。 

 

コ ＜餅つき大会＞       １２月２６日     参加者 ２８名 

     年末行事としてご利用者に餅つきを楽しんで頂きました。 
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     令和８年１月７日に鏡開きとしてお汁粉行事を行なっています。 

 

サ ＜川崎大師散策＞    令和８年 １月２１日、２２日、２３日 参加者計１２名 

川崎大師にお参りと買い物に出掛けました。 

 

シ ＜苑遊会（旅行代替行事）＞ 令和８年 ３月４日  参加者７０名 

    全ての旅行行事が中止となった為、代替企画として苑遊会を実施しました。 

給食の委託業者のイベント企画を利用し、昼食として吉野家の牛丼を丼ぶりも 

お店で使用されている物を使い、お店さながらに提供し、普段とはひと味違う雰囲気での食

事を楽しんでいただきました。午後には旅行先での実施が恒例となっているビンゴ大会を

行ないました。 

 

  ス  ＜お花見＞       令和８年３月２３日   参加者 計５名 

     感染予防対策の観点と天候に左右される点から、普段の散歩活動の 

延長として近隣公園に季節感をあじわいに出掛けました。 

 

  ※今年度は団体一泊旅行が新型コロナウイルスクラスター発生の為中止となり、また、 

インフルエンザ罹患者の多数発生等により、日帰りグループ旅行、団体日帰り旅行も 

中止となっています。 

 

③ 居宅生活訓練事業 

 平成３１年に自主事業として事業開始し、令和４年４月から正式に川崎市の認可を受け 

認可事業となり４年の継続実施となっています。 

施設に入所（在籍）継続しながら地域生活移行を目指すご利用者の方々が、円滑に地域生活へ移行で

きるように、まず施設内居宅生活訓練室において居宅生活に向けた生活訓練をご利用者のペースに合

わせて行っています。その後、施設で借上げた訓練用住居（アパート）に訓練の場を移し、より地域

生活に近い環境のもと、段階的な実体験を積み上げながら地域生活に向けての準備(訓練)を整えまし

た。ご利用者の不安を少しでも軽減しながら安心して地域生活を送れるように関係機関とも連携しな

がらサポートを行いました。 

 

 訓練期間(施設内) 訓練期間（借家） 地域移行 備  考 

Ａ（女性） R5.5.31～R5.12.8 R5.12.8～R7.8.21 達成 民間借家へ地域移行 

Ｂ（男性） R6.3.25～R6.7.10  未達成 本人から休止の申し

出 

Ｃ（男性） R6.8.1～R7.1.16 R6.1.16～ 訓練継続中  

Ｄ（男性） R7.10.1～R8.1.13 R8.1.13～ 訓練継続中  

Ｅ（男性） R8.3.1～  訓練継続中  

※Ａ様、移行に向けた金銭積立て目標額の未達成と、整理整頓の課題がクリアできず、訓練 
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 期間の延長を経て地域移行達成となっています。 

※Ｃ様、R7.12 月より日中活動の場として通所を開始。就労定着の為、訓練期間の延長を 

  しています。 

 

④ 施設外就労・通所 

 

ア 事業所Ａ：女性 1 名 

一般就労の障がい者枠として、保育園の清掃や洗濯の仕事を行っています。 

 

イ 事業所Ｂ：男性１名 

地域活動支援センターで廃油を原料とした石鹸の製造、廃油の回収作業を行って 

います。 

 

ウ 事業所Ｃ：男性 1 名 女性 1名 

地域活動支援センターでボールペン組み立てや、箱折りなどの軽作業を行っています。 

 

エ 事業所Ｄ：女性 2 名 

就労継続支援Ｂ型事業所で喫茶補助や軽作業に取り組んでいます。 

 

オ 事業所Ｅ：男性 1 名 女性 2名 

  地域活動支援センターでボールペンの組み立てや黒板消しの作成などの軽作業を行っています。 

 

カ 事業所Ｆ：男性 1 名 

就労継続支援Ｂ型事業所で軽作業に取り組んでいます。 

 

キ 事業所Ｇ：男性 1 名 

就労継続支援Ｂ型事業所で軽作業に取り組んでいます。 

 

※就労継続支援事業所通所利用の内、(エ)のご利用者につきましては令和７年度以前より 

 通所されており継続が認められたものとなっています。(カ)のご利用者につきましては 

 当施設入所前から通所されており継続が認められたものとなっています。(キ)のご利用者 

 につきましては地域移行を目指しており、障害福祉サービスを所管する障害・高齢課での 

 サービス調整会議を経てサービス利用が許可されたものとなっています。 

 

 就労・通所参加状況（回数）及び収入状況（円） 

月 男 女 計 総金額 平均支給額 

４ 26 70 96 94,904 11,863（8人） 

５ 23 76 99 135,253 16,906（8人） 
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６ 25 76 101 144,809 18,101（8人） 

７ 22 65 87 90,572 15,095（6人） 

８ 9 16 25 18,600 3,720（5人） 

９ 30 19 49 33,140 5,523（6人） 

10 55 36 91 132,561 18,937（7人） 

11 42 47 89 133,744 19,106（7人） 

12 59 44 103 139,852 17,481（8人） 

１ 57 51 108 125,656 13,961（9人） 

２ 48 53 101 126,417 14,046（9人） 

３ 37 40 77 116,414  12,934（9人） 

計 348 593 941 1,291,922 14,354（90人） 

  ※各所管福祉事務所への収入申告を行っています。 

 

 

⑤ 施設内日中作業 日中活動の充実を図る一環として施設内で発生する空き缶や、 

         従前、回収引取りを委託していた段ボールの処分を作業に位置づけ 

日中作業として実施しました。 

 

 ア 空き缶つぶし作業 

   空き缶潰し作業は施設外での作業となるため外気温の高い時期と低い時期の実施と 

   インフルエンザの集団感染発生中の期間を除き実施しました。 

 

    実 施 日  参加 人数   平均支給額 

令和７年５月１３日   ６ 名 少量のため換金なし 

    ５月２３日   ５ 名 少量のため換金なし 

    ６月１７日   ５ 名 少量のため換金なし 

   １０月３１日   ４ 名 少量のため換金なし 

合計実施回数  

４回 

合計参加人数 

   ２０名 

平均参加人数 

    ５名 

   ※令和７年度中での換金が出来なかったため令和８年度４月に換金の後、参加者に 

    工賃として支給します。 

 

 イ 段ボール処理作業 

   聖風苑内で出される段ボールが一定量まで溜まった不定期の晴天日に、近隣の 

   古紙・段ボール引取り事業所まで、リヤカーへ積み込み、搬入を実施しました。 

    

  実 施 日 参加人数 合計支給額 

令和７年６月１８日   ２ 名 初回お試し実施のため 
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支給なし 

    ９月２９日 ２ 名 １，０００円 

   １０月１７日 ３ 名 １，５００円 

令和８年１月 ９日 ４ 名 ２，０００円   

    ３月 ２日 ４ 名 ２，０００円 

合計実施回数 

    ５回 

合計参加人数 

  １５名 

平均参加人数 

   ３名 

支給額総合計 

  ６，５００円 

平均支給額 

    ５００円 

   ※各所管福祉事務所への収入申告を行っています。 

  

⑥  外出活動   公共交通機関を利用するため、新型コロナウイルス感染防止の観点 

から引き続き中止としました。 

         

 

⑦  散  歩   外気温の高い夏期と低い冬期、及びインフルエンザの集団感染発生中 

を除き外気浴と運動を兼ね、近隣公園まで出掛けました。 

雨天時の室内レクリエーションは密になる為、新型コロナウイルスの感染 

予防から引き続き中止としました。 

 

      （散歩）              （雨天時・レク）                                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧  クラブ、サークル活動 

 日常生活を豊かにするために、以下のクラブ、サークル活動を実施しました。 

月 回数 人数   月 回数 人数 

４ 6 22   ４ ― ― 

５ 10 40  ５ ― ― 

６ 5 17  ６ ― ― 

７ ― ―  ７ ― ― 

８ ― ―  ８ ― ― 

９ ― ―  ９ ― ― 

10 2 10  10 ― ― 

11 1 4  11 ― ― 

12 ― ―  12 ― ― 

１ ― ―  １ ― ― 

２ ― ―  ２ ― ― 

３ 2 8  

 

３ ― ― 

計 26 
 

101 計 ０ ０ 
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令和５年度まで個別に行っていたリラクゼーション・創作・足湯・書道などの各サークルを令和６

年度から合同サークルとして、実施時間中に参加者が好きな活動を選んで取り組める形を取り入れ

て実施しました。ご利用者の参加の多いカラオケは引き続き換気を心掛けながら実施しました。 

 

クラブ名 活  動  時  間 実施回数 参加延人員 平均参加者 

カラオケ 月２～３回   13：30～15：30 25 回 359 名 １４.４名 

  

サークル名 活  動  時  間 実施回数 参加延人員 平均参加者 

合同サークル 不定期  13：30～15：30 ４回 ３１名 １０.３名 

映  画 不定期  13：30～15：30 １回 ２５名 ２５名 

童謡唱歌 不定期   13：30～15：30 ５回 １２８名 ２５.６名 

園  芸 不定期  13：30～15：00 ０回 ０名 ０名 

  ※９月・１１月はクラブ・サークル活動共に新型コロナウイルスのクラスター発生と 

   インフルエンザの集団感染により休止となりました。 

 

⑧ レクリエーション活動 

    ４階食堂室を利用し、ご利用者の運動機能の低下を防ぐために卓球・ストラックアウト・カーリン

グ・ポケットボールを行いました。また、参加状況に応じ月間表彰及び年間表彰を授与し、参加へ

の意欲づけにも努めました。 

     

活 動 時 間 実施回数 参加延べ人数 平均参加人数 

不定期 13：30～15：00 １０回     １０２名   １０．２名 

 

⑨ 機能訓練 

 （月）～（金）午前１０時～１１時 延べ 169 回実施 

 参加延人員 784 名  平均参加者 4.6名 

（内容）  

歩行訓練（平行棒使用） 足筋伸ばし（斜面台使用）  

起立訓練         マット上運動        腰痛防止体操     

筋力維持強化訓練（重すいバンド、エアロバイク） 

 

⑩ 通所活動 

精神科デイケアに生活のリズム作りの日中活動の場として、新型コロナウイルスの 

クラスター発生時とインフルエンザクラスター発生時の外出制限期間を除き通所され 

デイケアでのＯＴ活動などに取り組まれています。 

  通 所 先  通 所 日  備 考 

 Ａ様（男性）  Ｋ病院  週２回（火・金） R7.12 月末より休止 

 Ｂ様（男性）  Ｈ病院  週２回（火・金）  
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⑪ 月例会 

 

毎月 1 回、原則第１水曜日の 14 時から開催し、在苑者は全員参加を基本とし、月間予定の確認や

日常生活上の問題を話し合う意見交換の場として開催しています。 

月  日     内           容 参加者数 

令和７年４月 1 日 

１ 月間予定 

２ 連絡事項 

① 年間・月間レク表彰 

② 4 月からの変更について 

③ 各階テレビについて 

④ 寄せられたご意見への回答 

５９名 

５月２日 

 

１ 月間予定 

２ 連絡事項 

① 月間レク表彰 

② 布団について 

③ 嗜好調査結果について 

④ お風呂でのお願い 

⑤ ゴミの出し方について 

⑥ 担当職員の割り振りについて 

５８名 

６月３日 

１ 月間予定 

２ 連絡事項 

① 月間レク表彰 

② 買物代行、土日の出金、血圧計の対応について 

③ 避難訓練について 

④ 害虫駆除について 

⑤ 作業活動について 

５６名 

７月１日 

 

１ 月間予定 

２ 連絡事項 

① 月間レク表彰 

② シャワー浴について 

４９名 

     ８月５日 

１ 月間予定 

２ 連絡事項 

① 月間レク表彰 

② 洗濯機、冷蔵庫、テレビの使い方 

③ 食事当番からのお願い 

５６名 

     ９月２日 

１ 月間予定 

２ 連絡事項 

① 月間レク表彰 

② ８月１４日未明に発生した火災について 

コロナク

ラスター

発生の

為、放送

にて開催 
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    １０月１日 

１ 月間予定 

２ 連絡事項 

① 月間レク表彰 

② 国勢調査について 

６２名 

    １１月６日 

 

１ 月間予定 

２ 連絡事項 

① 月間レク表彰 

② 外国産米の提供について 

③ 聖風苑まつりについて 

④ インフルエンザ予防接種について 

５２名 

    １２月２日 

１ 月間予定 

２ 連絡事項 

① 月間レク表彰 

② 演芸会について 

③ 大掃除について 

３８名 

インフルエ

ンザクラス

ター発生に

より陰性者

のみ参加で

開催 

令和８年１月６日 

１ 月間予定 

２ 連絡事項 

① 月間レク表彰 

② 避難訓練について 

③ 布団交換について 

④ 洗濯場の利用について 

⑤ 鏡開きについて 

４７名 

 

     ２月２日 

１ 月間予定 

２ 連絡事項 

① 月間レク表彰 

② 嗜好調査について 

③ 汚水ポンプの交換工事に伴うトイレの使用制限

について 

④ 不在者投票について 

⑤ 健康診断について 

⑥ 延命処置について 

５４名 

     ３月３日 

１ 月間予定 

２ 連絡事項 

① 月間レク表彰 

② 新任職員紹介 

５２名 

                                                        

 

⑫ 保健衛生 

 ア ご利用者の健康状態を維持するために嘱託医による診察を受けました。 

・内科嘱託医  第３（木） 午後１時 30 分～2時 00分 

  １２回実施 、のべ２４名診察 

・精神科嘱託医 第２・４（月） 午後 2 時 00 分～3時 00分 

  ２４回実施 、のべ９０名診察 
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イ ご利用者の健康維持のため、通院付き添いの介助をしました 

 

４月 5 月 6 月 7 月 8 月 9月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3月 計 

85 

名 

78

名 

90

名 

102

名 

68 

名 

88 

名 

83 

名 

82 

 名 

93 

 名 

70 

 名 

76 

 名 

86      

名 

1001 

名 

  

 

 ウ 訪問診療（往診） 

  訪問診療サービスを行っている精神科クリニックと、歯科クリニックがかかりつけの 

ご利用者に対し、苑に来苑してもらい診察を受けました。 

 

回数 人数 回数 人数
4月 2回 4人 1回 12人
5月 1回 2人 2回 12人
6月 2回 4人 1回 7人
7月 2回 6人 2回 12人
8月 2回 6人 1回 3人
9月 2回 6人 0回 0人

10月 2回 6人 2回 12人
11月 2回 6人 2回 12人
12月 2回 6人 2回 7人
1月 2回 6人 2回 9人
2月 2回 6人 2回 7人
3月 2回 6人 2回 7人

累 計 23回 64人 19回 100人

精神科クリニック 歯科クリニック
月

 

エ 第１回健康診断 

実施日 検診人数 検査項目 

令和 7 年 10 月 1日 男性 50 名 

女性 23 名 

 計 73 名 

（入院 3 名） 

（在籍 76 名） 

・ＨＢｓ抗原、ＨＣＶ抗体検 ・血糖 

・肝機能検査 ・腎機能検査 ・尿糖検査 

・尿潜血 ・胸部Ｘ線 ・検便   

・中性脂肪 ・総コレステロール  

・視力 ・血圧 ・身長 ・聴力 ・問診 

 

   健康診断結果  要経過観察者数 

検査項目 男 女 計 検査項目 男 女 計 

肥満 7 6 13 尿糖＋ 1 0 1 
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痩せ 8 1 9 尿潜血＋ 0 0 0 

高血圧 7 7 14 便潜血＋ 2 2 4 

肝機能指数上昇 6 1 7 貧血 27 10 37 

脂質指数上昇 7 2 9 ＨＢｓ抗原 1 1 2 

腎機能指数上昇 7 5 8 ＨＣＶ抗体 1 1 2 

尿蛋白＋ 0 0 0 血糖 3 5 8 

胸部Ｘ線 5 3 8     

 

オ 第２回健康診断 

実施日 検診人数 検査項目 

令和 8 年 2月 18 日 男性 46名 

女性 26名 

 計 72名 

（入院 3名） 

（在籍 75 名） 

・視力 ・聴力 

・身長  

・体重 

・尿糖検査 ・尿潜血  

・胸部Ｘ線 ・血圧  ・問診 

  

健康診断結果 要経過観察者数 

検査項目 男 女 計 検査項目 男 女 計 

尿蛋白＋ 0 0 0 尿潜血＋ 1 0 1 

胸部Ｘ線 6 4 10 肥満 13 9 22 

高血圧 21 15 36 痩せ 4 4 8 

 

尿糖＋ 3 0 3     

  

 

カ インフルエンザ対応 

  ・インフルエンザ予防接種 

 実 施 日 接 種 状 況 

令和7年11月19日 在籍 76 名 

男性 46名 女性 22名 計 68 名 

（入院 6 名 予防接種済０名 未接種 2名） 

   

  キ 新型コロナウイルス対応 

  令和 5年に感染症法上の位置付けが 5類へ移行され、新型コロナワクチンの予防接種 

が任意となってからは施設としての集団接種は行なわず、日々の定期的な換気、手す 

りなどの消毒を継続しています。また、ご利用者には平日の体温測定、手洗い・手 

指消毒とマスク着用の徹底、外出に際しての制限(休日の繁華街への外出自粛など) 

にご協力いただいています。 
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⑬ 業務委託（トコジラミ駆除） 

平成 26年 10月に南京虫(トコジラミ)の発生を確認し、継続的な駆除により令和２年度には南京虫

の生息は確認されず、令和３年度、年間駆除回数を３回へと減らしましたが生息は確認されません

でした。令和３年度で終結とし、駆除の業務委託終了といたしました。これ以降も南京虫の生息は

確認されず推移出来ています。 

 

⑭ 研 修 報 告 

ア 法人内研修 

番号 研 修 名 参加 

人数 

開催場所 実 施 日 

１ 法人階層別 新人・2年目研修 
該当者

なし 

法人内 

事業所 
6月 13 日 

２ 法人階層別 新人研修 
該当者

なし 

法人内 

事業所 

令和７年 7月 25 日 

令和 8年 2月 27 日 

３ 
 法人階層別 一般職員研修 Ⅰ   ３ 

法人内 

事業所 
7月 12 日  

４ 
法人階層別 一般職員研修 Ⅱ ６ 

法人内 

事業所 
9月 20 日 

５ 
法人階層別 一般職員研修 Ⅲ ４ 

法人内 

事業所 
10月 4 日 

６ 
法人階層別 リーダー職研修 ２ 

法人内 

事業所 
11月 15 日 

７ 
法人階層別 所長・係長職研修 ４ 

法人内 

事業所 
12月 13 日 

８ 

実践・研究発表大会 14 

川崎市 

ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝ

ﾎｰﾙ 

令和 8年 2月 7日 

 

 

イ 施設外研修 

番号 研 修 名 参 加

人数 

開催場所 実 施 日 

 １ ５８回関東地区救護施設研究協議会研修  ８ 神 奈 川 県 

横浜市  

７月１０日 

～７月１１日 

 ２ 防災リーダー養成研修  １ 神奈川県立

労働プラザ 

１０月７日 
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 ３ ４ ７回全 国救護 施設 研究 協議大 会   

（仙台市） 

 ２ 宮 城 県  

仙台市 

１０月９日 

～１０月１０日 

 ４ 更生福祉施設協議会職員研修会 

（更生施設・民衆館）視察 

 １ 横浜市 １０月１６日 

 ５ ３ ４ 回 関 東 地 区 救 護 施 設 協 議 会    

職員研修会 

 ２ 静 岡 県  

沼津市 

１１月１０日 

～１１月１２日 

 ６ 救護施設福祉サービス研修会  ２ 全救協灘尾

ホール 

１２月１６日 

   ～１２月１７日 

 ７ 令和７年度対人援助研修  １ 神奈川県社

会福祉セン

ター 

令和８年１月３０日 

    ～１月３１日 

８ 全国厚生事業団体連絡協議会研究会議  １ 全救協灘尾

ホール 

令和８年１月２２日 

    ～１月２３日 

 ９ ２ ８ 回 関 東 地 区 救 護 施 設 協 議 会    

施設長研修会 

 １ TKP 品川ｶﾝﾌ

ｧﾚﾝｽｾﾝﾀｰ 

令和８年２月５日 

    ～２月６日 

１０ モチベーションマネジメント研修  １ 神奈川県社

会福祉セン

ター 

令和８年２月１３日 

１１ 更生福祉施設協議会施設視察研修 

（川越少年刑務所） 

 ２ 川越市 令和８年２月３日 

ウ 事業所内学習会 

番号 学 習 内 容 参加 

人数 

開催場所   実 施 日 

 １ 個別支援計画書の作成 １１ ２階会議室 ５月２８日 

 ２ 赤十字救急法講習会 

（３事業所合同研修） 

２１ ２階会議室 ７月２３日 

７月２９日 

 ３  虐待防止啓蒙研修 

 （３事業所合同研修） 

１８ ２階会議室 １０月２３日 

１０月２８日 

 ４  ＢＣＰ机上研修  ８ ２階会議室 １１月２７日 

 ５  身体拘束防止研修 

 （３事業所合同研修） 

１５ 聖風苑内 

他事業所 

令和８年２月１７日 

    ２月１９日 

 ３・４の合同研修につきましては、勤務の都合上、両日共に参加出来なかった職員は後日 

研修で使用した動画を視聴し補完しています。 

 

⑮ 実習生の受け入れ 

ア 社会福祉現場実習生の受け入れ   計３名 

学  校 名 人数 時 期 日数 
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田 園 調 布 学 園 大 学             

（社会福祉専攻・心理福祉学科） 
2 

令和７年 8 月 19 日～9 月 22 日 

令和７年 8 月 20 日～9 月 25 日

※１名は(体調不良の為途中で 

中止となっている) 

24 日 

16 日 

大妻女子大学（人間福祉学科） 1 
令和 8 年 1 月 26 日～2 月 10 日

の期間中の 8 日間 
8 日 

 

 

(５) ボランティア状況 

  一芸披露、美容、理容、行事などにボランティアに来苑戴いています。 

新型コロナウイルスのクラスターや、インフルエンザのクラスターの発生後収束まで 

の間は来苑を休止していただきました。 

 

①  一芸ボランティア 

氏 名 延日数 主な内容 

Ｉ 様 ５日 音楽活動（童謡唱歌の歌唱指導） 

 

②  美容・理容ボランティア 

氏 名 延日数 
延ご利用者

人数 
内   容 

Ｙ 様 １０ ５７ ご利用者の美容ヘアカット 

Ｓ 様 
 

１１ 
 

６６ 
ご利用者へ理容ヘアカット 

 

（６）苦情・解決について 

苦情（相談/要望）件数 解決件数 未解決件数 

６６件 ４４件 ２３件 

苦情解決の経過 

苦 情 

内 容 

 

１． ご利用者の行動  ２８件 
・流し場の使い方について用を足している。 
・流しの当番を２回行っていることに対して 
・就寝薬の拒否 
・勝手に居室の電気を点灯したり消したりする 
・冷蔵庫の扱いについて（飲み物をすり替えられた・物の盗難・掃除の仕方） ４件 
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・喫煙時間でもないのに、何度も喫煙所に来られ通行できない 
・喫煙中に出入り口のドアに鍵をかけられた 
・財布に入れてあった 2.000 円を盗られた                              
・食事準備の際、当番に対しての苦情（スプーンが入っていない・コップが多い） 
                                    2 件 
・食事準備の際、テーブル上に荷物があり拭き掃除ができない 
・同室者が同じことを何度も確認してくる。 
・同室者についての事案（ゴミが多い・異臭がする・マスクや物を盗られる・嫌がら

せをされる）                             5 件 
・洗濯場での事案（衣類の盗難・いたずらされる・乾燥機の汚れ・1 人での２台使

用）                                 4 件 
・脱衣場にサンダルのまま入っている 
・孫にランドセルを購入したいが出金させてくれない 
・お小遣いを出金させてくれない 
・治療方針が納得いかず通院の拒否をされている。 
２． ご利用者間のトラブル ２３件 
・共用テレビのチャンネルを勝手に変えられる 
・煙草をたかられて困っている。                     2 件 
・特定のカップルがキスをしていたことに対し報告したことで脅される    2 件 
・特定の利用者に無視され責められる・悪口を言われる・言いがかりをつけられる 
                                    4 件 
・特定の利用者の独語が多くイライラする 
・居室での事案（居室に間違って入られる・就寝していると起こされる・ジュースを

飲まれる・物を盗られる）                       6 件 
・特定ご利用者の暴力行為                        4 件 
・物の貸し借りで金銭を請求された                    2 件 
・タバコを無心される 
３． その他 １５件 
・感染拡大防止自粛中の案件（タバコの喫煙はできないのか・外出ができない）2 件 
・夏場のエアコンの使用可能時間を 24 時間稼働していないと眠れない 
・他のクリニック・事業所からの事案 

（他の病院に転院する情報がない・買い物を病院側に依頼している・院内での携帯
電話の使用について・リブレの使用について理解できていない）      4 件                   

・処方が増量になり不眠が酷くなった 
・福祉事務所からの保護費に関して、職員が使い込んでいる 
・同一ご利用者の保護願いが複数回受けている 
・入浴ができず虐待ではないか 
・不法侵入と職員に言われたから警察を呼ぶ 
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・断りもなく親の家に上がり込んでいる 
・職員が話を傾聴してくれない 
・職員はカラオケ操作の勉強をするべき 
 
 

解 決 へ

の 取 り

組み 

1. 事実の確認、関係するご利用者・職員双方から丁寧な聞き取りを行い、事実関係
を整理し解決への方策を探ります。また、月例会で金銭・物の貸し借り・他の居
室への訪問の仕方などは検討課題として提示し、良し悪しを話し合っています。
結果は掲示し周知を図っています。改善が見られない時は、繰り返し 月例会で
報告し、再度認識の確認と結果を提示しています。(ルビ付き掲示物、絵や写真
を活用し、ご利用者に伝わり易いように掲示を工夫するなどの対応を行い、視覚
障害者の方へは個別にご説明しています。) 

2. 職員がご利用者と一緒に、約束事などの確認を行っています。その際、職員は傾
聴・受容し、支持的な姿勢で対応し、ご利用者が理解できるような説明を心がけ
ています。必要に応じて、主治医に状況を伝え意見・指示を仰ぎ対応し、福祉事
務所 CW や関係機関と情報の共有と連携を図り、より良い支援を目指し取り組
みを行っています。  

3. 聞き取りの実施。双方が不快に至らない様に対応を図ります。ご利用者の話を傾
聴受容し、行為の善し悪しは時間をかけ振り返り頂き、自らの行為に気づき、良
否の理解を深める支援を行っています。 

4. 認識が困難な方へは、理解が得られる方法を職員間で検討し、その上で、必要な
対応方法（環境・可視化）を考慮し個々に適切な配慮が行えるようにします。 
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１－３聖風苑デイサービスセンター 

 

㉂ 令和 7年４月１日 ～ ㉃ 令和 8年３月３１日 

種 別   通所介護・介護予防通所介護   

開 所 年 月 日  1999 年 12月 1日 

定 員  35 名 

所 在 地  〒210–0832 

          神奈川県川崎市池上新町３丁目 1番地 8 

          TEL044-287-2236    FAX044-287-2265 

床 面 積 ２階 112.70 ㎡（食堂兼機能訓練室）    

責 任 者  江良 泰成（管理者・所長）→千葉 格（６月より管理者） 

事 業 所 番 号  1475000111   

 

 

職員配置計画                      令和 8年 3月 31 日現在 

職種 
配置 

基準 

配置 

人数 

正規 

職員 

契約 

職員 

パート 

職員 

管理者 

生活相談員 

介護職員 

機能訓練指導員 

看護師 

その他 

運転手 

1 

1 

5 

1 

1 

0 

0 

0.2 

2 

7 

0.5 

1.5 

0 

4 

0.2 

1 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

0 

3 

0 

0 

0 

0 

0 

1 

4 

0.5 

1.5 

0 

4 

 

（１） 利用者の状況報告 

当年度の利用者状況については、年間予定利用者数 5,789 名に対し、年間実績利用者数は 

5,031 名となり、758名の減少となった。 

主な要因として、通院や体調不良による欠席者が毎月一定数発生し、多い月で約 80名、 

平均でも月 63名程度の欠席が見られたことから、安定した通所者数の確保が困難な状況で 

あった。また、各居宅介護支援事業所に対し利用日以外への振替利用を依頼するなど調整を 

図ったが、突発的な欠席が継続し、利用の安定化には至らなかった。 

一方、10月以降は新規契約の推進や機械浴希望者の受入枠拡大を図るとともに、居宅介護 

支援事業所および地域包括支援センターとの連携を強化し、月末・月初における空き情報の 

提供を継続した。その結果、年度末である 3月時点においては、稼働率約 8割を維持するに 

至った。 
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（２） 事業計画を踏まえた報告 

当年度における各取組みについては、全体として概ね計画の 7 割程度を達成する結果となった。 

川崎区内の居宅介護支援事業所を対象に実施したアンケートについては、一定数の回答を得る 

ことができ、ニーズの把握に繋がった。これに基づき事業内容の見直しおよび優先順位の整理を 

進め、次年度に向けた方向性を明確化した。 

また、広報誌の定期発行については継続的な実施はできず、活動内容や利用者の様子、意見等を 

発信することで、事業所の取り組みの可視化と関係機関への周知については次年度へ持ち越す 

計画となった。 

福祉サービス利用者意向調査（7月実施）は予定どおり実施し、利用者および家族の意見・満足 

度を把握した。得られた結果を踏まえ、サービス内容の改善に向けた検討を行い、次期事業運営 

へ反映を進めている。 

個別支援においては、利用者の身体的・精神的状態の変化を踏まえた通所介護計画および介護予 

防通所介護計画の策定を行い、定期的なアセスメントを実施した。支援の質の向上に一定の成果 

が見られたが、さらなる満足度向上に向けた継続的な見直しが必要である。 

ICT 化の推進については、業務記録の効率化や加算取得に資する仕組みの検討・一部導入を進め 

たものの、運用の定着には課題が残る結果となった。 

人材育成の面では、職員の他施設見学や自己研鑽の機会を設け、単年度目標の設定を通じて意識 

向上を図った。一定の効果は認められるが、少人数体制での効率的な運営体制の構築については、 

引き続き検討を要する。 

以上のとおり、各取組みは一定の成果を上げたものの、運用の定着や効果の最大化に向けた課題 

も明らかとなったため、次年度においてはこれらの課題解決に向けた取組みを強化していく。 

 

                                 令和 8年 3 月 31日現在  

（３）利用者状況 
      (単位：人） 

性別／年齢 ～64 
65～

69 

70～

74 

75～

79 

80～

84 

85～

89 

90～

94 
95～ 合計 

男 性 1 5 1 3 4 6 0 0 20 

女 性 1 1 2 5 7 6 9 5 36 

合 計 2 6 3 9 11 12 9 5 56 
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（４） 利用状況 
   

月別 事 業 月末登録者数 月別利用 1 日平均 

  日 数 (合計：平均数） 延人数 利用者数 

4月 22  471 21.4 

5 月 22  428 19.5 

6 月 21  397 18.9 

7 月 23  468 20.3 

8 月 21  396 18.9 

9 月 22  402 18.3 

10 月 23  453 19.7 

11 月 20  413 20.7 

12 月 20  401 20.1 

1 月 20  391 19.6 

2 月 20  388 19.4 

3 月 22  423 19.2 

平均/合計 256  5,031 19.7 

 

（５） 曜日別利用状況（3月の状況）    
利用日数 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日  

第１週 20 21 17 18 24  

第２週 21 21 18 18 24  

第３週 21 20 19 18 23  

第４週 21 21 21 18 18  

第５週 21 18     

計 104 101 75 72 89  

１週平均 20.8 20.2 18.8 18.0 22.3  

介護度／性別 男性 女性 計 

要支援  1 0 0 0 

要支援  2 1 3 4 

要介護度１ 5 9 14 

要介護度２ 7 13 20 

要介護度３ 3 4 7 

要介護度４ 4 3 7 

要介護度５ 1 3 4 

合 計 21 35 56 
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 （６） 曜日別入浴利用状況（3月の状況）   
計 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日  

１週 19 20 17 17 23  

第２週 18 20 18 18 23  

第３週 17 20 18 16 22  

第４週 19 20 20 16 18  

第５週 17 18     

計 90 98 73 67 86  

１週平均 18.0 19.6 18.3 16.8 21.5  

 

 （７） 特別入浴 
    

 

利用日数 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日   

第１週 3 6 3 5 5  

第２週 3 6 3 6 5  

第３週 4 7 5 6 6  

第 4週 5 5 5 3 5  

第 5週 3 4     

計 18 28 16 20 21  

１週平均 3.6 5.6 4.0 5.0 5.3  
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１－４ アトリエ聖風 

 

期間 自２０２５年（令和７年） ４月１日 

至２０２６年（令和 8 年） ３月 31 日 

 

事 業 所 名 称  ア ト リ エ 聖 風  

種    別  生 活 介 護  

開 所 年 月 日  ２０２２年４月１日 

定 員  ２０名 

所 在 地  〒210-0832 

          神奈川県川崎市川崎区池上新町三丁目１番地８ 

          TEL044-287-2237   FAX044-287-2213 

施 設 概 要  鉄筋コンクリート造地下１階地上５階建て 

専 有 床 １階［253.5 ㎡］ 
訓練・作業室[１] 156.6 ㎡、訓練・作業室[２]28.8 ㎡、女子 8.3 ㎡、 
男子トイレ 28.1 ㎡、多目的トイレ 12.0 ㎡、多目的兼相談室 15.7 ㎡、

中廊下 18.5 ㎡（ｷﾞｬﾗﾘｰ）、浴室 22.8 ㎡、配膳室 5.8 ㎡、事務室 27.3 ㎡ 

責 任 者  高杉昌宏   

事 業 所 番 号  １４１５００１６６６号   

職員配置 

職  種 常勤職員

（人） 

非常勤職員（人） 計（人） 

[常勤換算

による計] 

備   考 

（配置する職員が他の部署等との

兼務の場合、その内容） 

（人） 常勤換

算（人） 

サビ管 
１   1.2 

 R07.12 から福田リーダーが１

日１時間サビ管業務を実施。 

生活支援員 

７ 2 1.5 10.3 

 上記の理由の為、生活支援員と

しての福田職員の常勤換算数が

0.8 となっている。 

看護師 １  
  

1.0   

他業務職  １   10 月より運転手１名を採用 

アトリエ聖風は障害者総合支援法、その他関係法令に基づき、障害児・者の日常生活及び社会生

活を総合的に支援するため、生活介護事業を適切に実施し、ご利用者本位のサービス提供と効率

的、効果的な運営管理に努めました。適正なサービス提供を推進するため、権利擁護への取組み、

人材確保、育成と定着に向けた取り組み、コンプライアンスの徹底、健全な財務規律の確立を目指

し業務に取り組みました。身体拘束や虐待防止、感染症に関する法定研修も実施しました。令和６

年４月はご利用数 19名からスタートし、年度末に１名まで増え、最終的に利用者数は 20名になり

ました。収入に関しては人員配置体制加算（1.5：１）を取ることができ、安定した収益を得るこ

とができた。 
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（１） 支援実施状況 

ア 【活動実績】 

ものづくりを中心に散歩やエクササイズなどの身体を動かす活動やレクリエーション

（ボッチャ、カラオケなど）に取り組みました。また、活動以外の楽しみとしてクラブ活

動（卓球、調理、ネイル、写生など）の機会を昨年より多く設けました。 

・活動で作成した絵画作品は、展示会（アーリュブレット作品、Colors かわさき展、障害者

作品展、ともいきアート展、Colors かわさき巡回展など）への出展や常設展示（生涯学習

プラザ）を行いました。また、絵画作品２点を販売することができました。 

・アートを活かしたオリジナルグッツの作成やアイロンビーズ等の自主製作作品の販売する

ため、バザー等（田島町内会のお祭り、聖風苑祭り、かわさき市民祭り）に参加しました。

今年度、初めて田島支援学校の製品販売会に参加し、自主製作作品を販売することで事業

所の PR をすることができた。 

・法人内他部署からの受注作業（広報誌の印刷や仕分け、実践研究発表大会の資料集の印刷

や製本、20 周年記念式典の記念品の作成、ことブーグッズの作成）にも取り組みました。 

・創作活動では季節にちなんだ創作やスタッフが調べてきた創作物を作成する機会などに取

り組みました。 

・健康支援・管理については、ご家族と情報共有を行い、ご利用者の体調の変化に注意しな

がら、水分補給や活動室の温度の調整、着衣の調整の為の声掛けを行いました。また、体

調の変化が見られた際は嘱託医に相談し、アドバイスをいただき、健康支援に繋げました。 

・日帰りの外出活動を実施し、東京スカイツリーへ外出しました。参加希望者が過去最大と

なり、予定より日程を増やして実施した。（２日間に分けて実施➡３日間に分けて実施） 

・生活リズムについては、日中活動プログラムの充実や、活動時間と休息時間の切り分け、

適度な運動の実施等からご利用者にとって無理のないペースで規則正しい生活リズムで

過ごせるよう支援し、安定的に通所生活を継続できるようにしました。 

・送迎サービスについては、「送迎対応マニュアル」を遵守し、車内外の事故防止の為に急ブ

レーキ、急発進は避け安全第一で行い、事故を減らすことができました（昨年度：３回➡

１回 内容はバックでの障害物との接触）。 

・入浴サービスを提供し、女性２名がご利用になりました。 

・排泄の支援については、ご利用者が安心して排泄ができるよう、同性介助とし、プライバ

シーに配慮した対応を行いました。また、移動式リフトを使用し、スタッフの身体負担の

軽減を図りました。 
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・物価高騰の影響から給食費を 390 円に値上げしました。今年度も選択食を実施しました。

昨年度の反省を活かしてご本人が保護者と相談して選択できるようにしました。国産米の

高騰を受け、年明けから外国米（台湾米）を使用しました。 

 

展覧会 

４月 アーリュブレット作品展 

10月 ① Colors かわさき展 ②ともいきアート展 

11月 ① 障害者作品展  

２月 Colors かわさき巡回展 

１月～３月 生涯学習プラザでの常設展示 

作品販売、法人内受注作業 

７月 たじま祭りでの販売 

11月 ①川崎市民祭り ②聖風苑祭り  

12 月 研究発表大会資料集、広報誌の印刷、アトリエカレンダーの販売 

１月 20 周年記念式典の記念品の作成 

２月 ことブーグッズの作成（トートバッグ、缶バッチキーホルダー） 

 

アトリエ聖風内イベント 

６月 日帰り外出（東京スカイツリー） 

８月 アトリエ聖風夏祭り、保育園交流会 

９月 敬老会 

10 月 演奏会 

11 月 聖風苑祭り 

12 月 お楽しみ会、餅つき 

３月 選択食の実施（アトリエ聖風のみ）、保育園交流会 

 

月         事業所内研修、外部研修、法人階層別研修 

５月 メンタルヘルス研修 

６月 救命救急研修                法人階層別研修：新人・２年目 

強度行動障害支援力向上研修（福田） 

７月 サービス管理責任者補足研修（福田）     法人階層別研修：新人・２年目 

                        法人階層別研修：一般職員Ⅰ 

８月 虐待防止研修 

高次脳機能障害セミナー（高杉） 

デジタルリテラシー（福田） 
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９月 接遇研修                  法人階層別研修：一般職員Ⅱ 

10 月 本人家族の障害受容の課程（中川）      法人階層別研修：一般職員Ⅲ 

強度行動障害支援力向上研修（山中） 

表現を活かすために（高杉） 

11 月 強度行動障害について            法人階層別研修：リーダー職員 

12 月 強度行動障害支援力向上研修・実践（新垣）  法人階層別研修：係長・所長 

1 月 BCP 机上訓練     

接遇・マナー研修（後田） 

2 月 身体拘束防止研修              法人実践・研究発表大会 

介護技術研修（後田）            法人階層別研修：新人・２年目 

支援の難しい障害を抱えるご利用者に関する支援（笠原） 

 

（２） 【具体的支援内容】 

・障害特性に配慮した支援については、気になる刺激の低減、生活の見通しの持ちやすさの工夫、

構造化された空間づくり等の工夫をし、わかりやすく、理解、判断、納得できる支援を行いま

した。また、社会生活につながる対人行動の力を支援できるようにコミュニケーション支援を

行いました。合わせて、カレンダー、日課表、絵カード等ご本人にとって理解しやすいツール

の導入や活動空間の整備によって、日常生活の流れや作業工程等の把握や生活に見通しをつけ

やすくなるように支援しました。特に今年度は大型モニターによるスケジュールの提示を開始

し、イラストや写真を通して今やるべきことや活動に必要な物品などがわかりやすくなるよう

に配慮しました。また、レクリエーション等でも使用し、活動の幅を広げることもできました。 

・健康管理に関することについては、ノーマ・ヴィラージュ聖風苑のスケールメリットを活か

した看護ケア、医療的ケアの連携体制の構築を目指し、打ち合わせを行いました。 

ア 食事について 

食事の提供は厨房業者と連携を密に図り食形態の細分化を行い、より個々の摂食・嚥下能

力に合わせた提供ができるよう取り組みました。また、ご本人のできることに着目し、自助

具を用いて可能な限り自力で食事を召し上がれるよう支援しました。 

正しい姿勢をとることは安全な食事の基礎であると考え、正しい姿勢保持のための足台の

作成や、車いすでの座位の調整等をあわせて行いました。 

必要に応じて車いすや補装具等の修正のため、南部在宅支援室と連携し、安楽で活動参加

しやすくなるよう支援しました。 

イ 感染予防について 

コロナウイルス、インフルエンザ、ノロウィルス等の感染症の蔓延予防の為、職員、ご利用

者ともに手洗い、手指消毒、うがいを励行するとともに、テーブル、手すり等の消毒、次亜塩

素酸ナトリウム噴霧器による空間除菌を併行しました。マスクの着用が可能な方に事業所及び

送迎車内で常時つけていただきました。 

コロナウイルス感染予防としては、来所時及び食後の検温、衝立の設置、食事支援時のエプ

ロンの着用等を行いました。 
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 インフルエンザ予防接種に関しては、希望者に１１月に実施しました。 

ご利用者、ご家族、職員への感染症罹患についての注意喚起を継続して行い、早期受診、症

状の重篤化と他者への感染を防ぐ取り組みを実施しました。 

感染予防については、嘱託医師に報告、相談し対策に努めました。 

ウ 日常健康のケア 

体温、血圧、血中酸素飽和度の測定等、ご利用者毎に必要な健康状態の把握をこま 

めに行い、体調変化を早期に発見し、健康な生活を維持できるよう支援しました。また、健

康状態の把握と報告についてはご家庭と連絡を密に取りました。 

病院受診が難しいご利用者も多く居り、定期的な健康観察の必要性も高いことから、希望

者については施設内での健康診断を年 1回（８月～９月頃に）機会提供しました。（胸部 X

線、尿検査、血液検査、心電図、感染等の感染症）。 

口腔内の状態を保つため、日常的な口腔ケアを行うとともに、希望者については歯科検診

の機会を提供しました。 

月 1回体重測定を行いました。（ご利用者に関しては随時実施。）体重を健康的な生活のバ

ロメータとして捉え、継続的に観察し、急激な増減が見られる場合にはご家族、看護師を含

めた相談の上、食事量や運動量を調整し支援しました。 

服薬管理の支援が必要なご利用者については、医師からの処方薬のみ対応できるものと

し、安全な服薬管理に努めました。 

 

（３） 主な取り組み 

ア 多機能支援 

上述の目的を効果的に推進するため、法人内の事業所、地域機関、と協働し、多機能総合支援

を構築に努めました。 

イ 地域支援  

田島支援学校、田島支援学校桜校の事業所見学会を開催し、生活介護事業所の取り組みにつ

いて紹介した。また、田島支援学校の製品販売会に参加し、ＰＲしました。 

ウ 専門支援  

     ・喀痰吸引ケアの登録はできませんでした。 

・行動障害の支援体制を充実させる為、基礎研修に２名、実践研修に１名派遣しました。 

エ 本人理解  

本人の持つ能力に合わせた自己表現や意思決定のプロセスを大切にした支援を行いました。 

オ ニーズ把握  

嗜好調査、家族懇談会、アンケート調査等定期的に行い、利用者ニーズの把握に努めました。 

また、個別支援計画の説明時やモニタリング報告の際に面談を実施し、個別支援のアセスメ

ントを行いました。 

カ 情報の共有 

・職員会議や朝・夕のミーティングをとおして情報を共有し情報の共有を行いました。 

・日常管理、請求業務のソフトを導入し、情報、業務管理の平準化を図りました。 

キ 権利擁護 
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職員は、利用者・入居者に障害や疾病があることにより差別をしたり、利用者本人の同意に

基づかない行為を指示・矯正・指導したり、暴力や侮辱的言動などの虐待行為をしたり、性的

に不快にさせるような行為をせず、利用者を一人の人格を有する人として接しました。利用者

に対し適時適切な情報を提供し、利用者自身が望むことを自由に決定する権利を保護し支援し

ました。 

ク 虐待防止  

施設内での虐待防止のための虐待防止委員会を設置しました。また、法定研修（虐待防止と

身体拘束）を聖風苑デイサービスや救護施設と合同で実施しました。 

ケ 苦情解決 

苦情解決の方法をガイドラインとして「見える化」することで、苦情への円滑・円満な解決

の促進や事業の信頼や適正化を図りました。 

コ リスクマネジメント 

利用者が安全で安心して生活ができるように事故や災害に対するマニュアルを整え、支援の

備えを行いました。事故報告は共有し、原因を検証し、再発防止を被害拡大防止に努めました。 

 サ 経営の安定化 

これまでの取り組みや保護者説明会への参加により、地域の方や田島支援学校の保護

者や生徒様より見学希望や利用希望を多く得ています。また、収入に関しても人員配置

体制加算（1.5：１）を取ることができ、安定した収益を得ることができています。 

シ 意思決定支援  

意思決定支援を通じて、自己決定能力の向上、コミュニケーションスキルの向上、選択

の理解と評価、自己管理能力の向上、社会参加の促進、サポート体制の構築を図りまし

た。 

ス 合理的配慮  

・ご利用者が安心できる環境整備の為、ご利用者間の相性をふまえて作業環境を考えまし

た。また、個々のご利用者の出席率から休みが多い日にテーブルに独りぼっちにならない

ような座席の配置や、どの席からも時計やモニターが見える環境、作業道具を取りに行く

際の動線や車いすのご利用者が安全に移動しやすい動線を考えながら環境を整えました。 

   セ 社会経験の蓄積 

      利用者が自身で作成した商品を売り子として販売し、作業工賃を得る喜びを最前線で

感じていただいたり、購入してくれる方の様子を見ることや、作品に対する評価をいただ

いたり、次の活動に意欲を持ったりできる機会を設けました。また、田島支援学校の製品

販売会では後輩や先生方に日頃頑張っている成果を見ていただける機会を設けることが

できた。 

（４） 利用実績 

ア 【利用者概況】 

入院や長期短期入所のご利用者が増えたことにより、稼働率は昨年度と大きく変わらない状

態であった。収入に関しては人員配置体制加算（1.5：１）を引き続き取ることができていたこ

とで、安定した収益を得ることができた。 
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地域の「生活介護」のサービスに関するニーズは高く、その中でも事業所の雰囲気やコンセプト

を気に入っていただける方が多くいらっしゃいました。 

 

令和８年 3月 31日現在のご利用者について 

身体障害手帳 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 無判定 計 

養育手帳 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女  

Ａ1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 2 ５ 

Ａ2 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 7 13 

Ｂ1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 

Ｂ2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

無判定 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 

計 0 2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8 10 22 

精神手帳 

１級 ２級 ３級 

男 女 男 女 男 女 

0 0 0 0 0 0 

 

（イ） 障害支援区分 

障害者区分 区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 非該当 合 計 

男性 0 0 １ ４ ５ 0 0 10 

女性 0 0 １ ５ ３ ４ 0 12 

合計 0 0 1 ９ ８ ４ 0 22 

割合 0% 0% 4.5% 40.9% 36.4% 18.2% 0% 100% 

（ウ） ご利用者人数 

定員 20 契約 22 

【ご利用者数の推移】 

R07.４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 

22 名 22 名 22 名 22 名 22 名 22 名 22 名 

 

11 月 12 月 R05.１月 ２月 ３月 R08.４月 

22 名 22 名 22 名 22 名 22 名 22 名 

 

（エ） 年齢構成 

性別 18～20歳 21～30歳 31～40歳 41～50歳 51～60歳 61～70歳 71 歳～ 

男 １ ５ ２ ０ １ ０ ０ 

女 １ ６ ２ １ １ 1 １ 

計 ２ 11 ４ １ ２ 0 １ 
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平均年齢（令和８年 3月 31 日現在） 

男性平均年齢 26.4  歳 

女性平均年齢 36  歳 

全体平均年齢 31.6  歳 

（５） 運営体制 

ア 職員研修 

・外部研修は平均一人２回の受講は達成できなかったが、平均１回以上参加できた。 

・内部研修は聖風苑合同勉強会を含め７回程度の実施。 

（題材は身体拘束、虐待防止、自閉症、感染症対策、接遇、救命、強度行動障害など） 

・オンデマンド研修はサポーターズカレッジを利用し、3 月から入職した新規職員に多く見る機

会を設けた。また、法定研修でも利用した。 

イ 社会福祉現場実習生の受け入れ 

未実施。大師高校への仕事（事業所）の説明は行なったが、職場体験の依頼もなかった。 

ウ ボランティア状況 

    受け入れなし。イベント時の売り子の付き添いで保護者２名が参加された。 

エ 苦情解決 

 

 

 

苦情内容、経過や対応について 

苦情内容 

① ご利用者様より日帰り外出の行先（今年度はスカイツリーとすみだ水族

館への外出）についての不満を伺う。 

➡参加する意向を伺っていたが、送迎車内で添乗スタッフや他のご利用

者に聞こえるように不満を話されていた為、到着後に別室でお話を伺っ

た。送迎車内で話していた内容を確認すると「そんなことは言っていな

い。行きたいと思っている。」と返答がある。初年度の日帰り外出で感じ

た不満や不安を引きずっていたので話してしまったとのこと。改めて不

安を感じないように支援し、楽しんでいただけるように準備する旨をお

伝えした。 

② 今年度、日帰り外出の参加希望者が多かったため、３グループに分けて

対応を行なった。実施１週間前から病気になってしまったご利用者様が

おり、長期休みになってしまった為、１グループの女性ご利用者が１人

となってしまい、結果として他のグループは女性がいるのに私のグルー

プには女性がいないと不満を感じ、苦情が出てしまう結果となってしま

った。 

➡病気で参加できなくなってしまったご利用者様も本当は参加したいの

にできなくなってしまい、もっと辛い思いをしているという事や病気で

比率 9.1% 50% 18% 4.6% 9.1% 4.6% 4.6% 
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参加できなくなることは誰にでもある事で、無理に参加して周りの方に

うつらないように大事をとってくれている事をお話し、ご理解いただい

た。 

③ レクリエーション（ボッチャ）を行なっている際にスタッフ間で打ち合

わせしなければいけないことが生じ、担当していた 1名を別のスタッフ

が呼んで報告していたところ、レクを対応していたスタッフが他のスタ

ッフと一時交代しなければいけないことに不満を感じたご利用者様よ

り、「あの２人は感じが悪い」と苦情があった。 

➡緊急性がある支援に必要な話をしていたことを伝え、ご理解いただい

た。また、今後は呼んだ後に見えない所でお話し、気にならないように

配慮していくことをお伝えした。 

④ ご利用者様が不穏になられた際にテーブルの下に入り、伏せてしまう事

があった。その際に前の座席のご利用者様の足台をとってしまう行為が

あり、とられてしまった他のご利用者様より「とられた。嫌だ」とスタ

ッフへ苦情があった。 

➡困らせようとしてとってしまった訳ではないことをお伝えし、スタッ

フからも謝罪を行なった。その上で座席配置を再度検討し、安心して過

ごせるように配慮した。 

⑤ ９月 23 日～30日の間、聖風苑（アトリエ聖風の建物）の空調システムが

故障し、全館空調の為、建物全体が冷房を使用できなくなってしまっ

た。冷房が使えない中、暑さを和らげながら営業する為に大型扇風機等

やネッククールを利用して暑さ対策をとっていたが、大型扇風機は安全

が確保できる場所かつ電源が近くにある場所の近くにしか置けない為、

遠い座席のご利用者から「ずるい」と苦情があった。 

➡近くの空いている席に移動して活動しても良いことを伝えていたが、

移動するのではなく自分の席で過ごしたいという要望もあり、安全性の

問題から通常のサーキュレーターとネッククールで過ごしていただく対

応となってしまった。 

⑥ 帰りの送迎時、特定のご利用者様が車両に乗ることに強い拒否を示し、

出発時間を大幅に過ぎても乗車できなかった為、保護者様に迎えに来て

いただいた。お迎えに来た際、対応していたスタッフが本人にかけてい

た声掛けや保護者様に対しての言葉かけが強かった事が気になり、保護

者様より苦情があった。また、本人も勢いが怖かったと話されていたと

後日苦情があった。乗れなかった原因として、助手席に乗ることが好き

ではないことが考えられた。しかし、当日のご利用者様の組み合わせ

（他のご利用者は車椅子のため乗ることができない方や、車椅子の方で

なくても身体機能の面で座る位置が高い助手席に乗車ができない）によ

り、ご案内しなければいけない状態になってしまった。そのため、昼前
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から事前にお伝えし、その時には「わかった」と返答をいただいていた

が、直前になってから強い拒否があった為、他の車との再調整を考える

こともできず、保護者様のお迎えになってしまった。そのご利用者様は

時折、座る場所以外の理由でも乗車拒否がみられることもある為、保護

者様にはお迎えを依頼することがあるかもしれない旨を個別支援計画説

明時に事前にお話し、「そういった時は迎えに行きます」と返答をいただ

いていた。 

➡翌朝、スタッフが謝罪と状況説明を再度行なった。その際に座る場所

の変更をご本人だけが行なったと勘違されていた事が発覚、普段このよ

うな時に他のご利用者様に動いて頂いているが、今回はいなかった為、

お願いする事になってしまった。その為、見通しをもっていただけるよ

うに事前に説明し、ご本人から助手席に座っていただく事について了承

を得ていたことをお伝えした。また、説明時に対応したスタッフは本人

が好んでいるスタッフであったが、その車の運転や添乗でなかった（そ

の説明が不足していた）為、直前の乗車拒否につながってしまったので

はないかというスタッフの見立てもお伝えし、ご理解いただいた。合わ

せて、声掛けについて不快な思いをさせてしまったことをご本人及び保

護者様へ謝罪した。また、帰りの送迎時に対応したスタッフが添乗し、

改めて謝罪を行なった。 
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２ かわさき地域生活支援拠点たじま 

期間  自２０２５年（令和 ７年） ４月 １日 

至２０２６年（令和 ８年） ３月３１日 

かわさき障害者福祉施設たじまは、地域生活支援（包括的ケア）を目的に、家庭支援センター、

生活介護、短期入所、日中一時預かりの事業において、意思決定支援、虐待防止・身体拘束禁止、

合理的配慮、コミュティワーク、相談支援、喀痰吸引、強度行動障害、発達障害、権利擁護等専門

性の強化を図りながら、SOSかわさき事業への参画、川崎区機関連携会議・ひきこもり支援ネット

ワーク会議・川崎区要保護児童対策会議・子どもネットワーク会議等における援助希求の在り方、

食糧支援などを通して、地域生活支援ネットワークの構築と拠点型総合的支援の展開を進めまし

た。 

特に生活介護事業は、ご利用者・ご家族から選ばれる事業所を目指す為、活動スペースの変更

や、構造化を進めて参りましたが、作業種のバリエーションに関しては、試行的段階で次年度活動

室の体制変更に伴いご利用者が見通しを持って取り組める内容としていきます。 

卒業生対策の一環として、平成２８年から川崎市立田島支援学校運営協議会に年２回出席し、相

談支援の立場から、学校評価を含め卒業後の進路や相談支援について、学校関係者・保護者等にお

伝えし、卒業後を見据えて取り組まれているカリキュラム内容について、かわさき地域生活支援拠

点たじま生活介護で継続できる内容について、意見交換できる場を確保し、培ってきた技能・能力

が継続できるよう交流が図れるよう働きかけてきました。今後一層の交流する場が望まれます。 

また、運営推進会議を９月・３月に開催し、拠点施設の一員でもある、聖風ホーム職員も参加い

し、事故報告・苦情について対応報告を行い、今年度の事業報告・活動報告及びの取り組み等につ

いて、ご意見を賜りました。 

令和７年度も、事業運営に必須となる、サービス管理責任者研修受講（実践研修）・強度行動障

害者支援力向上研修受講（基礎研修・実践研修）・喀痰等実技研修にも力を入れ推進し、新規技能

実習生の確保など人材確保と育成に取り組んでまいりました。現在、生活介護・短期入所で８名の

技能実習生が戦力として従事していただいています。 

次年度も、次期サービス管理責任者研修受講（実践研修）・強度行動障害者支援力向上研修受講

（基礎研修・実践研修）にエントリーするとともに、相談支援従事者育成のため、相談支援従事者

養成研修（新任研修）受講を目指していきます。 

また、福祉専門職配置等加算のための介護福祉士資格保持者が減少していることもあり、受講資

格取得のためのフォロー体制を整え、受講資格者には積極的にエントリーしてもらいます。 

そして、第三者委員会を９月・３月の２回開催し、地域の民生委員児童委員会長、総合リハビリ

テーション推進センター南部地域支援室長にも出席いただき、苦情・事故報告・令和７年度の事業

の振り返り等について報告し、改善提案を含めて建設的なご意見を賜ることができました。 

次年度も継続して、ご利用者一人ひとりの作業能力に合わせた取り組みとなるよう工夫していき

ます。 

自然災害や感染症拡大等の際に、ご利用者・職員に速やかに連絡を行うための緊急連絡システム

について、従来導入していたシステムがサービス終了となり空白期間ができておりましたが、新た

なシステム(セコム安否確認サービス)を導入しました。7月にはご利用者・職員対象に一斉送信テ
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ストを行いました。必要な際にスムーズな運用ができるよう、今後も年度ごとの送信テストを継続

してまいります。 

事務業務等の間接業務の効率化を行うことで、職員がご利用者と直接関わる時間を創出し、ケア

の質の向上を目指していく業務改善の一環として、古い PCの刷新、AI 文字起こしツールの導入を

行いました。次年度に予定している OA機器の入れ替えについても、より業務効率化につながる機

種を選定していく予定です。 

医療的行為が必要となるご利用者に対して、引き継ぎや確認作業の怠りによるヒューマンエラー

が多くみられ、改善に向けて多職種連携・医療食のスキルアップのため、すべての看護職が川崎市

看護協会に加入し、必要な研修を受講しフィードバックする体制を整えているところです。 

今後、運営推進会議・第三者委員会でいただいた意見を基に、必要とされる社会ニーズやご利用

者活動内容や、また、ご家族状況の変化に配慮した家庭支援、また節減、効率化、持続可能な取り

組みを行っていきます。 

田島中央地区町内会連合会の祭り・敬老行事等にお伺いするとともに、特に地元の田島町内会に

おいては、納涼祭に参加させていただき、一昨年から子ども向けの出店の出店をおこない、盛況と

なっています。次年度以降も継続的に参加し、地域交流を深めていきます。年度末には、田島中央

地区町内会連合会の町会長以下役員の方々をたじま施設にお招きし、職員との交流会を開催し意見

交換に花が咲き有意義な時間となっています。次年度以降も地域の拠点施設として地域住民の方々

に活用しやすい施設を目指していきます。 
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 ２－２ 生活介護 

事 業 所 名 称  たじま生活介護 

種 別    生活介護  

開 所 年 月 日  平成 28年 4 月 1日 

定 員  60 名 

所 在 地  〒210-0853 神奈川県川崎市田島町 20番 10 

                  TEL044-276-9693 FAX044-276-9694 

施 設 概 要   定員 80名規模、通所の生活介護の提供。卒業生の進路先としての受け入

れが中心になります。 

責 任 者  田中 陽一 

事 業 所 番 号 １４１５００１０５４ 

職員配置計画   

                             令和 8 年 3月 31 日現在 

職種 

支援員配置

基準 

(常勤換算) 

支援員配

置人数 

(常勤換算) 

常勤支援

職員数

(常勤換算) 

非常勤 

支援職員数

(常勤換算) 

管理者 

その他数

(常勤換算) 

所長、支援員、看

護師、栄養士、事

務員、運転手 

35 名 39.6 名 33 名 5.3 名 6.8 

※配置人数は常勤換算数 

 

事業概要  

営業時間 

利用時間 

送迎 

定員 

対象者 

8：45～17：15  ※土日休業 祝日営業 

9：00～16：00 

あり 

60 名 

主に川崎区内在住の日中に所属のない障害のある方 

※卒業生中心 

（１） 支援実施状況 

ア 【活動実績】 

＜A グループ＞ 

リハビリテーション、ハビリテーションを基軸に、健康支援・管理と生活リズムの安定、機能

訓練、安全な食事摂取、心地よい刺激による自発性の支援への取り組みを行ってきました。 

医療的行為が必要なご利用者の利用が増え、看護師のみならず支援員が出来る行為者を増やす

ことで、お互いの負担軽減につながるが、今年度も医療行為に関する、同様のヒヤリハット・事

故発生が多くあり、主治医からの指示書内容の未確認から適切な対応が取れず、ご家族からのク

レーミニつながった。改善するための取り組みに関して対応できていない部分があり、今後の継

続課題となる。これらもヒューマンエラーが第一の要因となり、ご家族からのクレームとして、
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ご家族が要望された対応の周知徹底が、看護師・支援員間で図れず、不信感や不安感に繋がった。  

第三者委員からも、お互いに対応前後に確認することで、安心してご利用いただける体制づくり

として、複眼的な対応・確認が必要であるとご意見を賜った。新任の看護師も増える中、改めて

多職種共同の必要性について、確認作業を徹底していきたい。 

体調不良等で、入院や自宅待機となったご利用者宅に対して、退院時の病状説明の立ち合い、

往診時の立ち合いを行うことで、ご利用再開時や日々の変化等について、主治医等にお伝えする

ことが出来き、お互いの安心材料とすることが出来た。 

    また、多国籍の保護者に対して、予防接種や健康診断時の問診表作成・アンケート作成に関し 

 て、訪問し一緒に作成することで、保護者の安心に繋がった。 

予防接種・健康診断・理美容に関して、事前に抑制（対応策がない場合、最小限度）に関して

の同意書をいただき、実施後に報告しご家族から確認書を返却してもらう。このことにより、関

わる職員の身体拘束禁止に関する意識が高まった。 

個別面談時に、事前に個別支援計画をお渡しすることで、記載内容含め面談当日ご家族に確認

しやすかった。次年度以降も継続して対応していく。 

 健康支援・管理については、ご家族と情報交換を行い、ご利用者の体調の変化に注意しなが

ら、水分補給（ご利用者の嚥下状態やその日の体調に合わせたお茶ゼリーの提供）、活動室の温

度・湿度の調整、着衣の調整等行ない支援しました。また、体調の変化などが見られた場合は、

看護師と相談し、嘱託医と連携を図りアドバイスをいただき、健康支援につなげました。 

 個別対応が必要な活動について、毎回５分～１０分程度個々の運動メニューを実施しているが、

職員の人数により実施が出来ない日もあった。 

全体活動として：感覚刺激を楽しんでいただくため、夏場は水刺激・通常スヌーズレン・不定

期ではあるがエアートランポリン・ブランコを実施することができた。参加者が楽しまれる表情

やしぐさが伺えた。 

音楽活動として：ご利用者が楽しみにされている、カラオケ（短期入所所有）を活用して、メニ

ューを増やしてきた。ご利用者が参加しやすい様に、手作り楽器を作成し、CD の音楽に合わせ

て演奏を楽しむことが出来た。その他、BGM 用の CD は、オルゴール系の物を用いて、リラック

スして頂く時間に活用した。 

外出行事については、昨年度からの取り組みとしてご本人・ご家族に選択いただき、品川族館・

羽田空港・ディズニーシーに外出し、見学以外に、食事・おやつ・買い物等を楽しむことができ

た。次年度も、ご家族に新たな外出先を募って、選択できる外出先を増やしていきたい。 

誕生会は、ご利用者の好きなケーキを選んで頂き提供し、記念品として写真を渡し、ご家族か

ら好評でした。年度末のご家族懇談会で、１年間の活動のまとめを冊子としてご家族にお渡しす

ることができ、これまた大好評でした。 

また、夏祭りに向けて外気浴を活用して、外で看板作り、ハロウィンのかぼちゃ作りに取り組

みました。 

 ご家族に普段の活動状況をお伝えするために、毎月「じょあ」を発行計画していたが、取り組

めず、ご家族懇談会時に強い要望があり、担当者を決めて継続的に発刊できるようにしていく。 

※ベッドを確保するために、スヌーズレン室を回収し、ベッド２台を導入しました。 



74 
 

※合理的配慮に関しては、意思決定支援を含めて、事ある場面を活用して、ご利用者の意向確認

を意識して対応させて頂きました。 

※職員育成に関しては、新たに技能実習生を迎え、コミュニケーション・介護技術の向上を視野

に、チューターを中心に育成に力を入れ,お互いに技能向上に努めて参りました。 

活動内容 実施回数 

個別活動（機能訓練、意思表出等個

別課題プログラム） 
月 20回（毎日実施） 

音楽活動 月４回（週 1 回実施） 

お話し 月 4 回（週 1 回実施） 

創作活動 月４回（季節により回数を変動） 

レクリエーション・カラオケ 月 4 回（週 1 回実施） 

体感・感覚刺激活動 月 8 回（週 2 回実施） 

外出行事 

外出日 外出先 参加人数 

９月１８日・１０月２日・

１０日 

マクセルアクアパーク ８人 

９月２７日 ディズニーシー ３人 

１０月１６日・１１月５

日・２１日 

よこはま動物園ズーラシア ６人 

 

＜Bグループ＞ 

ア 活動実績 

各活動（レクリエーション、季節行事、創作、運動、収穫体験・調理、感覚刺激、誕生日会等）

は、毎月計画表を作成し、実施しました。職員体制やその日の天候によって、変更することもあ

りましたが、各活動定期的に実施できていました。活動を通して（レクリエーション、創作活動、

感覚刺激活動等の全体活動を通して、自己表現、自己決定、対人技能（ソーシャルスキル・コミ

ュニケーション等）、集団参加の支援を行うと共に、動的・静的運動を意識して取り組み、身辺

自立や日常生活につながる力を伸ばす支援を行いました。 

特に強度行動障害の判定を受けているご利用者が大半を占める中、安心して過ごせる場面提

供を行う必要があり、場合によっては専門的なアドバイスをいただく必要がありますが、定期的

及び必要に応じて、職員間で話し合いを行い、支援方法を検討し、環境の構造化など、試行錯誤

しながら実施しました。大きな動きとしては、10月に活動室の再編を実施しています。 

また、日課等一つひとつの場面を視覚化し、分かりやすい環境整備に努めました。より良い場

面提供を行うためには、更生相談所との連携が必要となってきますが、毎日の記録・振り返りを

実施し、まずはグループ職員で対策を検討し、より良い場面提供に繋げられるよう工夫しました。

年度末にはモニタリングを行い、次年度につなげています。 

令和 2年度から、自助具としての車椅子のメンテナンス等を意識して、移動時・体感維持の安

全が図れるよう、ご家族含めて働きかけを行っていましたが、実際に調整・作成をしていた車椅
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子が出来上がり、安全に使用しています。次年度も継続します。また、個別のニーズに合わせた

活動の提供に努めました。 

 

（ア） 全体活動は、個別性もあるため、ご利用者本人の意思確認を必ず実施し、参加されない

ご利用者に関しては、ご利用者の意向に併せてご利用者の近くで実施しました。 

個別活動は、システムの見直しを図り、担当者を中心に考えた具体的な内容をカード化

し、実施の有無が分かるように、実施後はカードを移動することで、計画に乗っ取った活

動の提供を実施しました。 

（イ）  強度行動障害の判定を受けているご利用者については、基礎・実践研修修了者を中心

に、更生相談所のアドバイスを受け、作成した計画を基に支援を行いました。毎日の記録、

振り返りの実施し、行動が落ち着いているご利用者もいます。令和 4年度までに 7 名の計

画を立案しています。5 年度は新たに 4 名の計画を作成し、対象のご利用者全員分の計画

作成が終了しています。6 年度以降はその計画を基に支援していきます。また、手順書は

担当職員が中心に作成しました。 

      ・強度行動障害支援力向上研修（基礎研修） 

       5 月 1名、1月 2名 計 3 名受講 

      ・強度行動障害支援力向上研修（実践研修） 

       12 月 1名受講 

      ・ファシリテーターとして 1 名参加、7月、9月 

（ウ） 更生相談所との連携 

       令和 4 年度からは、定期的に支援のアドバイスを受ける機会を設けることはなく、グル

ープ職員で対策を検討し、支援にあたりました。今年度も継続し、必要に応じて相談する

こととし、1 名のご利用者のご様子を見ていただき、環境設定や職員の記録の取り方につ

いてアドバイスをいただいています。 

（エ） 誕生会の開催 

       コロナ禍の影響により、外出して好きな食べ物を選ぶ活動が実施できない為、令和 3年

度からご利用者全員が参加できる、月 1 回の誕生会を開催し、誕生者を祝うと共に、誕生

者にはケーキの種類を選んでいただき、召し上がる時には、全員のご利用者に、チョコソ

ースや生クリームなど自分好みでトッピングしていただき、選ぶ楽しみ、食べる楽しみを

感じていただきました。ご利用者の反応も良く、好評を受けています。また、プレゼン

トの写真立ても、ご利用者、ご家族ともに好評でしたので継続していきます。 

（オ） 収穫体験・調理活動 

令和 5 年度、園芸係を中心に、苗の植え付け・水やり・収穫の活動に取り組み、参加さ

れたご利用者の表情がとても良かったので、継続的な活動に繋がるよう計画しましたが、

その後 2 年続けて猛暑の影響で、うまく育てることができませんでした。 

調理活動としては、収穫したものではありませんが、じゃがいもを購入し、ポテトフ

ライを調理して、ご利用者に召し上がっていただきました。 

   （カ） 外出活動 

令和 6 年度から再開した日帰りの外出活動を、昨年度から昼食も召し上がっていた

だき、一日かけて楽しんでいただいています。 
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実施日 1月 14 日：3名 24 日：11 名（土曜日実施） 28 日：3 名  

2 月 18 日：3名 計 20 名参加（所属23名） 

 体調不良等で3名の方が参加できませんでしたが、参加された方は、皆さんが非日 

常の体験を楽しまれていました。 

 日帰りの外出活動とは別で、季節を感じていただく為に近くの公園へ、徒歩による

外出活動を行っています。また、不定期ではありますが、行き先によってはドライブ

を兼ねて外出しています。 

   （キ） 床上排泄に対するご利用者の衛生面及びスタッフの腰痛予防に対する取り組み 

令和 2年度、ベッドとリフトを導入しましたが、移乗に関して 1名体制で対応した場合、

排せつの対応に加え、移乗対応を加えると、15分以上かかってしまう為、感染症予防の観

点から考えると、最善ではなく、職員 2名体制で移乗した方が時間短縮にもなり、現場の

体制、感染症予防を考慮し、2 名体制の方が効率的な為、リフトは活用していない状況で

す。しかし、ご利用者・職員の負担感軽減の為、安全面からもリフトの活用について、改

めて検討し、推進していく方向で考えていますが、現状維持が続いています。 

（ク） 健康面での改善について 

 毎月定期的に歯ブラシ交換を実施しました。一部のご利用者は、必要に応じ交換する方

もいました。 

1 日一人当たり 800㎖の水分摂取（昼食時と合わせると 1ℓ）を目標とし、個別のコップ

（350 ㎖）を準備し、水分摂取量が可視化できるようにし、確実に水分摂取していただき

ました。 

   （ケ） ご家族懇談会 

    ご家族懇談会は、8月に 2階フロアのＢ・Ｃ・Ｄグループ合同で実施しています。ご

家族 6名（5家族）の参加がありました。主な内容は、上半期の活動報告、事故報告、

緊急連絡システム及び活動室再編についての説明、意見交換を行っています。昨年度

同様に茶話会形式として、ご利用者の誕生会の時に提供させていただいているケーキ

とお茶を準備して、召し上がっていただきながらの懇談会としました。 

2回目の実施は、次年度の活動室再編に向けて方向性が定まっていないこともあり、

次年度早々に開催いたします。 

   （コ） 強度行動障害支援のための構造化、環境整備の強化を行った。 

Ｂグループは強度行動障害の判定を受けているご利用者や様々な特性のご利用者が

在籍しています。これまで視覚的、聴覚的に落ち着いた環境を提供できていませんで

した。安心して過ごしていただける環境整備のため、活動室の再編を実施しました。

10月 20 日（月）以降、ご利用者の過ごしていただく活動室を二つに分けました。 

以下、主に取り組んだ内容。 

・パーテーション、テーブルの設置 

  強度行動障害の特性を持ったご利用者の過ごしていただくスペースに、パーテー

ションを設置することで、視覚的刺激を軽減。個別のパーソナルスペースを 5 か所

設置しました。 

・職員トレーニング 

  2 階全体でご利用者支援にあたるために、ＢグループとＣＤグループの職員間で

トレーニングを実施しました。 
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イ 具体的支援内容 

（ア） 強みと興味を活かした自発性の支援 

意思決定支援（机上活動等に関して、ご利用者の目前に提示して選択していただけるよう）

に留意し、現存する能力の確認やそこから発展する活動への取り組みを実施しました。個別

活動は集中力を考え、分かり易く回数を決めて取り組めるよう提供しました。 

   （イ） 感覚に対する配慮と活性 

      スヌーズレン活用については、引き続き活動室以外の広い空間（会議室）を使用すること

で、三密を避ける環境を整え、定期的に週一回実施しました。非日常的な環境に興味を示す

ご利用者も見られています。また、夏場には「水遊び」を実施。水遊びを通して季節感を感

じていただくと共に、水に触れることで、触感を刺激することを目的としました。7 月下旬

から 9 月中旬まで実施。お一人 1 回～2 回程参加していただきました。猛暑のため気温が高

すぎた為、実施できない期間があり、回数を増やすことができませんでした。冬場には、手

のむくみの解消や血行の促進による全身の温熱効果を得ると共に、手指、足裏のマッサージ

を行う事で、リラックス効果を目的として、「手浴・足浴」を実施予定としていましたが、準

備に時間がかかってしまう為、おしぼりを温めたもので手を温め、オイルマッサージを実施

しました。「手浴・足浴」については実施に向けて、方法を検討します。 

   （ウ） 体力や身体機能の維持、健康の向上の支援 

a  自ら健康を守ることが難しいご利用者方の健康の維持については、ご家族との情報交換に

努めました。また、嘱託医にアドバイスを求めました。今後は、年齢が上がってくることを

踏まえ、施設内での健康診断・インフルエンザ予防接種・歯科検診等を活用し、二次予防の

観点をご家族と共有し、現状の健康をどのようにしたら維持できるのかを検討していく必要

があります。 

b  南部支援室と連携を取り、令和 4 年度に作成していただいた運動プログラムを活用し、継

続して体力、身体機能の維持・向上につなげています。また、ご利用者の姿勢、（昼食時も

含む）机上活動の評価等行っていただいています。机上課題についてはアドバイスをい

ただいたことで、提供できる活動の種類が増えました。 

（エ） 社会参加と自己効力感の支援 

a  コロナウイルス発生前は、清掃活動は毎週実施しておりましたが、それ以降は地域の公園

等の清掃活動（社会貢献）は実施しておりません。今年度は別の形の社会貢献として「ペッ

トボトル作業」を 8月から実施しています。ご利用者にペットボトルのキャップ外し、ラベ

ルはがしに、週 2 回程度取組んでいただきました。キャップを外し、ラベルをはがしたボト

ルをスーパーやコンビニの回収ボックスに投入することで、SDG.s や世界の子どもにワクチ

ンを届けることに繋げました。回収ボックスへの投入は、散歩活動の流れで週 1回程度実施

しました。 

ｂ 支援学校との交流として、今年度については、昨年と同様に、学校からお誘いしていただ

いた行事に参加しました。学校の催し物に参加することで、楽しい雰囲気を感じていただく

ことができました。 

 ・音楽会：8月 22 日（2 名：他グループ含め計 4名参加） 
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      バイオリンやピアノの演奏にコンテンポラリーダンスが加わり、普段は体験でき

ない独創的なステージを楽しむことができました。 

（オ） その他 

ａ 新聞発行 

  ご家族に向けて、ご利用者の施設でのご様子をお伝えする為に、前年度末に初版となる第

1 号を発刊したグループ新聞「Love begets love」を、今年度は毎月発行することができ

ました。活動を中心にご利用者の様子を伝えることができました。次年度については、違う

か形での発行を検討します。 

ｂ 個別支援会議の実施 

  個別支援会議を通して、通常の申し送りで挙がらないご利用者についても、支援について

振り返る機会を持つことができました。 

 ・個別支援会議（年度当初 4 回） 

 ・個別支援会議中間報告会（1回） 

 ・個別支援会議（中間モニタリング 3回） 

ｃ 接遇の振り返り（接遇の見直し） 

  毎日、夕方の申し送り時に振り返りを行っています。徐々に報告が上らない状況となって

います。意識が高くなって接遇面が良くなっていることも考えられますが、逆に意識の低下

も考えられるので、引き続き振り返りは継続し、研修などを通して意識向上につなげていき

ます。 

 

活動内容 月間実施回数 

体操・ウォーキング 月 20 回（週 5 回実施） 

感覚刺激（スヌーズレン） 月 4回 

感覚刺激（水遊び） 月3回（夏場：7月～9月、ご利用者 1回～2回程度） 

感覚刺激（手指マッサージ） 月3回（冬場：11 月～2月、ご利用者月 1回程度） 

レクリエーション・創作 月 8回（週 2 回実施） 

誕生日会 月 1回 

日帰りの外出活動（半日） 下半期に実施（1 月～2月：計 4回） 

  

 

 

 ＜Cグループ＞ 

  集団の中で主に受注作業に取り組んでいただけるご利用者が所属されています。パーテーショ

ンや個別の机を使用して、環境づくりを行いました。今年度もご利用者同士の接触を避けるため

に、活動室の環境の見直し（座席の変更等）を随時行いました。 

活動面では、受注作業がメインなので、働く意欲のあるご利用者のために、主にボールペンの

組み立て作業を中心に取り組めるようにしました。今年度はボールペンの仕事を定期的に受注す

ることができました。また、ボールペンがない場合には、タオルたたみやパズル等、様々な軽作
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業をご利用者自身で選択して取り組んでいただけるようにしました。また、健康増進のために、

体を動かす活動（ウォーキング、エクササイズ）を定期的に実施し、トランポリンや足踏み台な

どを購入し、より体を動かす活動提供ができました。 

    

活動内容 月間実施回数 

受注作業（ボールペン） 月 16 回（週 4 回実施） 

エクササイズ 月 4 回（週 1 回実施） 

ウォーキング 月 8 回（週 2 回実施） 

レクリエーション 月２回 

軽作業（作業練習） 月 8 回（週 2 回実施） 

外出活動 月 4 回（週 1 回実施） 

喫茶外出 月 1回 

   

＜Dグループ＞ 

D1 グループは、自閉スペクトラム症の方を中心に、集団で過ごすことが難しい方々が所属さ

れています。パーテーションを使用して個別のスペースを確保し、視覚的な刺激を軽減するこ

とでご利用者に安心して過ごしていただけるよう環境調整を行いました。ボールペンの受注作

業の他、個別の自立課題に取り組んでいただいています。 

D2 グループは、強度行動障害の基礎・実践研修修了者を中心に職員を配置し、少人数で受注活

動を取り組んでいただきました。また、ウォーキングを中心に毎週運動を取り入れ、健康増進の

ために体を動かしていただく機会を提供しました。 

    

活動内容 月間実施回数 

受注作業（ボールペン） 月 16 回（週 4 回実施） 

    ウォーキング 月 4回（週 1 回実施）  

エクササイズ 月 4回（週 1 回実施）  

学習活動（文字・漢字・計算練習） 月 4回（週 1 回実施）  

外出活動 月 4回（1 週間に 1 回実施）  

喫茶外出 月 1回 

 

ウ 〈CD 共通行事、専門相談〉 

（ア） 更生相談所との連携 

      心理相談や摂食評価等、様々な専門相談を依頼し、多角的な視点で支援を展開できるよう 

      に連携を行いました。 

（イ） お楽しみ会の開催 

 12 月にはクリスマスイベントとして、お楽しみ会を開催しました。ビンゴゲームを行った後 

 に皆さんでケーキを召し上がっていただきました。普段多人数の中で過ごすことが難しい方 

 も、お楽しみ会は特別なようで皆さん一緒に参加していただくことができました。 
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（ウ）  外出行事の開催 

 今年度は 5 回に分け、葛西臨海公園、羽田空港、横浜中華街に日帰り旅行に行きました。

ファミリ 

 －レストランで昼食を摂った後に園内を散策しました。 

 〇10 月 20日葛西臨海公園３名 

 〇11 月６日葛西臨海公園３名 

 〇11 月 10日葛西臨海公園３名 

 〇12 月 4日葛西臨海公園 3名 

 〇12 月 11日横浜中華街 3名 

  （エ） シェア畑 

      今年度もシェア畑をレンタルし、野菜を育てる活動を開始しました。ご利用者には水や 

り、収穫を行っていただき、野菜が育つ家庭を見て、体験して、知っていただく機会を提 

供しました。また、職員の農業スキルもアップしたので一旦シェア畑は解約を行い、たじ

ま施設の畑を利用して行く事となりました。 

  （カ） 調理活動 

      今年度は綿あめとかき氷、チョコケーキ作りの 3回実施しました。自分で調理したものを 

      食べるという機会をもつことで、より楽しく、身近に食を感じていただけるように活動提 

      供を行いました。 

 

エ 【専門的支援】 

嘱託医による定期的な健康チェックや健康相談を受けています。今年度も南部支援室に専門相

談を依頼し、強度行動障害の状態増にあるご利用者の支援に関して専門的評価を受ける事が出来

ました。また、日中一時支援に定期訪問しているＳＴから CD グループのご利用者の嚥下評価を

受けることができました。令和８年度も引き続き見ていただきます。 

ご利用者の気持ちに立った支援、また見通しを持った支援（構造化支援）を継続的に実施し、

必要に応じて更生相談所等専門家のアドバイスを受けながら支援を行いました。2 階の生活介護

グループに関して、構造化を視野に活動室の入れ替えを行い、特に感覚過敏のあるご利用者にと

って、刺激の少ない環境を提供し、後半に、安全面等を配慮して衝立パネルを導入しました。 

職員の研修受講に力を入れ、強度行動障害支援力向上研修は基礎研修２名・実践研修１名受講

することができました。 

また、支援をする上で一番大切にしていきたい、意思決定について、意思決定支援ガイドライ

ン研修に２名受講することができ今後の支援に活かしていきたいと考えています。今後も積極的

に各研修を受講していきます。 

  オ 【医療的ケアの拡充】 

支援職員による、人工呼吸器装着を含む喀痰吸引および経管栄養の研修を短期入所の営業日数

拡大を見据え、看護師の経管栄養指導員を増やす為、２名が受講しています。生活介護のみなら

ず、短期入所においても医療的ケアを実施しているご利用者の安定的に受け入れを行うため、今

後も継続的に喀痰吸引および経管栄養の対応がとれる職員を増やしていく必要があります。 

カ 【医務・衛生】 
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  ※ 看護職員の知識・技術向上のため、川崎市看護協会に加入し、必要なスキルアップを図るこ

とを目的に必要となる研修会に参加し、看護師間で共有することに努めました。次年度も積極

的に研修受講し、安全・安全な対応ができるよう努めていきます。                                                                                 

（ア）『経管栄養について』 

・経管栄養の手順・マニュアルを作成し、支援員（経管栄養の受講済）の指導を行っています。

（3 名） 

・経管栄養、喀痰吸引の職員の育成の為に、経管栄養を行うにあたり、実施項目チェックリスト

にともなった指導をしています。 

・看護師の体制は各グループを定期的に巡回する方法をとり、施設全体のご利用者を把握し、看

護と健康管理をおこなっています。 

・定期的に各グループを巡回することで、ご利用者の状態把握をし、看護師間での申し送りを

夕方から朝に変更をしています。（夕方はショートステイの服薬準備のため申送り不可のた

め） 

・コロナ感染防止のため活動室、フロア、食堂、トイレ、施設全体の消毒を継続実施していま

す。 

（イ）『定期健診』 

・年1回の健康診断を実施しました。 

・年1回の歯科検診を実施しました。（職員対象の口腔ケア研修も実施しています） 

・月2回、内科医師による回診を実施しました。 

・インフルエンザ予防接種を実施しました。 

・コロナワクチン接種の実施をしました。（２回実施しています） 

    ・災害時薬の預かり希望者に対し、施設での保管を行っていますが、お知らせ文にて服薬交換を

依頼して、ご家族管の基本定期的な服薬交換に至らない状況にあります。また、医療ケアが必

要となるご利用者の医療器具一式に関しても、出来る範囲でお預かりする方向で検討していき

ます。 

  ・健康のしおり配布、医療的ケア指示書、経管栄養報告・計画書の作成と配布を継続して行いま

した。 

  ・ご家族懇談会・ケア会議・個人面談等で、情報収集に努めました。 

キ 【食の支援】 

（ア） 給食会議の実施 

    【開始時間】16：30～ 【場所】1 階地域交流スペースまたは 3階会議室 

    第 1回：4/8（火）、第 2 回：5/13（火）、第 3 回：6/10（火）、第 4回：7/8（火）、 

第 5回：8/12（火）、第 6 回：9/9（火）、第 7回：10/14（火）、第 8 回：11/11（火）、 

第 9回：12/8（月）、第 10 回：1/13（火）第 11回：2/10（火）、第 12 回：3/10（火） 

    【内容】  

    ・前月、今月の給食に関して 

・提供食材について 

    ・施設職員、厨房委託業者の意見交換 

・行事食、イベント食について 
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    ・その他、連絡事項   など 

（イ） 日々の給食の確認 

     食材や提供方法など、食事で気になったことがあれば、看護師、支援職から栄養士へ報告

し、厨房委託業者と対応を検討しました。施設全体での対応となる場合は、給食会議、職員

会議で話し合い、施設全体で周知できるよう努めています。 

（ウ） イベント食・行事食 

   ご利用者の皆様に食事を楽しんでいただけるよう、行事食、イベント食を提供し 

ています。食事内容だけでなく、行事・イベントをイメージしたカードや、館内放送を用いた

ご利用者へのアナウンスなど、食事中の雰囲気作りも心掛けています。 

 

【令和 7年度 実施内容】 

実施月 行事・イベント 献 立 内 容 

4 月 お花見イベント 桜ご飯、清汁、鰆の野菜あんかけ、筍とれんこんの味噌バター炒め、

ようかん 

5 月 ご当地イベント食 

宮城編 

ご飯、花麩の清汁、マンボウの唐揚げ、なす炒り、ヨーグルト 

6 月 梅雨 ご飯、ほうれん草の清汁、サーモンフライ しば漬けタルタルがけ、

オクラの和え物、あじさいゼリー 

７月 七夕 そうめん、かき揚げ、レタスとコーンのさっぱりサラダ、みかんゼ

リー 

8 月 夏祭り week 【1 日目】 

焼きそば、焼き鳥＆フランクフルト、フライドポテト、いちごゼリ

ー、りんごジュース 

【2 日目】 

とうもろこしご飯、豚汁、唐揚げ、夏野菜サラダ、チョコバナナ 

【3 日目】 

タコライス、かぼちゃの冷製スープ、じゃがバター、クレープ 

【4 日目】 

牛丼、冷や汁、たこ焼き、きゅうりの浅漬け、プリン 

【5 日目】 

カオパットアメリカン、パプリカのコンソメスープ、ガドガド、ス

イカゼリー 

【6 日目】（短期入所） 

たこ焼き＆焼きそば、イカ焼き、枝豆、チョコバナナ、ぶどうジュ

ース 

9 月 秋の味覚 炊き込みご飯、玉ねぎの清汁、鮭のチャンチャン焼き、里芋とれん

こんの煮物、りんごゼリー 

10月 お月見 ご飯、里芋の清汁、月見ハンバーグ、キャベツのカニカマサラダ、
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ハロウィン 

みたらしプリン 

トマトリゾット、パプリカのスープ、コロッケ、ツナサラダ、ハロ

ウィンプリン 

11月 選択食イベント ご飯、里芋の清汁、刺身 or かつ丼、レタスとカニカマのサラ

ダ、プリン 

12月 クリスマス ご飯、アスパラの洋風スープ、チーズハンバーグ、ポテトサラダ、

いちごケーキ 

１月 お正月 ご飯、花麩の清汁、魚の西京焼き、紅白焼売、なます、紅白ゼリー 

2 月 バレンタイン 

（ゴディバコラボ） 

オムライス、パプリカのスープ、カラフルサラダ、パルフェショコ

ラ 

3 月 ひなまつり ちらし寿司、花麩の清汁、肉じゃが、プリン 

 

（エ） 食育おやつ活動（日中一時預かり事業） 

     日中一時預かりの子ども達を対象に食育おやつ活動を行っております。トッピングの食材

やホイップ絞りなどを用いることで、子ども達が手先を動かして仕上げができるよう、工

程を工夫しました。また、支援職のお手本を真似たり、自分自身で自由に考えて仕上げた

りと、子ども達が発想力豊かにのびのび作れるよう、支援職と協力し合い、実施していま

す。 

（オ）  給食だよりの発行 

      嗜好調査の結果をご家族にも開示した方がいいのではないかという意見が運営会議内で

出たことをきっかけに、毎月献立表の裏面に給食だよりと名付けご家族向けの発信とし

て、行事食の紹介や食に関する季節のトピックを掲載しています。一番の目的は給食に力

を入れていることをご家族に周知し、日々の活動のみならず昼食を通してたじま利用の満

足度向上につなげることです。 

ク 【ご家族懇談会】2 回開催（7 月・3 月） 

   今年もグループ毎に、開催しました。ご家族から各グループでの活動状況等が見えてこな

いという声があり、写真・映像・作品展示棟を行うことで、普段の活動状況等をお伝えする

ことが出来ました。3月に関しては、1年間の活動状況の報告と、令和 7 年度の活動予定、災

害時を想定した避難訓練への取り組み状況、災害時を想定して、栄養剤等準備や福祉サービ

ス利用者意向調査結果に基づく報告と改善提案等について意見交換を行いました。特に

B/C/D グループ合同で開催いたしましたが、参加されるご家族が少なく、十分な意見交換に

繋がりませんでした。開催方法含めて検討が必要となります。 

また、8050 問題(逆介護)もあり、ご家族の介護力が低下している状況があり、将来的な不

安を含めグループホームの活用についても意見が出されていました。拠点型施設としての機

能を活かす意味でも、早めにご家族の介護状況を確認し、相談支援やサービスに繋げるため

の取り組みを進めています。 

年度当初には、ご家族には、各グループの担当職員の顔が分かるように、職員紹介冊子を

配布しました。 
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ケ 【運営推進会議】2 回開催（9 月・3 月） 

    参加の構成メンバーとして、ご家族代表３家族・地域の代表者２名に参加いただき、た 

   じま施設が提供しているサービス内容を地域に発信し、ご利用者・ご家族・地域住民等から

の要望や助言等を受ける事で、事業所運営の透明性の確保、サービスの質向を図り地域との

連携の確保を行うために開催いたしました。障がいのグループホームも運営推進会議開催が

必須となり、委員である担当地区の民生委員児童委員に訪問いただき、ご利用者の生活状況

を把握していただきました。 

コ 【第三者委員会】2 回開催（9 月・3 月） 

    構成員として、川崎区民生委員児童委員会長・南部地域支援室長に参加いただき、令和７

年度事業の振り返り、令和８年度の事業計画案の説明、利用者満足度調査、事故・苦情につ

いて報告し、改善提案含むご意見を賜りました。お伺いした提案・意見については次年度の

職員研修・ご利用者支援に活かしていく所存です。 

サ 【行事】 

     各グループにおいて、季節の小行事（ハロウィン、クリスマス等）を活動の一環として例年

提供してきました。コロナ関連が５類に移行したことで、年度途中から例年に近い行事を再開

いたしました。 

（ア） 日帰り旅行 各グループでの日帰り旅行について、ご希望に合わせて実施いたしました。 

（イ） 生活介護夏まつり 

ゲームをメインとして、8 月 7 日に実施しました。その週の昼食は、各グループからの希

望のメニューを提供しました。川崎市立臨港中学校２年生 2名を職業体験として初めて受

け入れを行いました。 

（ウ） その他 活動の一環として、通常の喫茶外出をドライブスルーで商品を購入し、施設内で

の喫食に変更しました。 

（エ） 誕生日会の実施 ご利用者の好みや嗜好に合わせた、ケーキを選択していただき提供し、

大変好評でした。 

シ 【クラブ活動・地域交流】 

    ご利用者のクラブ活動として、音楽、園芸、体操を行いました。 

（ア） 音楽 

音楽活動は各グループ独自で行いますが、そのプログラム内容や方法について共有し、より

有意義な音楽活動の提供を目指し取り組んできました。音楽活動として、定期開催を行ってき

ました。職員の活動支援のスキルアップを図る事も目的の一つとしています。 

（イ） 園芸 

施設の畑スペースやプランターを利用して野菜や草花を育て、育てたもの（ジャガイモ・サ

ツマイモ）を調理して食べる事で、調理活動の一環としご利用者の役割意識を育む活動を行っ

てきました。 

（ウ） 体操クラブ 

笑いヨガの団体である和ははの会クラブ活動として指導して頂いておりましたが、コロナの 
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影響により、中断した形となりました。毎回楽しみにされていたこともあり、次年度は講師と 

確認後再開に向けて計画立てを行っていきます。 

ス 利用実績 

【利用者概況】 

たじま生活介護は令和 7年 3 月 31日現在、定員 60名の通所事業所として営業しており、下表

（ア）の通り登録者数は 72名、平均利用者数は 52.2 名となっています。令和 4 年度当初、田島 

支援学校卒業生 2 名の新規利用契約がありましたが、年々希望者が減少しています。 

ご利用者の障害支援区分の分布は下表（1）の通り区分 5・6の方の割合が 86％になっております。 

下表(3)(4)から、卒業生の受け入れ中心のたじま生活介護において、ご利用者の平均年齢は年々

下がってきていますが、その反面、旧いけがみから在籍している、または他施設から移行してき

たご利用者を中心に高齢のご利用者の比率も増しており、ご本人やご家族の高齢化による生活状

況の変化等も見据えた支援の必要性も高くなっていく状況です。 

（ア） 障害支援区分 

障害者区分 区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 非該当 合 計 

男性 0 0 1 4 14 25 0 44 

女性 0 0 1 4 7 16 0 28 

合計 0 0 2 8 21 41 0 72 

（イ） ご利用者人数 

定員 60 契約 72 
実人数 前年度 新規登録者 登録取消者 

72 67 7 2 

（ウ） 年齢構成 

（エ） 主な障害・疾病 

 ①障害及病名別／性別 
男 女 計 

障害名／等級 

知的障害 39 25 64 88.8% 

身体障害 19 11 30 41.6% 

自閉症・行動障害 18 6 24 33.3% 

精神障害(疾患） 2 1 3 4.1% 

高次脳機能障害 2 0 2 2.8% 

統合失調症等 1 1 2 2.8% 

水頭症・小頭症・巨人症 3 1 4 5.6% 

ダウン症候群（染色体異常） 2 3 5 6.9% 

てんかん 23 12 35 48.6% 

性別 15 歳~ 20 歳~ 25 歳~ 30 歳~ 35 歳~ 40 歳~ 45 歳~ 50 歳~ 55 歳~ 計 

男 1 11 9 3 5 4 2 4 5 44 

女 0 5 11 4 2 0 2 2 2 28 

計 1 16 20 7 7 4 4 6 7 72 
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（オ） 平均年齢 

 R7年度 前年度 昨年度比較 

男性平均年齢 36.1  歳 38.6 歳 -2.5 歳 

女性平均年齢 33.4  歳 25.3 歳 8.1 歳 

全体平均年齢 35.0  歳 33.3 歳 1.7 歳 

セ 運営体制 

（ア） 職員研修 

番

号 
研 修 名 

人

員 
開催場所 期 日 

1 
新人・異動職員研修（意思決定支援・権利

擁護・地域生活支援・接遇等） 
3 たじま施設 令和７年4 月 2日 

 

2 

職員研修（ご利用者情報を短時間で伝える

方法） 
34 たじま施設 令和7年 6月 11 日 

3 職員研修（人生の大切な時間をあずかる） 28 たじま施設 令和7年 7月 10 日 

4 職員研修（食事介助方法） 32 たじま施設 令和7年 7月 15 日 

5 職員研修（基本的な医療ケアについて） 4 たじま施設 令和7年 7月 15 日 

6 職員研修（外国出身の方と働こう） 29 たじま施設 令和7年 8月 13 日 

7 職員研修（救命救急） 32 たじま施設 令和7年 10 月 8日 

8 
職員研修（自閉症の方の抱える生きづら

さ・困難さを理解する） 
48 たじま施設 令和 7年 11 月 28 日 

9 職員研修（移乗解除の基礎知識） 28 たじま施設 令和 7年 12 月 10 日 

10 
職員研修（トラブル・報連相に役立つ介護

記録の書き方） 
32 たじま施設 令和8年 1月 14 日 

11 職員研修（安全運転講習会）  たじま施設 令和8年 1月 28 日 

12 職員研修（意思決定支援） 32 たじま施設 令和8年 2月 18 日 

13 職員研修（感染症・食中毒の安全講習会）  たじま施設 令和8年 2月 26 日 

14 強度行動障害支援者養成研修（基礎研修） 1 総合研修センター 令和7年 5月 22 日 

15 相談支援従事者養成現任研修（プレ・現任） 1 総合研修センター 
令和7年 7月 24 日 

9 月 5日・10月 3 日 

16 小児訪問看護重症心身障がい児者看護研修 1   

17 強度行動障害支援者養成研修（基礎研修） 1 総合研修センター 令和７年 9月 18.19 日 

18 強度行動障害支援者養成研修（基礎研修） ２ 総合研修センター 令和７年 10月 18.25 日 

19 カスタマーハラスメント研修 1 総合研修センター 令和７年 10月 8日 

20 
トラブル・報連相に役立つ介護記録の書き

方 
1 総合研修センター 令和７年 11月 6日 

21 
合理的配慮の義務化に伴う改正障害者差別

解消法のポイント 
2 総合研修センター 令和７年11月 27 日 

22 重度障がい者等支援看護師養成研修 1 神奈川県中小企業ｾﾝﾀｰﾋﾞﾙ 令和７年 12月 6日 
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23 
小児科医から学ぶ子どもの成長・発達の見

方と支援の実際 
1 川崎市ナーシングセンター 令和７年 12月 8日 

24 役職者を育てる法則セミナー 1 神奈川県社協 令和７年 12月 9日 

25 食支援のかかわり方と広げ方 1 総合研修センター 令和７年 12月 9日 

26 強度行動障害支援者養成研修（実践研修） 1 総合研修センター 令和７年12月 13・20 日 

27 
尊厳を守るケアとは、身体拘束を減らすた

めに今できること 
1 川崎市ナーシングセンター 令和７年12月 16 日 

28 強度行動障害支援者養成研修（基礎研修） 2 総合研修センター 令和8年 1月 22.23 日 

29 苦情から考えるサービスの質の向上 1 神奈川県社協 令和8年 1月 28 日 

外部研修に関しては、法定研修等を含め、市社協・県社協研修を活用し、集合研修として参加する

ことが出来ましたが、ZOOM での参加も有りました。サービス管理者・強度行動障害支援者研修等、施

設運営する上で必要とされる研修も受講することが出来ました。特に、サービス管理責任者（実践研

修・更新研修）も受講することが出来、事業所として必要とされる人数を確保することが出来ました。 

サービス管理責任者を担う為にも、次年度も計画的にエントリーしていきます。 

施設内職員研修に関しては、年度ごとに職員個々が自ら年間目標を立て、たじま独自のキャリアパ

スを活用して、ｻﾎﾟｰﾀｰｽﾞｶﾚｯｼﾞ研修オンデマンド研修・介護技術等研修を、サブ・リーダーが中心とな

り、企画から運営を担い、ﾃｨｰﾁﾐｰﾋﾞｽﾞ（動画マニュアル）も併せて、計画的に運用し実施することが

出来ました。虐待・身体拘束禁止に関しては、アンケートを定期的に実施し、事例を介しながらグル

ープワークを中心に実施しました。また、合理的配慮に関しては、意思決定支援を踏まえて所内研修

として実施しました。次年も法定研修含めて、施設運営に必須となる研修を計画的に実施し、異動・

新人職員研修に活かして生きます。 

 

ソ 社会福祉現場実習生等の受け入れ 

（ア） 昨年度からの実習依頼があり、継続して受け入れを行いました。 

番

号 
実習内容 人員 所属 年間日数  

1 

精神保健福祉士実習 

相談支援業務の実際（たじま家庭

支援センター） 

1 日本福祉専門学校  １日 

 介護福祉士実習 4 川崎市立川崎高校 20 日間 

 介護実習 
8 

 

社会福祉法人ハートフル

記念会 
6 日間 

 地域の拠点施設の理解 33 イムス横浜国際看護専門  6 日間 

（イ）体験学習 

番

号 
目的（ボランティア名等） 人員 所属 年間日数  

1 職場体験 4 臨港中学校２年生  1 日間 

2 職場体験 4 川中島中学校２年生 2 日間 
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（ウ） ボランティア状況 

番

号 
目的（ボランティア名等） 人員 所属 年間日数  

1 日常活動の補助 １ 地域のボランティア  週１回 

（エ） 苦情解決 

苦情・要望件数 解決件数 未解決件数 

14 件 14 件 0 件 

苦情解決の経過 

苦情内容 ①バッグの中を確認すると、バッグの中に尿で汚れた衣類がビニールに入れ 

 

ず、そのまま入れてあったと朝の送迎時に言われた。できれば、ビニールに入

れて分かるようにしてほしいと要望あり。 

②吸引に際してご家族への確認不足 

③吸引に関してご家族への判断の仰ぎ方 

④自宅に帰って来た時、車椅子のラバーシートが裏表逆になっていた。着け

る意味がないので注意して下さいとの言葉があった。 

 

苦情解決 

①送迎職員のご家族への連絡不足。 

②ご家族のご要望に添うと伴に、使用の際はご家族に判断を仰ぐ。 

③看護師間でも情報の共有を図る。また緊急の際の連絡がつかない場合、看護

師判断での対応など事前の確認をとっておく。 

③ 看護師の手技を含めた共有をする。 
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２－３ 日中一時預かり  

前年度末（令和7年 2～3月）に 8名が卒業し、登録者 12名で開始。上半期で 5名（合計17

名）、下半期でさらに4名が登録し 21 名となりました。（1名は 8月頃に契約しましたが、てんか

ん発作が出始め、体調が安定しないため利用休止となっています。） 

令和 7年度より、前年度まで可能だった児童発達支援と日中一時支援事業の同日利用が不可に

なり、既存利用者の利用日が減少することに繋がりました。（小学校就学後の放課後等デイサービ

スへの継続を期待しての児童発達支援利用継続もあります。）一方で、午前に児童発達支援事業を

利用したのち、児童発達支援事業の送迎で利用していたケースが、たじま日中一時のみの利用と

なり利用時間が伸びたケースもありました。 

上半期は前年度の卒業生が多く、かつ利用者募集が進まなかったため利用者定員に（年度開始

時で利用予定が定員の６割）に達することが出来ませんでした。さらに、今年度は家庭のマンパ

ワーが低く、家庭都合による当日欠席が相次いだため、上半期は低調な利用率が続いきました。

ご利用者へのニーズ調査と職員間での検討の末、令和 7年度 9月末から送迎サービスを開始。下

半期の利用率は前年度と同水準になりました。利用予定では定員に達しているものの、送迎開始

後も当日欠席をする家庭が複数いる状態でした。 

令和 7年度は次年度就学となる年長相当から利用に繋がるケースが多く、就学支援に多くのコ

ストを要しました。次年度就学予定の外国籍家庭も多く日本語の文書を分かりやすい日本語（平

仮名）で作成、直接説明するなど支援を行っています。 

 コロナウィルスが 5 類相当となり、感染も落ち着いてきたことから児ご利用者の席を 2024 年 9月中

旬から室内の中心に集め向かい合わせの座席へと変更を行っています。子ども達同士表情を見合わせ

る事が出来る様になり、以前よりもコミュニケーションを取りやすくなりました。結果会話も増え、

発語を促す機会にもなっています。 

 中長期事業計画書にのっとり、4月から正社員２名、パートから契約社員に変更となった職員１名増

員し、係長を中心に利用者への接遇やてんかん発作の対応を学んだり、児童発達支援の「どれみだん

け」や「クレシタ」の見学に全員行ったりし支援の質の向上を図った。人材育成に取り組みました。

職員の質の向上、変わらないサービスの質として、個別支援計画書の読み合わせや日常的なご利用者

への対応方法の工夫や適切な支援について毎週話しています。また、職員が研修に行った際は後日資

料や内容の共有を行いし、職員が安定した支援を行えるように共通理解を深める対応を行いました。 
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１ 事業所概要 

   

★利用時間  

 

★送迎    

★定員    

★対象者   

：９：３０～１６：００ 

 ※土日、祝日は休業 

：９：３０～１０：１５・１５：００～１６：１５ 

：１０名以下  

：川崎区内在住の２歳～6 歳 

2 利用実績 

 （１）利用状況 

 

 
契約

者数 

定員 10 名に 

対する利用

率 

紹介先／情報提供先 

移行先／人数 

４月 １名 46% 川崎市南部地域療育センタ

ー 

東京へ引っ越しの為１名退所 

５月  39%   

６月 ２名 40% 川崎市役所保健師  

７月 1名 51% 川崎市南部地域療育センタ

ー 

 

８月 1 名 50% 川崎市南部地域療育センタ

ー 

体調不良により利用停止 

９月 1名 49% 川崎市役所保健師  

１０月 ２名 73%   

１１月  71%   

１２月  79%   

１月  77%   

２月 １名 80% 子育てフェスタ  

3 月 ３名 76% 川崎市南部地域療育センタ

ー２名 

川崎区役所保健師 

７名 

旭町小学校２名/向小学校１名/小

田小学校１名/京町小学校１名/川

崎小学校１名/契約終了１名 

 

  ※稼働率変動について 
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幼稚園、保育園との併用をされ他の児童発達支援事業のご利用をされているご利用者が多く在籍し

ている為、空きが出た場合に追加利用の案内をすることができる方がいなかったです。また就労さ

れている保護者の方も増えたことで、当日の朝ご連絡して追加利用することが難しいことが多くあ

りました。 

 前年度２月に２名の転居、３月に年長児の６名が卒業予定であり、利用日調整の結果 10 定員に

満たない曜日が出現したため、1 月以降にキッズサポートへ再度事業案内のパンフレット設置と事

業説明、送迎開始した旨をお伝えし利用者獲得の機会を設けました。 

 

3 目的に応じた活動内容 ～「五領域」「10 の姿」を取り入れて～ 

障がいへの特性に応じた支援と保育の指針である五領域を取り入れて、幼児期に育つことが期待さ

れる、生涯にわたる人格形成の基礎（感動したり、興味を持って知ろうとする豊かな感覚を身に着け

ていく事）を培うことを目的とします。2017 年に日本の幼児教育、保育の基準となる「幼稚園教育要

領」「保育所保育指針」「幼保連携型認定こども園・保育要領」の３つの法令の改定が行われました。

内容の変更に伴い子どもたちが小学校就学前の姿を想定した「幼児期の終わりまでに育ってほしい 10

の姿」が示され具体的な姿や保育者の指導のポイントがまとめられました。2018 年 4月から導入され

た「新保育指針」のポイントである 10 の姿を新たに取り入れた支援をしました。 

 

         発達の遅れや障害の特性に応じた支援・訓練 

3本の柱     幼児期に必要な五領域を指針とした保育   

         幼児期までの終わりまでに育って欲しい 10の姿を活動に反映 

 

【五領域】 

・心身の健康に関する領域「健康」 

・人とのかかわりに関する領域「人間関係」 

・身近な環境とのかかわりに関する領域「環境」 

・言葉の獲得に関する領域「言葉」 

・感性と表現に関する領域「表現」 

【10の姿】※5 領域は、資質や能力といった育みたい子どもの姿の目標を表したものです。 一方 10 の姿は、5領域にある資質や能

力といった育みたい子どもの姿を、より「具体的」に提示したものです。 

  健康な心と体 

  自立心 

  共同性 

  道徳性・規範意識の芽生え 

  社会生活と関わり 

  思考力の芽生え 
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  自然との関わり・生命尊重 

  数量・図形、文字等への関心・感覚 

  言葉による伝え合い 

  豊かな感性と表現 

   主な取り組み 

   ・幼児期に必要な五領域を指針とした保育と幼児期の終わりまでに育ってほしい 10 の姿を基に

した支援、活動。（以下、活動支援参照） 

   ・個々の障がい特性、発達の遅れに対する個別支援として ST が月 1 回、OTは毎週１回、直接助

言指導があった。個別の成長の様子を客観的な評価、全体の成長段階と日々のスケジュール調

整などの助言を行って頂き個別全体の活動の充実につながりました。 

  

○生活支援に関すること 

①生活リズムについて 

基本的には朝の会が始まる 10：00までに通所してきます。通所時や外遊びで太陽の光を浴び

ることで、体内時計のリズムを整えます。また、昼寝の時間を設けることで脳と体を休ませ、

夜の睡眠も良質なものとなります。 

②生活環境の維持、改善に関すること 

  子どもがのびのび遊び活動できるよう室内の空間をパーテーションで分けて、一定のスペー

スを確保します。子どもの発達段階に即した玩具の準備や入れ替えなどを行い、より子どもが

活動しやすい環境整備に努めました。 

令和 5年度に予定していた活動室入口のゲートの取り替えについては、業者に確認したとこ

ろ大掛かりな工事が必要となった為、業者以外でも新たなゲートの取り付けが出来るか検討し

ている。しかし、飛び出しを行うご利用者が現在少ない事や、壊れたゲートでの怪我防止の観

点からも一度撤去し、ない状態での生活を試みた。利用者の方も変化に戸惑うことなく、安全

に過ごせている。 

多国籍の方で洋服の準備が出来なかったり、利用料が支払えなかったりする方や日本語での

やり取りが難しい方。また精神的な不安を強く感じていて養育に支障が出ている方等のご家庭

には本人の様子やご家庭の状況を聞き取りながら関係機関との連携を取りながら、サポートを

行いました。 

中長期計画にある子どもの尊厳や人権を守る項目についても、客観的なご家族やご本人の変化

を個別に記録し申し送りで報告し合うことで、小さな変化にも気づけるように対応しました。 

○活動支援に関すること  ※以下 10の姿に沿って 

（1） 体操・運動(室内)   ４回/月 

＜人間関係＞友達と一緒に手をつないで踊る等友達の体操を見て他者を認める力をつけます。 

＜言葉＞体を動かすときに体の部位の名称を習得し、体の動きと言葉を一致させます。 
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＜環境＞体操するとき体を大きく動かすなど環境に適したことを学びます。 

＜健康＞体力づくり、健康な体をつくりあげていきます。 

＜表現＞自分の思いを表現するボディランゲージにつなげます。 

 

    ぽっくりを使用しバランス感覚を鍛えたり、エビカニクスの曲に合わせ、身体を動かし、

リズム感を身につけたりしました。また、中庭に行き、タイヤを並べタイヤの上を飛んで

くるボールをよけながら進む等周囲に注意しながら前に進む動きを行い。体操の活動を通

して周囲を警戒し生活の中でトンネル視にならない様にする練習を行いました。幼児期に

楽しく行うことで多様な動きが経験でき、自分から進んで何度も繰り返すことにおもしろ

さを感じることができるように支援しました。 

 

   （2） 園芸  毎日/4月～９月 

   ＜人間関係＞お友達とジョウロの貸し借りや成長など喜びを分かち合うなどして友好な

関係を育みます。 

＜言葉＞作物の名前を覚えます。 

＜環境＞土・触感を感じます。 

＜健康＞外に出ることにより太陽を浴び健康につなげます。 

       畑で取れた作物を食べることで好き嫌いの軽減につながります。 

＜表現＞収穫物を使い、季節の作品などを作ります 

 

年間の作物カレンダーを基にたじまの畑を利用して、畑を耕し、トマト、キュウリ、あ

さがお、コスモスの種を植え、水やりなど役割を持って行いました。自然に触れて変化

を感じ、収穫したものを食べました。中長期事業計画にあげていた育てた花を近隣の施

設へプレゼントする機会を設けたいと思っていましたが、猛暑が続きうまく育たず断念

いたしました。じゃがいもは２月にバケツ型の栽培キットを購入し年長児が午睡の時間

にみずやりの当番も担い、いつ発芽するのか楽しみな時間を過ごしました。じゃがいも

は、３月の食育おやつの時間にポテトチップスにして食べることができました。畑を作

り 10 年経過したことで、土が瘦せていたことで植物、食物の栽培が難しいようでした。 

 

（3） 製作  4 回/月 

＜人間関係＞作品を相互に確認し、感想を伝え合う事で良好な人間関係を育みます。 

＜言葉＞職員にわからないことを聞き、コミュニケーションを図ります。 

＜環境＞卓上でその場に適した道具を使います。 

＜健康＞のりやはさみを使い、手先を動かします。 

＜表現＞自分が作りたいものを好きに表現して作ります。 
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折り紙、画用紙、絵具、はさみ、のり、セロテープ、ペン、廃材などの素材を使い、夏

祭りの屋台をイメージしたもの、すいかをイメージしたもの、あさがおをイメージしたも

の等の製作を行いました。梅雨。七夕、花火等季節を感じる作品を作り、四季や行事を感

じ覚えられる様な製作を行いました。３月には絵の具を使用して、桜をモチーフにした作

品を共同で作成しました。手や足で絵の具に触れる感覚を楽しむ方や苦手な方はビニール

を通して塗るなど工夫して完成させました。 

 

（4）机上(個別の支援)  ３回/月 

＜人間関係＞共通の課題を行い、共感できる環境を作る。友達が行う場面を見て興味 

を持ちます。 

＜言葉＞わからないことを職員や友達に聞けるよう促します。 

＜環境＞時間を決めて課題に取り組むことにより環境に適応する力を身につけます。 

＜健康＞机上活動で細かい作業を行うことで、手先が器用になります。 

＜表現＞鉛筆を使い紙に書くことで、自己表現ができます。 

 

年齢に合わせたグループや個別で、個々にあう課題を行いました。基本的な鉛筆の持ち

方や箸、スプーンなどが使用できるように挟む練習、プットイン、紐通し、ひらがな数字

に触れあう機会を作り、遊びの中でも絵本や名前を書く際に自ら実践できる様行いまし

た。また、自閉傾向が強いご利用者の方には、２つの中から選ぶ練習や、絵カードを使用

し、選択する力を養い、絵の持つ意味や、記憶の把持力が付くように支援しました。また

予算で購入したハンマーとボールドロップを使用し、簡単な動作でも行えています。ま

た、机上活動に集中出来る様、ホールと活動室で過ごす場所を変えています。 

 

 

（5）外出・外遊び  2 回ずつ/月 7 月 8 月以外 

＜人間関係＞友達と手をつなぐことにより良好な人間関係を育みます。 

＜言葉＞止まる、歩く、手をつなぐ等、言葉と行動を結び付けます。 

＜環境＞公園等、場によって適した遊びやルールを理解します。四季を感じます。 

＜健康＞外に出て思い切り走ることにより、体力づくりにつなげます。 

＜表現＞自分の好きな遊具を使い、オリジナルの遊びを見つけます。 
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   定期的に外出をする事によって、五感を刺激し、雑菌への抵抗力をつける、日光をあび

ることによってビタミンＤの形成を促しました。強い身体を作ることを目的とし砂場や

太鼓橋バスケットゴール等を利用しながら外遊びを取り入れたり鬼ごっこを行ったりし

ました。１か月に二回近隣への公園へ出かけ地域の方とふれあいや交通ルール、道路標

識に関心がもてるよう支援しました。また、車で普段いけない遠めの富士見公園にも行

く機会を設けました。 

 

（6） 室内レク   ４回/月 

＜人間関係＞コミュニケーションの基礎能力を伸ばします。 

＜言葉＞職員の言葉を集中して聞く力をつけ、ルールを理解する力をつけます。 

＜環境＞室内での遊びを学びます。 

＜健康＞体を動かしながら時に俊敏な動きも取り入れ、運動機能の発達につなげます。 

＜表現＞勝ち負けを経験することで喜びや悔しさを表現します。 

リラックスできる空間で心の健康を促進します。 

 

動の活動としてレクリエーションで、絵取りゲーム、だるまさんがころんだ等を行い、

人間関係のコミュニケーションの基礎能力を伸ばす取り組みを行いました。遊びの中で集

団活動を行う上でのルールや決まり事を意識する、集団での活動に参加すること、楽しく

負ける経験をする中で、パニックの軽減につながるように支援しました。 

 

 

（7）音楽  ５回/月 

＜人間関係＞音楽活動を行い、表現力や社会性、集中力などの非認知能力が自然と養われる

様に行います。 

＜言葉＞歌詞で季節の言葉や物の名前を覚え発語につなげます。 

＜環境＞音に対して過敏・聞こえにくさを把握し、不快感を軽減させます。 

＜健康＞発声をすることで肺機能の健康につなげます。 

＜表現＞楽器や踊りを介して表現します。 

      

様々な楽器にふれ合い音を楽しんだり、朝の会、トイレなどの待ち時間に短くリズムの

良い歌や手遊びなど同じ歌を歌い楽しい時間で待ったり練習をしました。また、楽器を使

用する際には自分で楽器を選び、職員が手を上げている間は音をならしたり、曲に合わせ

て鳴らす練習をし、音の大きさ、小ささ、長さ、短さ、早い、遅いなどの力加減は音楽を

通して学習しました。 
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（８）自由遊び  午前 30分・午後 30分/毎日 

＜人間関係＞集団生活の中では、ぶつかり合うことも人間関係を広げるための重要な経験とな

り、同時に、集団生活では決まりやルールが必要なことも学びます。 

＜言葉＞数を数えたい、文字を読みたいと意欲的になり言葉の発達を促します。 

遊びの中で「かして」「ありがとう」など人間関係の基本となる言葉の習得につなげま

す。 

＜環境＞その場にあるもので遊ぶ能力を作ります。 

＜健康＞戦いごっこや、真似をすることで、意欲的に自分の意思で体を動かします。 

＜表現＞ごっご遊びをとおして自分の役になり、考え表現する力を養います。 

 

おもちゃの使い方、遊び方を習得してない子が多く、朝の会等落ち着いている状況で、説明

したり、友達の遊び方を見たりして学びました。好きな本を開いたり、車のおもちゃで 1人遊

びをしたり、おままごとや、何人かで共同でブロック遊びをするなど、自由に遊べる環境や時

間を設定し行いました。仲良く遊ぶだけでなく、喧嘩やいざこざも、喧嘩を通して、自分の主

張をぶつけ合いお互いの気持ちの折り合いをつけ、自分たちで仲直りする事を学べる様安全を

見守りながら経験できる様指導しました。また、プラレールを増やし、利用者同士で協力し繋

げる等の作業も行いました。予算でラキューを購入し、より一層細かい指先の動きも出来る様

になりました。 

 

（９）午睡  必要に応じて/毎日 

 

＜人間関係＞昼寝によって外部の情報をシャットアウトする事で、脳はリフレッシュさ 

れ、午後も元気よく過ごすことが出来るようにします。 

＜言葉＞おやすみなさいなどの挨拶を習慣化することを心掛けます。 

＜環境＞眠りの心地よい環境をつくります。 

＜健康＞昼食後に睡眠をきちんととることにより、規則正しい生活につなげます。 

＜表現＞布団をかけることで暑い、寒いなど主張する力をつけます。 

 

午睡専門の部屋を作り、落ち着いて眠れる環境を作ります。定期的にシーツ交換や寝具の

洗濯を行い快適な睡眠具を提供しています。就学半年前のご利用者については午睡時間を

徐々に減らし、体力づくりをしながら健康な心と身体を保っています。 

10月からは年長児は午睡をやめ、就学に向け、体力つくりと学習時間を設けています。 

 

（1０）プール活動・水遊び 6月後半 2週間・7 月・8 月・9月前半 2週間/週２回実施 

＜人間関係＞冷たい、水の感覚を共有します。 
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＜言葉＞水特有の感触を言葉に表します。 

＜環境＞水特有の感覚を言葉に表す。 

＜健康＞服を脱ぎ、光を浴びて体の抵抗力をつけます。 

＜表現＞水の流れや浮かんだ玩具で遊びを表現します。 

 

気温が２６℃以上で実施し、雨天時や気温が２６℃以下の日は別の活動に切り替えて実

施しました。水の中で遊べる道具を取り入れたり、水を使ったゲームを行い水に対しての

怖さをやわらげながら行いました。プールの周りには今年買い足した、滑り止めマットを

使用し転倒防止も行いました。ビニールプール以外にも色水遊びや氷遊び、寒天遊びなど

を行い、楽しく色認知や感覚遊びができる機会を提供しました。着替え等に使用するタオ

ルはご家庭から持参したタオルを使用しました。予算でプールマットとプール・ベビーバ

スを買い足し、プールの下にもマットを敷く事によって安全を確保しました。プールで

は、静かに遊びたい方と元気に遊びたい方を分けてお互いが楽しめる様環境設定を行いま

した。ベビーバスでは最後身体を清潔な水で洗い流すお湯溜めに使用しました。 

 

（1１）サーキット  4回/月 

＜人間関係＞友達と一緒にまねっこをすることで協調性を育みます。 

＜言葉＞職員の話を理解し、道具の名前を覚える。お友達を応援する。 

＜環境＞道具を使ってその場にある玩具を使います。 

＜表現＞道具を用いて体を使った表現をします。 

＜健康＞平均台などバランス感覚を養います。 

 

子どもたちの課題を生活動作の参考書や研修内容、教材を基に、毎回テーマを持って取

り組みました。大縄跳びを行い、足の筋力増加やバランス感覚を養い、ケンケンパで体感

を鍛え、ソフトブロックを使いジャンプ、階段の動きを通して自分の身体感覚(ボディーイ

メージ)を覚えていきました。予算でビルドインバランスを購入し、日頃使わないインナー

マッスルにアプローチをしたり平衡感覚を鍛えたりしました。 

 

（1２）粘土  ５回/月 

＜人間関係＞お互いの作品を見せ合うことで共感、他者を認める気持ちを育みます。 

＜言葉＞知っている言葉を形にします。 

＜環境＞どれくらいの量を使うか、数量など自分で決めて使います。 

＜健康＞粘土をこねたりすることで、力加減を学び、巧緻性のある動作を学びます。 

＜表現＞形をつくる、好きな色を使います。 
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   粘土用遊具を使用したりすることで、指先の細かい動きも習得していきました。ちぎ

る、形を作る中で図形や数量の関心を深めていきました。また、スライムにも挑戦し、

普段とは違う感触を楽しみながら、入れ物に入れてごっこ遊びをする姿も見受けられま

した。 

4 健康管理・保健衛生 

① 感染予防について 

コロナウイルス感染症が５類相当となり、幼児や社会的に流行している感染症について、

ニュースや川崎市発信の情報、看護師による嘱託医への聞き取り等を行い施設内での流行を

予防に努めました。 

感染拡大・予防のため 

１ 体温が 37.5℃以上ある 

２ 24時間以内に嘔吐が 3回以上ある場合 

３ 全身状態がいつもより元気がない、ぐずっている等の体調の変化がみられた 

以上３点の場合、保護者への連絡を迅速に行いお迎え・通院等をお願いしました。利用再

開については、〈保育所における感染症対策ガイドライン〉に掲載のある感染症については登

園許可証をご持参いただきました。 

②健康把握 

・言葉で体調不良を伝えることが難しいご利用者の様々なサインを見逃さないようにしま

す。 

・いつもよりもぐずっている 

・機嫌が悪い 

・食欲がない 

・顔色が悪い、ぼんやりとしている 

・体温が高い、顔が赤い 

・体温測定 毎日 

・便がいつもと違う、嘔吐する 

・身長体重測定 月 1 回 

上記のような変化に加え、それぞれの、普段の様子をしっかりと把握し「いつもと違う」とい

う気づきから早期対応に努め、状況によって保護者に連絡をしお迎え・通院等をお願いします。 

5 専門相談 

  ア 小児科医委託医による相談、言語聴覚士による相談指導 

  イ 川崎市南部地域療育センターや児童発達支援事業所による連携相談 

  ウ 保護者相談実施 

  エ OT 訪問指導 

  オ ST 訪問指導 
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 （2）電話相談・見学 

   近隣の保育園や幼稚園、関係機関へパンフレットを設置したことにより、２件ご利用者家族よ

り問い合わせがありましたが、どちらも情報提供のみとなっています。10月以降は、子育てフェ

スタに参加した際に保護者の方からご相談があり利用につながっています。 

 （3）各機関・相談・連携 

   ア 川崎市南部地域療育センターや児童発達支援事業所による連携相談 

    ・お迎え時に保護者が精神的な問題で、帰れなくなってしまい各事業所と連携をとって経過

を様子見ています。 

    ・就学に向けた区役所との連携。たじま卒業される方で家庭環境に課題のある方の支援につ

いて、在籍中にご家族と関係機関の関係構築を目的に区役所へ現状報告と継続支援の依頼

をしています。 

  ウ 小学校・幼稚園・保育園その他の機関に関する相談 

   ・５月にセンターの方を招き入れ、就学説明会を実施。６名参加されている。 

・就学相談会 

障害特性により公共交通機関の利用が難しいご利用者であった為送迎を行うとともに集団生

活での様子を報告する為職員も塚越相談室へ同行しました。 

・併用した幼稚園からたじまでの様子見学の受け入れ２件受け入れ。 

・利用者が併用している幼稚園への訪問を１件行っています。センターの CW や心理士も同行し

助言していただいた事をたじまでの活動時に率先して行い、情報共有をおこなっています。 

   ・３月サポートノートを元に小学校へ引継ぎ 

     支援級へ進学される５名のご利用者の進学先へサポートノートを持参し支援状況をご報告

しました。通常級へ進学される１名はサポートノートを作成し保護者へ手渡しし学校への提

出はご家庭判断としました。 

 

7 併用・移行・アフターフォロー 

① 大きい集団(学校・幼稚園・保育園等)への移行支援について 

9 月に行った懇談会にて、OTと STの先生をお呼びし保護者向けに勉強会を行ってもらった。そ

の後に、幼稚園とたじまを併用している保護者とこれから併用を目指している保護者が話す機

会を設置した。年長児の保護者と年中・年少・年年少保護者２グループに分かれ、放課後支援

について、幼稚園の併用についてそれぞれ意見交換や情報交換する場を設けた。 

  ②アフターフォロー 

   ・卒業生への状況確認の連絡 
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     5 月に卒業生全員へ学校生活でのご様子を伺う電話をしている。皆様、大きな問題はなく元

気に通えている方もいれば、普通級に入ったが馴染めず困っている方もいました。今年度初

めて保護者に確認後、学校に連絡をして就学後の様子を拝見する機会を設けました。 

8 行事  

※コロナウイルス感染症５類となった為、飲食、外出を伴う行事は予定通り行っています。 

(１)8月：夕涼み会    

 目的 

・今年度は、公園等で手持ち花火が出来るところが増えた為、季節を味わう目的で打ち上げ

花火をみんなで見る事にしました。 

・保護者と子どもで参加し、協力して製作物を作るブースも作ることで子どもとの関係性を

把握する機会となる。 

・縁日も行い、保護者と一緒に楽しめるスペースを設立した。 

   効果 

    ・家族同士で会話するなどの場面もあり、家族の交流の場となった。 

    ・夕方実施したことで、普段会うことが難しいお父様も参加する家庭がいて様子を観察する

ことができた。 

・縁日の製作物は事前に活動の中で利用者と一緒に作成。フォトスポットの様にもなってい

てご家族同士の思い出を作る場ともなっていた。 

・花火を窓越しで見る事によって安全に出来た。 

 

 （２）9月：懇談会・参観日 

 目的 

  ・昨年同様１週間の参観期間を設け活動の様子を見ていただき、現状の様子を見ていただ

く。 

  ・参観実施期間中に給食懇談会・勉強会をすることによって、参加しやすい様に設定した。 

  ・保護者の方にも実際に温冷配膳車を使用した給食を、召し上がっていただき、日頃ご利用

者が食べているものを知っていただく機会にする。 

    ・年代別に保護者の方をグループ分けし、進学や併用についての情報交換の場を設け保護者

同士の子閏を促す機会にする。 

・OT・STを招き、勉強会を実施。保護者の方へも情報を共有する。 

   効果 

    ・同じ年代のご利用者を持つ保護者の方同士、偏食に対する質問が出たり、食事を召し上が

りながら、温冷配膳車の温度管理について話し合ったりし意見交換の場となった。 

    ・OT・STを招き、勉強会を実施した事により、保護者の方も障害特性や対応方法について考

え、専門家へ質問する機会になっていた。 
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    ・席を指定し、学年ごとに分けた。保護者同士の悩みを話せたり、就学や併用についての話

が出来たりして交流の場となった。 

    ・給食を保護者同士で食べる事によって和やかな雰囲気で交流が出来た。 

    ・参観を行う事で、日常の様子を伝えることが出来た。子どもによっては、出来る事を見せ

られて自信につながっている。 

（３）11月：親子遠足「よこはま動物園ズーラシア」 

 目的 

・家族同士の交流の場。 

・家族環境により遠出へ出かけることが難しいご家庭への外出機会の提供。 

効果 

 ・バス内のレクでは名前の由来や学生時代の部活等共通の話題になりそうな内容を発表しあ

うことで雰囲気がほぐれた。 

・動物園内では各自自由に回っていたが、子ども同士が会話しおやつを交換するなどして親子

間で交流することができた。 

（４）２月卒業行事「フードコートで食事と羽田空港遠足」 

 目的 

  ・年長児同士で好きな物を選び食べてお金を支払う社会経験をする場。 

  ・年長児のみで昼食、外出を楽しむことで同年代との思い出を作る。 

効果 

    ・メニュー選択時に親子の会話が営まれた。 

    ・子ども同士何を食べているのか楽しそうに会話していた。 

    ・支払い、食器の返却時にマナーを習得する機会にもなった。 

    ・羽田空港では大きな飛行機を見て「沖縄行った飛行機だ」と同年代の会話を交わしてい

た。 

 （５）２月 買い物イベント 「年長児が在園児にお菓子のプレゼントを行う」 

 目的 

  ・決められたものをお店に買いに行く。 

  ・金額に合った金種を選び支払う経験をする。 

  ・在園児のために名前やラッピングなどを行い、他者を思い準備する機会を提供する。 

効果 

 ・金種を選び支払うことができた。 

 ・友達の名前を書く、ラッピングの際にお菓子が割れないように入れるなど扱うことができ

た。 

（６）通年：イベント食（スイカ割り・夏祭り週間等）食育おやつ（毎月 2 回） 

    目的 
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  ・「食べるということは楽しい」と思えるような機会を提供する。 

  ・食育給食の際に、役割を自分たちで決め調理することによって責任感を持って調理する。 

・食のこだわりがどこにあるのか（色、形、配置、空間など）様々な視点から観察する機

会。  

・たじまの畑で取れた作物などを使用して自身が調理（トッピング、混ぜる等）する機会を

提供し、調理前と調理後の変化や自由な発想や工夫する楽しさ食べ物に感謝する機会。 

・行事に関係するメニュー、季節の食材を使い食から四季を感じる機会を提供する。 

・夏祭りメニューを利用者が考え、厨房へリクエストし食事への興味を持つ機会にする。 

   効果 

    ・すいか割りは、玩具のスイカを使用し全員が割る楽しみを経験することができた。食べる

スイカは購入。その場でカットし、種もついたまま提供し、かじり食べる事、種を口から

出すなど経験となりました。 

     ・自分たちで考えたものが形になり、日頃よりも積極的に召し上がっていた。また、利用

者同士の会話も増えていた。 

 

(食育おやつメニュー) 

・今年度は、偏食のご利用者や、新規が多かった為、前月に日中一時職員と栄養士でどの様

な物であれば召し上がれるのか、相談しながら考えている。 

月 日 メニュー 月  日 メニュー 

4月 日 3色団子 10月 9 日 お好み焼き 

 日 卵サンド  27 日 ハロウィンパイ 

5月 26 日 フルーツ 11月 5 日 おにぎり 

 14 日 おにぎり  25 日 さつまいもチップス 

6月 12 日 春巻き野菜 12月 11 日 型抜きスイートポテト 

 23 日 ゼリージュース  23 日 トナカイチーズ 

7月 3 日 ベビーカステラ 1月 16 日 野菜チップス 

 14 日 そうめん  28 日 おはぎ 

8月 14 日 ピザトースト 2月 3 日 フルーツ恵方巻 

 25 日 ヨナナス  9 日  パン 

9月 9 日 お好み焼き 3月 9 日 いちごジャム 

 27 日 ハロウィン  26 日 ポテトチップス 

 

（7）その他行事 

  【花見】 
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   外出活動の中でふれあい公園に行き、桜の前で集合写真を撮った。 

   

  【防災訓練】 

    年４回（4月、7月、10月、1 月）実施。地震、火事を想定して 4月 7月に実施済み。いつ

もとちがう場所で避難指示を待つことは子ども職員にとっても安全を守る方法を考える良い

機会となりました。10月は火事、1月は地震、津波を想定して実施予定です。 

  【地域の子どもとの交流・保育園幼稚園との交流・地域の中学校との交流・保育子育てセンタ

ーとの交流】 

    地域交流として、「京町いづみ保育園」「わたりだ保育園」との交流を実施しています。 

  

9 地域交流 

番号 期日 内容 開催場所 実施の有無 

1 6 月 17 日 

京町いづみ保育園 京町いづみ保育園 

実施 

2 7 月 24 日 実施 

3 9 月 11 日 実施 

4 10月 16 日 実施 

5 1 月 15 日 
保育園で感染症

流行の為中止 

6 2 月 6 日   実施 

7 6 月５日 

渡田保育園 

渡田保育園 
実施 

8 7 月 9 日 実施 

9 9 月 12 日 たじま 実施 

10 11 月 28 日 

渡田保育園 

移動動物園実施 

11 １月 27 日 実施 

12 ２月 19 日 実施 

 

10 職員研修 

  

番号 研 修 名 人員 開催場所 期 日 

1 障害者の意思決定支援 1 
総合研修

センター 
８月２日 

２ 事業者向け見学会＆連絡会 １ 
療育セン

ター 
9 月 3 日 

３ 学習障害と学習支援～書きの問題を中心に～ ２ Zoom 9 月 19 日 

４ ASD のある人の幼児期から成人期以降の経過 １ 
療育セン

ター 
9 月 30 日 
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５ 身体の土台を作るメリット １ 
療育セン

ター 
10月 29 日 

６ 集団生活の中での困り行動  1 
療育セン

ター 
11月 14 日 

７ 子どもの言葉の発達と心配 １ 
療育セン

ター 
12月 17 日 

８ 子どもの困ったコミュニケーション 1 
療育セン

ター 
1 月 21 日 

９ 注目行動を繰り返す子どもへの対応 1 
療育セン

ター 
2 月 18 日 

 

11 社会福祉現場実習生の受け入れ     計  9 名 

  

番号 学 校 名 人員 期 間 日数 

１ 川崎市立高等学校 ２名 ６月６日 1日間 

２ 横浜リソーと＆スポーツ 1 名 7 月２２日～8 月 4 日 1０日間 

３ 聖ヶ丘保育専門学校 1 名 ９月 30 日～７月 11 日 1０日間 

４ 聖ヶ丘保育専門学校 1 名 ９月３日～９月１７日 1０日間 

５ 学研アカデミー 1 名 8 月 7日 1日間 

６ 学研アカデミー 1 名 8 月 7日 1日間 

7 聖ヶ丘保育専門学校 ２名 2 月 24 日～3 月 9 日 10日間 

   

12 ボランティア状況 

  

 所属 年間日数 

１ 桜美林大学 3年 7 月 14 日(1 名)計 1日 

２ 橘学苑高等学校 3

年 

7 月 29 日・30 日(1 名)計２日 

３ 臨港中学校 7 月 28 日 29日(2名)・9月 18日(3名)計 4日 

 

13 苦情解決 

  

苦情・要望件数 解決件数 未解決件数 

２件 ２件 ０件 

要望内容 
４月８日に保護者より、駐車場停車の際にたじまバス運転手から

注意を受けたと話が合った。 
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要望解決 

たじま内で情報共有。指導。保護者への謝罪を行いました。ま

た、駐車スペースを分かりやすくする様に、イラストで保護者の

方へ提示も行いました。日中一時で送迎が始まった事により、保

護者が来所する機会が減りトラブルも減りました。 

要望内容 

10 月２日 

 送迎のバスポイントになっていた渡田山王町の店舗「丸越」タ

ケナカ様よりバスポイント移動の依頼があった。 

３日にも電話があり、補足情報として、以前保育園のバスポイ

ントになり、飲食や喫煙されトラブルになったことがあり、ポイ

ント移動をお願いしたという内容。 

要望解決 

 ２日は、その場で運転していた藤川係長より直接謝罪し２店舗

先にバスポイント変更することを伝えた。 

 ３日の電話では、事前に確認せずにポイントにしたことを謝罪

しこれまでのトラブル対応について労をねぎらった。その後連絡

等はない。 
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２－４ 短期入所 

短期入所  令和７年 年度 事業報告 
1. 事業所概要 

事 業 所 名 称  たじま短期入所   

種 別   短期入所 

開 所 年 月 日  平成 28 年 5 月 1日 

定 員  4名 

所 在 地  〒210-0853 

          神奈川県川崎市川崎区田島町 20 番 10 

          TEL044-276-9638 FAX044-276-9694 

施 設 概 要   通所施設に併設されている短期入所。川崎市単独型。在宅ケアの継続、地域移

行体験、自立支援の目的でサービスを提供します。 

責 任 者  藤川 雅大 

事 業 所 番 号 １４１５００１０５４ 

職員配置計画                      令和 8年 3 月 31 日現在 

職種 
配置 

基準 

配置 

人数 

正規 

職員 

契約 

職員 

特定技能 

職員 

生活支援員 1 名以上 ７名 ４名 2 名 1 名 

※配置人数は常勤換算数 

事業概要 

営業日 
年中無休 

（人員体制によって年末年始は休業） 

営業時間 
チェックイン 10 時～17 時 

チェックアウト ～10 時 

職員体制 

日中 １～２名 10 時～16 時 

夜間 2 名 
早勤 16 時～翌 9時半 

遅勤 17 時～翌 10 時半 

緊急枠 

無し  

※但し、たじま独自の緊急受け入れ要綱を基に

仮眠室等を利用し受け入れを実施する 

医療行為 胃ろうからの経管栄養のみ可能 

定員 ４名 

対象 

  

１８歳以上（在学中は除く） 

身体・知的・精神の障害。難病者等。 

 
2. 登録状況 
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新規登録/登録者数 

  令和 平成 

性

別 
7 年度 6 年度 5 年度 4 年度 3 年度 2 年度 元年度 30 年度 

男

性 
11 8 14 12 11 6 12 17 

女

性 
6 7 3 11 11 5 14 13 

合

計 
17 15 17 23 22 11 26 30 

総

数 
239 250 235 218 195 173 162 136 

  ※令和 7 年度に調査を行い、入所・死去を除外       

障害程度区分   

  区分 6 区分 5 区分 4 区分 3 区分 2 区分 1 不明   

合

計 
78 61 64 18 9 0 9   

割

合 
32.6% 25.5% 26.8% 7.5% 3.8% 0.0% 3.8%   

                  

加算対象者       

  国 市       

  重度Ⅰ 重度Ⅱ 行動障害 重度障害 重複障害       

合

計 
53 18 58 25 45       

登録者の年齢 

  10 代 20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 不明 

合

計 
5 90 61 44 27 12 0 0 

割

合 
2.1% 37.7% 25.5% 18.4% 11.3% 5.0% 0.0% 0.0% 

居住地区 

  川崎 幸 中原 宮前 高津 多摩 麻生 不明 
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合

計 
169 47 16 0 5 2 0 0 

割

合 
71% 20% 7% 0% 2% 1% 0% 0% 

 
  
3. 利用状況 

 
 

 
事業内容 
（１） 生活支援 

短期入所では、ご利用者のプライバシーを守り、自己決定を大切にした支援を行っています。ご利用
者からのご意見や要望を参考に、短期入所でより快適に過ごせるよう、サービス内容を見直しました。
全体会議等で意思決定支援・虐待防止研修などを行いご利用者の意見やプライバシーの尊重について勉
強会を行っていますが、シフト勤務の都合上全員が参加できているわけでないため、令和７年度はご利
用者のプライバシーが守れているかを確認する、職員向けのセルフチェックシートを導入し定期的に実
施しました。上半期では、虐待防止についてのテスト、下半期では意思決定支援の勉強会を行いました。 

 
① 川崎区内の通所施設への送迎サービス 

引き続き、川崎区内の通所施設および幸区の一部事業所への送迎を行いました。 
短期入所は送迎サービスがない事業所が大半ですが、送迎の無いことが短期入所サービス利用の障壁と
なっています。たじま短期入所では家庭の送迎負担を軽減できることから需要が非常に高く、各通所先
からも「たじまであれば短期入所が利用できるかもしれない」とのことで、事業所からの紹介が増えて
います。 
 

② 貸し出し衣類 

利用率 利用人数 区分6 区分5 区分4 区分３以下
4月 98.90% 46 46名 26 9 9 2
5月 105.40% 46 46名 24 12 8 2
6月 103.60% 59 59名 34 11 9 5
7月 102.80% 50 50名 27 14 6 3
8月 105.60% 54 54名 30 13 6 5
9月 98% 53 53名 30 11 7 5

10月 96.80% 53 53名 29 12 8 4
11月 98.20% 51 51名 32 11 7 1
12月 97.60% 55 55名 28 14 8 5
1月 100.50% 51 51名 30 12 8 1
2月 101.90% 52 52名 29 15 4 4
3月 94.60% 53 53名 30 17 4 2
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ご家庭の状況により十分な量の衣類を用意することが難しいケースや、急な気候の変化により適切な衣
類の持ち合わせがない場合に向けて、貸し出し衣類を整理・遣い購入を行っています。家庭の準備が整
わず利用を当日キャンセルされるなどのケースもあるため、手ぶらで利用できる貸し出しセット（下着
など買い取りも発生するため有償）の準備も進めています。内容の検討を行っているが女性の方は費用
が高くなることを懸念しています。 
 

③ 避難訓練の実施 
夜間帯の火災・地震を想定した避難訓練と、感染症予防訓練を上半期と下半期で各１回ずつ実施しまし
た。役職者が集まる運営会議にて机上訓練を行い、非常災害時の初期対応について確認を行いました。 
 
（２）日中活動・余暇活動 
＜インスタグラムの運用＞ 
令和５年度よりＩｎｓｔａｇｒａｍの運用を開始。主な狙いとして、利用経験のない方にはたじま短期
入所の雰囲気を感じてもらい利用の障壁を減らすこと、既に利用している方には再度利用したいと思っ
てもらうための他、日中活動で行った内容（おやつ作り・整容など）を家庭でも行えるようにすること
を目的としています。 
 
＜おやつ作り活動＞ 
日中時間帯（10 時から 16 時の間）を短期入所で過ごされる方を対象に活動参加費を頂いて「日中活動
（特別活動）」を提供しています。 
季節やイベントに合わせたものや既存のメニュー内容を見直し、よりおいしく召し上がって頂けるよう
工夫しました。アレルギーや趣向、食形態によりメニューが限定されてしまう事があるので、利用者の
状況に対応したレシピを増やしています。夏には、かき氷を実施しました。 
 
＜創作活動＞ 
「フェイクスイーツ」や「レジンアクセサリー」等の工作プログラムを用意しています。 
ご利用者からは、おやつ作りのリクエストが多く、創作活動の実施率が低くなっています。おやつ作り
が中心になるとカロリー過多になることも考えられるため、利用者が興味を持てる創作系プログラムを
考案していきます。 
 
＜外出活動＞ 
昨年度に引き続き、時期に合わせて葛西臨海水族園、地域の夏祭りに参加して楽しんでいただきました。
療育手帳の提示で無料になる施設も多数あるので、感染対策は行いつつご利用者に楽しんでいただける
よう引き続き実施していきます。車椅子利用者や、排泄面での配慮が必要な利用者が増えており、定期
的にトイレを借りられるようなルートを探しています。 
 
＜カラオケ＞ 
iOS のアプリケーションを活用したカラオケを導入しています。インターネットを使用するため多くの
曲を使用でき、ご利用者が希望する曲の多くに対応できるようになり満足して頂けました。また、居室



110 
 

内にテレビを設置したことで周りを気にせずにご利用して頂くことも可能になりました。 
 
＜雑誌・絵本＞ 
月 1 回の雑誌や絵本の購入を行っています。ファッション・エンタメ・グルメなど色々なジャンルの雑
誌を購入し、余暇時間にご利用いただいています。話題作りやコミュニケーションツールとしての活用
もしています。 
 
＜室内環境＞ 
ご利用者に短期入所でより楽しく過ごして頂けるよう、リビングに飾りつけを行っています。季節に合
わせた飾りで、見た目にも季節を感じて頂けるようにしています 
＜居室テレビ＞ 
居室にテレビを設置していますが、各ご利用者が好きな時に見たい番組を視聴できるようになり楽しん
でいただいています。また、消灯が遅いご利用者も他のご利用者に気を遣わずに利用できるので好評で
した。動画配信サービスはリビングのテレビでしか視聴できない為、各居室でも視聴できるようメディ
アプレイヤーを購入予定です。 
 
（３）外部研修 
外部研修の開催状況を職員間で共有し、職員が希望する研修に参加できる体制作りと、研修で得た知識
を現場に還元できるよう報告する機会を作っています。 
今年度は短期入所職員が高次脳機能障害支援、摂食（食事介助）、強度行動障害支援などに関する研修し
ました。 
 
（４）健康管理 
①医療的ケアご利用者受け入れ 
土日も含めて医療的ケアご利用者の受け入れが出来る体制を整えています。令和６年度末に川崎市から
訪問看護との連携制度の提案があり、令和７年度始動に向けて準備を開始しました。現在は、行政（川
崎市障害者福祉施設施設指導課）が訪問看護事業所とのすり合わせを行っています。 
 
②感染症対策 
今年は夏場でもインフルエンザが流行するなど、季節問わず油断できない状況です。新型コロナウイル
ス、季節性インフルエンザ等、引き続き感染症対策を継続しています。短期入所での感染は今のところ
確認されていません。 
 
（５）電話相談、見学 
年間の契約者数は１７名で、たじま生活介護利用者２名、外部利用者１５名でした。 
登録者中１５名が利用しています。（利用のない２名のうち、１名申込はあるものの、キャンセルが続い
ています。） 
登録に至らない相談も別途１件ありました。 
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今年度は一部利用者情報の確認作業を行い、亡くなられている方、入所が確認できた方を契約数から除
外しました。 
 
（６）他機関との連携 
短期入所の特性上、ご利用者情報の不足することが多く他機関との連携の必要性が高いと判断したこと
から、川崎市内の短期入所連絡会を企画しました。令和６年 8 月に、つばき寮、こころん、桜の風、中
央療育センター、もみの木、ラシクル、ひらま、ライブリー、たじまの 9 事業で行いました。連絡会で
は各短期入所の現在のご利用状況や、契約からご利用に至るまでの流れ、予約方法等の情報共有を行い
ました。また、各短期入所を併用されているご利用者に関する情報共有も行われ、この会をきっかけに
カンファレンスの開催が提案されたり、ご利用者に関する情報共有を頻繁に行うようになったりするな
ど、連携の強化が良い効果をもたらしています。その他にも、ご利用者カンファレンスに積極的に参加
し、他事業所からのご利用者紹介などを受けています。 
 
令和７年度は各事業多忙のため参集することは出来ませんでしたが、緊急対応などで連絡を取り合い、
ご利用者の情報を包括的に把握して支援に取り組むことが出来ました。特に令和８年１月に発生したご
利用者家族死亡に関する緊急受入れでは、たじま短期入所・家庭支援センターが中心になり身寄りのい
なくなった利用者の受け入れ態勢を整えました。 
 
（７）緊急受け入れ 
令和７年度下半期は、緊急受け入れの依頼が９名あり、うち３名の受け入れを行っています。 

 相談内容 期間 対応詳細 
１ ご本人より５月２５日~たじま

の利用が可能か入電。他のショ
ートを行ききしていたが、空き
がなく家に帰るもの危険。 
兄弟からの暴力経験もある。 

５ 月 ２ ５ 日
〜 ２ ８ 日 超
過対応 

平日の昼間は、職員の配置的に常時
短期のお部屋に入れず何かあれば
呼び出しボタンも活用。ご本人に了
承得て受け入れを行った。 

２ 5 月 2 日、家庭事情で実家に帰
らなくてはならず、戻りが生活
介護の送迎に間に合わない為
20 時までご利用可能か。 

5 月 2 日 20
時 ま で 超 過
対応。 

排泄で横になることは難しく、居室
は提供できない（リビングで過ご
す）旨を伝えた上で了承いただき受
け入れを行った。 

３ 5 月 5 日朝の送迎時と連絡帳に 
「５/17-18 で納骨に行くので
預かってほしい」 

5 月 17 日朝、
18 日夕方頃
ま で 超 過 対
応。 

部屋が空いていないこと、原則とし
て家庭の送迎が必要な旨を説明。家
庭では送迎できないと訴えたため、
短期入所のみで対応するは不可能
と伝えている。その後、再度ご家庭
送迎なら受け入れ可能のこと促し、
了承を得て受け入れを行った。 

４ 7 月 4 日相談支援アンサンブル 7 月 定員が埋まっているため、調整がつ
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古澤様より入電。家族入院によ
り介護者不在の状況により短
期入所を探しているとの相談
50 代男性、ADL は自立。A-
2,ASD 診断あり。糖尿病歴はあ
るが服薬のみ、注射なし。確認
行動はあるが他害等なし。 た
じま利用歴なし。小向このはな
園利用で受け入れした際は日
中通所する予定。 

かない場合は超過での受け入れを
検討。 
他で受け入れが決まったため受け
入れ断っている。 

５ 
 
 
 
 
 
6 

母が急遽帰国しなくてはなら
いため対応が可能か。 
 
 
 
 
７月９日お母様より入電。母の
体調不良で懸念事項があった
が、手術をすることになり、８
月１１日〜最大８月１６日ま
で。 

7 月 7 日〜11
日 ま で 超 過
対応。 
 
 
 
８ 月 １ １ 日
〜 １ ２ 日 と
８ 月 １ ５ 日
〜 １ ６ 日 超
過対応。 

7 日、8 日は、諸事情により 19 時に
（夕食召し上がられてから）ご帰宅
されている。 
9 日は空きがあったため超過にはな
っていない。 
 
ライブリーの延長ができないか相
談。 
ライブリーでは、８月１２日夕方〜
８月１５日朝まで利用されている。 
 
 

7 お母様から入電 
お母様の検査の結果器質化肺
炎であることが判明。 
８月２３日〜２６日から入院
して治療したいので受け入れ
が可能か。 

８月 すでに超過受け入れがあるため断
っている。 

8 以前より虐待ケースになって
いたご家庭で、本人の激しい祖
爆行為により家族から暴行行
為が発生。 
相談支援アンビケアから相談
があり、緊急受け入れ。 

6 月 25 日〜
26 日 
8 月 26 日〜
28 日超過対
応。 

他のショートステイ等と連携をと
り帰宅しない方向で調整を行った。 

 以下、下半期   
１ 12 月８日、宮前区障害福祉課

CW より入電。18 歳 B２の男性
が親子喧嘩で母親から包丁を

１ ２ 月 １ ０
日〜 

見つからない場合の最終手段とし
てまた相談してほしいと伝えたが
受け入れは行っていない。 
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投げられ、緊急避難が必要との
こと。他短期入所を利用してい
るが、１２月１０日以降の受け
入れ先が見つかっておらず探
している。 

２ 2 月 3 日、父が 2 月 4 日に手術
で 10 日程度入院が必要。普段
は、土日に父が介護にあたり母
が仕事に出ている状況。2 月 7
日夕方〜8 日夕方まで受け入れ
てもらえないかの相談。もしく
は 8 日の日中。 
 

2 月 7 日 16：
00〜2 月 8 日
18：00 

7 日は 16：30 までるーちぇ。 
8 日は 17：00 まで父が仕事のため
終わり次第迎え。受け入れを行っ
た。 

３ 1 月 4 日、生活介護職員が朝の
送迎で家庭に伺うと同居の母
親が倒れているのを発見。（そ
の後死亡が確認）本人は母との
二人暮らしであり、他本人を見
る人がいない状態になった。 

1 月 6 日〜9
日、1 月 2１
日〜22 日 

ライブリー・ラシクルと協力し、し
ばらくの間受け入れを行った。 

４ 2 月 13 日、かわさき LIFE の方
から入電。母が椎間板ヘルニア
の手術で入院するため、3 月 1
日〜23 日まで利用できないか
との相談。 

3 月 1 日〜23
日 

特性上、緊急時のお部屋での受け入
れが不可能と判断され受け入れは
行っていない。 
 

５ 
 
 
 
 
 

2 月 17 日、相談支援どりーむ
（なごみ福祉会）より入。緊急
で 2 月 18 日の 1 泊だけ利用で
きる場所を探しているとの相
談。高校 1 年生、高津区在住。
行動障害支援加算対象だが、家
庭以外では発現しない。身体介
助なし。他短期入所で過ごして
いたが 1 泊だけ空きがない状
況。父母ともにメンタルヘルス
の懸念あり。父の出張と本人の
家庭内不調が重なり母パニッ
ク状態になった。 

2 月 18 日〜
19 日 
 
 
 

家庭状況的に緊急性がある。部屋に
空きがあり、夜勤予定の職員体制的
にも問題がないため受け入れ可能
判断。受け入れを行う予定だった
が、18 日の朝今まで利用してた短期
入所の空きがあると連絡があり、受
け入れを行っていない。 

６ 2 月 27 日、お母様より入電。母 2 月 27 日〜3 27 日、母に連絡するとかなり体調が
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の体調が悪く、家での対応が難
しい。27 日から 28 日まで利用
予定があるが、そのまま延長し
てもらえないかの相談。 

月２日 悪そうな様子があった。 
1 日朝まで超過で延長確定(土曜日
中は、るーちぇを利用。 
土曜に体調確認を行い、体調が改善
しない場合は日曜夕方あるいは月
曜朝まで延長で受け入れ行った。 
28 日の朝ご本人が発熱し、病院に受
診後インフルエンザのため母に連
絡を行い母の体調も良くなってい
た為家に帰宅されている。 
 

７ 2 月 25 日、担当 CW より入電
おじいさんが亡くなり、家族沖
縄へ帰る為、受け入れができな
いかとの相談。 

3 月２日〜4
日 

事業休みかつ人員を配置すること
も困難なため受け入れを行ってい
ない。 
 
 
 

８ 3 月 9 日、川崎区役所 CW より
入電。64 歳女性(身辺は自立)、
弟二人暮らしだったが弟死亡
していたことが判明。泊まれる
場所を探しているとの相談。 

3 月９日〜 3 月 9 日は受け入れができると連絡
するが、3 月 9 日から 14 日までは
行き先が決まっていた。14 日以降は
できる範囲で協力する。 

９ 3 月 29 日、母から入電 3 月 30
日〜4 月 5 日まで母自信が入院
するため、ショートステイの利
用が可能かとの相談あり。父は
仕事が忙しく対応が困難。他シ
ョートの利用が経験なく、頼れ
る場所が当施設のみとのこと。 

3 月 30 日〜4
月５日 
 

3 月 30 日〜4 月 2 日(朝)まで職員配
置が厳しいため、朝 7 時〜夜 22 時
までのご家族送迎が可能であれば
受け入れ可能であることを伝えた。
しかし、父の仕事の都合がつかず対
応困難。4 月 2 日(火)からであれば
ショートステイ利用が可能である
ことを説明済み。 
母の入院日が 4 月 2 日〜9 日変更と
なったため、当該期間でショートス
テイ緊急受け入れを行う。 
→母の体調が良い方向に変わり緊
急受け入れがなくなり、今後のこと
を考え空きがあったところに追加
で利用されている。 
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苦情・要望、解決 
令和７年１０月、職員が都度制止しているが、他利用者が接近してくることが耐えられないため帰宅し
たいとの要望があり利用を中断するケースがありました。（その後も利用があるが、同じ利用者が重な
らないように配慮している） 
 
令和８年 1 月、夜勤職員が下剤と点眼薬を間違え、利用者の目に下剤を入れるという重大事故が発生し
ました。この際、職員が家族に連絡をするも容量を得ず、不安にさせてしまうといった事案がありまし
た。担当係長が現場に急行し、状態観察と家族への謝罪、説明を実施。救急センターに相談の末翌日受
診となりました。 
 
 
令和８年２月、ご利用者から「職員に執拗に手を握られた」と苦情があった。見守りカメラで該当時間
の様子を確認するがバイタル測定によるもので、手を握っている様子もありませんでした。当該利用者
は見慣れない男性職員を苦手視するため、そういったことも影響していると考えられます。 
 
また、共有不足が原因でご利用者のチェックイン時間や送迎等が抜けていることがありました。次年度
は、共有をしっかり行い抜けがないように行います。 
上半期では、ご利用者の忘れ物が多かったが居室のタンスを透明の商品にしたことで、忘れ物が減りま
した。 
 
課題 
 
＜職員体制上の課題＞ 
異動や退職により夜勤に従事できる職員が減少し、シフトに偏りが出てしまう状況です。そのため、今
年度より入社・異動してきた職員もトレーニングとして、消灯前（21 時）までもしくは起床後（7 時）
からの対応から始め、徐々に従事できる人数を増やしている所です。 
 
＜職員の資質向上について＞ 
1 月の苦情をはじめ、職員の能力（教育）不足による事故、苦情が発生することがある。特に夜間帯は
原則男女 1 名ずつのため、基本的な知識・技術と、利用者ごとの準備が必要となる。 
 
令和 8 年 1 月に発生した事故後、事故当時者の職員へ聞き取りを行った結果、この職員に十分な知識・
技術がなく、十分な準備に取り組んでいなかったことが分かりました。これらの結果から、職員全体の
スキル習得度合の確認および向上が必要と考え、たじまキャリアパスの実行を進めていきます。 
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２－５ たじま家庭支援センター 

 
事 業 所 名 称  たじま家庭支援センター 

種 別    特定相談支援事業 一般相談支援事業 地域交流事業 

開 所 年 月 日  平成 28年 4月 1 日 

所 在 地  〒210-0853 神奈川県川崎市田島町 20番 10 

          TEL044-276-9683 FAX044-276-9619 

施 設 概 要  法に基づく計画相談支援及び地域相談支援、地域移行・定着支援、訪問に

よる生活支援・見守り、在宅生活のコーディネイト、 地域住民ボランティア

の育成・活動支援、障害児者と地域住民・ボランティアの交流支援等。 

責 任 者  江良泰成 

事 業 所 番 号 １４７５０００３０１（障害児相談支援） 

         １４３５００１０４３（計画相談支援５２） 

         １４３５００１０４３（地域移行支援５３） 

                  １４３５００１０４３（地域定着支援５４） 

職員配置計画                     令和 8年 3月 31日現在 

職種 
配置 

基準 

配置 

人数 

正規 

職員 

契約 

職員 

パート 

職員 

相談支援専門員 

地域支援員 
3 名 3名 3名 0 名 0 名 

 

    たじま家庭支援センターは、かわさき地域生活支援拠点たじまの拠点施設窓口として、地域の

関係機関と連携し、複合的な生活課題を持つ家庭を支援することを柱とし、これらの支援を通し

て、「地域を基盤とした暮らし」を実現するための地域包括ケアシステムの一翼を担うべく、事業

展開をしてきました。 

 

（１） 相談支援事業  

今年度の相談支援事業は、新規 3 件・終了 2件・継続 29件となりました。 

新規 3件は、すべて一般相談です。1件目は、療育センターから引き継いだ 10代男性のケースで 

  す。高機能の発達障害があり、高校卒業後も定職に就くことができていませんでした。子ども食堂 

  で関わりながら、就職に向けて就労移行支援事業所等への見学に同行する等の支援を行い、その結 

  果障害者雇用で就職することができました。就職後も子ども食堂に参加しており、その都度様子を 

  確認しながら支援を継続しています。2 件目は、たじま日中一時預かりから引き継いだケースです。

軽度知的障害の兄が以前から学習支援に参加しているため、小学校に入学してからは兄弟揃って 

  参加しています。兄弟ともに学習面や生活面に関してこだわりがみられ、それにより兄弟げんかに

発展することもあります。ご自宅での様子を母に確認しながら、本児にあった対応ができるように

努めています。3件目は、たじま生活介護を利用している 50 代男性のケースです。昨年父が逝去し、
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要介護の母と 2人で暮らしていました。生活に必要な様々な手続等のほとんどを父が担っていたた

め、父が逝去されたタイミングで一般相談支援を開始しています。今年に入り母も急逝され、頼れ

る親族もいない状況であったため緊急ショートステイを繋ぎながら生活を送っています。成年後見

制度利用の利用申し立てを同時に行い、もう間もなく審判が決定される予定です。現在は他区にあ

るグループホームの体験利用を進めており、入居が決定した場合には指定特定相談支援事業所に引

き継ぐ予定となっています。 

※相談支援の実績については、実施結果報告書を参照 

   ア 相談対象者 （重複有） 

 実人員 身体障

害 

重症心

身障害 

知的障

害（疑

い 含

む） 

精神障

害（疑

い 含

む） 

発達障

害（疑

い 含

む） 

高次脳

機能障

害 

その他   計 

障害者 34 258 269 577 212 58 0 4 1378 

障害児 13 2 0 203 66 99 0 1 371 

その他 5 0 0 0 0 0 0 17 17 

  計 52 260 269 780 278 157 0 22 1766 

イ 支援方法 

 訪問 面接 

（来所） 

同行 電話等相

談 

その他   計 

家庭 関係機関 

件数 106 102 156 63 675 236 1328 

ウ 支援内容 

 生活支

援見守

り（訪

問） 

衣 食

住 

健康・

医療 

家計・

経済 

余暇活

動等 

子 育

て 

対 人 関

係 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨ

ｱ・研修

に関す

る情報

提供 

権 利 擁

護 

件数 12 174 411 18 4 79 12 1 2 

対応時

間（分） 

455 1585 1810 90 120 235 10 0 0 

 関係機

関等と

の連絡

調整 

福祉サ

ービス 

計画相

談支援

等 

不安不

不安解

消 

災害時

個別避

難計画

の作成 

その他  計 

件数 264 312 32 79 10 394 1785 

対応時

間（分） 

2750 1100 235 60 100 3735 12400 

※ボランティアや研修等に関する相談内容を増やしていく事も課題と考えています。 
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 物価高騰の影響で食糧支援のニーズが高まり、前年度よりも大幅に実施頻度が増えています。 

（対応時間区分と相談件数） 

日中 1162 件 

夜間 185 件（17時 15 分以降の対応） 

休日 3 件（土日・祝日の同行支援） 

 計 1350 件 

※休日・夜間帯対応の件数は、体調不良等でご家族やサービス提供事業所からの連絡となり、減収し

ています。 

（２） 地域交流事業 

      地域交流事業：今年度も地域交流スペース運営委員会という形ではなく、地域交流スペー

ス利用団体交流会として 7月と 2月に実施し、顔の見える関係作りに努めました。 

また、各団体のみなさまに適切にご利用いただけるよう、地域交流スペース・調理活動室・

浴室の貸し出しについての要綱を見直し、交流会で利用団体の担当者と一緒に確認し、活動

紹介及び利用方法についてご意見を頂きました。今後も年２回程度開催し、利用方法等につ

いて検討していきます。 

ア こども食堂(てんとう虫ハウス)共生食堂 

       こども食堂(てんとう虫ハウス)は、子どもから高齢者等を対象としており、9年 8 カ月間

継続しています。地域に住んでいる高齢者・子どもたち等が定期的に参加されています。未

就学児とその母親が利用したことを契機に口コミで広がり、現在 4～5 人の未就学児と母親

が利用しています。会場で食べる家庭の他に、テイクアウトや宅配の需要が増加しており、

会場の人数を上回っています。また、月に 1 回京町にお弁当配布の会場を設置することで、

遠方の方にもお弁当をお届けすることができました。テイクアウトや宅配については、自力

で取りに来ることができる家庭、こどもが自力で取りに来る家庭、支援者が届けないといけ

ない家庭があり、川崎区役所・田島支所が中心となって家庭状況を精査しながら進めていま

す。支援者が届ける家庭については、生活に課題のある家庭となっており、家庭の中に支援

者が入ることに抵抗感がある家庭でも、お弁当の宅配や食糧支援を通じて各家庭に繋がるこ

とができ、支援開始の糸口となっています。しかしながら、これまでの運営方法では食中毒

発生の可能性があると当施設の給食事業者より指摘を受け、3 月よりお弁当配布を中止する

に至りました。それを契機に会場に足を運んでくださる方も増えましたが、様々な事情でそ

れが難しいご家庭もあります。そのような方々については、定期的にこちらから連絡を入れ、

状況を確認しながら必要な食料をお届けできるように努めていきます。 

      また、長年関わって下さったサポーターさん１名が仕事の都合で参加が出来なくなり、新

たなサポーターさん４名と、継続の方３名と合わせて現在７名のサポーターさんが調理をし

てくださっています。サポーターさんとしても、やりがいや居場所となっていることが何よ

りだと考えています。 
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イ 学習支援 

      平成 30 年度 11月から学習支援を開始してから、8年目を迎えます。 

今年度の学習支援では、小学校 5 年生 3～5 名、1年生 1 名の計 6名で毎週水曜日に実施して

います。学年が上がってきたことで、学校の授業についていけなくなってきた子どもが出て

きており、特に算数や漢字は苦手意識を持っています。宿題や課題等に取り組み、終わった

後はボール遊び等をして過ごしています。 

また、サポーターさんは昨年度より継続していた 30 代の男性が仕事の都合で参加ができ

なくなり、2月からはサポーターさん不在の状況となっています。 

 

ウ 食料支援ネットワーク会議 

      コロナウィルスの流行が始まり、学校が一斉休校した平成 31年 3月に開始しています。 

学校が再開するまでの間に、ご家庭での課題(低栄養や虐待等)が浮き彫りとなり、川崎区社

会福祉協議会を中心として、各区役所・支所の地区支援、青丘社、当センターで、お子さん

のいる家庭に何か支援が出来ないか？ということを考え、食糧支援を開始しました。今年で、

丸 6年を迎えます。 

不安定であった食料も、この 6年間で少しずつ安定した供給量となりました。依然として

ご家庭の事情や物価高騰により、食料の配布が必要な状況が継続しています。 

年 4回程度、各関係機関が集まり、支援状況を確認する等を行ないました。 

地域の動きとしては、地区民協を中心に「みんなのごはん」が川崎区で展開し、区内全域

で長期休み前に年 3回開催されています。みんなのごはんは、貧困家庭に限らず、子どもに

食料を届けることを目的とし、町内会館を会場として各地区の創意工夫により子どもや親ご

さんの憩いの場となっています。その中で、地区社協の方や主任児童委員・民生委員との意

見交換会を行ない、区内の現状と食糧支援が必要な家庭があることを改めて認識する場とな

っています。 

※地域交流事業の実績は、実施結果報告書を参照。 

 

エ 地域交流事業                R7.4.1～R8.3.31の間  1,369 名参加 

事業名 内容 参加者 

こども食堂 

～合計 23 回開催 

・共生型食堂として、幼児から

高齢者・障害者が参加。 

・施設来所と配食を実施。配食

については 2 月をもって終

了。 

・サポーターとして、毎回ボラ

ンティアが参加 

・年間合計 1,548 名参加。 

・近隣の幼児、小学生、中学生、高校生、

高齢者。 
 

こども学習支援 小・中学生を中心に、小学生は 年間合計 179 名参加 
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～合計 54 回開催 原則毎週水曜日、中学生は不定

期で実施している。夏・春休み

には、宿題を中心に対応。 

小学生/中学生 

 

（３） 地域等支援事業  

     ア 川崎区機関連携会議 

活動目標として、「支援が必要な人に必要な支援が届くために、支援者同士が手を結び、

各々の支援力を高めていく必要がある。最終目標は、会の効果を地域に還元し、川崎市の

地域包括ケアの構築に寄与すること」を目指し、地域包括支援センター・基幹相談支援セ

ンター・訪問看護ステーション・地区支援担当・高齢・障害担当・精神保健福祉センター・

医療機関等が参加し、月１回第 4木曜日 18時 30分から開催しています。 

             各参加者から事例を提示し、現状のエコマップを通して、川崎区の関係機関（医療・福

祉等）からネットワークをどのように構築していくかを検討し、幼児（障害児）～高齢者

（障害者）「地域包括ケアシステム」を意識した支援を検討しています。コロナウィルス

も落ち着いてきましたが、参集よりもZOOMでの開催を希望される参加者が多かったため、

研修以外については ZOOM での開催を継続しています。 

研修はケアマネ事業所や地域型相談支援センター、指定特定相談支援事業所を中心に

参加を呼びかけ、7月、10 月、2月に参集形式で行い、どの研修も公開研修とすることで、

定例会議のメンバーに限らず多くの方に参加していただくことができました。7月は、地

域包括支援センターとケアマネがともに支援したケースの事例検討を行いました。行政

と支援者の連携がうまくいかず、結果として本人の不利益に繋がってしまった点につい

て、どうしたら他機関との連携がスムーズに図れるかという問題に焦点を当て、意見を出

し合いました。10月は、川崎と沖縄を ZOOM で繋ぎ、沖縄大学名誉教授の島村聡先生に講

義していただきました。複合的な課題を抱えた世帯との繋がり方、川崎との比較等につい

てお話しいただきました。2 月は「65 歳の壁って何が変わるの？～障害福祉から介護保

険への移行」をテーマに研修を行いました。地域サービスセンターことぶきの伊藤多恵子

氏にご登壇いただき、障害者、高齢者ともにサービス提供をしているヘルパー事業所から

見た制度移行の課題をお話しいただきました。障害者の高齢化が急速に進んでいる中、よ

り身近な問題として参加者の関心も高い様子が見受けられました。 

次年度も継続してこの会に興味関心を持っていただき、顔の見える関係を築き、参加者

を増やしていくことを目指していきます。 

 

イ TOUCH（スペシャルニーズのあるこどもたちの未来を考える会） 

活動目標として、医療依存度の高いこどもの、地域社会での生活の可能性が広がり、ま

た、発達障害への対応も細分化され、一人ひとりにあった支援内容を構築していく必要が
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あります。そのため関わる支援者（医療・教育・福祉）が連携を図り、こどもたちとその

家族が幸せに暮らせるよう、支援者の力量を上げることを目指して活動しています。 

 

     ウ 子どもの食糧支援振り返り：6 回開催 

〇みんなのご飯 東鋼会館：７月２４日（木）、１２月２６日（金）、 

浜町４丁目会館：７月２７日（金）、１２月２５日（木）参加  

定期的各関係機関と、食糧支援の振り返りを行い、地域の実情に合わせた食糧配布の

仕方や、人材活用の方法についても話し合いを重ねてきました。区社協・市社協がこど

も未来局から委託を受け、地域資源の一つとして事業を継続して展開することに至りま

した。 

       特に大師地区では、地区社協・民児協等が協働して、フードパントリーを開催し、教

育機関にも働きかけ、中学校内でフードパントリーを開催するに至っている。 

       食糧支援の基本は、家庭内の状況確認となります。頂いた食料を通して（ツールとし

て）、こどもの様子・家族環境を把握していきます。 

 次年度も、食糧支援を必要とする家庭に支援が継続できればと考えています。 

 

エ ひきこもりネットワーク幹事会議（川崎市精神保健福祉センター主催） 

第１回：5月 1 日（木）14:00～総合研修センター会議室にて 

・地域ひきこもり支援情報共有ミーティング（２～３ヶ月に１度、中原区で開催） 

・令和７年度川崎市ひきこもり支援ネットワーク会議について 

第２回：7月 15 日（火）9:30～ふくふく２階心理判定室 

・令和７年度川崎市ひきこもり支援ネットワーク会議について 

 8月 29日（金）13:30～川崎市総合自治会館ホール：長谷川 俊雄先生をお呼びして 

第 3回：9月 29 日（月）9:45～ふくふく２階心理判定室 

・令和７年度第１回ひここもり支援ネットワーク会議について 

・令和７年度川崎市ひきこもり地域支援センター市民講演会について 

第 4回：12 月 12 日（金）10:00～ふくふく２階会議室 

・令和７年度第 2回ひここもり支援ネットワーク会議について 

・令和７年度川崎市ひきこもり地域支援センター市民講演会について 

第 5回：3月 9 日（月）15:00～ふくふく心理判定室 

・地域ひきこもり支援情報共有ミーティングについて 

・和７年度第 2回ひここもり支援ネットワーク会議について  年 5回開催 

  ひきこもりネットワーク会議：総合自治会館にて：2 回開催 

  第１回ひきこもり支援ネットワーク会議：8月 29日（金）川崎市総合自治会館ホール：

13:30～ 
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  ・「ひきこもり支援ハンドブック～寄り添うための羅針盤～」の策定について 

   講師：長谷川 俊雄先生をお招きして：ご家族会含め 37団体に参加し、グループワー

クを開催 

第 2回ひきこもり支援ネットワーク会議：2月 27日（金）川崎市総合自治会館ホール：9:30

～ 

・ひきこもり支援のポイントについて、事例研究を、グループワークを通して開催。 

      参加機関として、37団体が参加。事務局・幹事会以外に、７区の高齢・障害課から代表 

の選出、各機関相談支援センターから１名ずつ、地域支援課から代表者１名、教育委員会か

ら１名、発達相談支援センターから１名、他に親の会等に参加依頼して、市民講座・支援者

向け講座を開催いたしました。特に、当事者からの生きづらさや、周りの支援者に求める事

等について話を伺えたことで、成功体験だけでなく周りが介入するタイミングや、継続的に

帆走することの意味にも触れ、参加頂いている家族会の方々も、体験談含めて意見交換が出

来、当事者の抱える課題とご家族が抱える課題について回を重ねてきている事で、今後の支

援者支援に繋がる道筋を得られたと考えます。 

       参加事業所 参加者 

川崎市精神保健福祉センター 小林所長、柳原副所長、柴崎 DR、倉本室長、

塚田課長、浦係長、一ノ関職員 

ひきこもり地域支援センター 小向職員、西村職員 

フリースペースえん・たまりば 西野理事長 

ホッとスペース中原 佐々木代表 

だい JOBセンター 中村所長 

※次年度の引きこもり支援センターに関して、令和 8年 4 月から、東邦大学医学部精神神経 

医学講座・社会実装精神医学講座が立ち上げた一般社団法人 SODA が、川崎市ひきこもり地 

域支援センター運営事業に係る業務委託に関する事業を引き継ぐ。 

カ 療養通所介護まこと 運営推進会議（年 2 回参加） 

      通常の事業展開が実施されている。ご利用者が入院等で日々の定員割れすることで、事業 

運営が不安定になる要因とはなっているが、職員の確保を怠らず世代育成として研修生・ 

実習生を積極的に受け入れ、医療的ケア児者の置かれている状況について啓発することに努 

めている。区内で同様の事業所（のずえ）が閉鎖になったことで、通う場に困る利用者が出 

てきているが、受入に余裕がない状態にある。この状況を改善するためにも、川崎市と協議 

して閉鎖日となっている木曜日の運用を検討していく必要があると感じている。 

次年度は、この取り組みを再開することで動き出しが始まってきている。まずは、地域向

けの学習会から開始していきたい。 

 

 川崎区機関連携会議等     R7.4.1～R8.3.31 の間     239 名参加 

事業名 内容 参加者 

川崎区機関連携会議・事務局

会議 

支援者機関による事例検討、

公開講座等の運営。 

事務局会議：8回開催 51名参加 

川崎区機関連携会議 
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7 月 24 日（木）公開事例検討

会を開催：桜寿園地域包括支

援センター・おおしまケアプ

ランセンターから事例報告。

39 名参加 

10 月 22 日（水）に公開研修

会開催：「複合的な課題を抱

えた世帯支援」をテーマに、

島村聡講師をお呼びして開

催。ケアマネ等の関係者参

加。35 名参加。 

2 月 25 日（水）公開研修会：

「障害福祉サービスから介

護保険への移行」をテーマ

に、伊藤多恵子氏が講義。17

名参加。 

234 名参加（12回開催・支援者向

け講座、ZOOM と参集にて開催） 

 

 

 

 

 

 

貸館               R7.4.1～R8.3.31 の間   706 名参加 

団体名 内容 参加者 

田島地区民生委員・児童委員

協議会 

研修会 20 名参加（1 回） 

田島地区老人連合会 総会 36 名（2 回） 

田島地区社会福祉協議会 総会 47 名（1 回） 

川崎区機関連携会議 事例検討会・研修会 91 名（3 回） 

川崎区社会福祉協議会 食糧支援ネットワーク会議 69 名（4 回） 

育成会 保護者 30 名（2 回） 

かわさきネット縁 テーマ別研修会 128 名（8 回） 

外部事業所 ケアマネ会議等 212 名（6 回） 

田島町祭礼神輿  100 名 

田島中央地区交流会 ５町会との交流会 43名 

COCORO 動物愛護イベント 30名（1 回） 

地域交流スペース・調理活動室利用団体  R6.4.1～R7.3.31 の間     2137 名参加 

登録活動団体 内容 団体名 

和ははの会 

（まちの縁側事業） 

笑いヨガ、体操、うた 田島地区の地域の方 

健康気功体操 気功体操 小田地区の地域の方 

タムラボ エアロビクス 地域住民 

中国気功保健体操 気功体操 京町地区の方 

スポーツ吹き矢の会 スポーツ吹き矢 地域住民 
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こまどりバレエ バレエ教室 幼稚園卒業児童 

ボッチャの会 ボッチャ 地域の高齢者 

健寿体操 健康体操 日進町地区の高齢者 

ヨギーニ ヨガ教室 渡田小学校 PTA 保護者 

ビオラ男友会 健康体操 介護老人福祉施設ビオラ 

梓の会 配食弁当作り 地域住民 

AHA 川崎 エアロビクス 地域住民 

東三和幼稚園父母の会 幼稚園父母会主催のイベン

ト 

地域住民 

男メシ食堂 男性向け料理教室 地域住民 

     今年度は、新たな団体も参加されました。健康気功体操は、令和 7 年12 月をもって当地域交流 

    スペースでの活動が終了となりました。 

 

（４） 研修報告  R7.4.1～R8.3.31 の間 

外部研修は、相談支援における加算対象となる研修、子どもを支援する上で必要となる研修を

メインで受講し、日々の相談業務に活かすことが出来ました。市内を会場とした研修に参加いた

しました。 

 

日時 内容・開催場所 参加者 

7月 23 日 川崎区地域福祉防災研修 

主催：川崎市介護支援専門員連絡会 

開催会場：カルッツかわさき 

江良 

田島 

佐藤 

10 月 8 日 カスタマーハラスメント 

主催：神奈川県社会福祉協議会 

開催会場：神奈川県社会福祉協議会 

江良 

11 月 4 日 

   5 日 

川崎市医療的ケア児等支援者養成研修 

主催：川崎市健康福祉局総合リハビリテーションセンター 

企画・連携推進課 

開催会場：総合研修センター 

佐藤 

11 月 17 日 

障害者の災害時個別避難計画に関する研修会 

主催：川崎市役所障害計画課 

開催会場：カルッツかわさき 

田島 

11 月 28 日 

障害福祉における「福祉用具・住宅改修」の活用 

主催：中部在宅支援室 

開催会場：中部リハビリテーションセンター 

佐藤 

12 月 13 日 ICT（情報通信技術）を活用したコミュニケーションについて 江良 
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主催：スペシャルニーズのある子どもたちの未来を考える会

TOUCH 

開催会場：教育文化会館 

佐藤 

1 月 8 日 

障害のある人のきょうだいに対する支援の必要性とその支援 

主催：社会福祉法人ともかわさき 

開催場所：障害福祉施設ひらま 

佐藤 

1 月 28 日 

苦情から考えるサービスの質の向上 

主催：川崎市社会福祉協議会 

開催会場：川崎市総合研修センター 

江良 

2 月 18 日 

外国人利用者支援、相談者対応時に役立つポイント  

主催：川崎市総合リハビリテーション推進センター 

開催会場： 総合研修センター 

佐藤 

3 月 4 日 

子どもは育ちなおしの名人「子どもの不登校」にはワケがある 

主催：川崎市社会福祉協議会 

開催会場：総合福祉センター7階 

佐藤 
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３．聖風ホーム（グループホーム） 
 

種 別     共同生活援助事業 

開 所 年 月 日   平成 19 年 3 月 1日 

定 員   24 名 

所 在 地   2 号館（代表） 

〒210-0834 

            川崎市川崎区大島 2丁目 14-3 

            TEL044-742-7226  FAX044-742-3133 

1 号館：川崎市川崎区小田 2丁目 17-23 メゾン第 17むさしＣ棟 

3 号館：川崎市川崎区小田 2丁目 17-23 メゾン第 17むさしＢ棟 

           4 号館：川崎市川崎区小田 2丁目 17-23 メゾン第 17むさしＡ棟 

5 号館：川崎市川崎区大島 4丁目 1-6 ヴィラージュ大島 2階 

           6 号館：川崎市川崎区大島 4丁目 1-6 ヴィラージュ大島 1階 

責 任 者   管理者 徳永 由紀子 

サービス管理責任者  中村 公紀 

事 業 所 番 号   1425000435 

職員配置 

職種 
配置 

基準 

配置 

人数 

正規 

職員 

契約 

職員 

パート 

職員 

管理者 （1） 0.1 0.1 0 0 

サービス管理責任者 （1） 0.5 0.5 0 0 

生活支援員 2.4 3.1 1.1 2 0 

世話人 3.9 5.9 1 2.1 2.8 

令和 8年 3月 31日現在 

※配置人数は常勤換算数 

利用者状況【定員 24 名】 

利用実績（令和７年度平均稼働率 97.8％ ） 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 

規定 

日数 

30 31 30 31 31 30 31 30 31 31 28 31 

全利用数 697 722 713 738 715 711 738 710 709 716 669 731 

人数 

（人） 

23 23 24 24 23 24 24 24 23 23 24 24 

稼働率 

（％） 

96.8 97.0 99.0 99.2 96.1 98.8 99.2 98.6 95.3 96.2 99.6 98.3 

令和 8年 3月 31日現在 
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手帳種別 

種別 1 号 2 号 3 号 4 号 5 号 6 号 

（定員） 4 名 4 名 2 名 4 名 5 名 5 名 

精神手帳 0 0 1 1 2* 2 

療育手帳 4 4* 1 3 4 3 

身体障害者手帳 0 1* 0 0 0 0 

重複 

（精神・療育） 

0 0 0 0 1 0 

重複 

（身体・療育） 

0 1 0 0 0 0 

＊重複障害を表記しております。その為定員数の人数が異なります。 

 
令和 8年 3月 31日現在 

障害支援区分 

区分 1 1 区分 5 1 

区分 2 7 区分 6 1 

区分 3 8   

区分 4 6   

 

0
2
4
6
8

10
12
14
16

精神手帳 療育手帳 身体手帳 重複
精・知

重複
身・知

手帳種別

0
2
4
6
8

10

区分6 区分5 区分4 区分3 区分2 区分1

支援区分 （平均区分 2.9）
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令和 8 年 3月 31日現在 

 

入退去状況 

入所 なし なし 0名 

退所 なし なし 0名 

体験利用 

体験利用 なし なし 0名 

 なし なし 0名 

 

令和 8 年 3月 31日現在 

事業内容振り返り 

 （１）令和 7 年度計画の取り組み状況 

本年度は、稼働率の維持とご利用者満足度の向上を両立させる運営を目標とし、支援体制の見直しお

よび業務改善に取り組んだ。 

稼働率については 98％を目標に設定し、4 月から 11 月までの期間において目標を達成した。休日支

援の充実および年末年始の職員配置体制の見直しにより、年間を通じて利用率の安定 

化を図ることができた。これにより、安定した運営体制の維持に寄与したものと評価する。 

一方で、一時的な職員増員により福祉専門員配置等加算の算定ができない期間が生じたことから、今

後は人員配置と加算要件の両立について計画的な調整が必要である。 

勤務体制については、ご利用者の生活リズムに合わせたシフト制へ移行し、時間外勤務の削減に取り

組んだ。しかしながら、監査通知後に一部職員において月 30 時間を超える時間外勤務が発生したこと

から、業務分担の見直しおよびシフト調整のさらなる最適化が課題として残った。 

ご利用者支援においては、誕生日企画を従来の「各号棟での食事提供」から「ご本人の希望に沿った

食事・外食」へ変更した。ビュッフェ形式の食事体験や外食機会の提供、自炊への動機づけ等につなが

り、ご利用者満足度の向上および個別ニーズに応じた支援の充実に寄与した。 

また、グループ外出計画の実施により、社会参加の機会を確保し、生活の質の向上を図った地域交流

として町内会の夏祭りへ出店（ヨーヨー、スーパーボールすくい）を行い、地域住民との関係性の構築

および地域に開かれた事業所運営を推進した。 

重度グループホームの整備については実施に至らなかったが、不動産情報の収集を継続し、今後の事

業展開に向けた基礎的な検討を行った。 

物価高騰の影響により食材費の維持および行事食の調整を行ったが、一部においてご利用者満足度の

維持に課題が残ったため、今後はコスト管理と満足度向上の両立に向けた工夫が求められる。 

 

 

（ 2 ）関係機関との連携 

① 相談支援事業所および通所事業所等の関係機関と連携し、ご利用者の生活全般を支える体制の強

化に努めた。 

② 日常的にはカンファレンスへの参加や情報共有を通じて、支援内容の統一を図るとともに、ご利
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用者の健康面については生活介護事業所と役割分担を行い、健康診断の受診項  目の調整や結

果の共有を行った。 

③歯科通院において歯磨き指導があったご利用者については、通所先とも連携し、歯間ブラシの使

用等を含めた日常的な口腔ケアの継続支援を行った。 

④入院および手術対応が必要となったケースにおいては、相談支援専門員と連携し、通院付き添い 

および家族への説明対応等について役割分担を行い、ご利用者および家族への支援体制の強化を 

図った。 

⑤サービス等利用計画の共有が十分でないケースがあり、連携が不十分と評価される課題があっ

た。これを受け、相談支援事業所との情報共有方法の見直しを行い、サービス等利用計画の確実

な取得および支援内容への反映を徹底する体制を整備した。 

（３）感染症対策 

①日常的な感染症予防として、毎日の検温を継続的に実施し、発熱等の症状が見られた場合には速

やかに医療機関の受診を促し、新型コロナウイルスおよびインフルエンザの検査を実施した。 

②感染症が疑われる状況においては紙皿等の使い捨て食器を使用するなど、感染拡大防止に向けた

対応を行った。 

③感染症発生時には、ご利用者自身で食事の準備が困難な場合に限り夕食以外の支援も実施すると

ともに、SNS ツールを活用した健康状態の把握を行い、重症化防止および早期対応に努めた。 

④各号棟に嘔吐物処理キット（バケツ等）を設置し、嘔吐時の適切な初期対応が行える環境整備を 

行った。 

⑤運営指導において指摘のあった食中毒対策について、感染症対策とは別に研修を実施し、職員の

知識向上および対応力の強化を図った。 

 

 

（４）運営、会議形態、その他 

① 会議体制の整備 

事業所内において週 1回の定例会議を継続して実施し、職務分担、設備、体制、接遇等に 

関する情報共有を行った。また、個別支援会議を適宜開催し、ご利用者支援に関する検討および支

援方針の統一を図った。 

② 関係機関との情報共有体制 

かわさき地域生活支援拠点たじまとの合同会議および運営会議に参加し、制度や体制、地域動向に

ついての情報共有を行い、事業所運営に反映した。 

③ 自立生活援助への対応 

本年度においては対象となるご利用者のニーズがなく、具体的な支援には至らなかったが、引き続

き情報収集を行い、必要時に対応できる体制の維持に努めた。 

④ 職員研修の実施 

虐待防止、感染症対策、食中毒対策、個人情報の取り扱いおよび BCPに関する研修を実施し、職員

の知識向上および適切な対応力の強化を図った。 

⑤ 世話人業務の見直し 

世話人の業務について、調理業務に偏らないよう、生活支援全体を担う役割であることを継続して
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周知した。整理整頓や清掃等の業務についても担うよう指導を行い、契約更新時にも同様の説明を

実施し、役割の明確化を図った。 

⑥ 食材管理体制の強化 

食材の保存管理について、チェック表の導入や職員による確認体制の強化を行い、適切な衛生管理

に努めた。一方で、世話人への個別指導が必要となる場面も見られたため、継続的な指導および管

理体制の強化が課題である。 

⑦ 長期休暇期間の支援体制 

昨年度に引き続き、長期休暇期間においても日曜日を除き職員を配置し、ご利用者が安心して生活

できる体制を維持した。 

⑧ 勤務体制の見直し 

ご利用者の生活リズムに合わせた遅番勤務の導入を継続し、支援の質の向上を図った。 

⑨ BCP 対策および備蓄管理 

BCP に基づく訓練を実施し、備蓄物資や避難経路の確認を行った。一方で、備蓄食品の管理に課題

が見られたため、今後は保管方法および管理ルールの徹底が必要である。 

⑩ 設備安全対策 

過去の発火事例を踏まえ、全号館においてコンセント点検を継続実施し、安全対策の維持に努め

た。 

 

（５） 地域との連携・交流 

地域との関係構築については、大島地区において町内会へ加入し、地域活動への参加を開始し

た。具体的には、地域清掃活動への職員参加や夏祭りへの出店・ご利用者参加を通じて、地域住民

との交流を図った。これまで地域との関わりが少なく閉鎖的な側面があったが、「地域で安心して暮

らす」ことを目的に、継続的な関係づくりに取り組んだ。 

今後も地域とのつながりを強化し、ご利用者が地域の一員として生活できる環境づくりを推進して

いく。 

（６）総括 

本年度は運営指導を踏まえ、記録管理、支援体制、職員研修等の見直しを行い、事業所運営の適

正化に取り組んだ。 

今後も法令遵守を基本とし、継続的な業務改善および支援の質の向上に努めていく。 
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４. 中部地域生活支援センターはるかぜ 

 

種 別    地域活動支援センターA型 

開 所 年 月 日  平成 28 年  4 月  1 日 

定 員  16 名 

所 在 地  〒211-0035 

          神奈川県川崎市中原区井田 3-16-1  

川崎市中部リハビリテーションセンター2F 

              TEL044-750-8908    FAX044-788-8831 

施 設 概 要   鉄筋コンクリート造２階建て２階部 

床面積  465．09㎡ 

・地域活動支援センター部分 332．14㎡ 

・共用会議室部分      132．95㎡ 

責 任 者  島津 晴美 

事 業 所 番 号  1435200892（指定一般相談支援事業所、指定特定相談支援事業所） 

職員配置計画 

・地域活動支援センター：責任者 1名、三福祉士国家資格いずれかを有する職員１名(兼務可)、 

社会復帰指導員 1.1名以上 

             

・地域移行・地域定着支援：精神保健福祉士または同等の知識を有する職員４名 

(専従 3名、兼務職員 1名) 

・計画相談支援：相談支援専門員 1名（兼務） 

令和 7年 3月 31 日現在 

職 種 配置数 
区 分 

保有資格等 常 勤（非常勤） 
専 従 兼 務 

中部地域生活支援センタ

ー所長 
（管理者兼 
地域活動支援センター） 

1  1 
介護福祉士 
介護支援専門員 

地域移行地域定着支援員 ４ 2（1） （1） 
社会福祉士 
精神保健福祉士 
ピアサポート専門員 

計画相談支援専門員 １  １ 精神保健福祉士 

社会復帰指導員 2 1 （1）  
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（１） 総括 

令和 7 年度は管理者が変更となりましたが、特に大きな混乱もなく「地域活動支援センター事業」

「川崎市地域移行・地域定着支援体制整備事業」「指定特定相談支援事業」「交流促進事業」「ピアサポー

ト活動支援」の主要 5 事業を安定して運営できた一年となりました。 

地域活動支援センター事業、計画相談事業、地域移行・地域定着支援事業それぞれで、中部リハビ

リテーションセンター（以下、中リハ）内の他事業所（中部地域支援室、中部在宅支援室、中部日中

活動支援センター）と連携した支援を展開しました。直接連携し支援体制を組むだけでなく、ケース

について相談しアドバイザー的な立ち位置で意見をもらうなど、自分たちだけでは支援が停滞しそう

なときに、多角的な視点で物事を見て、支援することが出来ています。令和 8 年度は指定管理の第 3

期を迎えますが、どんな施設を目指していきたいかを職員全体で改めて考えたところ、ご利用者、地

域、他機関など様々な人・モノと「つながる」施設を目指したいという意見で一致しました。中リハ

内でのこうした連携は、今後のはるかぜが目指すつながりの基礎となります。 

 

（２） 各事業の実施状況 

ア 地域活動支援事業  

コロナ禍以降、夜間帯（17 時以降）に利用される方が減少しています。その一方で日中の同行や

訪問といった支援ニーズの増加や、依然として高い支援ニーズが続く夜間の電話相談需要等を踏ま

え、令和 7年 4 月から利用時間を変更いたしました。変更に際しては、職員間での協議のみならず、

ご利用者にアンケートや口頭で調査した結果、館内利用時間を「月曜～木曜：10時～20時、金曜、

土曜：10時～17時」に変更することを周知しました。但し、金曜、土曜日の 17 時以降も、ご利用

者からの面談希望や利用希望に関しては、事前予約や連絡をしていただくことで利用可能とするな

ど柔軟に対応していくこともルール化し、ご利用者に不利益が生じないよう、事業所全体で配慮し

ながら実施してきました。さらに、10 月からは土曜日の遅勤務者を 2 名から 1名に変更し、電話相

談を自宅でとるようにしました。これにより、職員の業務負担が解消されたほか、日中に職員を多

く配置し手厚くすることができるようになりました。令和 8年 3 月からは、金曜も同様に遅勤務者

を 1 名とした対応にしています。この変更に関しても、ご利用者に不利益が生じないよう、特に夜

間電話が多い方への事前説明を行っています。また、電話相談では生成アプリ PLOUD NOTE を利用

した録音、記録をし、自宅での相談も取りこぼさないようにしました。なお、電話相談受付時間は

9時～20時で変更はありません。 

また、ご利用者の最新の生活状況を把握し、適切な支援体制を構築するためにも、今年度からは

利用登録を年度更新制に変更し、更新のための面談を既に R7 年 2 月から 6 月にかけて実施しまし

た。結果、利用者数は 208 名から 112名と減少しましたが、ご利用者の生活状況の把握ができ、支

援の充実につながったと考えています。地域活動支援センターとしては個別支援計画の作成義務は

ありませんが、今後、より支援ニーズを可視化し、ご利用者の現状に応じた適切な相談支援体制を

とるためにも、次年度は個別支援計画書を作成する方針です。 

 
イ 地域移行・地域定着支援体制整備事業  
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市外、市内病院の継続ケース 10 件と新規ケース 6 件の支援に取り組みました。そのうち退院例

は 4 ケースでした。内訳は、グループホームへ 1名、アパートへ 1名、友人宅に 2名がそれぞれ退

院しました。なお、友人宅に退院された方については、グループホームやアパートへの移行を目指

している最中に、自ら退院された方であり、その先の支援に上手くつなげることが出来ませんでし

た。本来であれば、入院中に退院後の地域生活も不安なくソフトランディングしていただけるよう

な支援体制をつくることが望ましく、ご本人が限界を迎える前に支援に繋げられるよう、スピード

感のある支援が課題であると感じています。 

  
ウ 指定特定相談支援事業 

前年度の 26 ケースに加えて、今年度は新規 6 件の計画相談を実施しております。内訳は、日中

活動支援センターからの紹介で 1 ケース、地活ご利用者から 1 ケース、地活ご利用者で他相談支援

事業所からの引継ぎ 2ケース、中部地域支援室からの紹介の 2 ケースでした。相談支援専門員 5名

体制で稼働することが出来ました。川崎市の第 5次ノーマライゼーションプラン改訂版の基本方針

に即し、「地域生活を送る上で生じる多様なニーズに対して、地域活動支援センターＡ型の地域性、

専門性、一体性の特徴を生かしたきめ細やかな支援が関係機関と連携を図りながらアウトリーチや

居場所を活用した相談支援を行う」をコンセプトにした相談支援を実践してまいりました。今後も

関係機関との連携を軸に、精神に特化した専門機関として、より良いサービスの提供とは何かを事

業所全体で考えていきます。 

 

エ 交流促進事業 

共用会議室利用状況は以下の通りです。今年度は年間で 1,280 名の利用がありました。 

月 4月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1月 2月 3月 

件数 7 6 10 7 7 6 3 8 8 8 8 9 

人数 71 87 197 103 137 44 20 124 125 150 95 127 

 

オ ピアサポート活動支援                                

今年度もはるかぜのピアサポーターとの協働による田園調布学園大学社会福祉学科の学生との交

流講座を行いました。また、川崎市看護協会の認定訪問看護研修、ハートフル川崎病院との協働

企画「ハートウォームの会」も行いました。また、ピアサポーター講座には、今年度は 7名の受

講生が参加しました。 
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（３） 令和５年度の利用状況並びに主な活動は下記の通りとなります。 

ア 相談支援事業 

 

 

 

 

 

 

イ 地域活動支援センターＡ型運営事業 
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ウ 地活プログラム実施状況 

（ア）パソコン教室 毎週月曜 10時～12時（二部交代制）計 41 回実施、参加者数：147名 

（イ）スポーツプログラム 毎週火曜 13時～14時 計 41回実施、参加者数：231 名 

（ウ）体操教室 月 2 回木曜日（うち一回は講師を中部在宅支援室 PT が担当）  

計 24回実施、参加者数：75名 

（エ）カレー会  計 9 回実施、参加者数：104 名 

（オ）季節行事…8月(納涼会) 参加者数：16 名、12 月(クリスマス会) 参加者数：24名、 

12月（大掃除と豚汁会）参加者数：14名、1月(お雑煮会) 参加者数：18 名 

2月（節分会）参加者数 11名、3 月（ひな祭り）参加者数:7名 

 

エ 美術プログラム 

   アトリエプランタン 計 23回実施、参加者数：85 名 

 

オ 地域移行支援・定着支援事業 

（ア）令和 7年度 個別支援リスト 

病院名 年齢 
性

別 
疾患名 

直近入院期

間 

支援開始

日 

支援終了

日 
退院先など 

斎藤病院 60 代 女 統合失調症 2 年 11 ヵ月 R4.6.17 継続中  

秦野厚生病院 40 代 女 統合失調症 1 年 6 ヵ月 R4.7.5 R8.1.19 友人宅 

栗田病院 60 代 女 統合失調症 29 年 9 カ月 R5.4.26 継続中  

栗田病院 30 代 男 統合失調症 1 年 9 カ月 R5.6.14 継続中  

東横恵愛病院 40 代 女 妄想型統合失

調症 

約 11 年 R6.1.17 継続中  

日向台病院 50 代 男 統合失調症 23 年 1 ヶ月 R6.4.9 継続中  

東横恵愛病院 50 代 女 統合失調症 1 年 11 カ月 R6.5.23 継続中  

ハートフル川崎

病院 

50 代 女 統合失調症 11 年 9 ヶ月 R7.1.15 継続中  

松沢病院 20 代 女 統合失調症 5 ヶ月 R7.2.12 R7.5.13 友人宅 
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生田病院 30 代 男 解離性障害 11 ヵ月 R7.2.14 R7.9.9 グループホーム 

長谷川病院 50 代 女 統合失調症 2 年 5 カ月 R7.7.3 新規  

江田記念病院 50 代 男 統合失調症 1 年 1 か月 R7.6.24 新規  

生田病院 50 代 男 統合失調感情

障害 

3 年 7 カ月 R7.9.2 R8.1.22 アパート単身 

清川遠寿病院 70 代 男 軽度認知症 8 年 7 カ月 R7.10.1 新規  

昭和医科大学

烏山病院 

50 代 男 統合失調症 6 カ月 R7.9.11 新規  

ワシン坂病院 30 代 女 統合失調症 1 年 R7.11.11 新規  

上の表内の網掛けは退院したケース。 

＜そのほか会議等＞ 

（１）体制整備会議（川崎市総合リハビリテーション推進センター 企画・連携推進課との協議   

奇数月第 3水曜 １５：００～１７：００ 

（２）川崎市精神障害者地域移行・地域定着支援推進会議  

年間 6 回/職員 3名、ピアサポーター1名参加  事務局会議 6 回／職員 1名 

 

キ そのほか 

（ア） 中部リハ内連携について  

中部リハ内における協議の場としては、①運営調整部会(毎月)、②運営調整委員会(年 2 回)の
2 つがあります。①は各事業所所長が参加し、前月の運営状況、事業所課題などを共有していま

す。②は中部リハ内４事業所の法人代表者、理事、事業所責任者で構成され、中リハ全体の事業

運営などについても情報共有及び意見交換を行っています。今年度はアフターコロナの試みの一

つとして「地域交流」をテーマに挙げ、井田山周辺の福祉施設や教育機関を対象に、事業所責任

者が手分けして地域交流会のあり方について直接訪問、ヒアリングを行うとともに検討を進めま

した。 
 

（イ） ピアサポ―ト活動支援への取組 

A.ピアサポーター講座 

事業所では、第 19 回ピアサポーター講座を実施しました。今年度の参加者は、当事者 7 名

でした。次年度以降も市の担当課と協議しながら、ピアサポート活動に興味がある方のための

入門編の講座としてより多くの人たちが参加してくれるような講座の企画、運営を目指します。 

 

B.ピア関連プログラム 

ピア関連のプログラムでは、令和 6 年度までは講師を招いての WRAP を開催しておりました

が、年度初めに講師都合で辞退の申し出があり、中止しておりました。令和 8 年度から新しい
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講師を招いて再開することになり、それに先立ちまして、3 月 24日(火)に講師との交流会を行

いました。 

また、ピアスタッフを中心にそれぞれの体験や思いを共有する対話の場「おしゃべりサロン」

を行っております。 

COMHBO 地域精神保健福祉機構主催の「リカバリーフォーラム 2025（ZOOM 開催）」は、開催日

が 3月 20日(金)の祝日で人員と会場確保が難しかったため、当日参加はせず、4月以降にオン

デマンド配信を見ることにしています。 

 

C.利用者ミーティング 

利用者ミーティングは、今年度の参加者は総数 86 名でした。昨年と比較すると参加人数は

若干減少しています。減少の理由として、昨年度まで参加していた方のライフスタイルの変化

や、新規利用者の参加率の低下があげられます。より興味を持って参加してもらえるよう、議

題を事前に募集したり、議事録を目につきやすい場所に掲示するといった工夫をしています。

運営にあたってはピアサポーター2 名と職員の協働により、司会や記録など役割分担をしなが

ら会を進行しており、ピアがかかわることで参加するご利用者が意見を出しやすい雰囲気を創

り出しています。 

 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

R5 10 6 8 9 9 9 11 8 7 9 5 12 
R6 10 8 9 9 5 12 9 7 8 6 8 9 
R7 9 7 7 6 9 9 7 8 6 6 5 7 

 

（ウ）ピアサポーター、ピアスタッフ、メンバーによるイベント参加 

イベント・講座 

7/18（金） 田園調布学園大学 ピアサポーター2名 

ピアスタッフ 1名 

9/4（木） 川崎市看護協会（訪問看護認定研修） ピアサポーター1名 

ピアスタッフ 1名 

11/5(水) 川崎市精神障害者卓球大会 ピアサポーター1名 

メンバー2 名 

3/10（火） ピア活動地域交流会 ピアサポーター7名 

ピアスタッフ 1名 

病院事業説明会 

1)ハートフル川崎病院 

12/18(木)＜職員向け＞参加者/27名 
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（エ） 次年度に向けての取組 

A.入院者訪問支援 
精神保健福祉法改正に伴い、令和 6 年 4 月より「入院者訪問支援事業」が施行されます。そ

れに伴い、川崎市健康福祉局障害保健福祉部精神保健課からの依頼で、入院者訪問支援員研修、

入院者訪問支援事業運営研修等に参加。この事業の対象になるのは、原則、市町村長同意での

医療保護入院者で、面会交流を希望される方に対して、研修を受けた訪問支援員が病院を訪問

して傾聴や生活に関する相談、情報提供等を役割とした面会交流、支援を行うものです。面会

は 2 人 1 組のペアで行い、同じように病気の体験をもつピア（ピアスタッフ、ピアサポーター）

の役割に期待する声も高まっています。はるかぜからは令和 6 年度までに専門職 2 名、ピアス

タッフ 1名が訪問支援員として研修を修了し、依頼を受けて活動してまいりました。次年度も、

専門職 2 名が研修を受けてまいります。 
B.ハートフル川崎病院におけるピアとの協働プログラム 

ハートフル川崎病院との連携、協力で、令和 6 年 5 月より「ピアとの協働プログラム」を実

施します。新しいプログラムの実施に向けて、令和 5 年 12 月にハートフル川崎病院で準備会

議が始まりました。以降、月 1 回の定例会を実施し、ハートフル川崎病院のスタッフの方々と

協議を重ねています。このプログラムは、医学モデルだけでは見えない「ひとり一人のリカバ

リー」を考えること、地域と交流していくことで、院内の生活だけではみえない個人のストレ

ングスや希望する地域生活を探し出していくことを目標にしています。今年度は、病院以外の

施設見学として、中部地域活動支援センターはるかぜの見学を企画しました。次年度以降につ

いては、年 1 回地域資源の見学等を企画してまいります。 
 

（オ）精神保健福祉士実習指導 

A．令和 8年 2/3（火）～2/25（水） 計 15 日間 日本福祉教育専門学校 １名 

B. 令和 8年 3/4（水）～3/24（火） 計 14 日間 田園調布学園大学     １名   合計 2 名 

1/26(月)＜入院患者向け＞参加者/14名 

2)生田病院 

R8年 4 月以降開催予定 

3)東横恵愛病院 

1/23（金）＜患者向け＞ 参加者/8名 

4)武田病院 

12/2（火）＜スタッフ向け＞参加者/20名 

5）栗田病院 

2/9（月）＜患者向け＞参加者/34名 

そのほか 

・ハートフル川崎病院との協働プログラム「ハートウォームの会」を開催。令和 7 年５月

～令和 8年２月まで計 10回実施（令和 8年３月は１年間を総括する振り返りを実施） 
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その他、チャレンジプログラムで東京福祉専門学校より 1日実習を 4名受け入れている。 
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５. 社会復帰訓練所 （就労支援事業所 あやめ） 

 

種 別     就労移行支援サービス・就労継続支援 B型サービス 

就労定着支援サービス 

開 所 年 月 日   移行・継続 B支援事業 平成２０年４月１日 

定着支援事業     平成３０年１０月１日 

定 員   移行１０名・継続 B２０名・定着定員なし 

所 在 地   〒２１３-００１３ 

            神奈川県川崎市高津区末長１－３－８ 

            TEL044-888-4853 FAX044-861-5006 

施 設 概 要   地域において自立した日常生活または社会生活を営むことができるよ

う、ご利用者の働きたい想いに沿い支援をすると共に安定して長く働き続

けられるよう支援をする施設です。多機能型就労支援事業所として就労移

行支援サービス・就労継続支援 B 型サービス、就労定着支援サービスの３

事業を運営しています。 

床 面 積  １階 170.6 ㎡   ２階 158.6 ㎡    

責 任 者   石井 彩子 

事 業 所 番 号   １４１５３００４１５ 

職員配置計画   （就労支援多機能型）          令和 8 年 3月 31日現在 

職種 
配置 

基準 

配置 

人数 

正規 

職員 

契約 

職員 

パート 

職員 

管理者 １(業務に差支えない範

囲で他業務兼務可) 

移行 0.2 

継続 0.2 

定着 0.1 

0.5  

 

 

 

サービス管理責任者 １(60 人に対し１、兼務

可) 

移行 0.2 

継続 0.5 

定着 0.3 

0.5  

 

 

 

生活支援員 1以上 

 

移行 0.3 

継続 1.0 

1.0  

 

0.3 

就労支援員 1以上 移行 1 
 

  1  

職業指導員 2 移行 0 

継続 1 

  

1 

 

 

就労定着支援員  定着 0.5 
 

 0.5 

※配置人数は常勤換算数 

 

障害者総合支援法に基づく「就労支援事業」の２つのコース（就労移行支援事業と就労継続支援

B型事業）から、ご利用者の希望に応じ選択していただきます。一般企業へ就労後は、「就労定着支
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援事業」をご利用いただき、安定して就労を継続できるよう必要に応じて 3年まで契約更新するこ

とができます。 

当事業所では、企業での就労を前提として、生活の土台となる健康状態、生活（家族）状態、自分

に合った仕事についてアセスメントを行い、親亡き後の生活の不安、人生での生き（生活し）づら

さに焦点を当てた相談支援を行いました。そのうえで、ご本人の生きていく力（勇気）と自信が持

てる援助を心がけています。また、企業に就職後、人間関係に悩んでしまう、仕事によるストレス

を抱え込んでしまう、自分の意見を伝えることが苦手である、誰に相談したらよいかわからないな

ど課題がでてきた時に、離職せず就労できるよう各関係機関と連携した定着支援を続けています。 

また、支援の質向上のため満足度アンケートや権利擁護アンケート結果を検証し、ご利用者の意

見要望を受けとめ、職員の意識や技術のレベルアップに努めています。研修数 30 回、参加延べ人数

49名。また、国家資格等の実習生を受入れすることで職員の業務見直しにもなりますし、ご利用者

には自分の経験を伝えるという大切な機会となっています。精神保健福祉士実習生 1名（専門学校

1 校）、同法人中部地域生活支援センターはるかぜより精神保健福祉士実習生体験二日間(専門学校

1名、大学 1 名)。 

苦情解決対応については、公正・中立な立場として地域から第三者委員の方を選任し令和 6 年度

苦情について報告会をおこなっています。令和 6 年度は 6 件の苦情、2 件の要望、1 件の相談があ

りました。 

運営連絡会は開設時に地域住民の方との協約で「地元との話し合いの拠点として運営連絡会を設

置してほしい」という要望を受け開催をしています。家族連合会会長、行政、地域の方に出席いた

だきました。非常災害時について、広報媒体それぞれの位置づけ、行政や地域包括支援センターや

地域とのつながりについて等の質問をいただきました。地域の方からは「このような場があるこを

万人が知らなくても誰かが知ってくれていると良いと改めて感じた」とご感想をいただきました。 

昼食については引き続き配食業者に依頼し低価格で食品数を多く取れる工夫を続けています。量

やごはんの種類が選べますが、健康管理を意識して選択されています。お弁当を食べることが通所

のモチベーションの一つとしている方もいらっしゃいます。 

感染症対策のため、ご利用者・職員共に検温・マスク着用・手洗いうがいの喚起・定期的な換気・

次亜塩素酸ナトリウムによる施設内消毒を毎日継続しています。他機関との連携プログラム・個別

対応プログラムは必要に応じて実施しています。 

作業面では、受託作業の新規取引と従来取引のあった企業から新しい作業を受注しました。自主

製品（レジン雑貨・トートバック・ウロバッグカバーなど）製作はクオリティーを挙げながら継続

しています。その結果、かわさき産 SUN フェスティバルに連続して出店しました。動物愛護センタ

ーからの依頼で自主製品販売の出店をしました。販売の他にひっぱりくじを実施したところ見事完

売しました。 

広報としては、あやめ通信を年 1回発行、インスタグラムの適宜発信、事業所での活動内容がわ

かりやすいよう写真を多く取り入れています。 

 

（１） 事業報告の概要 

ア 就労継続支援Ｂ型事業（定員２０名） ＊期間の制限はありません。 

年度末登録者は 28 名で、平均して日々13 名の方がご利用されました。1 名の方が短時間
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雇用プロジェクトを活用し就労されました。就労してから 6 ヶ月は経過しておりませんが、

3 月末現在まで就労継続中です。施設内作業では令和 7 年度に取引のあった業者は 12社でし

た。施設内作業収入は（令和 6 年度 346 万円、令和 7 年度 311 万円）前年度比較 35 万円の

減収、施設外実習収入は（令和 6 年度 87 万円、令和 7 年度 100 万円）前年度比較 9 万円の

増収となりました。令和 7 年度の工賃収入は総額 411 万円、時給 414 円の工賃支給となりま

した。昨年度まで受注していた市制 100周年 GREEN FOR ALL 企画分減収していますが、コロ

ナ禍以降に取引が始まった 2 社の企業からは年々受注量、輸入が増加しています。法人内他

事業所との連携により施設内作業を 1作業（行事に使用する小物）、施設外作業を 3 作業（清

掃業務・事務補助・介護補助）請け負うことができました。介護補助業務は通年で週 2日の

業務を請け負っております。 

自主製品（小物雑貨）の製作販売は 9年目となり、かわさき産 SUN フェスティバルは定期的

に出店できるようになりました。 

ご利用者の状態を職員と自らが把握するための「気分調べチェックシート」を継続的に行

いました。「気分調べチェックシートを継続利用する事で、普段なかなか自分から不調等を訴

える事の出来ないご利用者の日々の変化について職員同士がスムーズに情報共有する事が

でき、関係機関との連携や個別支援に活かしています。 

家族会は 3月に実施しました。ご家族の高齢化により坂道を登ることが難しい方が多いの

で、溝の口駅まで事業車で送迎をさせていただきました。また、職員の入れ替わりが大きい

年であったことや、利用開始から 1～3 年の方も増えてきたことから、事業所見学及び茶話

会形式で開催いたしました。「家で話しを聞くが実際にどんなことをやっているのか知れて

良かった」「家族同士で話しを出来るのは良い」とご意見を頂きました。 

 

イ 就労移行支援事業（定員１０名） ＊利用期間２年   

年度末登録者は 1名で１日平均 1名の方がご利用されました。就労実績は 3名の方が就職

しています。 

人数が少ないメリットを生かし、ハローワークとの連携や企業応援センターかわさきと短

時間就労から時間を増やす目標を設定しながら就労支援につなぎました。モチベーションが

下がらないよう、企業見学やハローワーク登録や求職の探し方など、その方の希望に合わせ

支援をしています。 

トートバック製作では、様々な工夫案をご利用者と共に考え、少しずつデザインの変更を

しています。当年はウロバッグカバー制作依頼があり、作成しました。 

また引き続きご利用者自身が日々の精神状態や体調面の振り返りを行い、職員に報告する

事ができるように K-STEP を実施しています。K-STEP を継続して行う事で、ご利用者自身で

自分の症状や体調の変化の兆しについて新たな気づきを得る事ができ、職員もよりご利用者

の変化について把握する事が出来ました。文字が苦手なご利用者には絵や写真で工程を覚え

ていただき、行動把握が苦手は方には振り返り面談をすることでご自身の苦手な面に気づけ

るよう支援を続けています。 

その他に軽作業以外のスキルアップを目的として自主学習の時間にお知らせや月間スケ

ジュール表の作成、施設内で使用する各種事務用品の準備、作業手順表の作成などを行って
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いただきました。 

施設内での作業や施設外実習に関しては、就労後の状況を想定してより実践的に臨む事が出

来る場として、自分にあった就労体験実習（事務・軽作業・清掃・介護）の情報提供や就職

活動の支援を行いました。 

ご利用者の活動報告の一環として、あやめ通信を年 3 回発行し外部機関や利用希望の方へ

の発信を行っています。 

ご利用者からいただいたご意見の“他事業所と異なりゆっくりと自分に向き合いながら通え

る場”の提供が出来るよう支援に努めています。 

 支援学校進路担当との連携としては、3 名の方が見学に来られました。また、一昨年度に

就労アセスメントを経て今年度の 4 月から就労継続支援 B 型に入所された方が 1 名おりま

す。 

 

（ア） 就労支援プログラム 
Ａ 社会生活技能訓練（ＳＳＴ）は、ご利用者の知的レベルや課題に大きく違いが

あり個別ワークの実施となりました。 

内容は日常生活や就労準備の段階、就労後に課題と感じている事柄・場面につい

てご利用者から意見を頂いたものをテーマにしてその方のレベルにあった内容で

実施しています。 

 実施内容 

「苦手な作業から別の作業に変更したい気持ちを伝える」 

「自分の気持ちを感情的にならないように伝える」 

 

Ｂ 運動プログラムは、週 20時間労働（障害者雇用のカウントになる最低就労時間

数）ができるよう体力を養う事を目的ですが、夏場は猛暑によりご利用者の希望

がすくないため 1 回行いました。 

（Ａ） 実施内容「ウォーキング」  

第 1回 1月 6日（初詣 溝ノ口神社）  

  

Ｅ 地元企業とのコラボ製品 

地元企業と連携し、アロマオイルのボトル充填、箱作り、包装を担当しまし

た。また、自主施品販売会にも一緒に参加しています。 

Ｆ パソコン教室 

令和 7年度は通算 36回教室を開催、延参加者数 48名でした。 

個別学習のため１回の参加者は 1～2 人、週に１回で実施しました。受講生の習熟

度に合わせ復習をしながら学習したことが実践で役立つようスキルアップを図り

ました。学んだことを就労体験時の報告などで実際に活かしています。また、施

設内の事務用品準備作業も担い、お知らせや募集の案内の作成を行っていただき

ました。Excel や作図のスキルを身に着ける、就労していた時に使ったスキルの復

習をする、AI機能を使い動画を取り入れながら自分の想いを表現するなど各自に
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あった内容で学ぶことができました。 

 

ウ 就労定着支援事業 ＊利用期間３年＊  

年度末登録者は 2 名でした。企業訪問や事業での面談、各関係機関との連絡調整、各種

プログラムの実施など生活全般の質を上げるための支援を行ないました。就労移行支援事

業としての定着支援から就労定着支援事業への引き継時は、事業の異なる点を理解できる

よう丁寧な説明をしました。 

企業や事業所での面談（電話相談・メール・リモート面談含む）は月 1 回以上行い、業務

や環境面については企業担当者と連携、生活面については家族や関係機関と連携していま

す。一貫して顔の見える就労支援ができる強みのある事業所として企業からも評価を頂い

ています。体調に合わせた勤務日数の調整や、職場の変化があった時にご本人の気持ちを

確認し企業担当者と共有しながら支援を行いました。 

就労者の会を 3月に開催しました。就労を長期間継続している方から就労したばかりの

方とキャリアの異なる方々3名が集まりました。体調についてや職場の悩みなどの情報交換

を和やかな雰囲気の中で実施できました。 

 

（２） 苦情・要望報告 

総数 3 件 → 苦情 2 件 要望 1件（全て解決済） 

ア （内容内訳） 

     作業  1件 施設外実習 

支援  2件 他利用者について 

 

（３） 事故報告 

      総数 11件  

ア （内容内訳） 

  車  2 件 事業車物損 

事務 1件 工賃計算ミス 

転落 2件 階段、食堂、 

転倒 1件 作業場 

作業中の怪我 3 件 切り傷 

所在不明 1 件 

誤嚥   1 件 (帰宅途中に発生・死亡事故) 川崎市へ報告 

 

（４） ヒヤリハット報告 

      総数 7件 （事故につながらないように職員間で情報共有、ご利用者には注意喚起） 

ア （内容内訳） 

      事務 1件   環境 3 件   確認 3件      

       

  （５） 満足調査 
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      満足調査の結果を基に職員の支援の質と意識の持ち方の把握に努め、支援向上に活かし 

ました。 

    ア 配布 26 枚 回収 26 枚 回収率 100％ 

      結果としては、各質問ともに“そう思う”“ややそう思う”が大半を占めましたが、そ

の中で「職員の態度がえらそうであったり、怖いと感じたことがある」に 1名の方が不

満足と回答しています。「職員に“不公平”だと感じたことがある」という質問に 2 名の

方が不満足と回答しています。職員会議で課題の共有と改善策を検討し、改善策として

職員の口調や説明の仕方によりご利用者の受け取り方に差があるため障害特性に配慮し

た対応を引き続き意識していくこととしました。調子の波により作業中の会話が止まら

なくなる方もいるため、その方への対応については、その時々に合わせた伝え方やタイ

ミングなどに配慮し、不満を訴えている方が少なくなるよう今後も対応の工夫を続けて

いきます。 

（６） 利用者状況 

ア 登録者状況 

（ア） 就労継続支援Ｂ型事業 

性別 定員 
令和 7年度 

末登録者 

令和 6 年度

末登録者 

登録 

取消者 

新規 

登録者 

就労者 

(取消者内) 

男性 

20 

19 22 5 2 1 

女性 9 9 2 2 0 

合計（名） 28 31 7 4 1 

   

（イ） 就労移行支援事業 

性別 定員 
令和 7年度 

末登録者 

令和 6 年度 

末登録者 

登録 

取消者 

新規 

登録者 
就労者 

男性 

10 

0 1 2 1 2（1） 

女性 1 1 1 1 1（0） 

合計（名） 1 2 3 2 3（1） 

     ＊（ ）は就労開始から 6カ月以上経過している就労者です。 

 

（ウ） 就労定着支援事業 

性別 定員 
令和 7年度 

末登録者 

令和 6年度 

末登録者 

登録 

取消者 

新規 

登録者 
備考 

男性 
基準 

なし 

0 0 0 0  

女性 2 1 0 1  

合計（名） 2 1 0 0  

 

イ 年齢別状況 
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（ア） 就労継続支援Ｂ型事業 

性別 18 歳～ 
20 歳

～ 

30歳

～ 

40 歳

～ 

50歳

～ 

60 歳

～ 
合計 平均年齢 

男性 0 0 2 3 8 6 19 53 

女性 1 1 1 1 4 1 9 45 

合計（名） 1 1 3 4 12 7 28 51 

         

 

 

（イ） 就労移行支援事業 

性別 
18 歳

～ 

20 歳

～ 

30歳

～ 

40 歳

～ 

50歳

～ 

60 歳

～ 
合計 平均年齢 

男性 0 0 0 0 0 0 0 0 

女性 0 0 0 0 1 0 1 51 

合計（名） 0 0 0 0 1 0 1 51 

（ウ） 両事業合計 

性別 
18歳

～ 

20 歳

～ 

30歳

～ 

40 歳

～ 

50歳

～ 

60 歳

～ 
合計 平均年齢 

男性 0 0 3 5 12 3 23 51 

女性 0 1 2 1 5 1 10 46 

合計（名） 0 1 5 6 17 4 33 50 

  

（エ） 就労定着支援事業 

  性別 
18歳

～ 

20 歳

～ 

30歳

～ 

40 歳

～ 

50歳

～ 

60 歳

～ 
合計 平均年齢 

男性 0 0 0 0 0 0 0 0 

女性 0 0 0 1 1 0 2 45 

合計（名） 0 0 0 1 1 0 2 45 

 

ウ 出身区別状況 

住居区 継続 移行 定着 合計 住居区 継続 移行 定着 合計 

横浜市 1 0 0 1 宮前区 4 0 0 4 

幸区 0 0 0 0 多摩区 0 0 0 0 

中原区 6 0 0 6 麻生区 1 0 0 1 

高津区 16 1 2 19 合計（名） 28 1 2 31 

 

エ 手帳別状況 

   （ア） 精神障害程度(障害者手帳)             （重複含む） 
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1 級 2級 3級 判定なし 療育＊ 合計 

合計 
男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 

継続Ｂ型 0 0 10 4 5 2 2 1 2 4 19 11 31 

移行 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 2 2 

定着 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 2 2 

合計（名） 0 0 10 5 5 4 2 1 2 5 19 15 35 

＊  継続Ｂ型： 療育手帳 B２:6 名（男性 2名 女性 4名（精神 2 級と重複 2名・3級と重複 1名） 

      移行：   身体障害者手帳 4級：1名(女性 1名 精神 3 級と重複         

  

 

（イ） 精神疾患名                   （重複含む） 

疾患名 継続 移行 定着 合計 

統合失調症 12 0 1 13 

うつ病 3 0 0 3 

双極性障害 3 0 0 3 

適応障害 1 0 0 1 

自閉症ｽﾍﾟｸﾄﾗﾑ 3 0 0 3 

不安障害 2 0 0 2 

てんかん 2 0 1 3 

高次脳機能障害 0 1 0 1 

知的障害 6 0 0 5 

合計（名） 31 1 2 34 

＊ 上記疾患と重複： アルコール依存症 1 名 

                      強迫性障害   1 名 

                       

オ 入退所及び契約状況 

継続 B 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9月 10 月 11月 12 月 1月 2月 3月 計(名) 

入所 1 0 1 0 0 0  1 1 0 0 0 0 4 

退所 0 0 1 0 0 0 1  2 1 1 1 0 7 

移行 4月 5 月 6月 7 月 8 月 9月 10 月 11月 12 月 1月 2月 3月 計(名) 

入所 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 2 

退所 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 3 

定着 4月 5 月 6月 7 月 8 月 9月 10 月 11月 12 月 1月 2月 3月 計(名) 

契約 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 

解除 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 
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６．川崎市南部基幹相談支援センター 
 

種      別   基幹相談支援センター 

計画相談支援・地域移行支援・地域定着支援・障害児相談支援 

開 所 年 月 日   ２０２１年１０月１日 

定      員   定員なし 

所 在 地   〒210-0834 

            神奈川県川崎市川崎区大島 1-4-8 イーストブルー101 

            TEL 044-222-8281    FAX 044-589-5620 

施  設  概 要   鉄筋コンクリート造 ９階建 1階部分 

床   面   積   ５５．１５８㎡ 

責 任 者   原 智子 

事 業 所 番 号   計画相談支援  1435000508 

地域移行支援  1435000508 

職員配置 ： 合計４名 

職種 
配置 

基準 

配置人数 

～R7.8 R7.9～  

正規職員 

～R7.8 R7.9～  

契約 

職員 

パート 

職員 

所長・管理者（兼務） １ １ １   

主任相談支援専門員（市･国） ２ ２   ４  ２  ４   

相談支援専門員 ２    ２   ０  ２  ０   

医療系相談員 １ ０    ０   

※配置人数は常勤換算数 

 

（１） 事業所の基本方針、事業内容 

ア 重点目標  

川崎市の相談支援体制の再編に伴い、川崎区、幸区の２区を管轄する基幹相談支援センタ

ーを受託した。川崎市障害者相談支援センター設置要綱に則り、病気や障害等により生きづ

らさを抱える方々に必要な支援を届けられるよう、管轄する地域での新たな相談支援体制の

構築を図り、相談支援体制の強化、地域の相談支援従事者、事業所を支える仕組みづくり、

人材育成の２本柱とした。 

 

    イ 主な取り組み 

（ア） 地域相談支援センターが実施する事業の保管および広域調整等 

      〇地域型が担当するケースの個別支援会議へ出席し、情報整理や支援方針の検討などに関

わった。また、個別支援に関する助言、同行訪問等も行った。 

○地域型に新規相談が集中した際に、一時的に継続的な相談支援を受入れた。 

○転入、転出等、担当エリアを超えた支援のつなぎ役として、一時的・継続的な相談支援     
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を実施した。 

（イ） 総合的・専門的な相談支援 

○川崎市の委託事業である基幹相談支援センターの人員配置基準に基づき、専従の相談支

援専門員４名（社会福祉士、精神保健福祉士の有資格者）を配置し、総合的・専門的な

相談支援に対応できる体制を整備した。相談支援従事者研修、専門研修等を積極的に受

講または企画に携わり学びを深めるなど、多様化・複雑化する相談ニーズに対応できる

よう努めてきた。 

○医療観察法対象者の地域移行後の定着支援／宿泊型自立訓練施設へ入所中の方の支援

／精神科病院からの退院支援／県外 GH 入居者への相談支援／少年院仮退院後の地域定

着支援、後方支援／コア会議後の個別ケース支援に対する後方支援／手帳がなく病識

がない、医療や福祉につながっていない兄妹への支援など 

○複合的課題を抱えるケースや支援調整が必要なケースが多く、複数の支援機関や基幹

が継続的に関わる事例が増えている。 

○地域みまもり支援センターが開催するサービス調整会議、相談支援調整会議等に出席し、

適正なサービス利用に関する意見出しや地域の相談支援体制に関する協議、検討、人材

育成の一環として実施を推奨されているストレングスモデルに基づくグループスーパ

ービジョンの企画運営に努めた。 

○管轄区外、市外からの転入や住所不定の方など地区割では対応の難しい相談、虐待な

どの緊急性の高いケースや医療的ケア等の専門的な支援が必要なケース等に対して、

市外、県外の相談機関や担当の行政、専門機関等と連携協働し、広域的な調整を行う

など必要な支援を提供した。 

（ウ） 地域の相談支援体制の強化の取組 

○地域の相談支援センター、指定特定相談支援事業所など管轄する地域の相談機関に対

して必要な時に必要なかかわりができるよう、日頃の関わりなどから状況の把握に努

めた。 

○事業所訪問 

・R７年度は地域相談支援センター７か所へ訪問：担当エリアの地域性や事業所の状

況、業務に関する困りごと等の聞き取り、現状把握を行った。 

訪問を通じて、相談員の経験年数のばらつき、担当数や「地域づくり」に関する取

組みの差、セルフプランの方への対応の多さ、支援終結の判断の困難さ、などが見

えた。多忙な業務状況の中で、地域づくりの取組に十分時間を割くことが難しい状

況を把握した。会議や支援センターミーティングの場だけでは把握できていなかっ

た情報もあり、改めて訪問の必要性を感じた。 

・定期的な会議の場やその後の立ち話などから相談を受ける場面も多々あり、顔を合

わせて話す機会を大切にしてきた。 

○地域の相談支援従事者等の人材育成の支援 

       ・法定研修等の場で顔の見える関係づくりができたことでその後の相談に繋がった。 
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・幸区権利擁護連絡会、南部３機関連絡会の取組として実施。 

・研修企画検討委員会へ委員として参画し、法定研修、スキルアップ研修等において

研修統括や講師、演習ファシリテータ―、実習受け入れ等の役割を担った。 

      〇地域の相談支援機関等に対する運営支援 

・宿泊型自立訓練施設に対して、基幹に入ってきた GH情報(チラシ等)を情報提供した 

・地域型への訪問聞き取りから、セルフプランの方への対応の多さ、支援終結の判断

の困難さ、などが見えた。→業務量の増加につながる 

・業務量が多く事業所内でのケース共有や支援の検討のための時間の確保に苦慮して

いるという意見もあった。職員体制や相談員の経験年数の差などの要因からも、組

織内だけでは OJT に限界があり、センターを超えて相談できる機会、地域の中で育

ちあう場・人材育成の場が必要。 

セルフプラン対応の増加、支援終結の判断の困難さなども、業務量の多さに影響し

ていると考えられる。 

※現状を踏まえ、地域の相談支援体制の強化に向けた取組について、特に重点的に

検討・実施していく必要がある 

      〇地域の相談機関や住民等との連携強化の取組 

・年度初めに、各区の地域型とともに民生委員・児童委員協議会の会長会、地区民協

等へ赴き、障害者相談支援センターの普及啓発を行った。また、求めに応じて各民

児協の勉強会等の場で障害福祉に関する情報提供や講話を行うなど、普及啓発に努

めた。 

・川崎区機関連携会議の事務局として、定期的な事例検討会を継続的に実施した。 

・川崎区５支援センターミーティング：年６回開催。オンライン併用、参集３回 

普及啓発；川崎区家族会「さんか会」定例会への参加（８名）家族会の参加者から

困りごとの相談を受け、地区担当の地域型へ繋ぐことができた。 

・意見交換；「意思決定支援」「カスタマーハラスメント」（９名参加）座談で意見交換

を行った。カスタマーハラスメントについては、参加者の多くが経験していること

が分かった。 

・勉強会；就労選択支援を知ろう（10名参加） 

就労選択支援事業所（２事業所）職員を講師として招き、事業概要やサービス利用

の流れ、事例等についての講話と質疑応答を行った。新設サービスに関する学びを

深め、今後の支援に役立つ情報を得ることができた。 

〇市協議会の健康福祉局との共同運営及び区協議会の各区役所との共同運営 

・市協議会企画運営会議へ参画。 

・川崎区、幸区地域自立支援協議会の事務局として企画運営に携わった。 
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・川崎区、幸区地域自立支援協議会の相談支援事業所連絡会において、事例検討会や

勉強会等を実施。参加者の声から、事例検討や相談支援従事者の横のつながり、実

務に役立つ知識の習得などの機会が求められていることがわかった。 

 

 

 

（エ） 地域移行・地域定着の促進の取組 

○障害者支援施設及び精神科病院等への地域移行に向けた普及啓発 

・川崎市入所施設からの地域移行推進会議へ議長として参画。地域移行コーディネー

ターと協働し、基幹会議やその他の会議の場等を活用して川崎市施設からの地域移

行ガイドラインおよび概要版の普及啓発に努めた。また、推進会議の取組として、

市内の障害福祉サービス従事者や入所施設職員に向けた研修企画に参画した。 

・川崎市精神障害者地域移行支援・地域定着支援推進会議の事務局として参画。・各ワ

ーキングでは地域に向けて活動を発信した。「家族部ワーキング」家族会の方がメン

バーに加わり企画当日に参加するなど顔の見える関係づくりを始めることが出来た

「ピアサポートワークング」ピア活動を知ってもらうための研修を開催し GWなどで

やり取りすることが出来た「居住支援ワーキング」居住支援協議会との協賛で研修

を行なった、これまで以上に不動産関係者にも広く参加を呼び掛けた 

 

      ○障害者支援施設及び精神科病院等に入所・入院している障害者等に対する意思決定支援

の取組の推進 

・川崎市入所施設からの地域移行推進会議の取組みとして、市内の障害福祉サービス

従事者や入所施設職員に向けた研修企画に参画した。 

・「障害福祉サービスの利用等にあたっての意思決定支援ガイドライン」を理解する 

ため県主催の研修に参加し、障害者やその家族が安心して地域移行に挑戦できるよ 

うな関りや体制づくりに努めた。 

・地域活動支援センターＡ型の機能に関する懇談会に出席し、地域の現状を伝えた。 

○障害者等の地域生活を支える体制整備コーディネート 

       ・市内宿泊型自立支援事業所に対して、随時 GH情報の提供を行った。その他、問い合

わせに対する情報提供を行った：53件 

・障害者支援施設等の担当者と協働し、地域生活の体験や移行後の生活につながるよう 

に道筋を立てた。地域の通所事業所、グループホーム等との連携を図った。 

（オ）権利擁護・虐待の防止について 

○川崎市障害者虐待防止対策事業実施要綱に基づき地域みまもり支援センターからの要

請を受けてコアメンバー会議へ出席し、客観的な立場からの意見や支援方針の検討等を

行った。その後の継続支援では権利擁護の視点を意識した。 

・コアメンバー会議出席 
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・川崎区 コアメンバー会議：15件、個別ケース会議：37件 

・幸区  コアメンバー会議：4 件、個別ケース会議：5 件 

 ○幸区権利擁護連絡会として区内地域活動支援センターへのニーズ調査を行った。複数の

地域活動支援センターを経営している法人より、法人全体への研修の希望があった。ニ

ーズに合わせた形での出張講座を実施し、権利擁護に関する啓蒙啓発活動を行った。 

 

〇障害者虐待を防止するための取組 

・川崎市障害者虐待対応マニュアルの確認、対応に関する勉強会等の実施 

川崎区：支所統合に伴い、川崎市障害者虐待対応マニュアルの理解や対応の共通化を

図るための取組として、虐待対応マニュアルの勉強会、対応に関する意見交換を区役

所と共同で企画し実施した（年１回）。虐待通報やその後の対応が多いエリアであり、

区役所との協働連携が不可欠であることから次年度以降も取組の継続が必要と感じた 

幸区：幸区権利擁護連絡会の取組として、相談支援調整会議内で勉強会を実施（年１

回）、区内で複数事業所を運営する法人内の研修として出張セミナーを実施（１回）。

アンケート結果では、継続を望む声は多かった。同連絡会は R４年度から区役所、あん

しんセンター、基幹の３者で運営してきたが、R８年度は幸区あんしんセンターと南部

基幹で取組を継続することとなった。今後の活動については、これまで勉強会に参加

してきた地域型の意見も取り入れていきたい。 

※複合的課題を抱えるケースや支援調整が必要なケースは年々増加傾向にあり、コア

メンバー会議、個別ケース会議の多さ、その後の支援の重要性などから、特に重点

的に取り組む必要がある。 

・業務会議の時間を活用し、月１回虐待防止チェックリスト表を用いて日頃の自分自

身の振り返りを行なった。 

〇成年後見制度および日常生活自立支援事業の利用支援の取組 

・制度を必要とする方へ制度利用に向けた手続き支援等を実施（２件） 

・幸区権利擁護連絡会の取組として相談支援調整会議内で勉強会を実施。 

〇障害者差別の解消に関する取組 

・幸区権利擁護連絡会の取組として、幸プラザ祭りにて障害者差別解消に関するリーフレ

ットを配布 

・川崎市障害者差別解消支援地域協議会委員として参加し、地域の状況を共有した。 

   （カ） 日常生活自立支援事業の利用促進の取組 

○必要な方へ適切な情報提供ができるよう、あんしんセンターからの情報を共有した。 

      ○消費者トラブルを防止するための取組について、具体的な取組が出来なかったが、今後

も引き続きの課題として地域の関係機関に対して、川崎市消費者行政センターの消費者

トラブル相談事例などを活用した普及啓発を行っていく。 
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ウ その他の取組 

    〇法人の特性を活かした取組 

・川崎区機関連携会議の事務局として、桜寿園、たじま家庭支援センターと連携協働し、

地域の支援者や地域住民との繋がりの強化など、地域に根差した支援体制づくりを進め

た。 

・法人内の各事業と連携協働し、障害種別や年齢を問わない相談への対応に努めた。 

    ○市民や支援を必要とする方々の防災対策 

・幸区災害対策協議会要援護者支援部会の委員として出席し、区内関係機関との訓練に参

加した。 

・「事業継続計画」の実地訓練として、同敷地内事業所の地域サービスセンターことぶきと

合同で訓練を実施し、避難場所の確認を行い移動時のリスクなどを把握した。 

・今年度は取組むことが出来なかったが、災害時に備えて、地域のサービス事業所等が相互

に助けあえるよう横のつながりを拡げる仕組みづくりを次年度以降継続して進めていく。 

   

エ 職員の資質の向上、人材育成に関すること 

○法人職員として法人の理念を理解し、日々協力し合える職場づくりを目指した。 

○法人内研修、外部研修等の各種研修に参加し、相談支援従事者として必要な知識や技術の

習得・研鑽に努めると共に、つながりを大切にした。 

○所内会議の開催 

・月 2回、事業推進部長を含めた職員全員で各種会議や事業の進捗状況を確認してきた。

このほか必要に応じて、情報共有や検討の機会を設けた。 

・週１回、個別支援の状況や支援方針の確認、情報共有、意見交換、センター内の協力体

制の確認等を行った。 

・始業時の打合せで当日の予定確認、報告事項、相談事項等の確認を行い、協議検討の必

要な事案は各種会議の議題として話し合いの場を設けた。 

・障害者相談支援センター運営マニュアルの確認の場の確保が難しかった。基本に戻る時

間として意識して確保したい。 

○人材育成に関して 

・所内会議、法人内相談支援センター会議内での情報共有や意見交換、事例検討を継続し

各々の自己研鑽につなげた。 

・法人内階層別研修に参加し、他事業所職員と横のつながりを作ってきた。 

・外部研修に参加し、「改めて基本に戻る」「新たな知識を習得する」「改訂された制度の確

認」の場とした。それらを所内で報告し共有した。 

・これらにより、個々の資質とチーム全体としての支援力の向上につなげた。 

・受講研修：主任相談支援専門員研修（２名修了）／虐待防止研修／更生保護における司

法と福祉の連携／情報セキュリティ対策／カスタマーハラスメント／災害時個別避難計

画／包括的相談支援従事対象／支援の難しい障害のある利用者対応 

外部研修受講後の共有の時間の確保は十分とは言えなかった。 
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・令和 7年度は、配置基準５名に対して１名欠員の体制で事業実施となった。 

新規相談が 126件（R７年度 159件）と減少しており、少なからず影響が出ていることは

考えられる。 

オ 他機関を含めた地域の社会資源の連携とサービスの向上に関すること 

○上記「イ 主な取り組み」に記載した取り組みを通して、地域相談支援センター、サービ

ス事業所、地域包括支援センター、行政や他分野の支援機関等との連携を意識して関わ

り、少しずつではあるがお互いに信頼を持つことが出来るような関係性は深まっている。 

○川崎区機関連携会議の事務局として企画・運営に携わり、地域の多職種連携、ネットワー 

クの構築を進めてきた。また、幸区は既存の会議に地域相談支援センターと参加し、つな 

がりを広げた。また、川崎区の相談支援センターミーティングの企画に声をかけるなど 

南部エリアの相談機関同士が関わる機会も検討した。次年度も引き続き、様々な場を活か 

して連携し、南部エリアのつながりを広げていく。 

○かわさき SＤＧ’sに登録し、どなたからの相談でも対応し、ジェンダー平等、誰もが住み

続けられる街づくり、パートナーシップを自分たちの活動に紐づけて捉え、出来ることか

ら始め目標達成を目指した。 

 

カ 危機管理、安全管理に関すること 

     以下のことを同敷地内ことぶきとの協力の下、実施した 

○事故防止について 

法人内リスクマネジメント委員会の方針に則り、事業所内でおきた事故は速やかに報告し

た。事故内容については個人で振返り後、事業所全体でさらに原因究明の場を設け、自分

ごととして意識し再発防止に努めた。 

○コンプライアンス（法令順守）について 

関係法令を遵守し、人員、設備、運営等の基準に従い適正な運営に努めた。人員に関して

は１年間欠員の状態が続いた。引き続き適正な運営のために法人と共に努めていく。管理

者は、法令理解に努め、職員にも法令の周知を徹底し適正な運営を意識した。 

○苦情解決・権利擁護について 

・法人のガイドラインに則り適切な実施に努めるよう意識した。また、苦情解決に取組

むにあたり、川崎市障害福祉施設等苦情解決支援事業を活用できるよう体制を整えた 

・体制を整えてはいるものの、実際の場面では慌ててしまったり、苦情と認識せず対応

したりしていた。そのことで適切な対応が遅れることもあった。今一度ガイドライン

を見返し、常にアンテナを張っている必要があることを認識した 

○情報公開について 

・行政機関、その他関係機関に求められた場合は、個人情報保護の守秘に反さない限

り、必要な情報を公開する体制を整えた。 

・利用者、家族からサービス提供に関する記録(支援記録、業務日誌、実績票等)を求め

られた場合は、利用者の不安、安全に反さない限り、記録を開示する体制を整えた。 

○個人情報の保護について 



155 
 

・個人の人格尊重の理念のもとに、関係法令等を遵守し、実施するあらゆる事業におい

て個人情報を慎重に取り扱ってきた。 

・個人情報の取得にあたり、利用目的を明示した上で、必要な範囲の情報を取得した。 

・あらかじめ明示した範囲及び法令等の規定に基づく場合を除いて、個人情報を事前に本

人の同意を得ることなく外部に提供しないことを遵守した。 

・個人情報を外部に持ち出す際の規約を設置した。その際は内部で利用するよりもさらに

利用目的を可能な限り特定するとともに、その利用目的の範囲でのみ個人情報を利用し

た。 

・外部に持ち出す際の管理簿を作成し、持ち出す前後に管理者等の許可を得ることとした。 

また、外部から個人情報の掲載されている書類を受け取り、個人のファイルに保管する

までも管理対象とし、持出し・受取りの両面で体制を整備した。 

・個人情報を正確な状態に保つとともに、漏洩、滅失、き損などを防止するため保管場所

や方法を固定するなど環境を整えた。 

・本人が自己の個人情報について、開示・訂正・追加・削除･利用停止を求める権利を有し

ていることを確認し、これらの申出があった場合や、個人情報の取り扱いに関する苦情

があったときは、適切かつ速やかに対応する体制を整えた。 

・個人情報を保護するために適切な管理体制を講じるとともに、職員の個人情報保護に関

する意識啓発に努めてきた。 

 

キ 防災管理について 

○事業所内外の安全対策の実施 

・事業所内の棚、備品等の転倒や落下がないよう防止器具の設置、確認等を年２回行っ

た。 

・緊急避難路の確保を含め、安全確認を年２回実施した。 

○連絡体制の整備 

「災害時緊急連絡網」など職員の連絡体制を整備し、災害時の事業所への参集を含

め、具体的に職員が行動しやすい体制を検討した。危機管理委員会の協力のもと、感

染症 BCP を作成した。 

○防災への備え 

災害時用のヘルメット、救急セット、非常食を常備し、定期的に確認した。 

地域サービスセンターことぶきとの共同避難訓練を実施し、避難経路や発災時に必要

な事柄を改めて確認した。 

ク 協力体制の強化 

○今年度は取組むことが出来なかったが、以下の取り組みを進めていく。 

・他相談支援センター、区役所職員と連携を図り、必要な対応マニュアルの作成に取り

組み、見直し改善。 

   ・緊急時における地域との協力・連携がとれるよう、日頃から地域住民団体、ボランテ

ィア、行政機関など、関係機関との協力。 

ケ 衛生管理について 
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○感染症対策 

・感染症の蔓延を予防するため、日々の清掃など環境衛生に努め、消毒薬の設置や消毒

の実施、感染症に関する知識の共有、職員の健康確認、手洗いや手指消毒の励行など

の対策を講じてきた。 

・メンタルヘルス 

職員一人一人が働きやすい職場づくりを意識してきた。お互いに声を掛け合い、より

ストレスの少ない環境を目指した。年１回の定期面談のほか、随時面談など声を掛け

合うことが出来る雰囲気を大切にしてきた。 

上記取組がおろそかになってしまった。そのことだけが原因ではないと思われるが、

法人全体で実施するストレスチェックの結果は２年連続で高ストレスとなった。結果

の分析、今後取り組むべきことは提示されているので次年度は具体的に導入していく

必要がある。 
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７．もとすみ地域相談支援センター 

 

種 別     計画相談支援 地域移行支援 地域定着支援 障害児相談支援 

開 所 年 月 日   ２０１３年４月１日 

定 員   定員なし 

所 在 地   〒211-0025 

           神奈川県川崎市中原区木月２-１８-６ メゾン住吉２０３ 

           TEL044-863-6251 FAX044-863-6744 

施 設 概 要   鉄筋コンクリート造 ６階建 ２階部分 

床 面 積  ４３．９２㎡ 

責 任 者   田中 久美子 

事 業 所 番 号   計画相談支援   １４３５２００５１２ 

           地域移行支援   １４３５２００５１２ 

           地域定着支援   １４３５２００５１２ 

           障害児相談支援  １４７５２００１３３ 

 

職員配置 ： 合計３名 

職種 配置基準 配置人数 正規職員 契約 パート 

所長 （兼務） 

 

１ １ ０ ０ 

主任相談支援専門員     ０ ０ ０ ０ 

相談支援専門員 ３ ３ ３ ０ ０ 

※所長は相談支援専門員との兼務 
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年間延べ人数 

 

（１） 重点目標 

     川崎市の委託事業である地域相談支援センターとして、支援を必要とする方々に支援を届け

ることを目的とした活動に取り組みました。 

地域へ出向き、地域の課題を掘り起こし、発見された地域課題の解決をめざし、相談支援体

制の強化を図るために自立支援協議会、相談支援調整会議、指定特定事業所交流会の企画運営

を積極的に担っていきました。 

 

（２） 主な取り組み 

ア 障害種別及び年齢等を問わない総合相談  

虐待ケースや触法ケース、福祉サービスに繋がっていないケース、他県からの転入ケース等、

小児期から成人期、高齢期に至るまで、障害種別や年齢等を問わない相談支援に努めてきまし

た。今まで築いてきた領域を超えた関係機関との関係性（ネットワーク）をもとに、地域の包

括支援センターや居宅介護支援事業所から依頼の高齢者、その家族の相談も受け、適切な機関

につないでいきました。家族や地域の方からの依頼に対応し、支援希求がないケースに対して

も根気よく対応していきました。 

イ 支援に繋がっていない障害者等への支援 

どこに相談しても適切につながる相談支援体制づくりを模索するために、地域相談支援セン

ターの存在を市民へ周知する活動として、今年も地域でつながる地元交流会に参加し、センタ

ーの機能の周知と住吉地区町会、民生委員児童委員代表の方とのネットワークづくりを行いま

した。 

また川崎市主催の包括的相談支援者研修に参加し、担当区ごとに分かれてグループワークを

実施しました。区役所、ケアマネジャー、障害相談員それぞれの立場から、日頃の支援状況や

アウトリーチ支援における課題等について情報共有を行い、多職種間での連携の重要性につい

て理解を深めました。 

引き続き市民からアクセスしやすい地域型相談支援センターを目指していきます。 

ウ 福祉サービスの利用支援 

福祉サービス利用の必要性（ニーズ）、本人の希望等を把握したうえで、本人がサービスを選

択できるよう各種福祉サービスの種類や特徴などを分かりやすく伝え、特定の事業所に偏るこ

となく複数の事業所から選べるようにしました。更に選択したサービス利用後も必要に応じて

相談支援を行うなど、ニーズ把握→選択支援（意思決定支援）→導入支援→モニタリング支援

を行っていきました。 

エ 社会資源を活用するための支援 

40 0 99 234 15 7 0 395 0 105 91 72 1309 2 31 18 42 1670 536 547 381 428 66 202 109 165 145 193 31 45 2848
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中原区自立支援協議会において、事務局として区内の社会資源見学ツアーの企画・調整を実施

しました。協議会構成員とともに、中央療育センター、もみの木、桜の丘を訪問し、各事業所の

概要説明を受けるとともに施設見学をおこない区内の障害福祉サービスに関する理解を深め、関

係機関との連携強化につなげる機会の提供を行いました。 

担当エリア内のフォーマル・インフォーマルな社会資源の存在や特徴などをマップ化（見える

化）した情報を、地域の方にどう活用していただけるか、また新しい情報をいただけるかを探し

ていきます。 

オ 社会生活力を高めるための支援 

相談者一人ひとりの生活課題や希望に応じ、地域で安定した生活を継続できるよう、金銭管理

や通院の継続、生活リズムの調整、対人関係に関する相談を行うとともに、福祉サービスや地域

資源の調整を通じて自立した生活がおくれるように支援しました。また、関係機関との連携を図

りながら、本人の意思決定を尊重し、安心して地域生活を送れるよう継続的な相談支援に努めま

した。 

カ 地域の関係者・関係機関等とのネットワークづくり 

（ア） 担当エリア内の関係者・機関との顔の見える関係づくり 

担当地区をもつ地域相談支援センターとして、地域に根付いた関係機関との繋がりをつ

くるため、新たに参入される事業所からの面会に応じ、情報収集や情報提供に協力しまし

た。 

（イ） 地域包括支援センターとの連携強化 

包括支援センターからの依頼で、高齢者と障害者の世帯で、サービス拒否が始まったケ

ースに対する個別ケア会議に障害者支援機関として参加し、出来ることを伝えました。今

後もかかわっていきます。 

地域の不動産屋からの相談で独居生活が困難になった障害、介護保険どちらの対象でも

ない方に対し、包括支援センターと協働で医療に繋げ、生活保護申請等支援し、地域生活

が続けられるようにしていきました。今後も協働で支援していきます。 

ケースを通して連携が強化されており、今後は地域づくり等協働できるようにさらなる

連携を目指します。 

（ウ） 町会や民協を通した住民とのネットワークづくり 

「地域でつながる地元交流会」に参加し、町内会関係者ならびに住吉地区民生委員児童委

員協議会の代表者と、地域における障害者支援について意見交換を行いました。交流会で

は、次年度の民生委員児童委員協議会において、地域相談支援センターの紹介の機会をい

ただけるよう依頼を行っています。今後も地域との具体的な連携や関わり方について検討

を進めていきます。 

地域のコミュニテイの場である「よりあい処みすぎ」の参加も継続しています。川崎市

からの障害支援についてのチラシやイベントのお知らせ等の情報を発信し意見を伺うよ

うにしました。毎月参加することで、住民の方とのつながりを作りつつあります。 

（エ） 指定特定相談支援事業所の支援と連携 
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       指定特定相談支援事業所との連携強化および相談支援専門員の資質向上を目的として、

相談支援事業所連絡会を活用した GSV（グループスーパービジョン）を実施しました。連

絡会では、指定特定相談支援事業所から実際の支援事例を提出してもらい、参加者同士が

ストレングス視点を意識しながら、支援経過や課題、対応方法等について共有・検討を行

っています。 

（オ） 介護保険機関との連携 

居宅介護支援専門員から、担当高齢者の障害がある子や兄弟等親族についての相談が入

るようになり、ファミリーケースとして協働で世帯の支援にあたりました。６５歳になり

介護保険利用になったケースであっても介護支援専門員からの相談に対応していきまし

た。 

（カ） 自立支援協議会や相談支援センターのつながりを通した取組み 

昨年度に引き続き、障害児から障害者の制度への円滑な移行支援を目的とした取組を実

施しました。これまでのワーキング活動を踏まえ、今年度は中原養護学校肢体不自由部門

の教員を対象に、制度に関する説明会および意見交換会を開催しています。説明会では、

障害福祉サービスや相談支援体制について共有するとともに、教員が日頃感じている課題

や卒業後の支援について意見交換を行い、移行期支援における課題について共有する機会

になりました。ワーキングについては今年度をもって一区切りとなりますが、児童から成

人期への移行支援においては、引き続き学校との連携が重要であることから、今後も必要

に応じて情報共有や連携を継続していきます。 

キ 障害者支援施設及び精神科病院等からの地域移行及び地域定着のための支援 

（ア） 地域相談支援事業としての活動 

精神科病院からのアパートへの退院ケースを入院中から支援しました。また、地域移行 

支援事業所からグループホーム入居したケースを引継ぎました。給付は取っていませんが、

安定した日常生活が送れるよう病院、訪問看護、グループホーム職員等と連携し支援に当

たりました。 

（イ） 不動産事業者・家主への理解普及 

「住宅確保用配慮者の住まいのあり方について」の住宅福祉関係者との情報交換会に参

加し、精神障害がある方の住居支援について話し合いました。不動産業社として困難と感

じている具体的な内容を伺い、委託の障害支援センターとして協力できる内容を伝えまし

た。今後も、不動産業者、家主とよい関係を作り、地域移行に協力していただけるように

していきます。 

（ウ） その他 

地域生活の準備として宿泊型自立訓練施設や病院、地域生活活動支援センターとも連携

し、地域生活全体の支援を行っていきます。 

ク 権利擁護のために必要な支援 

   （ア） 虐待防止及び身体拘束禁止について 
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「法人内虐待身体拘束防止対応委員会」に所長が参加し、内容を事業所で共有しまし

た。各職員が外部研修に参加、伝達研修として年２回部署内研修も行いました。 

今年度は当センターの相談支援での関りのなかで虐待を疑われるケースは無く、区へ

の通報もありませんでしたが、法人内の相談支援センター会議で市内の虐待通報状況や

コア会議の実施状況についての確認を行いました。 

（イ） 成年後見制度、日常生活支援事業利用支援 

       区の社会福祉協議会が行っている成年後見支援センター事業を活用し、制度の利用が

必要とおもわれる相談者への制度の説明から、申請の手続きなどの支援について協働

し、利用につなげる事ができました。 

事業所内でも「障害福祉サービス等の提供における意思決定支援ガイドライン」をも

とに意思決定支援の視点を持ちながら、ご本人の意思に寄り添った支援を行っていきま

した。 

ケ SDGｓの取組み 

（ア） ペーパーレス化 

SDGｓの 12と 15 の目標の取組みとして、職員の予定表をスマホとパソコンを連動させ

Web管理とし、ペーパレスにしています。相談室の利用状況がスマホで確認できるため、

訪問先からでも予定が組め、時間短縮になっています。 

（イ） 途切れない支援   

SDGｓの 3の目標の取組みとして、支援ソフトをクラウド管理にし、事業所が被災した

場合でも法人の他の事業所を利用し、利用者情報がわかるようにしています。 

   

（３） 職員の資質の向上、人材育成に関すること 

法人内研修や外部研修等の各種研修に全職員が参加し、法人職員として、支援職員として

相談支援に関する知識や技術の習得するため、また、倫理観、権利擁護意識の向上のため

に、次のように取り組み、研鑽、啓発に努めました。 

ア ケア会議について 

毎週定例でケア会議を開催しました。ケース検討を主とし複雑化する支援について共有

を図りました。新規の相談者が増える中で新規相談の検討の場を確保し、センター全体と

して対応が出来るようにしていきました。会議の場をピアスーパービジョンの機会と捉

え、職員相互に自己の支援を振り返り、助言し合い、相談支援技術の向上を目指しまし

た。 

イ 職員学習会について 

外部研修に参加した職員が受講後、所内業務会議において伝達研修をおこない、学習会

開催職員は研修で習得した内容を深める機会とし、学習会参加職員は新たな知識や技術を

習得できました。 

ウ 内部研修について 

法人内で実施している階層別研修、研究発表大会へ参加し資質の向上に取り組みまし

た。  
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エ 外部研修について 

外部で行われる専門研修に職員が、支援に必要となる内容、今後求められる専門性につ

いて、Zoom やユーチューブ等も活用し、年 4回参加し、支援の実践に取り入れていきまし

た。研修終了後事業所職員間で共有するため伝達学習会を実施しました。 

 

    オ 法人相談支援センター会議 

法人内の相談支援センター会議において、各センターがそれぞれ研修を企画・主宰しました。 

テーマは、「地域とのつながりを構築するための取り組みについて」と、「知的、発達障害を基

盤とする方々への金銭管理支援について」で、各センターで外部講師を依頼し、相談センター

会議のメンバーに加えて、法人内の他の事業所へも参加を呼びかけました。 

 

（４） 他機関を含めた地域の社会資源の連携とサービスの向上に関すること 

行政主催の会議等への出席、勉強会や研修会の参加等を通じて行政や地域型相談支援セ

ンター、サービス事業所、地域包括支援センターや他分野の支援機関、家族会等との連携

の強化を図りました。 

 

（５） 危機管理、安全管理に関すること 

ア 事故防止について 

法人内リスク・苦情委員会の作成した書式にのっとり、事業所内でおきた事故を報告、

事故内容を分析、原因を究明し再発防止に役立てました。  

イ コンプライアンス（法令順守）について 

指定障害福祉サービス事業者に対する集団指導に参加し、関係法令の確認、遵守し、人

員、設備、運営等の基準に従い適正な運営に務めました。管理者は、法令理解に努め、職

員にも法令の周知を徹底させ、適正な運営を実施しました。 

ウ 苦情解決・権利擁護について 

（ア） 苦情・要望は、期待の声であり事業運営のための財産であると受けとめて、適切な

対応に心掛け、些細なことも聞き逃さず対応しました。サービス事業所に対する苦情

に対しても相談を受け付け対応しました。 

（イ） 苦情・要望を寄せた利用者へ個別対応するとともに、運営を見直す機会と捉え、職

員間で共有、分析、対応の協議を行いました。 

（ウ） 苦情解決に取り組むにあたり、その社会性や客観性を確保するために、川崎市障害

福祉施設等苦情解決支援事業に加盟し、利用者からの話を必要な機関に持ち上げ対応

しました。 

エ 情報公開について 

（ア） 法令に従った、人員、設備、備品および会計に関する諸記録を整備しました。行政

機関、その他関係機関に求められた場合は、情報保護の趣旨に反さない限り公開しま

した。 
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（イ） 利用者、家族からサービス提供に関する記録（支援記録、業務日誌、実績票等）を

求められた場合は、利用者の不安、安全に反さない限り、記録を開示できるようにし

ました。 

オ 個人情報の保護について 

個人情報を保護するために、個人情報が書かれた書類は錠付きの書庫に保管しました。

外部に持ち出すときは持ち出し簿に記入し、管理を徹底しました。 

カ 防災管理について 

（ア） 事業所内外の安全対策の実施 

        法人の安全衛生委員会からの指示に従い、防災時の救急用品及び外用薬リストの確

認を行い、不足品の補充を行いました。 

（イ） 連絡体制の整備 

法人の危機管理委員会の検討を経て、法人で災害時の連絡ツールとしてトヨクモ安

否確認を導入されました。当事業所でも防災を想定したトヨクモの実施訓練に参加を

しています。また「災害時緊急連絡網」など職員の連絡体制を整備し、災害時の事業

所への参集を含め、職員が行動しやすい体制をつくりました。 

（ウ） 防災への備え 

災害時用のヘルメット、救急セットを常備し、定期的に確認しました。 

（エ） 協力体制の強化 

相談支援調整会議を利用し、区役所職員、他相談支援センターと連携を図り、必要

な対応について話し合いを持ちました。 

キ 安全管理について 

        災害、感染症双方の BCP を作成しています。 

    （ア） 感染症対策  

新型コロナウイルス感染症が 5類に移行した後も、職員、ご利用者等の検温を続

け、法人内通知や他事業所からの情報、川崎市からの情報を確認しました。 

    （イ） 健康管理 

毎日の体温測定を継続し個人個人の体調管理に努めました。休憩時間の確保、休暇

取得も積極的に行いました。 
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８．地域サービスセンター ことぶき 

 

種 別     居宅介護支援・訪問介護 

開 所 年 月 日   平成 12 年 4月 （居宅介護支援） 

           平成 17 年 7月 （訪問介護） 

所 在 地   〒210-0834 

            神奈川県川崎市川崎区大島 1－4－8 イーストブルー101 

            TEL044-589-5538    FAX044-589-5620 

施 設 概 要   第二種社会福祉事業：介護保険事業・指定障害者福祉サービス事業 

責 任 者   伊藤 多恵子 

事 業 所 番 号   介護保険：1475000152 

           障害者福祉サービス：1415000726 

           地域支援事業：1465000485 

職員配置計画                     令和 7年 3月 31 日現在 

職種 
配置 

基準 

配置 

人数 

正規 

職員 

契約 

職員 

パート 

職員 

管理者 

介護支援専門員 

サービス提供責任者 

訪問介護員 

2 

 

2.5 

2 

3 

3 

2 

2 

3 

0 

1 

0 

 

 

 

13 

※配置人数は常勤換算数 

（１）全体的な取組み 

今年度も、「支援を止めない」をスローガンに掲げ、ご利用者の地域での暮らしを第一に考え

て取り組みました。特に障害から介護保険への切り替えになる方や、高齢者と障害者が同居さ

れているご家庭、精神障害者の虐待ケース等、支援が困難とされる方々の支援を積極的に受け

ることで、私達自身の成長にもつながりました。また、制度外サービスの提案、提供により 

    暮らしの中の、ちょっとした困りごとを解決し、ご利用者の暮らしの隙間のない支援の提供が

実現できています。また、今年度はことぶきオリジナルグッズとしてトートバッグを作り、ご

利用者や、ご家族に日頃の感謝を込めてお配りすることが出来ました。 

ア 感染予防に関しての取り組み 

（ア）職員の毎日の健康管理（体調の確認、適切な休憩、ストレスの回避、軽い運動の推進） 

（イ）衛生用品の充分な確保  ・事業所内の消毒の徹底 

（ウ）厚労省のマニュアルを基本に、予防対策の徹底と職員研修の実施 

（エ）ご利用者への、感染予防に関する情報提供など 

（オ）ＢＣＰ作成⇒内容の検討⇒訓練の実施 

イ 業務継続計画の作成 

（ア） ＢＣＰの作成を行いました。 

      災害と感染症に関してのＢＣＰを作成。南部基幹と合同の防災訓練を実施しました。 
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防災グッズの購入（職員の人数分） 

（２） その他の主な取り組みについて 

ア 居宅介護支援 

  ケアマネ１名が休職となり復帰の目途が立たない為、１名を新たに採用しました。 

  ケアマネとして初心者のため 3ヶ月間は研修期間として、OJT による育成を行いました。 

（ア） スーパービジョンの実施⇒年２回の実施を継続 

     効果：ケアマネジャーが個人で抱えがちな事例を通しての悩みが、軽減されて不安が少な 

くなった。スーパーバイズを通して、多角的な視点で課題を分析することができるように

なり、サービスの質の向上につながった。 

（イ） 目標件数 123 件（内 予防 10 件）は、ケアマネ 1 名減員時には、新規ご利用者の受け入

れが出来なかった為、達成できない月もありました。 

（ウ） 特定事業所加算の継続が出来ましたが、事実上の件数が減った為収支に影響が出ました。 

      毎週の定期的なケアマネ会議の実施は、具体的内容の情報共有が出来た事により、担当

が休みの時も伝達、対応がスムーズになった為、ご利用者の安心と信頼に繋がった 

      スマホの有効的な利用により、敏速な対応が可能になった。 

イ 訪問介護 

報酬単価が大幅に下がったことの影響等により、他社事業所が単価の低いサービス（総合

事業や、障害の川崎市単独事業（移動支援など）の受け入れをしなくなった為、ことぶきに 

そういうご利用者の依頼が多くなり、結果として収支に影響が出てしまった。さらに、ヘル

パーの高齢化や外国人ヘルパーに対するご利用者の受け入れ困難等が、引き続きの課題とし

て残ってしまいました。また社会全体が物価高騰の影響もあり、自費のサービスについても

自粛の傾向がみられました。収支の回復については、視点を変えた戦略が必要になってくる

と思います。ご利用者のキャンセルを減らすための提案など工夫をしました。高齢者、障害

者、障害児、また障害から介護保険に切り替えの方など、支援の対象者が幅広い事で家族丸

ごとの支援が可能だというところが強みだと思うので、どんな状況でも支援が出来るよう、

引き続き、現場の質の向上を目指します。 

（３） 生活援助に関すること 

     報酬単価が下がったことで生活援助を受けない事業所もあり、援助を必要としている方々

の暮らしに不安をもたらしている。ことぶきでは、生活援助の重要性を職員間で共有し、 

    介護予防や、虐待などの早期発見に繋げていけるように研修を行いました。 

（４） 人材育成・確保に関すること 

人材確保に関しては、引き続き苦戦する１年でした。応募があっても、採用につながる事

はなく人材の確保は相当に難しい状況が続きます。育成に関しては、研修のやり方を工夫し、

伝える研修から一緒に考える研修へ、また現場の対応に直接つながる内容での資料作り等に

力を注ぎましたが、事故や苦情の内容は、レベルの低さを感じさせるものでした。今後は、

さらに課題を抽出し、検討を繰り返していきたいと思います。 

（５） 他機関を含めた地域や社会資源との連携 

      各事業の地域の連絡会への参加。機関連携会議への参加により、行政やサービス他機関等

との横のつながりの構築を行いました。また、地域のイベント、お祭りなどにも積極的に参



167 
 

加しました。 

 

（６） 危機管理、安全管理に関すること 

ア リスクマネジメントについて 

事業所内で発生した事故やヒヤリハットから、事故防止についての話し合いをしました。 

同じ事故が繰り返される場合には、特に隠された原因の分析が必要であり、集中力が保持で

きない原因、優先順位の判断が出来ない要因、法令の理解の欠如、慣れによる油断などがあ

げられます。それらを改善すべく研修の強化をしました。実際の現場での意識の向上につい

ても必要性を感じており、「ヒヤリハット」の提出についてアプローチを継続いたしました。 

イ 緊急時の対応について 

例年通り研修（具体的な対応の仕方）の実施、ＢＣＰを意識した訓練（連絡網による緊急

連絡等）特に現場での緊急時の対応について具体的に指導しました。あらゆる場面を想定し

て、実際に遭遇した際に慌てずに対応できる事を目指しました。一人一人がしっかりと自覚

を持って、今後もご利用者や地域の方に安心して頂けるよう、更なる努力を重ねて参ります。 

 

  訪問介護 利用状況 【介護保険（介護度別 男女比） 

R7 年度 要介護 1 要介護 2 要介護 3 要介護 4 要介護 5 要支援 1 要支援 2 

４月 男 5名 4名 1 名 3 名 １名 1 名 5名 

   女 8名 15 名 2 名 1 名 1 名 4 名 3名 

５月 男  5 名 5名 1 名 3 名 1 名 1 名 4名 

   女 7 名 16 名 2 名 1 名 1 名 5 名 3名 

６月 男 5名 6名 0 名 2 名 １名 1 名 4名 

   女 8名 16 名 2 名 2 名 1 名 5 名 3名 

７月 男 5名 6名 0 名 3 名 2 名 1 名 4名 

   女 7名 16 名 2 名 2 名 2 名 5 名 3名 

８月 男 5名 7名 1 名 3 名 2 名 1 名 3名 

   女 7名 15 名 2 名 2 名 1 名 4 名 3名 

９月 男 4名 6名 0 名 3 名 2 名 1 名 2名 

   女 7名 13 名 2 名 1 名 1 名 4 名 3名 

10 月 男 4名 6名 0 名 3 名 2 名 1 名 2名 

   女 6名 13 名 2 名 2 名 1 名 4 名 3名 

11 月 男 4名 6名 0 名 3 名 １名 2 名 2名 

   女 6名 12 名 2 名 1 名 1 名 4 名 3名 

12 月 男 4名 5名 0 名 3 名 １名 4 名 2名 

   女 6名 13 名 1 名 1 名 1 名 4 名 3名 

R8 年 要介護 1 要介護 2 要介護 3 要介護 4 要介護 5 要支援 1 要支援 2 

1 月 男 4名 5名 0 名 3 名 １名 4 名 2名 

   女 6名 12 名 2 名 1 名 1 名 3 名 4名 



168 
 

2 月 男 4 名 4名 0 名 2 名 １名 4 名 2名 

   女 7名 13 名 3 名 1 名 1 名 3 名 4名 

3 月 男 4名 4名 0 名 2 名 1 名 4 名 2名 

   女 7名 12 名 3 名 1 名 1 名 3 名 4名 

  訪問介護 【自費利用】利用者人数/時間 

利用月 2025.04 2025.05 2025.06 2025.07 2025.08 2025.09 

人数 9 10 11 11 10 11 

時間 19.5 22.5 22.5 26 27.0 21.0 

利用月 2025.10 2025.11 2025.12 2026.01 2026.02 2026.03 

人数 7 10 3   9 7 9 

時間 27.5 24.0 8.5 18.5 10.0 15.0 

 訪問介護 利用状況（人数） 

 【障害（居宅介護）地域支援事業（移動支援、あんしん見守り、通学・通所）】 

利用月 2025.04 2025.05 2025.06 2025.07 2025.08 2025.09 

居宅介護 20 20 20 22 23 21 

地域支援 8 8 9 9 9 11 

利用月 2025.10 2025.11 2025.12 2026.01 2026.02 2026.03 

居宅介護 21 18 18 20 19 19 

地域支援 8 10 9 9 9 10 

 重度訪問介護、行動援護は、実績なし。 

 居宅介護支援 利用者状況 【月別、要介護度別 人数】 

 要介護 1 要介護 2 要介護 3 要介護 4 要介護 5 要支援 

2025.04 33 40 16 15 10 14 

2025.05 30 42 15 18 9 14 

2025.06 28 44 14 18 10 15 

2025.07 27 46 14 17 13 15 

2025.08 24 47 13 17 11 16 

2025.09 25 44 12 17 12 16 

2025.10 24 43 14 18 12 16 

2025.11 23 43 14 18 11 16 

2025.12 23 43 16 13 11 16 

2026.01 21 42 17 11 10 17 

2026.02 19 42 18 11 10 17 

2026.03 18 43 16 11 13 17 

居宅介護支援 2024 年度 目標件数：120 /達成度 

利用月 2025.04 2025.05 2025.06 2025.07 2025.08 2025.09 

件数 132 130 127 133   132 125 

稼働率 103% 102% 99% 104%  103% 98% 
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利用月 2025.10 2025.11 2025.12 2026.01 2026.02 2026.03 

件数 136 127 122 127 119 119 

稼働率 106% 99% 95% 99% 93% 93% 
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９． 川崎市恵楽園 

開 所 年 月 日   昭和２８年 ５月 

所 在 地   〒213-0033 

            神奈川県川崎市高津区下作延 2－26－1 

            TEL044-866-2253    FAX044-865-4009 

施 設 概 要  耐火構造 4階建て 

床 面 積 5067.336 ㎡ 

責 任 者  園長 石渡 学 

 

９－２ 養護老人ホーム 

定    員   １４０名 

職員配置計画                     令和 8 年 3月 31日現在 

職種 
配置 

基準 

配置 

人数 

国家資格もしくは加配理由等 

施設長（園長） １ １ 社会福祉士、介護支援専門員 等 

事務員 実情による 2 適正な事務処理を行うために配置 

栄養士 1 1 栄養士 

看護職 2 3 適切な医療管理対応のため 

医 師（嘱託医） 必要な人数 0.03 嘱託医(内科 1 名、精神科 1 名) 

主任生活相談員 1 1 精神保健福祉士  ＊生活相談員に含む 

生活相談員 
5 5 

社会福祉士・精神保健福祉士・ 介護福祉士2 名・介

護支援専門員 

主任支援員 1 1 介護福祉士 ＊支援員に含む 

支援員 10 13.82 生活支援の充実と職員研修機会の確保ため 

警備員 実情による 3.38 夜間帯及び日祭日の施設内警備と設備保全のため配置 

清掃員 実情による 0.96 トイレ等共用部の清掃による衛生管理のため配置 

※配置人数は常勤換算数 

 

 養護老人ホームの入所定員は 140 名であり、利用率 100％を目指して、新規の利用希望者へ即時

対応するなど事業運営を継続して進めました。令和 8 年 3 月末日の利用者数は、男性 45 名、女性

66名、合計 111名となっています。 

今年度の新規入所者は 25 名、退所者数は 11 名と入所者が退所者数を上回る結果となりました。

今年度も虐待事案等による緊急受け入れ要請が 11 名と多くあり、関係機関と連携をとりながら入

所対応を行いました。今後も出来る限りの即時対応に努めます。 

一方、退所者の退所理由は、ご逝去 1名、特別養護老人ホームに入所 2名、医療機関への長期入院

のため 3 名、自宅へ移行（海外）が 1 名、老人保健施設に入所 2 名、他の養護老人ホーム移行が 2

名となっています。 

入所者の心身機能の維持・向上への取組みでもあるクラブ活動や行事については、すえなが養護

老人ホームとのオセロクラブを毎月合同開催し交流を図りました。また新たに折り紙クラブを発足

し、季節の作品を玄関ホールに展示し、参加者も多くご利用者からも大変好評となっています。 
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新型コロナウイルスの流行により中断していた地域交流の再開を目指し、6 月には町内会の会合

へご挨拶に伺い、夏祭りには町内会から 4名の方にご参加いただいています。10月には防災訓練に

もご参加、ご協力をいただいています。 

 

ア 施設及び設備の維持・管理 

（ア）修繕・保守点検について 

 衛生設備や空調設備は定期点検を行い、適宜修繕を行いました。特にご利用者の生活 

に影響するこれらの設備や消防関連設備には、担当職員と警備職員が連携し、巡回監視を

行いました。 

（イ）委託業者に対する監視・確認 

       空調、衛生、電気設備などそれぞれ委託業者を分けています。定期点検は、ご利用者の

生活にできるだけ影響しない日時を設定し、実施しました。委託業者には、急なトラブル

に対応できるよう連絡先の提示や点検時の報告書を都度提出するよう求めています。 

（ウ）委託実績一覧 

 

（建物管理関係業務委託） 

内 容 実施月・実施期間 業者名（事業所所在地） 

エレベーター保守点検 令和 7 年 4月 1日 

～令和 8年 3月 3１日（毎月） 

（株）横浜エレベーター 

横浜市中区松影町 2－2－6 

害虫防除作業点検 令和 7 年 4月 1日 

～令和 8年 3月 3１日（毎月） 

（株）シーアイシー 

台東区北上野 1－10－14 

自家用電気工作物点検 令和 7 年 4月 1日 

～令和 8年 3月 31日（隔月） 

月次点検  隔月 

年次点検 10月 

日本テクノ(株) 

横浜市港北区新横浜 3-19-11 

消防設備点検 

（非常電源含む） 

8月 

2月 

（株）赤塚防災設備 

川崎区藤崎 1－24－17 

空調設備保守点検 

 

6月 

11 月 

（株）日本空調サービス 

宮前区菅生 2-26-11 

吸収式冷温水機保守点検 

 

4月、6月、7月 

10 月、1 月 

（株）荏原冷熱システム 

横浜市港北区新横浜 1－9－1 

電気温水器保守点検 

 

 

12 月 （株）ユパックシステム 

東京都豊島区西池袋 5－8－9－

208 

貯水槽（受水槽）清掃 

汚水・雑排水槽清掃 

汚水・雑排水ポンプ点検 

6月 

12 月 

一部清掃等は年１回 

秋山商事（株） 

川崎市川崎区南町 20－3 
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配水管清掃・昇温器点検 

簡易専用水道検査 3月 （株）日本環境衛生センター 

川崎区四谷上町 10－6 

 

 

 (事業運営関係業務・その他業務委託) 

内 容 実施月・実施期間 業者名（事業所所在地） 

調理業務 
令和 7年 4月 1 日 

～令和 8年 3 月 31日 

エームサービス(株) 

東京都港区赤坂 2-23-1 19 階 

一般廃棄物収集業務 

 

令和 7年 4月 1 日 

～令和 8年 3 月 31日 

(株)エコキューブ 

高津区北見方 3-6-14-3 

寝具貸借料(ｼｰﾂ) 

 

令和 7年 4月 1 日 

～令和 8年 3 月 31日 

関東メディカルサービス（株） 

相模原市中央区田名 2842-5 

清掃業務 

 

令和 7年 11 月 1日 

～令和 8年 10 月 31日 

秋山商事(株) 

川崎区南町 20-3 

 

イ 適切なサービス提供の実施について 

新型コロナウイルスやインフルエンザなどの感染予防対策を図りつつ、行事や活動につい

て実施をしました。大規模なクラスター感染は発生しなかったため、計画的に実施すること

ができました。 

1 階デイサービス給湯室横にウォータースタンドを設置し、養護とデイサービスご利用者

に衛生的で安全な飲料水をいつでも提供できるようにしました。大勢のご利用者が日々活用

されています。 

 恵楽園デイサービスと恵楽園居宅支援事業所と連携を図り、ご利用者への適切な支援が迅

速に行えるように協力体制を取りました。今後も連携体制を整え、継続していきます。 

  

ウ 事業実績等 

被措置者の状況 ＊在籍者数 

（ア） 男女別年齢構成別被措置者数（各月末日） 

 ～64歳 65 歳

～ 

69歳 

70 歳

～ 

74 歳 

75 歳

～ 

79 歳 

80 歳

～ 

84歳 

85 歳

～ 

89 歳 

90 歳～  合計 

4 月 男 0 2 5 6 13 8 4 38 

女 1 0 3 14 11 21 11 61 

5 月 男 0 2 5 7 13 9 4 40 

女 1 1 4 13 11 21 11 62 

6 月 男 0 2 5 7 13 9 3 39 
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女 1 1 4 14 11 20 11 62 

7 月 男 0 3 5 7 13 9 3 40 

女 1 1 4 16 11 20 12 65 

8 月 男 0 3 6 8 13 9 3 42 

女 1 1 4 16 11 19 12 64 

9 月 男 0 3 6 8 13 10 3 43 

女 1 1 4 16 11 20 12 65 

10 月 男 0 3 6 8 13 10 3 43 

女 1 1 4 16 12 20 12 66 

11 月 
男 0 3 5 9 12 10 3 42 

女 1 1 4 16 14 20 12 68 

12 月 

 

男 0 4 5 9 12 10 3 43 

女 1 2 4 16 14 19 12 68 

１月 

 

男 0 5 5 10 12 10 3 45 

女 1 2 4 16 14 19 12 68 

２月 
男 0 5 5 10 12 10 3 45 

女 1 2 4 16 14 19 12 68 

３月 
男 0 5 5 10 12 10 3 45 

女 1 1 4 15 14 19 12 66 

合計 
男 0 40 63 99 151 114 38 505 

女 12 14 47 184 148 237 141 783 

 

（イ） 年度末（3 月 31日）における介護認定者数 

                                  （単位：人） 

要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 合計 

7 12 20 26 11 1 0 77 

 

エ 利用者の健康管理、感染症への対策について 

令和7年度も新型コロナウィルス、インフルエンザ等の感染症予防対策を継続しています。 

職員の出勤時の検温チェックやアルコールでの手指消毒など一般的な対策を行いました。 

また、入所者への新型コロナウイルスワクチン接種、インフルエンザワクチン接種につい

ては嘱託医と連携をとりながら随時実施しました。 

計画的な予防接種の実施により、コロナウィルスもインフルエンザも大きなクラスターが

発生することなく流行時期を無事に乗り越えています。 

また、職員に対してもインフルエンザの予防接種を受けた場合は一部費用を法人が補助し、

組織として感染予防に努めました。 
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前年度の反省を踏まえ、流行時期の前にエームサービス(株)による「感染症予防」研修を

実施し、基本的な知識を学ぶとともに、手洗いチェッカーを使用した体験研修も行い、大変

好評で感染予防につながりました。 

入所者は施設内共用部で職員は施設内で常時マスク着用による感染予防を行いました。特

に入所者の協力と理解によりほとんどの方が着用しています。 

厨房内の食品衛生管理については「大量調理施設衛生管理マニュアル」に従い、食品衛        

生管理を行いました。 

（ア）月 1 回、厨房職員、栄養士の細菌検査の実施（但し、6月～9月は月 2 回） 

（イ）年 2 回のノロウイルス検査の実施 

（ウ）月１回、厨房の害虫駆除の実施 

（エ）保存食は食材および出来上がり食品を 50ｇ以上 2週間の冷凍保存 

（オ）給食従事者の健康診断を年１回の実施 

（カ）食材の納品時検査（温度・時間）および記録の実施 

調理時の中心温度計測、調理の出来上がり時間確認等の管理の実施   

 

オ 職員教育・研修の実施状況について 

年間実施内部研修    合計 18回 

年間実施外部研修    合計  12 回 

（ア） （内部研修） 

研修等の名称 実施日・実施期間 参加人数 備考 

事業所合同研修会 

「身体拘束廃止の取組みに関

する研修」 

令和 7 年 4月 9日～ 

 令和 8 年 3月 31日 
19 名 事業所職員 

事業所合同研修会 

「福祉用具（手すり・杖・歩行

器について）」 

令和 7年 5 月 14日～  

 令和 8 年 3月 31日 
20 名 事業所職員 

法人階層別研修 

新人研修 
令和 7 年 6月 13日 8名 

法人共通研修 

 

事業所合同研修会 

「緊急時の対応について」 

令和 7年 6 月 13日～  

 令和 8 年 3月 31日 
17 名 事業所職員 

事業所合同研修会 

「入浴動作の支援」 

令和7年7月9日～ 令

和 8年 3月 31日 
17 名 事業所職員 

法人階層別研修 

一般コミュニケーション① 

令和 7 年 7月 12日 

 
3 名 法人共通研修 

法人階層別研修 

新人研修 
令和 7 年 7月 25日 8名 法人共通研修 

事業所合同研修 令和 7 年 9月 10日～ 17 名 事業所職員 
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「チームワーク強化につい

て」 

 令和 8年 3月 31日 

法人階層別研修 

一般コミュニケーション② 
令和 7 年 9月 20日 5名 法人共通研修 

事業所合同研修 

「感染症予防について」 

令和 7 年 10月 8日～ 

 令和 8 年 3月 31日 
16 名 事業所職員 

法人階層別研修 

一般エゴグラム 
令和 7年 10 月 4日 3名 法人共通研修 

事業所合同研修 

「BCP について学ぶ」 

令和 7年 11 月 12～ 

令和 8年 3 月 31日 
10 名 

事業所職員 

 

法人階層別研修 

リーダー 
令和 7年 11月 15 日 2名 法人共通研修 

事業所合同研修 

「稼働率について」 

令和 7年 12月 10 日～

令和 8年 3 月 31日 
18 名 事業所職員 

法人階層別研修 

所長係長 
令和 7年 12月 13 日 4名 法人共通研修 

事業所合同研修 

「成年後見制度について」 

令和 8年 1 月 21日～ 

令和 8年 3 月 31日 
7名 事業所職員 

法人階層別研修 

新人研修 
令和 8年 2 月 27日 8名 法人共通研修 

事業所合同研修 

「高齢者虐待防止について」 

令和 8年 3 月 11日～ 

令和 8年 3 月 31日 
5名 事業所職員 

   ※事業所合同研修は当日研修に欠席でも映像記録を年度末までに視聴している 

 

（イ） （外部研修） 

研修等の名称 実施日・実施期間 参加人数 備考 

高津区栄養士等給食 

関係者研修 
令和 7 年 6月 2日 1 名 

高津区役所地域 

みまもり支援センター 

新任福祉介護施設等職員合同

交流研修会 
令和 7 年 6月 30日 1 名 神奈川県社会福祉協議会 

よしもとスポーツ 

Let`s レクリエーション 
令和 7年 7月 31 日 1 名 川崎市社会福祉協議会 

第 2 回養護老人ホーム管理栄

養士・栄養士勉強会 
令和 7年 10月16日 1 名 

社会福祉法人阿部睦会 

養護老人ホーム共楽荘 

令和 7年度衛生講習会 令和 7年10月30日 1 名 
高津区役所地域みまもり

支援センター衛生課 

トラブル・報連相に役立つ介

護記録の書き方 
令和 7年 11 月 6 日 1 名 川崎市社会福祉協議会 
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組織が抱える問題、あなたが

抱える問題に気づき、行動で

きるリーダーを目指そう 

令和 8年 1月 15 日 1 名 
川崎市老人福祉施設事業

協会事務局 

高齢者施設での虐待リスクを

構造的に把握する視点 
令和 8年 1月 15 日 2 名 川崎市社会福祉協議会 

看護職が行う褥瘡の局所ケア

の実際を学ぶ～最新ドレッシ

ング材の効果～ 

令和 8年 1月 22 日 1 名 老人福祉施設事業協会 

対人援助研修 
令和 8年 1 月 30～ 

令和 8年 1 月 31 
1 名 神奈川県社会福祉協議会 

災害対応に関する研修会 令和 8 年 2月 2日 1 名 川崎市社会福祉協議会 

新人指導力強化研修 令和 8年 2月 14 日 1 名 川崎市社会福祉協議会 

 

カ 意見・要望・苦情に対する対応について 

（ア） 意見等の収集方法 
 
苦情処理の手順 

１. 投書箱への投書や職員への直接申込み 
２．受付けた苦情解決責任者及び第三者委員へ報告 
３．苦情解決のための協議対応 
４．苦情申込み当事者へ解決策の報告 
５．無記名の投書及び必要に応じてホーム会議で報告 

 施設内容を説明する文書等に苦情に対する措置の概要を掲載 
 施設内に苦情に対する措置の概要を掲示 
 第３者委員の設置状況 

（イ） 意見等を事業・管理に反映させた具体的な取組 
令和 7 年度に実施した満足度調査結果について、結果や自由意見を集計しその結果を 
恵楽園の生活環境の改善や支援について職員間で共有し活かしています。 

（ウ） 意見等に対する迅速な対応  
意見や苦情などは朝の引き継ぎで対応を話し合うようにし、適宜、返答することに努めまし

た。朝の引き継ぎでは難しい課題等は職員会議等で話し合いました。 
（エ） 年度内に受けた苦情等の一覧 

苦情等受付日 苦情等内容(利用サービス) 施設の対応 

令和 7 年 4月 16 日 【職員に対する苦情】男性利所

者（80代） 

 I ケアマネージャーより報告

あり。ご本人がかなり怒って強

い訴えがあったそうです。 

・昨晩、夜勤者より眠前薬を受

け取った後、ご本人が居室の椅

・担当職員に伝えて、詳しい内容をご本

人に再度お聞きすることを依頼。 

・職員の対応についてお詫びをし、今後

についてしっかりと話し合いご返答する

ことをお伝え。 

職員への面談の内容は別紙にまとめる。

両者の話しにずれがあったため、両面談
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子の上に薬を置いたが紛失して

しまった。 

・居室に来た夜勤職員にそのこ

とを伝えたが、探してくれず消

灯時間だからと電気を消されて

しまった。そのために夜眠れな

かったそうです。 

・自分が薬を失くしたことが悪

いが、職員の態度は許せない。 

内容を苦情解決責任者へ報告。挙がった

意見は下記の通り。 

・ご本人が納得するまで探せていないこ

とは事実。 

・一緒に探すことが困難であったとして

も、十分な説明ができていなかったから

苦情につながっているのではないか。 

・両者、ご利用者のことを考えていると

いうよりも『自分の仕事をこなす』とい

うことになってしまっているのではない

か。 

・『薬をなくしてしまった』ということ

が、なぜ記録されていないのか。 

・仮にご本人に好かれていない事実があ

ったとしても、支援をしていくうえで関

係性を改善しようという気持ちは芽生え

ないのか。 

⇒上記を踏まえ、再度両者と面談をして

いくこととなる 

令和 7 年 4月 18 日 【現住民から男性利用者（80

代）に対しての苦情】地域住民

より 

・A 様が以前住んでいたアパー

トへ行き、以前住んでいた部屋

のドアを急に開けてしまう。 

・住民は恐怖を感じ動画を撮

影。区役所へ相談。 

・区役所より、成年後見人 B

様へ連絡があった。 

・C ケアマネジャーと職員 D にて、A様

へ現住民から苦情があったことをお伝

え。ご本人とは『アパートに行った際は

ドアまでは行かず、遠くから確認する』

ということを約束している。 

・成年後見人 E 様へ連絡。4 月 24日

14時に E 様が来園し、ご本人へ伝えて

いくこととなる。 

4/24 以前住んでいたアパートの現在生

活している方より受けた苦情を再度確

認。 

・先日お話しさせていただいた内容を確

認。主「覚えてないです」とのこと。 

・再度、以前住んでいたアパートには新

しい人が住んでいること。そのため、ド

アは開けてはいけないことをお伝え。 

⇒主「それでは、本とかレコードとかは

どうなったんですか。」とのこと。破損

／汚れが強かったため、全て処分となっ



178 
 

たことを伝えている。 

※最後に、以前住んでいたアパートには

新しい方が住んでいることをお伝えして

いる。 

令和 7 年 5月 1 日 【清掃 F職員について】女性

利用者（80 代） 

ご本人、かなり憤慨され下記の

話しがあった。 

・F 職員は、いつも出勤の度 3

階談話コーナーで男性入所者 G

さんとずっと話している。 

・勤務が終わってからならわか

る。でもいつも勤務時間中にず

っと話している。 

・少なくても、その時間はお給

料が発生しているはず。それな

のにずっと話している。見てい

ていい気分がしない 

職員間で協議をさせていただき対応させ

ていただくことを伝えている。 

利用者 H様受けた苦情を、園長・ホーム

長へ共有。下記の対応をしていくことと

なった。 

・園長より F 職員へ、ご利用者から苦情

が挙がった旨、そのため今後ご利用者か

ら声を掛けられた際は、少し話しを伺っ

たあと「仕事があるんで」と話してほし

いことを伝えていく。 

・I 職員より H様へ、園長が上記の対応

をしていくことを伝えていく。 

令和 7 年 5月 7 日 女性利用者（70代） 主より

「今日デイから戻ってきた時、

事務所にいる人に挨拶したら睨

まれた。この前も睨まれて、な

んだか外出することを責められ

ているような感じがしてつら

い。前は睨んでこなかったの

に、ここ最近は必ず睨まれるか

ら怖い」とお話あり。 

不安な思いを抱かせてしまったことに関

して謝罪。睨んでいると思わせてしまっ

た表情については職員に伝え、笑顔を意

識していただくようにする旨を伝えてい

る。 

A 職員に該当職員を確認。その後、B様

から受けた話しを報告。当該職員は「そ

のようなつもりはなかった。でも、ご本

人にそのような印象を与えてしまったこ

とは申し訳ない。」とのこと。 

⇒当該職員が B 様へ謝罪をすることとな

った。 

令和 7 年 5月 17 日 男性利用者（80 代） 6時の巡

回時に「２階なのに挨拶に来て

くれるのは職員 J さんだけ」と

発言あり。他の人も来ていると

思うことを伝える。 

朝食時に改めて聞くと「２階の夜勤が男

性職員の時に起床の挨拶に来るのが J だ

け」とのことであった。 

5/27職員会議にて検討。朝の挨拶対応

について、職員に対応が異なっているこ

とがわかった。 

⇒2 階の夜勤者も、4 階へも朝の挨拶へ
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行くこととなった。 

令和 7 年 5月 27 日 女性利用者（70 代）  配薬の

ため訪室。ご本人、夜勤者の顔

をみて「あなただれ？」と問い

かけられた。目線を合わせ、K

（職員）です。わかりますか？

と聞いた所少し間を開けてから

「あ、K さんか！」と認識した

ようで服薬してる。その際に少

しお話し伺っている。「私も旅行

いきたいねぇ」と笑顔でお話し

されていた。 

 一方、苦情として「今日(5 月

27 日)男の職員が 2 人くらいが

話を聞きに来て、男性職員（L

職員）が残ったのだけど人間性

がどうのこうのって話をされた

けど全然分からなかった。」との

こと。また、主の話を聴くので

はなく、一方的に話をされて、

かえってストレスが溜まってし

まったとのことであった 

怖い思いをさせてしまった事謝罪。職員

間でも大勢で訪室は控えるように共有さ

せていただくことお伝えし、退室してい

る。 

5/29【L 職員との面談】 

≪L 職員より≫ 

・記録はそこまで読んでいなかった。朝

の引継ぎで話しを聞いて、そんな風に思

わせてしまったと思った。 

・30 分以上は傾聴させていただいた。 

・自分では面談はそんなに悪くなかった

と思っていた。 

≪なにを大切にし傾聴したのか≫ 

・自分が話すというよりも、Mさんがな

にを思ってるかを聞くことを意識した。 

・利用者 M さんが話すだけでなく、ちゃ

んとキャッチボールをしていくことを意

識した。もしかしたら、そのキャッチボ

ールの時に自分のことを話しすぎたのか

もしれない。 

・M さんが話しやすい環境になるように

意識した。M さんばっかりが話していた

ら話しづらいと思い自分も話すようにし

た。 

【L 職員へ 】 

・今回はチャレンジした結果であるこ

と。チャレンジしたからこそ出た結果で
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あること。今回は「M さんから教えても

らえた」と受け取り、今後も取り組んで

いってほしい。 

・自分は『うまくいった』と思っていて

も、相手の感じ方は違う。対人援助にお

いてよくある事象であり、今後も『相手

の受け取り方は違う』ということを意識

していただきたい。 

・面談において、自分が満足した場合相

手は満足していない場合が多い。面談は

相手に満足していただくものである。 

・話しやすい環境づくりは大切。しか

し、環境づくりは面談の時だけに作ろう

と思っても難しい。日頃からの関係性づ

くりが大切であることを伝える。 

令和 7 年 6月 1 日 

 

【トイレの汚物入れを増やし

て】  女性利用者（90 代） 

 排泄確認に伺った際、使用済

みのパッドを持って汚物入れの

バケツに行くのが恥ずかしい。

特に日中は人の目も多いから、

トイレ内の汚物入れを増やして

ほしいと強く希望されていまし

た。 

朝の引継ぎで報告 

6/7【職員間にて協議】 

 

 215 号室前のトイレに汚物入れＢＯＸ

を設置してほしいという要望に関して、

本日出勤の２階職員へ相談。結果、設置

の方向で BOX 作成することとなった。 

令和 7 年 6月 3 日 女性利用者（70 代） 「清掃の

Nさん、また 3 階談話コーナー

で Oさん（利用者）と Pさん

（利用者）の 3人でずっと話し

てる。私が見る限り 10 分以上ず

っと話してる。」と立腹されてい

た。 

3 階談話コーナーへ向かい状況を確認。

ちょうど N 氏が話しを切り上げその場を

離れようとしているところであった。 

6/5 職員には利用者より話しかけられた

時の対応について話している。断ること

が難しいのであればその利用者にも話し

かけることについてこちらから伝えると

を話している。 

令和 7 年 6月 3 日 【Q 職員について】            主には「同様の苦情を受けており、改め
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女性利用者（70 代） 

 主より、「掃除に来ているあの

職員、R さん（利用者）と 30 分

以上話して仕事していない。」と

の訴えあり。 

詳細を尋ねると、主は「今日じ

ゃない。いつもよ。」と話され

る。 

て職員間で周知しておく。」と伝えてい

る。 

6/5 職員には利用者より話しかけられた

時の対応について話している。断ること

が難しいのであればその利用者にも話し

かけることについてこちらから伝えると

を話している。 

令和 7 年 6月 14 日 【清掃職員について】          

女性利用者（70 代） 

 朝食後の配薬時、主より「清

掃の S さん、T さん（利用者）

と話し込んでいて全然仕事して

ない。前日、園長に注意された

みたいだけど、そんなの関係な

いとか言ってるよ。見ていて気

分悪い」と苦情あり。 

園長とホーム長に苦情があった旨を報告

しています。 

以前（6/5 も）から職員には利用者より

話しかけられた時の対応について話して

いる。断ることが難しいのであればその

利用者にも話しかけることについてこち

らから伝えるとを話している。 

令和 7 年 7月 1 日 80 代女性入所者：昨日、担当の

C職員からサインを書いてほし

いと言われてなんの書類なのか

聞くが教えてくれず。みようと

したら手で隠された。 

 サインをするのだから説明は

してくれないというのはおかし

い話されている。気になって昨

日は眠れなかったとのことであ

った。 

主の言うとおりでありこちらもなんの書

類であったかは担当職員に確認しないと

わからないので確認することと、きちん

と説明するように改めて職員に伝えるこ

とを話しています。 

きちんと説明するように改めて職員に伝

え、周知する。 

令和 7 年 7月 17 日 

 

70 代女性入所者：今朝、居室前

のトイレに便が落ちていたた

め、職員に伝えようと思ったが

打ち合わせ中であったのでご自

身で掃除をされたとのこと。 

 今日は清掃職員がトイレ掃除

掃除をしていただいたことについてお礼

をお伝え。感染症や事故が心配なので、

今後同様のことがあった場合は、職員が

打ち合わせ中であってもお声掛けいただ

きたいことをお伝えしている。 

清掃職員の業務内容については、現在面
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に来た様子もなかったと思うと

言われている。 

談や聞き取りを行い見直しをしていく予

定であることも説明している。 

清掃職員の業務内容については、面談や

聞き取りを行い見直しをしていく。 

令和 7 年 8月 15 日 近隣住民の方より：6:45、「近隣

住民」と名乗る男性の方から入

電。「２～３か月前から用水ポン

プの音がうるさい。今の時期窓

を開けるので気になる。」との事

であった。 

エレベーター機械室の温度が上昇する

と、エレベーターの油の温度が高温とな

り、エレベーターの運転が止まってしま

う。夏季の期間、エレベーターが止まっ

てしまうことが頻繁にあった。 

そのため、夏季はエレベーター機械室の

ドアを常時開放して対応。しかし、エレ

ベーター運転の際に機械音がしてしまう

ため苦情につながったことが考えられ

る。 

「異音はつい先日から把握しており、対

応する。」との旨を伝えている。 

匿名希望の為、お名前と連絡先はいただ

けず。 

園長、ホーム長、係長の３者で話し合

い、下記の対応を実施してみることとな

った。 

エレベーター機械室のドアは 20 時に閉

め／7時に開放とする。 

ポータブル式の冷房を購入し、機械室へ

設置する。           

令和 7 年 9月 1 日 ［F（デイサービス）より］ 

・3 名のご利用者について、い

つも汚れたマスクを着けて来ら

れる。 

・毎回、こちらで新しいものを

提供している。 

・今後は、替えのマスクを連絡

に入れていただきたい。 

・毎回連絡帳に記入している

が、一向に改善がない。 

・D ケアマネジャーより E 職員へ報告あ

り。 

・E より、養護職員へ F（デイ）よりあ

った苦情の内容／『今後は、連絡帳に新

しいマスクを入れてください。』と発信

している。 

・養護職員全員へ F（デイ）よりあった

苦情の内容／『今後は、連絡帳に新しい

マスクを入れてください。』と発信して

いる。 
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令和 7 年 9月 4 日 70 代女性入所者：主より、「清

掃の G 職員がまた談話室のソフ

ァーに座って談笑している。勤

務時間ではないのか。また、部

屋に入ったりもしている。その

まま放置しておくのか」と苦情

あり。３階に行くと、談話室で

G職員が H 様と談笑されていた

が、特に注意はしていません。 

再度、主より話があり G 職員には口頭で

注意している。 

G 職員は入居者から声を掛けられると断

れないとある。周りから見られているこ

とや清掃作業に集中してもらうように伝

え、支援職員に対応を任せるようにして

もらう。 

令和 7 年 9月 9 日 80 代男性入所者：数日前に夜勤

職員に洗濯物がないことを伝え

ると、洗濯物をたたまずに持っ

てきて渡す、「これですか？」と

言いながら洗濯物をばらばらに

するなどの対応があり、上の人

間の指導が悪いのではないかと

言われています。 

該当職員が次に出勤した際に、

どのような状況であったか確認

させていただいてもよいかどう

か伺うと「そうしてよ。」と言わ

れています。 

主より衣類の対応について苦情があった

との事でお詫びに伺っている。 

≪主のお話≫ 

・乾燥機に入れた衣類を勝手に出して投

げてぐちゃぐちゃに衣類を置いてった。 

・あそこのクローゼット勝手に開けてパ

ンツを取った。その後、主より「分かっ

てくれたなら良いよ」との事。 

令和 7 年 9月 20 日 80 代女性入所者のご家族： 

 本日面会のため来園された際

に、１６日の転倒からその後の

発熱の様子、介護ベットの導

入、本日の様子をお伝えしてい

ます。 

その後、娘様から以下のお話が

ありました。 

＊仕事中はすぐに電話を出るこ

とができないが、昨日の電話の

時に留守番電話にメッセージが

残っておらず、緊急なのかどう

かもわからずとても心配になっ

連絡の際の対応について謝罪をして、以

後気を付けることをお伝えしています。 

職員に記録で共有。 



184 
 

てしまった。 

＊電話の時に転倒のことは何も

知らせてくれなかった。 

＊現在自分（娘様）の体調が悪

いが、状況がよくわからず心配

になって面会に来た。 

令和 7 年 9月 24 日 70 代女性入所者：当直室に来ら

れ清掃の I 職員について話があ

る。内容として、J 様の居室に

入って話し込んでいるとのこ

と。いつも７時前に来て居室で

話し込んでいるとのことで、す

ぐさま確認に向かうこと、注意

を行うことをお伝えする。 

実際に J様の居室に I 職員がおり、話し

込んでいた。その場で注意する。 

I 職員にはその場で注意している。様子

をみていく 

令和 7 年 10 月 6 日 80 代女性入所者： 

・昼食後、A職員に部屋まで車

イスを押してもらうこととなっ

ていた。 

・A 職員が車イスを押してくれ

ていたら、エレベーター前で B

職員とあった。 

・B 職員は強引に車イスの誘導

を変わり、部屋まで誘導され

た。 

・B 職員は私になんの恨みがあ

るのか。すごく怖い。 

怖い思いをさせてしまったことについて

謝罪。B 職員の話しを聞いてみることを

伝えている。 

主の苦情を受け B職員と面談。振り返り

等を行う。 

令和 7 年 10 月 9 日 70 代男性入所者：「昨日、担当

が来てジョアを「没収する」と

言って持って行った。納豆は自

分で買ったと言ったら持って行

かなかった。あんなやり方はな

いんじゃないの。今までも何度

もうまくいかなくて、ずっと我

食堂で出たものを居室に持ち帰れないこ

とについて説明をしたうえで、不快な思

いをさせてしまったことにお詫びをして

いる。 

担当変更について、職員間で相談するた

め少しお時間をいただきたいことをお伝

え。それまでの期間、何かあったら遠慮
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慢してるんだよ。もう我慢の限

界だよ。本当に相性が悪いんだ

よ。ここにずっといたいと思っ

ているし、他の人とは冗談も言

えるし、担当を変えてもらえな

いかな。」とのお話がありまし

た。 

なく他の職員にも相談してほしいことを

お伝えしている。 

令和 7 年 11 月 4 日 80 代男性入所者：               

1階事務所に来室。下記の訴え

があった。 

・今日 8:10頃、女房がホールの

先で転んだ。 

・職員の方が来てくれて、車い

すで部屋まで送ってくれた。職

員は「後で看護師さんに診ても

らえるように言っときますね。」

と言ってくれた。 

・いつまでたっても看護師さん

が来てくれないので、8:55 医務

室へ行った。そしたら看護師に

「朝早くからなんだって言う

の。今、他の人診てるから待っ

てて。」と怒鳴って言ってきた。

ここの職員の対応はどうなって

るんだ。 

・少し経ったら部屋に看護師が

来た。医者に診てもらいたいっ

て言ったら「その必要はない」

と言われた。 

主へ謝罪。すぐに対応した看護師と面談

をする旨を伝えている。 

≪C 看護師より≫ 

・医務室内で、別の方の処置をしてい

た。 

・確かに「ちょっと待っててください」

とは言ったが、そんな乱暴には言ってい

ない。 

・Åさんが乱暴な話し方をしている。 

・処置をしている方がいなければ、対応

していた。 

≪面談者より≫ 

・物の言い方については、過去に何度も

苦情が挙がっている。仕事として、言い

方／伝え方はどのように考えているの

か。 

⇒「待ってて」って言っただけなんです

けどね…とモゴモゴと話すのみであっ

た。 

令和 7 年 12 月 26 日  D デイサービスより：E ケアマ

ネジャーへ下記の話しがあった

とのこと。 

・12 月 25 日（木）はいていた

ケアマネジャーより先方へ謝罪。 

・ケアマネジャーが、養護へ内容を共

有。 

・養護にて、受けた話しを周知。 



186 
 

ズボンに便の付着がありそのま

ま送りだされていた。送迎者内

の他のご利用者にも迷惑となっ

た。 

・リハビリパンツもかなり汚れ

たままであった。 

・出発前にリハビリパンツやズ

ボン等を確認してほしい。最低

限のマナーなのでお願いした

い。 

⇒ケアマネジャーより「このま

まであると、利用継続が難しく

なる可能性があります。」と話し

があった。 

12月 25 日明け職員であった、F 職員へ

排泄介助状況を確認。 

・いつものように、5 時か 5 時 30 分に

介助をした。 

・パットだけでなく、リハビリパンツも

交換した。 

令和 8 年 1月 19 日 70 代男性入所者：施設の近隣に

ある会社の方が来園。ご自身の

携帯電話のカメラで映した

1/18(日)11：39 の防犯カメラの

映像を持参され、恵楽園のご利

用者が会社の敷地内に入り、タ

バコを吸って枯葉の溜まった排

水溝に吸い殻を捨てていき、枯

葉が燃えた様子があったとのこ

と。 

その後、会社の代表より電話に

て抗議がある。 

施設の入所者が会社の敷地に入

りタバコ 3 本を吸って捨てて枯

れ葉に火がついていた。休日で

人のいない中、大火事になった

らどうするのか。責任をとれる

のかとある。 

謝罪はしているが先方からは高

防犯カメラに写っていた本人は外出して

おり、帰園後、ご本人には同じことはし

ないように話すことを伝えた。 

外出よりご本人が帰園。近隣からの苦情

を受け面談。本人「タバコのことでし

ょ？帰り道に話って何だろうなあと考え

たんだけど、それしか思いつかないんだ

よね。」「なんか吸っちゃうんだよね。そ

ういう衝動的なところがあるんだよね。

なんでかなあ。」などを終始目をつぶり

ながら、一定の調子で返答されている。 

面談者より下記の点をお伝え。 

＊先方はかなり強く怒っていること 

＊敷地に勝手に入ったことは不法侵入に

なること 

＊先方は排水溝に溜まっていた枯葉が燃

えた様子があると言われ、火事になる恐

れがあることを怒っていること 

 以上を伝えると「ああ、そうだよ
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津警察署の生活安全課には相談

するからとのことであった。 

ね。」とのこと。明日、先方に連絡をし

てから園長と一緒に謝罪をしに行くこと

については了承され、「お願いします。」

と言われている。 

令和 8 年 2月 10 日 

 

 

 

 

 

70 代男性入所者： 

・令和 7 年 7 月 5日に 1 階食堂

前の流し場で、A 様に後ろから

ドンと突かれた。 

・令和 6 年 9 月頃に同じ場所で

B様にも後ろからドンと突かれ

た。。 

・それからずっと腕が痛み、バ

スに乗っていて膝に荷物を置

き、その上に腕を乗せていると

痛むために手を荷物の下にしな

ければならない状態。 

・病院には行っておらず、理由

を伺うと「後期高齢だとお金が

ね。」とのこと。 

・医務室に相談したかどうか伺

うと、「行ったらホーム長のとこ

ろに行くように言われました。」

とのことであった。 

・A 様と B 様とはそのことにつ

いて直接話はしていないとのこ

と。 

 

※ご本人は、職員から厳重注意

をしてほしいと話していた。 

・A 様と B 様と職員立ち合いのもとで話

し合いをすることについてお聞きする

と、「それでもいいです。」とのこと。 

・「時間がたっていることなので、確認

をするのに少しお時間をいただけます

か。」とお聞きすると「いいですよ。」と

話されていた。 

ホーム長より「本人より、以前受けた A

様と B 様から受けた暴力行為について区

役所に相談に行こうと考えている。一緒

に話を聞くことは可能か。」と話しあり

面談室にて、ご本人の話を伺っている。 

≪本人より≫ 

・A さんと B さんから暴力を受けたとこ

ろが痛い。 

・この前、こんなチラシをもらった。チ

ラシには『こんな時には届け出が必要／

暴力行為を受けたとき』と書いてある。

だから、いまから区役所に手続きへ行

く。 

⇒これは、加害者側に治療費を全額負担

してもらう手続きと考えられる。そのた

め、まずはかかりつけの栗田病院医師に

相談してみることを提案。 

 本人「いまから区役所へ行く」という

意思は変わらず。結果、区役所へ出掛け

ている。 

※栗田病院外来看護師へ連絡。上記を報

告している。 
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令和 8 年 3月 6 日 70 代男性入所者：３階当直室に

来られ、昨晩ライターを指定の

箱に入れたが、朝、明け者に聞

くと預かっていないと言われた

とのこと。 

 

⇒昨晩、預けそびれたという可

能性はないか尋ねるも「確かに

箱に入れた」と話されていた。

代わりのライターはお持ちであ

ったため、職員が主の許可を得

て名前を記入。今後は直接夜勤

者に渡してほしいとお伝えして

いる。 

ライターは預かりポスト内を再度確認。

ライターあり。箱の中に磁石にくっつい

ている状態であった。 

⇒ご本人へ謝罪し返却している。 

今後は職員が箱の中をしっかりと確認す

る。 

令和 8 年 3月 23 日 70 代女性入所者：電化製品につ

いての取り扱いについてどうな

っているのかと話しがある。 

 最近 C 様が居室にてホットプ

レートを使用しておりお肉を焼

いて他ご利用者に振舞っている

とのこと。 

 主はいただいても血糖コント

ロールがあるため断っていると

話しがある。 

 他にも 3 階のご利用者の方で

もホットプレートを使用してい

る人など電化製品を居室で自由

に使っている人たちが多すぎる

のでホーム会議で話をしてほし

いとのことであった。 

園長に相談することを伝えている。 

職員会議でも、改めて家電の持ち込みに

ついて協議していくこととした。 

火災の危険性がある調理器具については

持ち込みができないことをご本人に説明

をしている。 

 

キ 個人情報の取扱いについて 

法人共通の「個人情報保護規定・個人情報保護に関する方針・個人情報の利用目的」に基づ

き運営しています。 
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また、職員には入職時に「誓約書」を法人理事長宛に提出し、ご利用者からは、「個人情報使

用同意書」を事業所に提出していただくなどしました。 

 

ク 安全管理について 

（ア） 事故発生時の報告体制 

関係職員からの報告等に基づき、あらかじめ指定された緊急連絡先(身元引受人等)に速

やかに連絡を行いました。また、事故の発生状況等については、適切な説明が迅速に行え

るよう努めました｡法人本部・行政機関・嘱託医等関係機関に対して、事故等に関する必要

な報告を行いました。 
（イ） 発生した事故への対応状況 

a 急病者、事故の発見 

  b 意識の有無、外傷などを確認する。 

  c 看護師に状況を連絡、対応を依頼。意識が無い場合救命措置開始(救急要請判断) 

d 救急車要請 

       f 支援職係長、園長へ連絡 

            g 親族、行政関係機関へ連絡 

             h 病院にて治療  

           i 職員帰園後記録、報告書作成 

(ウ) 事故防止に向けた取組 

Ａ 実施した訓練実績 
年間防災訓練結果 

月日・訓練種別 訓 練 内 容 

第 1 回：6 月 3日（火） 

総合訓練（養護、通所介護） 

昼間に火災が発生したことを想定した通報、消火、避

難誘導訓練を入所者、職員にて実施しました。併せて

消火器の使い方を学んでいます。 

第 2 回：11 月 4日（火） 

総合訓練（養護、通所介護） 

昼間に火災が発生したことを想定した通報、消火、避

難誘導訓練を入所者、職員にて実施しました。併せて

避難誘導を町内会の方々と一緒に行っています。 

第 3 回：3 月 4日（水） 

夜間想定総合訓練（養護・法人職員） 

夜間に地震が発生したことを想定し、入所者の安否確

認と避難誘導訓練を行っています。 

 

（エ） 事故件数一覧表・内訳 

   (事故件数)  

 ４

月 

５

月 

６

月 

７

月 

８

月 

９

月 

10

月 

11

月 

12

月 

１

月 

２

月 

３

月 

合

計 

事故件数 12 7 14 15 14 13 15 10 9 12 9 13 143 

うち医療機関

受診案件 
1 2 4 3 1 1 1 3 2 2 4 2 26 
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(事故内訳)※ヒヤリ・ハットを除く、医療機関受診案件  

事故発生日 事故内容(利用サービス) 施設の対応 

(受診の場合は医療機関名) 

令和 7 年 4 月 6日 夜勤専従の派遣職員が勤務初

日、ご利用者の名前が入った介

助マニュアル、居室表、食堂座

席表を渡している。職員が付い

て説明をして、マニュアルを確

認しながら業務を行っていた。

夜勤明けの退勤前に本人よりマ

ニュアル一式がないと報告があ

った。 マニュアルを渡す際に

個人情報であるため取扱いに十

分注意し紛失に気を付けるよう

に説明しておらず、仕事の内容

を書き込めるように紙ベースで

持ち歩いていた。 

紛失が発覚を受け当日出勤していた職員

数名で捜索したが発見出来なかった。当

日は日曜で翌日に上司に報告。本人も休

みであったため、派遣会社と連絡を取り

本人からの詳しい聞き取りを依頼した。 

マニュアルを渡す際には必ず、個人情報

であるため取り扱に十分注意をして紛失

することがないように説明を行い了承し

てもらう。目立つようにファイルをして

渡す。指導ごとに職員も必ず所在の確認

を行う。所定の場所を決めて、休憩時間

や退勤前には返却してもらい職員が確認

をする。 

令和 7 年 5 月 3日 男性入所者（90代） 施設の給

食委託業者職員が帰宅途中の道

で転倒し救急要請をされている

主を見かけ、恵楽園に連絡を入

れている。恵楽園職員が現場に

駆け付け、本人であることを確

認。救急車で恵楽園に一度立ち

寄り職員が同乗しかかりつけの

帝京大学溝口病院へ搬送され

た。一人で買い物に外出し転倒

したとの事。そのまま入院とな

る。以前は一人で外出していた

が最近はご自身で体力低下を理

由に外出を控えていたが、久し

ぶりの単独外出で外出簿に未記

入であった 

救急車で恵楽園に一度立ち寄り職員が同

乗しかかりつけの帝京大学溝口病院へ搬

送された。一人で買い物に外出し転倒し

たとの事。そのまま入院となる。診断名 

頭部打撲、胸水貯留、肺炎など 肺炎は

誤嚥性の可能性がある。打撲は検査結果

は異状なし。気管支リンパ節のの腫れも

あり入院検査となる。ご家族にも連絡。

病院に向かってもらう。 

買い物のための外出希望はヘルパーの利

用や職員が注文しての配達を提案してい

く。毎週金曜の移動販売の利用を進める

など安心して買い物ができる環境を作っ

ていく。体力低下は主治医に相談し連携

をとっていく 

令和 7 年 5 月 31 日 女性入所者（90代） 6/1の朝

食時、食堂に来られなかったた

め職員が居室を訪問すると、「昨

日転んで痛いので食事にいかな

い」と主よりあった。さらに詳

転落時にはご本人が職員に知らせずに就

寝され、翌朝、朝食に来られず職員が訪

室して転落が判明した。痛みの訴えから

看護師に診てもらい救急車要請し診断名

は右大腿骨骨折で入院となった。横浜新
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しく聴くと昨日 22時頃、ベット

の上に立ち上がり、ハンガーを

カーテンレールにかけようとし

てベットから落ちたとの事。職

員に連絡をせずに就寝した。右

臀部から膝にかけての痛みの訴

えがあった。看護師の出勤後報

告し、診てもらうと骨折の疑い

があり救急車要請し病院に搬送

される。右大腿骨骨折で入院と

なる。 

都市脳神経外科病院。家族に電話で報告

している。 

カーテンレールにハンガーを掛けようと

して不安定なベットのマットの上に立ち

バランスを崩してしまった。他にかける

ところがなかった。対策としてはＳ字フ

ックを使用し手が届くようにすることや

ベットの上に立つことの危険性の説明し

理解してもらう。職員に手が届かない場

合などは依頼することなど 

令和 7 年 6 月 4日 女性入所者（80代） 同室者か

らナースコールにより職員が駆

けつけると、居室入り口横の洗

面台と壁の間に仰向けに主が倒

れていた。意識ははっきりして

おり、痛みがあるか確認すると

「どこも痛くない」と返答あ

る。頭部を確認すると後頭部に

5センチ程度のこぶが確認され

たためかかりつけである聖マリ

アンナ病院を受診することとな

った 

同室者のナースコールで職員が駆けつけ

仰向けで主が倒れていた。痛みがないと

のことだが、頭部にこぶがあり、職員同

行し、救急外来受診する。検査結果は異

常なし、頭部にこぶがあるので 1週間程

度は経過観察するようにと医師よりあ

る。心疾患の可能性もあり循環器内科の

受診の指示もある。ご家族に転倒したこ

とと検査結果を伝え次回受診の動向を依

頼した。 

持病である心疾患により失神した可能性

がある。循環器科をできるだけ早く受診

する。移動する際にナースコールを使用

していただくように依頼する。頭部保護

のためのヘッドギアについてケアマネに

相談し、使用について検討する。 

令和 7 年 6 月 4日 

 

女性入所者（80 代） 同室者か

らのナースコールにより職員が

駆けつけると、ベッドの下に左

側臥位で転倒していた。声かけ

に反応があり「大丈夫」と返答

あり。痛みの確認には「どこも

痛くない」と返答があった。介

助にてベットに横になると呼吸

に異音がし、その後呼吸が浅く

なり、呼びかけに反応しなくな

った。バイタル測定が不可、両

同室者からのナースコールを受け職員が

駆けつけている。ベット下に転倒してい

たため意識、痛みの確認を行う。介助に

てベット臥床後、バイタル測定。呼吸が

浅くなり、呼びかけに反応しなくなる。

両眼の視点が上向き瞬き消失が見られた

ため救急要請をし、職員が付き添い病院

へ搬送。親族には電話連絡をしている。

その後、警察より死亡の報告を受けたた

め、夜勤職員が上司へ報告を行う。親族

には病院より報告がいっている。高津警
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眼視線が上向きになり、瞬き消

失が見られたため救急要請を行

い、職員付添で聖マリアンナ病

院に搬送されている。病院で高

津警察署員より本人が死亡した

報告を受けた。 

察署員が来園し居室の確認と職員が事情

聴取を受けている 

昨日も転倒があり聖マリアンナ病院を受

診しており、その際に持病の心疾患のた

めに失神をして転倒した可能性があると

いわれている。来週循環器内科を受診す

る予定だった。具体的な再発防止につい

ては本人死亡のため検討はしていない。 

令和 7 年 6 月 25 日 女性入所者（90代） 主が当直

室前まで歩いて来られている。

前髪、顔、パジャマの上下に血

が広範囲に付着していた。話を

聴くと居室にてトイレに行こう

としてベットから立ち上がり、

スリッパを履く際に転倒しベッ

トの柵に思い切り打ってしまっ

たとのこと。左前額部、前髪の

生え際に 10 ㎝程の裂傷があり出

血が続いている状態。止血を行

い救急車を要請し、職員が付き

添い搬送となる。横浜新都市脳

神経外科病院 

転倒後、本人が歩いて当直室まで来られ

たため、転倒の状況を聴いている。痛み

や体の状態を確認し、出血部位の止血を

実施。救急車を要請し、職員が付添って

搬送となる。病院での頭部 CT検査では

異常なし傷口を 9針縫っている。翌日に

消毒に受診するように指示があり帰園し

ている。家族にも連絡していて長男が病

院に向かっている。 

21時に就前薬を服薬し就寝。トイレに

起きた時にふらつきがあったかもしれな

い。スリッパではなく、かかとのある履

物に変える。ナースコールの位置も検討

し主が押しやすい位置にする。夜間の起

き上がりにはゆっくりと移動するように

意識してもらうように声かけをする。 

令和 7 年 6 月 29 日 女性入所者 70 代： 

夜勤職員が他のご利用者の報告

を受け、居室を訪室するとうつ

伏せで倒れているところを発見

している。多量の出血があり、

飲酒をしている様子があった。

他の職員の応援を要請し状態を

確認。鼻血の可能性があること

が分かった。救急医療センター

に相談したところ、選定療養費

が 1万円かかるとの情報があ

り、帝京大学病院には脳外がい

っぱいとの理由で断られてい

る。意識があり、介助での立ち

頭部 CT 検査の結果、頭部と顔面には異

状なく、脳の萎縮が見られている。左手

レントゲン検査の結果、第 4 指基節骨に

ヒビあり。包帯で固定している。 

飲酒により酩酊して転倒しており、これ

までも飲酒をやめることができず繰り返

している。役所の担当 CWとご本人、職

員で話し合いを行い、受診を含め今後に

ついて話し合いを行うための日程を決め

ている。 
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上がりと歩行が可能であったた

め、頻回に様子を見ながら経過

観察を行い、翌日に職員の付き

添いで福住医院を受診してい

る。 

令和 7 年 7 月 1日 男性入所者 80 代 朝 6：10 頃 

夜勤明け職員が朝の巡回中、警

備職員よりご本人が転倒してい

るという報告を受け現場へ駆け

つける。1階ロビーに座り込ん

でいるご本人を確認。左眉の上

から出血しておりタオルで押さ

えていた。 

警備職員が発見、夜勤職員に報告。夜勤

明け職員が駆けつけ傷口を確認し救急要

請をし、職員が付添搬送となる。横浜新

都市脳神経外科病院へ。ご家族にも連

絡。CT 検査の結果は脳に異常なし、前

額部 5 針縫合、前額部挫創、鼻根部挫

創、右腕打撲、擦過傷、両膝打撲、家族

が病院に到着し職員と付添交代。 

ご本人が普段歩かれるルートが決まって

おり近くに扇風機があったためつまづい

てしまったと思われる。今回の転倒によ

り扇風機は破損したため撤去し、今後は

床置きではなく台の上に置けるサーキュ

レータを購入する。ご本人に普段の習慣

を変えていただくことは難しいと思われ

るため、他につまづきやすいものなど転

倒のリスクがあるものは配置を変えた

り、固定をする対応を実施する。 

令和 7 年 7 月 29 日 男性入所者 80 代： 

・昼食時、ご本人不在。単独に

て外出され、14 時頃に帰園され

ることもあったため帰園を待つ

が戻られず。 

・16 時に高津警察署へ行方不明

の連絡。施設防犯カメラにて、

8:25 に単独で外出されているこ

とがわかる。                                                            

※7 月 31日 6:51、ご本人単独に

て帰園。ケガもなかった。帰園

後、ご本人に話しを伺う。ご本

人からの話しは下記の通り。 

・川崎駅の方に歩いていった。 

・自転車が保管してあるから交

・15 時頃より、施設内職員へ状況を共

有。今後の役割分担を打ち合わせ。 

・15 時 30分、職員 2 名で付近を探すが

見当たらず。 

・16 時、高津警察署へ行方不明届を依

頼。 

ご本人からの話しや支援職員からの意見

を踏まえ協議。下記の対応を試みること

となった。 

・GPS を導入してみる。 

・恵楽園デイサービスを 1 日追加してみ

る。 

・服装チェックのみではなく、主が外出

することがわかった際は写真を撮らせて

いただく。              
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番にお金を払いに行った。でも

見つからなかった。 

令和 7 年 7 月 31 日 男性入所者 70 代：18：15頃 

１階事務室に来室 雑巾の燃え

カスを見せて３階喫煙所の雑巾

が燃やされたと訴えある。現場

を確認すると灰皿が乗っている

テーブルと接している壁のタイ

ルが焦げていた。             

今日の１５時頃は燃えていなか

ったと話されている。灰皿掃除

のために雑巾を灰皿を置いてい

るテーブルの上に置いている状

態であった。風が強かったので

火種が飛んでついたのか、わざ

と火をつけた可能性も考えられ

る。 

夜勤の A職員が現場の写真を撮る。明日

の朝食時注意してもらうことにした。警

備の B 職員も巡回時注意してもらうこと

としている。翌朝の引継ぎ時に報告。喫

煙所のテーブルに雑巾などの燃えるもの

はおかない。消火器を準備していくが、

それまではバケツに水を入れてすぐに消

火できるようにしておく。 

翌日（8/1）、法人本部、川崎市事業推進

課、高津消防署へ報告 

※高津消防署が施設に確認に来園。火災

認定されており、それについても本部、

事業推進課へ報告。 

喫煙所のテーブルに雑巾などの燃えるも

のはおかない。消火器を準備していく

が、それまではバケツに水を入れてすぐ

に消火できるようにしておく。 

所管課との協議 

・1 時間毎の喫煙所巡視 

・吸い殻の職員対応 

・3 階屋外喫煙所の防犯カメラ設置を進

める 

令和 7 年 9 月 24 日 

 

男性入所者 70 代                     

19：50 頃 通行人の方から警察

に「梶ヶ谷方面コンビニで倒れ

ている人が居る」と通報が有り

警察官の方と共に主が帰園され

る。                      

主よりローソン前で車のライト

が当たって幻惑してしまい段差

が分からず、つまづいて転倒し

てしまった. 

警察の方と帰園された際に、主の身分証

明書を提出。その後外傷の確認。三階夜

勤者共に自室に戻っている。 

辺りが暗いと危ないので購入は日中にし

て頂く。事前に購入すると職員も把握し

づらい為声を掛けて頂く。アルコール類

の購入は（月）（木）にして頂く 

令和 7 年 10 月 17 日 男性入所者（80 代） 20 時 15

分頃に当直室前から「ドン！」

と音がしたため向かうとご本人

様が居室前でうつ伏せになって

・園長・係長に連絡を行う 

・救急搬送の連絡を行う。 

・川崎市立多摩病院に到着。頭部 CTの

結果は今は問題ないとのことだが心筋梗
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いるところを発見する。ご本人

様から頭が痛いと訴えあり。詳

しくお話を聞くと右こめかみ付

近に痛みがあるとのこと。意識

清明、受け答えも問題なかった

が呼吸が荒く、ぜーぜーしてい

る様子が見られた。 

バイタル測定実施 KT＝36.8 

BP＝110/77 P124 SPO2＝91％

→98％（５～10 分後） 

塞の診断を受ける。心筋梗塞の治療の

為、多摩川崎病院に入院となった。後見

人、親族に連絡後カテーテル手術とな

る。 

今まで心臓の病状に診断はなく痛みや苦

しさの訴えはなかった。心臓の治療を受

け主治医との連携を取り体調の把握を行

う。居室の環境を整え靴の履き方やケア

マネと相談し福祉用具の導入も検討す

る。 

令和 7 年 11 月 10 日 

 

女性入所者(70代） 9:50頃 

入所者 A 様よりナースコールあ

り。主が集会室で転倒されてい

るとのこと。看護師・支援職に

て対応。 

右側臥位の状態で会話が困難。

意識が混濁している様子。額の

右側を打った様子あり。血圧も

エラー。 

救急搬送を依頼する。口頭にて上司に報

告。救急隊到着後、ご家族と担当区高齢

者支援係へ連絡している。高津中央病院

へ搬送。頭部ＣＴ］，レントゲン検査、

診断は頭部打撲など。 

首の頸動脈が狭窄する持病があり一過性

の脳虚血発作が起こった可能性がある。

3 月にも同じような状況での転倒があっ

た。この時てんかんも否定できないと医

師からあり定期受診をしていた。かかり

つけ医に相談と主の状態や体調面の変化

を見逃さず受診につなげる。 

令和 7 年 11 月 13 日 女性入所者(70代）21:09 頃、夜

間職員が巡回のため居室を訪問

したところ、ベッドの横に立ち

イヤホンのコードを直しており

転倒を気を付けてと声をかけて

いる。同室者の確認を行ってい

ると転倒。後頭部に皮下出血が

見られ、右腕も打っている様子

があった。起き上がりが困難で

もう一人の夜勤職員に応援を要

請。 

主の状態を確認後ベットに横になっても

らう。バイタル測定を実施し、意識が明

瞭で会話はできていたため幹部を冷やし

様子観察とした。翌朝、看護師に引継

ぐ、状態確認後、足の痛みや地自身での

体動が困難であったため救急要請し帝京

大学溝口病院に搬送。頭部検査は脳内出

血などなく骨折もないとの診断で帰園。 

靴を履かずに靴の上に立ちイヤホンをコ

ードをほどいており、座って行うように

声かけをするべきだった。靴を履くこと

を繰り返し声掛けし、、履きずらさや滑

り止めがあるかなど靴の状況も確認。居

室環境も整える。 

令和 7 年 11 月 20 日 

 

女性入所者(80代）19:55 頃、臨

港警察署より電話があり、主の

臨港警察署からの連絡を受け、施設長に

電話で状況と警察からの連絡を受けた職
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 次男より主が虐待を受けて施設

に入所しているとの通報でこれ

からご本人の状態を確認するた

めに来園するとのこと。22：55

に警察官 3 名が到着し、主への

聴き取りと身体状況確認、職員

への聴き取りを行い、21：30 ご

ろ終了。その後 11/21 に通報し

た次男より施設に連絡が入り、

主と話し合い今後、被害届を出

すことになると報告を受ける。 

員が対応することになったと報告。主に

は警察から連絡があり、これから来園し

聴き取りを行うと伝え了承をもらう。翌

日 12/22 には電話で川崎市事業推進課、

川崎区高齢障害課、法人本部に報告して

いる。 

同居の長女より虐待により措置入所とな

っている。入所の連絡を区役所より次男

へした際に入所の経緯を知り入所後の虐

待通報となった。区役所の高齢障害課高

齢者支援係との情報共有と虐待ケースで

の入所の場合、今回のような入所後の通

報や被害届が出された際にどのような対

応をするのか行政の担当と確認を行って

おく。 

令和 7 年 12 月 13 日 女性入所者(80代）6：02 頃 同

室者のナースコールにより夜間

職員が駆けつけ、主がクローゼ

ット前で仰向けになって倒れて

いるところを発見している。ト

イレに行こうとして足を滑らせ

て頭から転倒したと話がある。 

夜間職員が駆けつけて倒れている主を発

見。声掛けを行い話ができたため、痛み

等の状況を確認、バイタルを測定する。

頭部を打った様子があり息苦しさを訴え

たため他の職員の応援を求め介護ベット

へ移乗し救急要請を行う。親族、上司へ

連絡し報告する。横浜新都市脳神経外科

病院へ搬送。レントゲン、頭部 CT 検査

実施、異常はないとの事。 

前日に退院したばかりで入院中にあまり

寝ていなかったとあり、トイレに起きた

際に寝不足でふらつきで転倒した可能性

もある。また、草履が滑ってしまった可

能性もある。体力が戻り、歩行が安定す

るまではナースコールを使用していただ

く、夜間はフットセンサー、草履でなく

踵のある靴を履くようにする。 

令和 7 年 12 月 30 日 80 代男性： 

地域住民の方が来園され、ご本

人が転倒されていることを知ら

せてくださっている。 

職員が駆けつけると、施設の門

の横にあるごみ置き場の前で地

昭和医科大学横浜市北部病院 

に搬送されている。 

頭部検査の結果、頭蓋内出血、骨折な

し。7針縫合している。左足にマヒがあ

り、杖歩行。普段から前のめりで早足で

歩く様子がありつまづきやすかった可能
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域の方に支えられていた。奥様

と外出をされ、帰園時につまづ

いて転んだのこと。左眉上に打

撲、裂傷あり。救急要請をして

いる。 

性がある。履いていた靴のマジックテー

プがゆるくなっていた。 

新しい靴の購入をご本人と相談し、歩行

補助具の相談を福祉用具にする。ご本人

にも歩き方については声かけを行なって

いく。 

令和 8 年１月 18 日 70 代男性 

14：00 頃近隣の会社の方が来園

され、「入所者と思われる人物が

勝手に敷地内に入り、喫煙をし

ていた様子が防犯カメラに映っ

ている。排水溝に吸い殻を捨て

て、枯れ葉が燃えた跡がある。」

との苦情を受けている。改めて

確認したところ、入所者である

ことが判明。園長とホーム長が

お詫びをして、ご本人とも面談

を行っている。指摘をされるま

では、やってはいけないことで

あるとの認識が薄い様子があっ

たが、話をすると反省して、二

度と同様のことをしないと約束

をしている。再発防止をすれ

ば、本人が謝罪には来なくてよ

いと言われている。 

園長とホーム長が会社に伺い、防犯カメ

ラの映像を確認。施設の防犯カメラも確

認し本人確認を行っている。 

担当区高齢者支援係と法人本部へ連絡。 

確認後改めて園長とホーム長が会社に伺

い謝罪をし、ご本人とも話し合いを行

い、再発防止に努めることをお伝えして

いる。 

ご本人との面談を定期的に行い、生活の

様子を職員が把握する。 

「よいこと」「悪いこと」について繰り

返し正しく伝え、紙に書いて貼るなど可

視化して理解を深めるようにする。 

令和 8 年 1 月 26 日 80 代男性 

8：00 に他のご利用者からご本

人が倒れているとの報告があり

職員が駆けつけると、居室前の

廊下にうつ伏せに倒れていた。

飲酒をして酔っている様子が見

られた。左おでこに裂傷があり

出血していたため止血をし、救

急要請をしている。 

外傷を確認、頭部から出血があったため

止血とバイタル測定を実施、救急要請を

している。 

横浜新都市脳神経外科病院へ搬送。頭部

CT検査の結果、骨折、脳出血はなし。 

担当区高齢者支援係と姪御様に連絡、報

告を行っている。 

法人本部へ連絡。 

生活の見直しを職員とご本人が一緒に考

える。定期的にご本人との面談を行い、

適切な飲酒量と健康について話し合いを

行い理解できるようにする。 

必要であれば医療への相談を行う。 
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令和 8 年 2 月 1日 90 代男性 

1：35 に夜勤職員が巡回中、ド

ンと音がしたため駆けつける

と、3 階談話コーナー横の廊下

で額から出血をしてうずくまる

ご本人を発見している。頭部を

打っているため救急要請をして

いる。時々夜間に談話コーナー

のテレビをつけることがあり、

暗かったためテーブルにつまづ

いたり、滑ってしまった可能性

がある。 

長女様に電話連絡をして救急搬送となる

ことを報告している。 

横浜新都市脳神経外科に搬送。CT 検査

の結果は異常なし。裂傷部位を 8針縫合

している。 

担当区高齢者支援係に連絡。 

法人本部へ連絡。 

夜間にテレビをつけに行くことが危険な

ことを説明するも、ご理解が難しい様子

があるため、談話コーナーのテレビには

夜間はシーツを掛けるようにする。 

靴が滑りやすい状態ではないか確認をす

る。 

令和 8 年 2 月１日 70 代女性 

夕食に来られなかったため、施

設内を捜索するも見つからず、

防犯カメラで 15：33に外出する

姿を確認。近隣を職員が捜索す

るが見つからず、その後 16：30

に津田山駅前交番より保護の連

絡があった。虐待ケースでの入

所のため、親族へ居所を知らせ

ていなかったが、ご本人が長女

の連絡先を話したため、警察か

ら連絡が行き、長女が警察署に

来ている。警察に事情を説明

し、警察から長女へご本人の引

き渡しはできないことを説明し

ている。ご本人は職員が迎えに

行っている。認知症の診断があ

り、いつもは外出を職員が止め

ていたが単独で外出をしてしま

った。 

施設内を捜索し、見つからなかったため

防犯カメラで外出を確認。近隣を職員が

捜索している。・認知症の診断があり、

一人で帰園することが難しいと判断し警

察と保佐人に連絡をすることとした。 

保護の連絡を受け、警察に虐待ケースで

の入所のため親族に居所を知らせること

ができないことを報告。 

担当区高齢者支援係に連絡。 

法人本部に連絡。 

警察が長女に説明をして、施設の場所は

知らせずにご本人は職員が迎えに行き帰

園されている。 

保佐人と相談をして、GPS をレンタルし

ご本人に身に着けていただくこととす

る。 

ご本人の所在を定期的に職員が確認をす

る。 

衣類に住所と名前を書くようにする。 

令和 8 年 8 月 28 日 

 

事務職員が切手の繰り越し作業

をしていたところ、毎月オムツ

代申請をしていたご利用者の切

手が数カ月使用されていないこ

とに気付く。確認をしたとこ

ご利用者、後見人、保佐人に報告、謝罪

をしている。 

保護課に連絡をし遡り申請が可能な分を

申請している。・遡り申請ができなかっ

た分については施設が負担をしてお支払
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ろ、生活保護を受給しているご

利用者のオムツ代申請が令和 7

年 7月以降行われていなかった

ことがわかった。事務職員の業

務引継ぎがうまくいかず、担当

が明確になっていなかった。そ

れまでは領収書を受け取り申請

を行っていたが、銀行引き落と

しに変わったことにより領収書

が発行されなくなり気が付かな

かった。 

いをすることとした。 

各担当区高齢者支援係、保護課に連絡。 

法人本部に連絡。 

業者に連絡をして、引き落とし分につい

ても個別に領収書を発行してもらうこと

とした。 

申請後は申請済み報告書を作成し、回覧

をしてチェックを行う。 

職員の業務引継ぎについては必ず引き継

ぎ書を作成し、引継ぎを行い事務会議で

確認をする。 

令和 8 年 2 月 19 日 

 

80 代男性 

ナースコールがあり、看護師が

訪室するとご本人が転倒し居室

に血だまりができていた。左顔

面、眉横を打ち、裂傷あり。止

血を行い縫合の必要があると判

断し、タクシーで妻の付き添い

で受診している。左足にマヒが

あり、杖歩行。歩行時は体制が

前のめりになり早足になる傾向

があった。居室内でスリッパを

履いており、また入浴後であっ

たためのぼせていた可能性もあ

る。 

福住医院を受診。CT 検査の結果、骨折

はなし。左眉横を 7針縫合している。 

担当区高齢者支援係に連絡。 

法人本部へ連絡。 

居室の整理、清掃をご本人と相談をして

職員がお手伝いをする。 

室内履きをスリッパではなく、介護シュ

ーズに変える。 

入浴後は十分な水分摂取を行い、少し休

んでいただく。 

令和 8 年 2 月 20 日 

 

７０代男性 

高津警察署より、ご本人が施設

内でのトラブルについて相談に

来ていると電話連絡があった。

令和 6 年と令和７年にそれぞれ

違うご利用者から、施設の食堂

近くで後ろからお盆で突かれた

ため、未だに腕に痛みがあり、

事件として扱ってほしいと訴え

ているとのこと。ご本人の話だ

けでは容量を得ず、確認のため

に連絡をしたとの事であった。

職員にもご本人から同様の話が

ご本人に警察からのお話をお伝えすると

「わかりました。あとは弁護士に相談を

する。」との返答があった。 

ご本人が定期的に受診をしている精神科

病院の担当医師に報告、相談をしてい

る。医師からは「病状の悪化というより

も、もともとのご本人のこだわりが強く

出てストップがかからない状況だと思わ

れる。ご本人のお話をお聞きしながら一

つ一つ納得していただくのが良いのでは

ないか。」とのお話があった。 

担当区高齢者支援係に報告。 

法人本部へ連絡。 
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あり対応をしていたが、相手の

ご利用者は二人とも覚えがな

く、当時トラブルがあったとい

う記録も残っていなかった。警

察からは事件として扱うことは

難しいので、施設からご本人に

伝えてほしいと言われている。 

ご本人には「どこかへ相談する場合は、

施設にも教えてほしい。結果についても

お話を聞かせてほしい。」とお伝えし、

「わかりました」と返答いただいてい

る。 

 

令和 8 年 3 月 3日 ６０代男性 

3/4 5：30 にご本人から夜勤明

け職員に連絡があり、「昨夜 1 錠

のはずの薬を 2錠飲んだ。誰か

と間違えているのではないか。」

とのお話があった。服薬記録、

残薬を確認すると他のご利用者

の不眠時薬が 2錠減っており、

ご本人の薬は残っていることが

分かった。夜勤の派遣職員が間

違えて配薬したことが判明。本

来は、不眠時の頓服薬が入って

いる袋ごとご本人の居室に持っ

て行き、ご本人の前で名前を確

認して配薬を行うこととなって

いるが、当直室内で薬を出して

持って行っている。相勤者が休

憩中であったため、電気をつけ

ずに薄暗い中で作業を行ってい

た。 

ご本人に報告をして謝罪を行っている。 

朝も眠気が強い様子であったため、居室

で横になっていただき、バイタル測定を

実施。看護師が出勤後すぐに報告をして

いる。 

看護師から主治医に連絡をし、経過観察

を行うようにとの指示を受けている。 

担当区高齢者支援係に報告。 

法人本部へ連絡。 

頓服薬の袋を居室に持って行き、ご本人

の前で名前を確認してから配薬すること

を徹底する。 

休憩に入る前に、相勤者にバックを引き

継ぐようにする。 

当直室で作業を行う場合は、相勤者が休

憩中であっても必ず電気をつけて作業を

行う。 

令和 8 年 3 月 26 日 80 代女性 

施設玄関から「転んでいる」と

の声が聞こえ、職員が駆けつけ

ると、ご本人がしりもちをつい

ており、送迎に来ていた外部の

デイサービス職員とともに介助

で車椅子への移乗を行ってい

る。送迎車が敷地内の入ってき

たのを見て、ご本人が歩行器を

置いて、車の方へ歩き出してし

まい転倒した。看護師が状態を

横浜新都市脳神経外科病院に搬送されて

いる。 

検査の結果、右大腿骨転子部骨折都の診

断。当日に手術を行っている。 

保佐人に連絡。 

担当区高齢者支援係へ連絡。 

法人本部へ連絡。 

担当区高齢者支援係に報告。 

デイサービスの職員が迎えに来るまで

は、玄関入り口の椅子に座ってお待ちい

ただくように繰り返しお伝えする。 
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確認したところ、動くことがで

きず、痛みもかなり強いため骨

折の可能性があると判断して救

急要請をしている。雨が降って

おり滑りやすい状態であった。 

歩行時は必ず歩行器を使用していただ

き、車に乗車した後、デイか養護の職員

いずれかが歩行器を回収する。 

 

ケ 地域交流（ボランティア受入れ等）の状況について 

（ア） 傾聴活動などのボランティア 

    ボランティア活動を開始するにあたってのお願い事項を文書にして、活動開始時に説明をし、

同意の署名をいただくようにしました。 

現在、地域の方で洗濯物の仕分けや傾聴活動をしてくださっている方を 1名（週一回程度）、学生

の方で傾聴を中心とした活動をしてくださっている方を 1 名（随時）受け入れています。ご利用

者の後見人の方がバンドを組んでいて、演奏活動に定期的に来られています。また新たに 1 名の

方が主に傾聴を中心とした活動を希望され、受け入れています。今後も引き続きボランティア募

集のポスターを作成するなど受け入れを進めます。 

 

コ 各実習の受け入れ状況について 

（ア） 学生現場体験（教員免許）の受け入れを再開致しました。 

   学校名   人員        期間 日数 

洗足学園音楽大学    1 10 月 20日～10月 24 日 5 

洗足学園音楽大学    1 10 月 27 日～10 月 31日 5 

洗足学園音楽大学    1 11 月 7日・11月 10 日～11 月 13日 5 

桐蔭横浜大学    1 11 月 17日～11月 21 日 5 

 

（イ） 社会福祉士・相談援助実習の受け入れ 

   学校名   人員        期間 日数 

田園調布学園大学    1 8 月 6日～9月 9日 24 

田園調布学園大学    1 6 月 16日～6月 25 日 8 

 

サ 行事等の活動について 

新型コロナウイルスなどの感染予防の対策を図りつつ、行事や活動について実施を 

しました。 

地域との交流も少しずつ再開を始めており、夏祭りには町内会の方を 4 名ご招待し、参加して

いただいています。11月の防災訓練にも参加、ご協力をいただきました。 

 

 行事等の内容(実施日) 
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４月 誕生会（8日)   桜を観る会（4日） 

５月 
誕生会（15日）、菖蒲湯（3～5日）、スポーツデイ（27 日）、 

衣類訪問販売（27 日） 

６月 誕生会（6日）、預り金報告会（25日）、避難訓練（3日） 

７月 七夕まつり（1～7 日）、 誕生会（7 日） 

８月 恵楽園夏祭り（26 日）、誕生会（7日）、 迎え火（13日）、 送り火（16日） 

９月 誕生会（3日）、 敬老式典（16日） 

１０月 誕生会（14日）、預り金報告会（29 日）、衣類訪問販売（27 日） 

１１月 
誕生会（7日）、老施協(ZOOM でじゃんけん大会)（27日）、外出ツアー（18日） 

避難訓練（4日） 

１２月 誕生会（4日）、年末お楽しみ会（9日）、ゆず湯（21、22日） 

１月 新年祝賀会（4日）、誕生会（14日）、中学生職場体験（橘中学）（15日、16日） 

２月 節分（3日）、誕生会（9 日）、預り金報告会（25日）（3、7日） 

３月 誕生会（3日）、夜間想定避難訓練（4日） 

 

シ 業務改善 

（ア） 現状分析・課題把握・改善策検討を行う体制 

恵楽園内の職員会議にて、前年度に実施した入所者の生活満足度調査の結果を基に、現

状分析・課題把握・改善策検討を行いました。 

また、施設内に 8部会を設け、それぞれが会議を開催し、現状分析、課題抽出、改善検討、

部会発信を行いました。 

前年度のストレスチェックの結果を踏まえ、改善のためにリーダー・係長・園長による

検討会議を定期的に行いました。 

（イ） 8部会の内訳：リスクマネジメント、ボランティア、研修/勉強会、身体拘束/虐待防止、

防災/危機管理、給食、事例検討、医務衛生/感染症対策 

（ウ） 今年度に実施した業務改善の具体事例 

事例検討部会によりケースについて、他職種による検討が定期的に行えるようになりま

した。 

（エ） 取組によって表れた具体的な効果 

研修/勉強会を動画で撮り、パソコン上でいつでも受けられるようにし、これまで業務等

により参加できなかった職員も受講できる体制を継続しています。 

業務会議を月二回開催し、業務改善のための話し合いを支援職が中心になって行い、自

分たちで問題を提起し解決策を話し合うことができるようになりました。 

 

ス その他 
（ア） 収入と預り金等の区別について 

収入は、法人経理課が管理している専用の口座で取扱うなど区別化しています。 
ご利用者の預り金は、3 万円までの小口現金については、鍵付きの書庫にて管理し、それ
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以外の現金や金品については大金庫にて各利用者別の袋に入れて管理をしました。金庫の

鍵は、事務職員と役付の職員が管理しました。 
また、預り金は「入所者預り金等取扱い要綱」により取扱い、年 3 回（6 月、11 月、2

月）の預り金報告会にてご利用者本人と確認をしました。 
（イ） 所管課との連絡・連携について 

園内で発生した受診を伴う事故などについては、必要に応じて所管課へまずは電話で一報

を入れ、その後、所定の報告書を提出しました。 
セ 業務日誌・点検記録・修繕履歴等の適切な管理について 

川崎市の施設である恵楽園を管理している中で、ご利用者の生活に直結する設備等の管理

を重視しました。業者には大型設備の修繕時のみならず定期点検時も報告書の提出を求め保

管しました。 
ソ 施設内外における清潔な環境の維持について 
   就労支援事業所あやめとの清掃業務委託契約を行い、その中で清掃ロボットを導入し、2

階集会室のカーペットの床清掃を行うこととしました。 
   専門業者へ週３日の清掃業務委託契約を行い、清掃員と曜日を分けて施設内美化に勤めて

います。 
   令和７年３月には、浴室リフォーム及びろ過機と消毒液注入ポンプ等の設備の更新工事が

完了しており、今年度も衛生的な入所者の入浴が確保できています。 
  令和８年２月には屋上防水工事と外壁塗装改修工事が完了し、美観の向上とともに安全性の

維持が保たれています。 
タ 施設・敷地内の警備 

   警備職員は 1 日 1 名を配置し、夜間の定期巡回などを行いました。 
  警備員不在の日には、職員が当直勤務を行い、夜間の 3 名体制を確保するように努めました。 

チ ご利用者が使用する消耗品等の補充 
     共用部の必需品(トイレットペーパーなど)は清掃員もしくは他の職員が適宜補充しました。

消耗品類の欠品に留意し、随時倉庫の在庫確認をしています。 
 ツ ご利用者の生活ゴミの一般ゴミ化 

     これまでご利用者の生活ゴミについて「事業ゴミ」として取り扱ってきましたが、行政 

の担当者、管轄の宮前生活環境事務所と連絡を取り合い、令和 4年 10月 1 日からご利用 
者の生活ゴミは一般ゴミでの取り扱いへと変更しましたが、ゴミの排出が地域と同じ 

枠組みとなり、ご利用者がゴミの分別を行う事で、ごみの減量にもつながっています。 
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９－３ 恵楽園デイサービスセンター 
 

種 別  通所介護 

開 所 年 月 日 2006 年 4月 1日 

定 員 30名 

所 在 地 〒213-0033 

          神奈川県川崎市高津区下作延 2-26-1 

          TEL044-861-2648  FAX044-861-2804 

床 面 積 デイ関連施設 336 ㎡ 

責 任 者 田中 久美子 

事 業 所 番 号 1475301097 

職員配置計画                    令和 7年 3月 31日現在 

職種 
配置 

基準 

配置 

人数 

正規 

職員 

契約 

職員 

パート 

職員 

管理者 

生活相談員 

看護職員 

機能訓練指導員 

介護職員 

事務員 

運転手 

1(兼務可) 

1 以上 

1 以上 

１以上 

４ 

0.2 

1.0 

1.0 

1.0 

5.2 

1（兼務） 

 

1（兼務） 

1（兼務） 

 

 0 

 2（兼務） 

0 

 0 

 5（技能実習2） 

0 

0 

1（兼務） 

1（兼務） 

1 

1 

1 

※配置人数は常勤換算数 

 

令和 7 年度の通所利用者数は年間で延べ 5,113 人、85 歳以上 89 歳未満の方の利用が最も多く、年間

2,187 名。次いで 80歳以上 84歳未満の方が年間 941 名という結果となりました。 

科学的介護情報システムに登録し、通所介護推進体制加算をとり、この情報システムを活用し、ケア

の質の向上に取り組みました。令和８年度は機能訓練を強化し、ご利用者の日常生活が少しでも自立に

むかうようにする予定です。また、去年浴室改修工事を行い入浴サービスが向上しました。 

今年度も例年と同様に、介護保険法等の関係法令に従い、各関係機関との連携を図り、高齢者の尊厳

の保持と自立生活の支援に努めながら、ご利用者の身体状態に応じて、健康で明るく、楽しい生活を送

りながら自立した日常生活を営むことができるように、サービス提供を行いました。養護老人ホームに

て介護が必要になったご利用者においては、デイサービスの利用をすることにより生活機能の改善及び

保清を行い養護老人ホームでの自立した生活を維持していただくための計画と支援を行いました。 

川崎市主催の「かわさき健幸福寿プロジェクト」へ今年度も、養護老人ホーム川崎市恵楽園と恵楽園

居宅介護支援センターの協力のもと、２名参加しました。現在は結果の報告を待っているところです。

令和６年度は、銅賞２名という結果になり、ADL 維持・向上、ご本人の「したい、やりたい、あきらめ

ない」というプロジェクトのスローガンを念頭に置き、職員がご利用者に寄り添い機能訓練等を行った

結果と思われます。 
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健康福寿プロジェクト受賞実績 

 金賞 銀賞 銅賞 実施期間 

第 9期   2 名 2024 年 7月～2025 年 6 月 

 

令和 7 年度 平均利用者数及び稼働率 

令和 7 年度 １日平均人数 稼働率 

4 月 19 人 79％ 

5 月 20 人 80％ 

6 月 20 人 81％ 

7 月 19 人 76％ 

8 月 19 人 79％ 

9 月 20 人 80％ 

10 月 20 人 83％ 

11 月 20 人 81％ 

12 月 20 人 80％ 

１月 19 人 78％ 

2 月 19 人 78％ 

3 月 19 人 79％ 

 

令和 7 年度 新規利用者数及び終了者数 

新規利用者数 終了者数 

14 16 

 

令和 7 年度 利用開始後の要介護度の改善人数 

改善人数 

3 

 

【内訳】 

前回の介護度 現在の介護度 改善理由もしくは予想される原因 

2 1 はじめ通所を拒否されていましたが、職員が根気よく誘い通所を

続けるうちに ADL が改善した。 

3 2 転倒、腰椎圧迫骨折を繰り返していましたが、機能訓練をするこ

とにより歩行受胎が改善され、車椅子の利用が無くなり、歩行器

歩行がしっかりできるようになった。通所では杖歩行の練習中で

ある。 

要支援 2 要支援 1 休まず通所続けることにより日常生活に活気がでてきた。 
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令和 7 年度 介護度改善までは至らないものの、認知症の要介護高齢者の BPSD の改善人数 

改善人数 

3 

 

【内訳】 

前回の介護度 現在の介護度 改善理由もしくは予想される原因 

3 3 トイレの失敗が多かったが、排泄の自立に向け声掛けを続

け、自身からトイレの訴えがでるようになった。排泄の自

立を目標に続けていく。 
2 3 内科疾患は悪化したが、レクやいろいろな声掛けを続け、意思疎

通が以前よりできるようになった。記名もできるようになった。 

1 2 時々パニックになり大声を上げることがあるが、訴えをよく聞く

ようにした結果、通所中は落ち着いて過ごされるようになった。

常に落ち着いていられるよう今後も続けていく。 

 

令和 7 年度 利用状況 ※延べ利用者数（延べ利用日数） 

１．年齢構成別利用者数 

 ～ 

64 歳 

65 歳 

～69

歳 

70 歳 

～74 

歳 

75 歳 

～79 

歳 

80 歳 

 ～84 

歳 

85 歳 

 ～89 

歳 

90 歳 

～ 

 

合計 

4 月 7 0 12 72 93 193 62 439 

5 月 7 0 13 70 100 199 56 445 

6 月 6 0 14 66 89 185 70 430 

7 月 9 3 16 78 94 166 71 437 

8 月 9 4 12 75 87 172 56 415 

9 月 5 8 17 80 99 175 57 441 

10 月 3 9 17 86 90 211 63 479 

11 月 3 8 16 73 71 181 55 407 

12 月 3 8 16 71 66 184 52 400 

1 月 4 10 19 69 47 173 70 392 

2 月 4 11 20 79 48 167 63 392 

3 月 5 14 24 69 57 181 86 436 

合計 65 75 196 888 941 2,187 761 5,113 
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 ２．介護度別利用者数 

 要支援 

1 

要支援 

2 

要介護 

1 

要介護 

2 

要介護 

3 

要介護 

4 

要介護 

5 

 

合計 

4 月 5 6 55 200 121 21 31 439 

5 月 5 4 54 195 117 37 33 445 

6 月 4 5 54 188 116 34 29 430 

7 月 8 4 60 197 125 34 9 437 

8 月 4 8 64 178 115 25 21 415 

9 月 5 17 66 185 120 25 23 441 

10 月 4 17 56 205 140 27 30 479 

11 月 4 8 51 174 125 20 25 407 

12 月 4 8 57 185 110 12 24 400 

1 月 4 8 53 191 116 8 12 392 

2 月 8 4 56 181 119 20 4 392 

3 月 10 5 63 206 118 34 0 436 

合計 65 94 689 2,285 1,442 297 241 5,113 

 

３．行事等実施状況 

 行事の内容（実施日） 

4 月 自己紹介  つつじ見学（４/２９日～３０日） 

5 月 菖蒲湯    （１日～５日） 

6 月 てるてる坊主作成 

7 月 七夕まつり  （１０日～１４日） 

8 月 夏祭り    （５日～１１日） 

9 月 敬老会    （１５日） 

10月 秋の運動会  （２０日～２３日） 

11月 サークル発表会・作品展示 

12月 おたのしみ会・ゆず湯 （１５日から１９日） 

1 月 新年お楽しみ会    （５日～９日） 

2 月 節分ボーリング大会 （２日～６日） 

3 月 ひな祭り・ひなあられ(２日～６日) 
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９－４ 恵楽園居宅介護支援センター 

 

種 別  居宅介護支援 

開 所 年 月 日 2006 年 4月 1日 

所 在 地   〒213-0033 

           神奈川県川崎市高津区下作延 2-26-1 

           TEL044-861-2648  FAX044-861-2804 

責 任 者 伊藤 陽子 

事 業 所 番 号 1475301105 

職員配置計画            

職種 
正規 

職員 

契約 

職員 

パート 

職員 

管理者 

介護支援専門員 

1 

1 

0 

2 

0 

0 

事務職員 0 0 １ 

※配置人数は常勤換算数 

 

 

今年度は感染症の流行が抑えられていたため、感染症防止に配慮しながらのケアマネジメント業務を

行いました。担当者会議は各サービス事業所の担当者を招集し開催しています。 

毎年参加している「かわさき健幸福寿プロジェクト」では、第 9 期(令和 6年 7 月～令和 7年 6 月)の

結果、銅賞 2 名でした。第１０期（令和７年７月～令和 8年６月）も２名参加しています。今後も取り

まとめ事業所としてエントリーを続け、ご利用者の自立支援に向けての取り組みを続けていきたいと思

います。 

特定事業所加算Ⅲを取得している事業所として、週１回の事業所内会議、個別研修計画の作成、定期

的な研修、事例検討、実習生の受け入れを行いました。研修としては、恵楽園の 3 事業所合同研修を月

に 1 度のペースで計画し実施、また、動画を活用した研修も月 1回行い、介護保険事業所として必要な

内容を学びました。 

介護支援専門員のスキルアップや専門性を確保するために、川崎市介護支援専門員連絡会に入会して

います。今年度も、区の定例会へは会場へ出向き参加しており、他事業所のケアマネジャーらと直接会

い、情報交換なども行えました。 

新規相談は養護老人ホームの入所者を中心にコンスタントに受けることができました。 

地域包括支援センターやサービス事業所からの紹介ケースに加え、地域住民から直接連絡を受け、相

談に応じることも増えています。3月末の受任内訳としましては、地域のご利用者 59名、養護入所者 52

名となっています。 

今後も、地域の方々からの信頼に応えられる事業所を目指します。 
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◇月別 給付件数・稼働状況 

 

 目標 4 月 5月 6 月 7月 8 月 

人数（名） 115 名 115 名 120 名 119 名 118 名 118 名 

稼働（％） 100％ 100% 104% 103% 103% 103% 

9 月 10 月 11月 12 月 1 月 2月 3 月 

117 名 115 名 113 名 114 名 117 名 114 名 111 名 

102% 100% 98% 99% 101% 99% 96% 

 

◆介護度改善までは至らないものの、認知症の要介護高齢者の BPSD 等の改善状況 

サービス開始時

の介護度 

現在の介護度 改善理由、もしくは予想される原因 

2 1 
ずっと居室に閉じこもっていたが、通所介護を始めたことで他人と会

話するようになり、活気がでてきた。 

2 2 
要介護度は変わらないが、通所介護にて自分の訴えをよく聞いてもら

うことで興奮して大声を上げることが減った。 

 

 

◆介護度改善までは至らないものの、身体障害を伴う要介護高齢者の障害状況の改善状況 
 

  
             

サービス開始時

の介護度 

現在の介護

度 
改善理由、もしくは予想される原因 

 

5 1 

初回訪問時、寝たきりだった。訪問マッサージ、訪問リハビリにてリ

ハビリすることにより、歩行できるようになり、訪問入浴から介助入

浴に改善した。 

 

3 1 
転倒が多く、腰椎圧迫骨折を繰り返されていたが通所介護でリハビリ

することで歩行が安定した。 

 

2 1 
脳梗塞あり。訪問リハビリ、通所介護でリハビリをおこない、歩行が

安定し、認知能力も向上した。 
 

3 2 
筋力が弱く、歩行時は腰を支えていたが通所介護と福祉用具、手すり

の利用により支えなしでの歩行が可能いなった。 
 

2 2 デイサービスの利用を継続することで、状態の維持が出来ている。  
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利用状況  ※給付管理者数 

 ア 年齢構成別給付管理者                   （単位：名） 

 ～64 歳 65 歳～ 

69 歳 

70 歳～ 

74 歳 

75 歳～ 

79 歳 

80 歳～ 

84 歳 

85 歳～ 

89 歳 

90 歳～  合計 

4月 5 4 7 20 25 35 23 119 

5月 5 5 6 20 27 36 23 122 

6月 5 5 6 20 22 41 22 121 

7月 5 4 7 20 26 37 21 120 

8月 5 4 7 20 25 39 23 123 

9月 4 4 9 22 25 38 20 122 

10 月 4 4 9 24 22 37 21 121 

11 月 4 4 8 22 22 36 21 117 

12 月 4 3 9 22 21 37 21 117 

1月 4 3 9 23 22 37 22 120 

2月 4 2 9 22 19 37 23 116 

3月 4 2 9 21 16 35 24 111 

合計 53 44 95 256 272 445 264 1,429 

 

 イ 介護度別給付管理者数                             (単位：人) 

 要支援 

１ 

要支援 

２ 

要介護 

１ 

要介護 

2 

要介護 

３ 

要介護 

4 

要介護 

5 
合計 

4 月 0 0 34 52 20 4 9 119 

5 月 0 0 37 50 20 6 9 122 

6 月 0 0 41 48 18 5 9 121 

7 月 0 0 42 48 18 5 7 120 

8 月 0 0 42 48 18 6 9 123 

9 月 0 0 44 48 17 6 7 122 

10 月 0 0 38 51 19 5 8 121 

11 月 0 0 37 49 18 5 8 117 

12 月 0 0 40 47 18 5 7 117 

1 月 0 0 41 48 19 4 8 120 

2 月 0 0 40 48 17 4 7 116 

3 月 0 0 40 46 16 3 6 111 

合計 0 0 476 583 218 58 94 1,429 
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１０．井田重度障害者等生活施設  桜の風 もみの木 
 

種 別    自立（生活）訓練  

          宿泊型自立訓練   

          短期入所      

          地域生活推進事業  

開 所 年 月 日  2013 年 4 月 1 日 

定 員  自立（生活）訓練 20 名/日 

          宿泊型自立訓練  20 名/日 

          短期入所      5 名/日 

          地域生活推進事業  2名/日 

所 在 地  〒211-0035 

           神奈川県川崎市中原区井田 3-16-1 

           TEL044-920-9006   FAX044-788-7968 

施 設 概 要   鉄筋コンクリート造 3階建て 

床 面 積 4929.38 ㎡ 

責 任 者   小林 勇  

事 業 所 番 号   1415200680 

職員配置計画            

職種 
配置 

基準 

配置 

人数 

正規 

職員 

契約 

職員 

パート 

職員 

管理者 ― 0.2 １ ０ ０ 

サービス管理責任者 1.0 １ １ ０ ０ 

生活支援員 5.5 8.89 13 ０ 5 

看護師 1.0 １ １ ０ ０ 

地域移行支援員 1 人以上 1.4 2 ０ ０ 

体験宿泊支援員 1.5 1.56 2 ０ 4 

事務員 ― 0.46 1 ０ ０ 

嘱託医 ― 0.03 ０ ０ １ 

※配置人数は常勤換算数 

 

（1） 年度総括 

   平成25年より「桜の風」の共同事業体として「宿泊型自立訓練・自立（生活）訓練・短期入

所・体験宿泊（市単事業）」の運営を継続し、開設から 13年を経て、円滑な地域移行・地域定

着への支援の安定化を図り、ご利用者の多様なニーズに対する支援の質を高めることへの取組

みを行いました。 

また、前年度の利用率の低下を受け、法人内の相談支援事業所等との意見交換会を行い、その

際に挙げられた「利用までに時間がかかり過ぎてご利用者のモチベーションの維持が難しい」

という課題に取り組みました。 
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今後も地域移行と地域定着という支援を地域のニーズを考慮してトータル的に運用致します。 

 

（2）利用者への支援 

①  もみの木では、宿泊型自立訓練として、精神科病院から単純に施設を挟んで地域へ通過させ

るのではなく、実際の地域生活を前提とした日常生活の支援を基本に支援を行った。個々の状

況に応じて、できていることをより確実におこなえるような取組を実施し、また、苦手な事に

関しては社会資源を利用し、その関係性を見守り、ご本人の意向を確認することなどを支援の

中心と致しました。 

②  自立（生活）訓練では、一つのプログラムを複数人でおこなう「集団プログラム」の中に SST

を毎週実施した。これにより他者と自分の意見についての差異や取り組みを知り、個別の課題

に対しての方法論だけでなく、より地域生活への実践力となるコミュニケーションスキルの深

まりを図りました。 

また、地域生活を見越し、ご利用者がセルフマネジメント力の向上を図るために「服薬管理、

定期通院、日中活動先への参加、不調時等の SOS 発信 など」本人と相談の上に決めた予定と

その実行状況を確認・振り返りをする場として「定期面接」を行いました。 

③  医療面への取組みとしては、精神科医師を嘱託医として毎月 2 回程度配置し、ご利用者との

診察相談の機会を設けた。また、常勤の看護師を1名配置し、嘱託医や医療機関との連携の他、

施設内衛生・疾病予防等を図りました。 

 

（3）事業成果 

①  宿泊型自立訓練 

令和 7年度の宿泊型自立訓練での入退所の状況は、入所者が8名、退所者は7 名となって

います。退所先の内訳として、市内グループホームが 3名、市外グループホームが2名、ア

パートが1名、サービス付き高齢者住宅が１名でした。 

一方、入所者は病院からが7 名、家族と暮らすご自宅からが 1名でした。 

 

②  短期入所 

もみの木の短期入所を利用する方の目的として多くの方が「ご本人またはご家族の休息」です

が、「親元を離れて一人暮らしをしたい」という自立生活を目的とした利用も多くあった。こ

のような方には社会生活力プログラムの提供を行いました。 

また、宿泊型自立訓練から地域のアパートなどへ地域移行された方がしばらくの間、定期的

に利用することによる地域で直面した課題への対応や相談などを実施するなど、アフターフォ

ローとしての機能にも取り組みました。 

      

③  地域生活体験宿泊事業（川崎市単独事業） 
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   今年度は 16 名の方が、新たに登録されこの事業を利用致しました。また、医療観察法など、

司法関係機関との綿密な調整を必要とする方の受け入れにも取り組んでいます。 

 

（4）適切なサービスの提供 
  もみの木では、ケース検討や事業運営などについて協議できる仕組みとして、毎週火曜日の

午後を職員会議の時間としました。また、突発的に対応が必要となる場合には、毎朝おこなう

職員間の申し送り後にミニカンファレンスを実施し、早期対応を図りました。 

 

（5）サービス向上への取組 
利用率向上への具体的な取組みとして、施設利用への第一歩である「施設見学・申込」をＨＰ

上でも可能と致しました。また、宿泊型自立訓練への入所申込から体験宿泊でのアセスメント評

価期間を原則3カ月とし、申込者や関係機関に見通しがつきやすいように支援を行いました。 

また、客観的な生活評価を行うために「社会生活の自立度評価指標（ＳＩＭ）」を導入するため

に、研修会などに職員を派遣し、準備を進めて参りました。令和8 年 1月より試行を開始してお

り、令和8 年度からの本格始動を目指しています。 

 

（6）利用者の意見・要望等への対応 
 リビングに「ご意見箱」を設置し、毎週火曜日の職員会議時に返答内容を協議し、周知方法と

しては廊下に返答用紙を貼り出して全体化を図りました。 

 また、ご利用者による施設自治へのかかわり、不安・不満解消を目的に「もみの木ミーティン

グ」を毎月 2回ほど開催した。ミーティングの記録についてはリビングに設置し、どなたでも閲

覧できるようにしています。令和7年度の意見・要望は 80件で主な内容は次の通りです。 

① ご利用者から職員への要望・トイレ清掃など  24 件  

② ご利用者からご利用者への要望・TV音量など  2 件 

③ ご利用者から職員への苦情・対応など     14 件 

④ ご利用者からご利用者への苦情・使用方法など 22 件 

⑤ ご利用者から施設への苦情・設備など     14 件 

⑥ その他の苦情・対応など            4 件 

 

（7）職員の資質向上 
  ご利用者と1対 1で対応する相談場面の多い当事業において、適切な支援をその場で展開する

力量が求められる職場環境となっております。よって、職員個々には相談 

技術をはじめ、関係法令・社会資源・ネットワークづくり・セルフマネジメントなど総合的なス

キル習得が欠かせないものとなっております。 



214 
 

故にスキルアップのための機会を設定するために、上司との職務対話により学習計画を策定し、

人材の育成を図りました。 

 

 

 

(内部研修) 

名 称 日 程 内 容 目的及び成果等 
備 考 

（対象者等） 

所内職員研修会 R7.5.20 虐待防止について セルフチェックシートとグループワーク

によりチーム支援について学びを深める 

7 名 

所内職員研修会 R7.6.17 支援関係について 支援職としてのスキルと自身の志向性を

知る 

6 名 

所内職員研修会 R7.6.24 救命処置について AED 使用方法、胸部圧迫マッサージ、気道

異物除去について学ぶ 

6 名 

所内職員研修会 R7.7.8 感染症（食中毒）

について 

食中毒の種類や症状や特徴などを学ぶ 9 名 

所内職員研修会 R7.7.9 医療観察法につい

て 

社会復帰調整官より制度の概要と処遇の

実務などを学ぶ 

8 名 

法人階層別研修 R7.7.12 一般職員研修 コミュニケーション深めて他者との関係

構築の気づきを学ぶ 

4 名 

所内職員研修会 R7.9.9 身体拘束防止につ

いて 

身体拘束について概要と3要件について学

ぶ 

7 名 

法人階層別研修 R7.9.20 一般職員研修 コミュニケーション深めて他者との関係

構築の気づきを学ぶ 

3 名 

法人階層別研修 R7.10.4 一般職員研修 自己理解を深めて他者との関係構築の気

づきを学ぶ 

2 名 

所内職員研修会 R7.10.7 倫理及び法令順守

について 

職業人としての「倫理観」と仕事の根拠と

なる各種法令を学ぶ 

8 名 

所内職員研修会 R7.11.25 事故発生/予防/再

発防止について 

ヒヤリハット事例から事故と予防、再発防

止について学びを深める 

8 名 

法人階層別研修 R7.12.13 所長・係長研修 事業所の課題について取組み信頼される

管理職員を目指す 

2 名 

所内職員研修会 R8.1.13 事 業 継 続 計 画

（BCP）について 

自然災害と感染症（パンデミック）時の対

応について業務継続計画を学ぶ 

6 名 
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法人連絡訓練 R8.1.22 大 規 模 災 害 時

（BCP）における連

絡訓練 

連絡システム（トヨクモ）を使用した安否

確認及び職員参集状況を把握する 

18 名 

法人研究発表 R8.2.7 研究発表 法人内の各事業所が取り組んだ研究課題

について学ぶ 

５名 

法人職員研修 R8.2.24～3.15 

（動画配信） 

ハラスメント研修 社会問題化するハラスメントの発生と影

響について学ぶ 

17 名 

所内職員研修会 R8.3.3 手洗チェッカーを

使用した正しい方

法について 

感染症防止のための手指の衛生について

実技形式で行い身につける 

8 名 

所内職員研修会 R8.3.10 防護服等（感染症）

の脱着方法につい

て 

BCP に基づき防護服の脱着について実技形

式で行い身につける 

7 名 

所内職員研修会 R8.3.17 嘔吐物等（感染症）

の処理方法につい

て 

感染症防止のための嘔吐物の処理方法に

ついて実技形式で行い正しい処理方法に

ついて身につける 

6 名 

所内職員研修会 R8.3.24 緊急時の対応につ

いて 

火災時や地震発生時の初動動作と避難経

路について身につける 

7 名 

所内職員研修会 R8.3.31 メンタルヘルスに

ついて 

セルフチェックをおこない自身の睡眠状

態を知り心身の健康について学ぶ 

7 名 

 

(外部研修) 

名 称 日 程 内 容 目的及び成果等 
備 考 

（対象者等） 

神奈川県サービス管

理責任者 更新研修 

R7.6.12～ 

6.13（2日間） 

サービス管理者とし

ての更新研修 

日常の業務を振り返り今後のよりよい支

援に役立てるために学びを深める 

1 名 

神奈川県サービス管

理責任者 補足研修 

R7.7.18～ 

7.31（映像配信） 

サービス管理者への

補足研修 

サービス管理責任者としての責務や役割

について学びを深める 

1 名 

神奈川県サービス管

理責任者 実務研修 

R7.8.21～ 

8.22（2日間） 

サービス管理者とし

ての実務研修 

事業所にて個別支援計画書を適切に作成

するための必要な知識や考え方を学ぶ 

1 名 

神奈川県サービス管

理責任者 実務研修 

R7.9.4～ 

9.5（2 日間） 

サービス管理者とし

ての実務研修 

事業所にて個別支援計画書を適切に作成

するための必要な知識や考え方を学ぶ 

1 名 

他施設研修 R7.11.5 市外の他施設研修 市外の同事業を展開する施設で実習を行

い事業の学びを深める 

1 名 
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中堅職員合同交流・

研修会 

R7.9.18 専門職としての研修

会 

対人援助職としての自己の振り返りと中

堅職員としての役割を学ぶ 

1 名 

他施設研修 R7.11.13 市外の他施設研修 市外の同事業を展開する施設で実習を行

い事業の学びを深める 

1 名 

全国障害者リハビリ

テーション研究集会 

R7.11.27～ 

11.28（2日間） 

自立訓練から障害福

祉サービスの質を考

える研究会 

自立訓練事業所のための「社会生活の自立

度評価指標（SIM）」を学ぶ 

1 名 

神奈川県サービス管

理責任者 基礎研修 

R7.12.10 サービス管理者とし

ての基礎研修 

アセスメントから個別支援計画書の作成、

モニタリングのプロセスに関して学ぶ 

1 名 

川崎市と横浜保護観

察所による人材育成

研修 

R8.2.25 心神喪失者等医療

観察法の地域支援

について 

制度と実際の地域支援の現状を学ぶ 2 名 

初任者キャリアパス

対応生涯研修 

R8.2.27 フォローアップ研

修 

新任職員としてキャリアパスについて学

び行動力強化を図る 

１名 

 

（8）安全・安心への取組及び発生した事故対応 
大規模災害や感染症といった BCP に関する研修と訓練を行いました。また、共同事業体の育桜

福祉会と共同で避難訓練等に取り組みました。突発的に生じる各種のアクシデントに対する緊急

連絡先はどのパソコンからでも確認できるように整備致しました。 

令和 7 年度に発生した事故は 59件でした。 

① ご利用者の事故 無断外出/服薬忘れなど    22 件 

② 職員による事故 給食発注ミス/管理ミスなど 37 件 

 

（9）コンプライアンス 
虐待防止委員会を設置し委員会にてセルフチェックシートを職員に実施しています。また、セルフ

チェックシートの集計結果を職員会議にて話し合い、今後の対策等に活かしました。 

所内の職員研修会において各種法令について確認を致しました。 

  

（10）適正な業務の実施 

（１）施設・設備の保守管理 

多くの施設設備については、共同企業体の育桜福祉会が保守管理を行っています。 

ユニット内の専有物品について不具合が発生した時には、適時対応を致しました。 

（２）管理記録の整備・保管 

支援日誌、業務日報を毎日作成し、保管を致しました。 
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（３）清掃・警備 

共同企業体の育桜福祉会が清掃、警備を取り仕切り、聖風福祉会は按分に応じた費用を支払っ

ています。ユニット内の居室などは職員が確認し、適宜、清掃の支援を行っています。 

（４）備品管理 

消耗品については発注担当を決めて管理し、適正把握に努めました。 

1万円以上の物品については備品台帳に記載して管理を行いました。 

 

（11）「かわさき SDGs パートナー」 

川崎市 SDGs の登録認証制度「かわさき SDGs パートナー」の登録法人として、当事業所もご利用

者と共に生活に直結する「ごみの分別」などへの取り組みを行っています。 

 

（12）その他 

①関係機関からの見学（実習）の受け入れ 

中原区地域自立支援協議会が主催する施設見学会を令和 7年 9 月 24 日に行いました。 

法人内の他事業所で受け入れました精神保健福祉士養成課程の学生の短期的な実習の受け入

れをしています。 

②地域との交流 

   地域の市民団体「神庭・里山を楽しむ会」に団体会員として登録し交流をして 

   います。竹林の保全やジャガイモ堀りに参加しました。 

   また、精神障害者親の会に説明会を行いました。 

③他施設との連携 

同事業を行っている「川崎ラシクル」と定期的にケース検討等の会議の場を持ち連携を図り 

ました。また、神奈川県生活訓練連絡会へ出席し、県内の事業所とも情報交換や連携に努め 

ました。 

 

（13）利用状況 

①宿泊型自立訓練（定員：20 名/日） 

利用者延人数 

4 月：333 名 5 月：296 名 6 月：385 名 7 月：270 名 

8 月：241 名 9 月：379 名 10 月：399 名 11 月：412 名 

12 月：425 名 1 月：470 名 2 月：335 名 3 月：437 名 

 

障害程度別状況（月平均） 

区分無 区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 

0名 0 名 4.5 名 3.1 名 5.8 名 0 名 0 名 
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年齢別状況（月平均） 

 ～20 21～30 31～40 41～50 51～60 61～ 

0 名 1.1 名 3.7 名 2.3 名 5.0 名 1.3 名 

 

出身区別状況（月平均） 

川崎区 幸区 中原区 高津区 多摩区 宮前区 麻生区 他都市 

2.9 名 1.3 名 3.8 名 0 名 0.9 名 1.4 名 1.0 名 0.1 名 

 

手帳別状況（重複取得者含む）（月平均） 

精神 1級 精神 2 級 精神 3 級 知的 B1 知的 B2 その他 

0 名 9.1 名 1.3 名 0 名 1.0 名 0 名 

 

入退所状況 
 4 月 5 月 6 月 7 月 8月 9月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3月 計 

入所 0 名 2 名 0 名 0 名 1 名 1 名 0 名 1 名 2 名 0 名 0 名 1 名 8 名 

退所 1 名 0 名 1 名 0 名 1 名 0 名 0 名 0 名 1 名 1 名 1 名 1 名 7 名 

 

＊入所前の居所 

 ・精神科病院（市内）        7 名 

 ・精神科病院（市外）        0 名 

 ・地域生活（親と同居、他）     1 名     計 8名 

 

＊退所先内訳 

 ・賃貸住宅（地域移行）        1 名 

・サービス付き高齢者住宅（地域移行）1名 

 ・グループホーム（地域移行）        5 名         計７名 

 

入所者の主疾患状況（令和 8年 3月 1日在籍者） 

 ・統合失調症      10 名            

 ・不安障害/恐怖症   1 名        

 ・精神発達遅滞     1 名 

・自閉スペクトラム症  1 名            計 11 名 

 

② 自立（生活）訓練（定員：20名/平日） 
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利用者延人数 
4 月：242 名 5 月：192 名 6 月：260 名 7 月：199 名 

8 月：168 名 9 月：196 名 10 月：250 名 11 月：250 名 

12 月：277 名 1 月：274 名 2 月：199 名 3 月：227 名 

 
障害程度別状況（月平均） 

区分無 区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 

0名 0 名 4.5 名 3.1 名 5.8 名 0 名 0 名 

年齢別状況（月平均） 

 ～20 21～30 31～40 41～50 51～60 61～ 

0 名 1.1 名 3.7 名 2.3 名 5.0 名 1.3 名 

 

 

出身区別状況（月平均） 

川崎区 幸区 中原区 高津区 多摩区 宮前区 麻生区 他都市 

2.9 名 1.3 名 3.8 名 0 名 2.9 名 1.4 名 1.0 名 0.1 名 

 

手帳別状況（重複取得者含む）（月平均） 

精神 1級 精神 2 級 精神 3 級 知的 B1 知的 B2 その他 

0 名 10.0 名 1.3 名 0 名 1.0 名 0 名 

 

③短期入所（定員：5名/日） 

利用者延人数 

4 月：82 名 5 月：87 名 6 月：62 名 7 月：62 名 

8 月：91 名 9 月：58 名 10 月：86 名 11 月：69 名 

12 月：58 名 1 月：91 名 2 月：77 名 3 月：95 名 

＊この延人数のうち、緊急扱いで受け入れた人数は延べ 19名の方で 67日間となっています。 

 

障害程度別状況（実人数）（月平均） 

区分無 区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 

0名 0.1 名 7.2 名 7.4 名 2.0 名 0 名 0 名 

 

年齢別状況（実人数） （月平均） 

 ～20 21～30 31～40 41～50 51～60 61～ 
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0 名 0.3 名 5.0 名 6.8 名 4.8 名 1.3 名 

 

出身区別状況 （月平均） 

川崎区 幸区 中原区 高津区 多摩区 宮前区 麻生区 

1.3 名 1.7 名 2.2 名 5.7 名 3.8 名 2.7 名 1.3 名 

 

手帳別状況（重複取得者含む）（月平均） 

精神 1級 精神 2 級 精神 3 級 知的 B1 知的 B2 その他 

0.3 名 11.5 名 2.7 名 1.6 名 0 名 0.3 名 

 

④体験宿泊事業：市単事業（定員：2名/日） 

利用者延人数 

4 月：12 名 5 月：10 名 6 月：27 名 7 月：23 名 

8 月：13 名 9 月：17 名 10 月：17 名 11 月：8名 

12 月：23 名 1 月：14 名 2 月：23 名 3 月：15 名 

  

障害程度別状況（実人数）（月平均） 

区分無 区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 

0名 0 名 0.9 名 1.5 名 1.3 名 0 名 0 名 

 

年齢別状況（実人数）（月平均） 

 ～20 21～30 31～40 41～50 51～60 61～ 

0 名 0.9 名 1.0 名 0.8 名 1.6 名 0.4 名 

 

出身区別状況 

川崎区 幸区 中原区 高津区 多摩区 宮前区 麻生区 

0.5 名 0.9 名 0.8 名 0.2 名 0.2 名 0.7 名 1.5 名 

 

手帳別状況（重複取得者含む）（月平均） 

精神 1級 精神 2 級 精神 3 級 知的 B1 知的 B2 その他 

0.2 名 2.5 名 0.4 名 0 名 0 名 0 名 

 

（14）各種行事等 
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4 月 1日：桜の風

記念式典 

5 月 5 日：菖蒲湯、 

5 月 24 日：誕生会

(4～6 月) 

6 月 7 月：行事湯（7 日

間） 

8月 26 日：井田ｸﾞﾗ

ﾝﾄﾞ花火大会（参加

3名） 

8 月 23 日：誕生会

(7～9月) 

9 月 10 月 17 日：なかはら会バ

スハイク  （参加 3名） 

11 月 22 日：誕生会

(10～12 月) 

11 月 28 日：社会見

学ドラえもんミュ

ージアム（3 名） 

12 月 20 日：クリス

マス会(参加 11 名) 

12 月 22 日：ゆず湯  

1 月 5 日：桜の風

賀詞交歓会  

2 月 17 日：事業所対抗ボー

リング大会（参加 3名） 

2 月 16 日：温泉行事（発砲

入浴剤） 

2月 21 日：誕生会（1～3月） 

3 月 

午後の活動 午後の時間の充実と利用者間の交流の時間 

 4 月 23 日  参加者 5名 外出活動（夢見ヶ崎動物公園） 

5月 8日   参加者 6名 ビーズアクセサリー作り 

6月 27 日  参加者 9名 ポテト収穫祭 

 7 月 25 日  参加者 9名 流しそうめん体験 

 8 月 15 日  参加者 7名 レジンアクセサリー作り・かき氷体験 

 9 月 12 日  参加者 5名  かき氷・シロップゼリー  

12 月 15 日  参加者 9名  フラワーアレンジメント教室 

 3 月 16 日  参加者 3名 カラオケ大会 

 

OGOB 会 地域移行した元入所者（アパート、グループホーム各１名）との生活や質疑応答を通し

て、入所者と交流を図りました。 

 実施日：令和7 年 10 月 9日 参加者 12 名  

 
（15）食事提供延件数 

 ＊（宿泊型・生活訓練・短期入所・体験宿泊）含む 

 4 月 5 月 6月 7 月 8 月 9月 10 月 11 月 12月 1 月 2 月 3 月 合計 

朝食 344 319 326 285 262 267 307 334 364 370 346 321 3845 

昼食 330 310 326 290 264 270 308 333 380 373 310 310 3804 

夕食 393 378 393 302 258 253 315 343 393 383 334 310 4055 

 

（16）健康管理 
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ご利用者に応じた服薬支援を行いました。具体的には職員が服薬を預かり服用まで見守りす 

ることや、ご利用者自身が服薬を管理し、職員は空袋を確認するなど、ご利用者の地域生活 

への練習ステージに応じた支援を行いました。また、嘱託医との面接や毎日の血圧と検温。 

少なくとも月に 1回の体重測定などで健康への意識付けを図りました。 

 

（17） 令和 7 年度 利用者満足度調査 

実施方法：アンケート形式 

実施期間：令和 8年 3月 2 日～3月 13 日 

＊結果については後日提出します。 

 

Ⅲ 事業報告の附属明細書 

令和６年事業年度においては、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則第 34条第 3

項に規定する附属明細書に記載すべき「事業報告の内容を補足する重要な事項」が存在しないので

作成しておりません。 

 


